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1 . 地域連携推進機構 産学連携部門 平成22年度年報発行に際して

地域連携推進機構 副機構 長

升 方 勝 己
富 山 大学 は ， 地域の聞かれた大学 と し て ， そ の幅広 い 知 的 資源 を 活用 し た産

学 連携事業の推進 を 重要 な目標 と し て掲げて お り ま す 。 富 山 大学 の 産学連携事

業 の 更 な る 推進 を 目 標 に ， 平 成20年 の 7 月 ， 学 内関連組織 を 改編統合 し 産学

連携部 門 が発 足 し ま し た。 以 来 2 年半余 り が経過 し ま し たが， そ の間， 地域企

業 と の 連携 を 強化 し 産学連携事業 の 戦略的展開 を 図 る べ く ， 関 係教職 員 一丸

と な っ て そ の機能強化 に 取 り 組 ん で、 ま い り ま し た。 そ の 成果 も 徐々 に現れ始め て い る と 思 っ て お り ま

す が， こ れ も ひ と え に 学 内外の 関 係各位 の ご理解 ， ご協 力 の賜物 と 感謝し五た し て お り ま す 。 こ の度，

平成22年 度 の 部 門 の 活動状況 を 取 り ま と め て 第二回の 年報 と し て 報告 さ せ て いた だ く こ と と な り ま し

た。 是非， ご一読いただ き ， 部 門 の 活動状況 を ご理解しEた だ く と 共 に ， ご意見 を 賜 れ ば幸 い です 。

産学連携部門の活動 は 共 同 研究支援， リ エ ゾ ン 活動， 知 財管理活用， 産学連携人材育成 ， プ ロ ジ
ェ ク ト 支援 な ど 多岐 に わた っ て お り ま す が， 学 内 か ら も そ の 活動内容が見 え に く い と の ご批判 も 頂い

て お り ま す。 年報の 発 刊が学 内外の皆様 に そ の 活動 を ご理解 いただ く ため の 一助 と な れ ば と 願い ま す

と 共 に ， 今後 と も 本部 門 の 活動 に 対 し ま し て 各方面の ご理解 と ご支援 を 賜 り ま す よ うお願い申 し 上げ

る 次第 です。

2 . 平成22年度の産学連携部門活動を振りかえって

〆

地域連携推進機構 産学連携部門長

石 黒 雅 ！平日
平 成20年 7 月 設置 さ れた本学 の 地域社 会 と の統一的連携窓口で あ る 地域連携

推進機構 の 下 ， 機能 別 に 生涯学習部 門 ， 地域づ く り ・ 文化支援部門， 地域医療・

保健支援部 門 と と も に 地域 の 産業 ・ 行政機 関 等 と の 連携 に 係 わ る 業務 を 担当す

る 部 門 と し て ， 平 成22年 度 も 活動 し て 参 り ま し た。

l 当 部門 は 産学連携 に かか わ る 3 つ の 機能 を 一体化 し 本学の 研究室 と 企業 と

の 連携 を 初段階か ら 契約 に至る ま で の ， 各種の業務 を 推進 ・ 支援 し て お り ま す。 具体的 に は ，

① リ エ ゾ ン 機能

大学 の有す る 研究 成果 を 通 し た社 会貢献 を 目 指 し 研究室訪問 に よ る 研究 シ ー ズ 発 掘 ・ シ ー ズ を 発

信す る 一方， 企業訪問 に よ る ニ ー ズ調 査 を 行 い ， 研究 シ ー ズ ・ 産業 界 ニ ー ズ を マ ッ チ ン グ さ せ， 地域

産業 界 と 大学の 研究室 と の 共 同 研究等 を 具体化す る 活動。

② 知 的財 産管理機能

本学の研究室 か ら 研究成果 と し て 創出 さ れ る 知 的 財 産 の 権 利 化 と ， 管理す る 業務。

知 的財 産 に 係 わ る 教育啓蒙活動。

③ T L 0 ( Technology Licensing Organization ） 機能

本学が保有す る 知 的財 産 の ラ イ セ ン シ ン グや， 知 的 財 産 を 呼び、水 に し た共 同 研究等の 広 義 の技術移

転活動。
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か ら な り ， 日 常の 活動 ・ 業務 は 多岐 に 渡 り ， 産学連携推進活動の い ろ いろ な局面に係わ る た め ， ス

タ ッ フ 一 同 毎 日 を 忙 し く 立 ち回 っ て い ま す。 本部 門 の 1 年 間 の 活動 の詳細 は 本書の 各項 に 譲 る と し

て ， 平 成22年度 の 活動 を 総括 し 特筆すべ き 点 を 上 げる と ，

＊ 活性化 し て き た 研究部会支援活動

融合的研究領域 の 産学連携 所謂地域 イ ノ ベ 一 シ ヨ ン を目指 し た 学部横 ｜新的研究者集団 と 企業 に

よ る 研究部 会活動 を コ 一 デ イ ネ 一夕一 が フ。 ロ デユ 一 ス ． 支援 を し て き た 結 果 “ 自 立支援器具研究部

会
，， ．

ラ ム を 開催す る に至 り ， 今後更 な る 地域企業 の 参加 を 得て 多 様 な 展 開 が期待 さ れ る O

＊ 学 び直 し 事業 の再構築

従来， 文科省 ・ 経 産 省 の 補助 を 受 け ， 企業 の技術者及 び大学 院生 を 対 象 に ， 講 師 と し て 企業 の ベ
テ ラ ン エ ン ジ ニ ア と 本学 及 び高専教員が連携 し 実施 し て き た “プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ・ エ ン ジ ニ ア ・
コ ー ス ’＼ “ イ ン ダ ス ト リ ア ル ・ エ ン ジ ニ ア ・ コ ー ス ” の 両 コ ー ス を 統合 し “次世代 ス ー パ ー エ ン ジ

ニ ア 養成 コ ー ス ” と し て ， 継続的地域 人 材 育 成 を 通 し た 社 会貢献 の た め 事業 を 再構 築 し た 。

ま ず は ， 当 部門の 本年一 年 間 の 活動 を ご理解頂 き ， 当 部 門 の 活動が一 層 活性化す る よ う に ， ご意

見 を 頂 く た め の 参考 と な れ ば幸甚で す 。 ま だ ま だ稚拙 な 年報で は あ り ま す が， 意 を 基！｜，酌い た だ き ，

ご厚情の こ と を 誌面 を 借 り お願い申 し 上 げ ま す 。

3 . 産学連携部門の組織と 構成員

地域連携推進機構 ・ 機 構 長 ： 副学長 ・ 理事 済木 育夫
同 － 副機構長 ： 教 授 升方 勝己

産学連携部門
部門長 石 黒 雅 照
副部門長 寺 山 清 志

イ ノ ベ ー シ ョ ン 育成 教授 山 名 和 男
オ フ ィ ス 准教授 草 開 清 志、

教授 前 回 一 樹
特 命講 師 肴 倉 陸 子
産学官連携コーデイネーター 梶 護

リ エ ゾ ン オ フ ィ ス
向上 岩 瀬 洋 一

向上 永 井 嘉 ｜径

向上 佐 貫 大＝郎
知 的財 産 マ ネ ー ジ ャ ー 金 田 佳 巳
同 上 小 谷 晴 美

社 会貢献 グ ル ー プ 6名
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産学官連携業務全般

産学官連携業務 － 継続教育

新規 プ ロ ジ ェ ク ト 企画立案担当

企画 ・広報担当

伝統的工芸の現代化プロジ、ェクト企画・立案担当

同実施担当

理工系 産学官連携担当

理工 系 産学官連携担当

理工系産学官連携担当

医薬 系 産学官連携担当

医薬系担当（研究振興部研究協力グループ所属）

理工系担当（研究振興部社会貢献グループ所属）

事務系業務



4 . 構成員

・ 4 - 1 教職員の紹介

4 - 1 - 1 山名 一男 （ や ま な かずお ） 教授

イ ノ ベ ー シ ョ ン 育成 オ フ ィ ス の 一員 と し て ， 富山大学の 知 的 資源 を 活用 し ，

モ ノ や仕組み等 に 対 し て 全 く 新 し い考 え や技術 を 取 り 入 れ ， 地域 に 対 し て 新 た

な 価値 を 生 み出 し て い き た い と 考 え て い る 。 具体的 に 携 わ る 業務 と し て は ， 国

等 の 大型研究 プ ロ ジ ェ ク ト の提案， 学 内 の 産学連携推進 プ ロ ジ ェ ク ト 研究の支

援， 社 会 人 学 び直 し 人材育成事業 の推進， コ ラ ボ フ ェ ス タ の 企画等 の 広 報活動

を 進め る 一方， ビ ジ ネ ス プ ラ ン コ ン テ ス ト や ア ン ト レ プ レ ナ ー セ ミ ナ 一 等 の開

＂•�時ーーーー 催 ， イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン ル ー ム を持 つ 富 山市新産業支援 セ ン タ ー と 連携 し た 起

業 に 関 わ る 支援活動等 を 行 っ て い る 。

こ れ ま で大学の 産学連携 は 大手企業等 の 力 の あ る 企業が対 象で あ り ， 中 小企業や創業間際 の零細 企

業等 に は あ ま り 目 を 向 け ら れ な か っ た 。 中 小 ・ 零細 企業 向 け研究機関 に 長年勤務 し た 経験 を 活 か し ，

小 さ い け れ ど も イ憂れ た 技術 や 人 材 を 保有す る 企業 を 対 象 に ， 産学連携活動 を 活発 化 し て い き た い と 考

え て い る 。

最 近 の 活動 と し て は 農 林水産 省 関 連 の コ ー デ イ ネ ー タ を 兼務 し た こ と も あ り ， 古 代 小豆や 竹素材

を 使 っ た健康食品への ソ ー シ ャ ル ビ ジ ネ ス 化 を 研究課題 と し て 取 り 組ん で い る （ 産学連携学 の 実学 と

し て捉 え て い る ） 。

4 - 1 - 2  草開 清志 （ く さびら き きよし） 准教授

平成20年 7 月 に 発 足 し た 産学連携部門 も 既 に 2 年 が経過 し 富山大学の教員

の研究成果 を 社 会 で積極 的 に 活 かす取 り 組み も 次第 に 大 き く 成長 ・ 発展 し て き

た と 感 じ て い ま す。 年 間 に 実施 さ れ る 事業 も ， 大学発新技術 の 総棚卸 し と も 言

え る コ ラ ボ フ ェ ス タ の開催， 隔月 に 学外会場 で 開 か れ る イ ブニ ン グ技術交流サ

ロ ン ， 県内 9 都市 の 商工 会 議 所 商工 会 を巡 る サ テ ラ イ ト 技術相談 オ フ ィ ス の

開設， 県 内若手技術者 の 育 成 を目的 と し た 基盤技術研修等々 と 多彩 な 産学連携

事業 に 携 わ っ て き ま し た 。 そ し て ， 学内教員 地元企業技術者経営者 の ご理

解 の 下 に ， 産学連携の柱 と も い え る 民間 企業や 公的機関 と 取 り 交 わ す 共 同研究 ・ 受託研究 の 件 数 と 研

究費総額 は 経済変動 の 波 に そ れ ほ ど影響 さ れ ず に 順調 に伸びて き て い る こ と は嬉 し い限 り で す 。 学 内

教員 の 研究分野の広が り を 考 え る と ， 今後 も 努力 次第 で は ま だ ま だ伸 びる も の と 大 き な 期 待 を 持 っ て

い ま す 。 と は 言 え ， 本学の 産学連携 に 問題が無い訳で は な く 未だ 産学連携の取 り 組みが一部の教

国 に 限定 さ れ て い た り ， 人 文 ・ 社会系教員 の取 り 組み が極め て 低調 で、 あ る こ と が大 き な 課題 と し て残

さ れ て い ま す。 今後 は ， こ の よ う な 現状 を 少 し で も 解決し 本学の 産学連携の 機運が さ ら に 向 上す る

よ う微力 な が ら 貢献 し て ゆ き た い と 考 え て い ま す。

4 - 1 - 3  梶 護 （かじ ま も る ） コ ー デ ィ ネ ー タ ー （産学官連携）

富山大学 を卒業以来， 3 8年振 り に 平 成22年 4 月 よ り 産学官連携 コ ー デ イ ネ ー タ ー と し て勤務 し て お

り ま す 。 久 し 振 り に キ ャ ン パ ス 内 を 歩 き ま す と 学園紛争真 っ 盛 り の 学生 時 代 を 過 ご し た者 に と り ま
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し て は ， 時 代 の 変 化 を つ く づ く と 感 じ さ せ ら れ ま す。

民間企業 に在籍中 は 商品試験， 商品 ・ 技術開 発企画 を 担当 し 本学の 先生方

と 多 く の共同研究 を 行わせ て い た だ き ， 多 大 な 成果 を 収め る こ と が出来 ま し た 。

4 月 か ら は 文部科学省 イ ノ ベ ー シ ョ ン シ ス テ ム 整備事業 大学等産学官連携

自立化促進 プ ロ グ ラ ム 「 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 支援型J 事業 に よ り 大学 に雇用 さ れ，

現在 に到 っ て お り ま す 。 ユ ー ザー で あ る 企業目線 を 大事 に し な が ら ， 大学の シ

ー ズ技術 を モ ノ づ く り に 活用 し て い た だ け る よ う マ ッ チ ン グ 活動 を 行 い た い と

思 っ て い ま す。 幸 い にも 産学連携部門 に は 経験豊 な先任 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー の皆様が居 ら れ ま す の

で， 心強 く 思い な が ら 新 た な ス タ ー ト を 切 る こ と が 出 来 ま し た 。

明 る く ， 楽 し く ， 粘 り 強 く 結 果 を 追求す る を モ ッ ト ー に ， 産学官連携 に 取 り 組 ん で い き た い と 思 っ

て おり ま す 。

4 - 1 - 4  岩瀬 洋一 （いわせ よういち） コ ー デ ィ ネ ー タ ー （産学官連携）

私が産学官連携 コ ー デイ ネ ー タ ー と し て 富 山 大学 に 勤 務 し て 、 早 く も 4 年 半

に な ろ う と し て い ま す。 研究 シ ー ズ の 発掘、 各種助 成事業への応募、 新技術 の

発表会、 各種 イ ベ ン ト への シ ー ズ 発信、 企業 と の マ ッ チ ン グ 活動、 学部横 断型

の 研究部会創設 な ど、 共 同 研究契約 の レ ベ ル ア ッ プ に 微力 な が ら 支援 を さ せて

頂 き ま し た 。 特 に 、 大学の シ ー ズ と 産業界の ニ ー ズ の マ ッ チ ン グ活動 に 注力 し 、

富 山県内 の中小企業 を 主体 に、 技術相談や 商品開 発 の お 手伝 い を さ せ て頂 き な

が ら 、 地域産 業 の 活性化 に 少 し で も 貢献で き た ら と 思 っ て い ま す。

4 - 1 - 5  永井 嘉隆 （ながい ょし たか） コー デ ィ ネ ー タ ー （産学官連携）

連絡先 ： 匡｜立大学法 人 富 山 大学

産学連携部門 リ エ ゾ ン オ フ ィ ス
所在地 ： 富山市五福31 90

T E L : 076 - 445 - 6391 

E-mail : yonagai@ adm.u-toyama.ac. jp 

2007年 4月， 国立大学法 人富 山 大学 に 知 的 財 産 本 部 の 新設 と 共 に 産学官連携 コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し

て勤務 し ， 早 く も 5 年 目 と な り ま し た 。 そ れ ま で の 企業 で の 研究開発活動， 知 的財産活動， リ ス ク マ

ネ ジ メ ン ト な どの ス キ ル ・ 経験 な ど を 基 に ， シ ー ズ と ニー ズ の マ ッ チ ン グ活動 に そ れが活かせ る と 多

少の自信 を持 っ て こ れ に飛び込 ん だ の で す が， 大学 シ ー ズ の技術領域 の 広 さ と 深 さ な ど に 今 も 驚 き の

毎日で す 。 最先端 の技術 を 先生 に 日 々 学 び な が ら 大学 シ ー ズ と 企業 ニ ー ズ の架け橋 ・ マ ッ チ ン グ を し

て お り ま す。 マ ッ チ ン グ に お い て は ， 元 企業 人 の立場 か ら 企業サ イ ド の 立場 を 第一 に考え た ウ イ ン ー

ウ イ ン の活動 を 心掛け て い ま す。

ま た ， 何時で も ， 何処でも 誰で も 対 象 の 知 的 財 産 の 出前セ ミ ナ ー も し て い ま す。 ぜひ ご連絡下 さ

し、。

。 こ れ ま で の主 な実績 と し て は ，

－ 大学保有知 財権 （特許， ソ フ ト ） の技術移転 － 富 山 県保有特許の技術移転

- 4 -



－ 大学 シ ーズの紹介 と 企業 ニ ー ズ の マ ッ チ ン グ ・ 企業 と 大学の 共同研究の橋渡 し

・ 企業 か ら の技術相 談 ・ 研究助 成応募支援（経産省 ・ 文科省， 県， 市な ど）

－ 大学研究室， 高校， 協 会， 企業な ど で の 知財セ ミ ナ ー （特 ・ 実 ・ 意 ・ 商， 契約， 営業秘密， 著作権な ど）

4 - 1 - 6  佐貫大三郎 （さぬき だいざぶろう） コ ー デ ィ ネ ー タ ー （産学官連携）

連絡先 ： 杉谷 キ ャ ン パス リ エ ゾ ン オ フ ィ ス

所在地 ： 富 山市杉谷2630

内 線：076 - 434 - 71 96

E-mail : dsanuki @adm.u司t o yama.ac. jp

2007年 4 月 に国立大学法 人 富 山 大学， 知財本部， 産学官連携 コ ー デ イ ネ ー タ と し て 勤務。 そ れ ま

で、製薬企業 に 勤務。 研究所研究部長 法規特許部長 取締役経営企画部長 を 経て ， 常 勤顧問 を 務 め た 。

県薬剤師 会 に 所 属 。 ま た医法研（医薬品企業法務研究会） な どの 活動 を 行 っ て き た 。 杉谷 キ ャ ン パ ス

の 各教室 の訪問 を 終え 約 165 名 の 教 員 の 研究 内 容 の調査 を通 じ て ， 知財の 発 掘 ・ 調査 を し ， ま た 一昨

年 か ら 主な県 内 製薬企業約40社 の 企業訪問 を 重ね て ， 共同研究の 可 能性， 地域連携 ・ 情報 の 伝達 を 通

じ て 地元 富 山 へ の 貢献 を 図 り 微力なが ら －母校 に 力 を 尽 く し て き た 。

4 - 1 - 7 金田 佳己 （かねだ よしみ） 知 的財産マ ネ ー ジ ャ ー

平成 1 6年 7 月 か ら ， 特許情報活用支援 ア ド バ イ ザー の立場で， 富 山医科薬科

大学の 知 的 財 産 の創 出 に 関与 し 現在 は ， 大学の職員 と し て ， 富山大学 の 知 的

財 産 の 実務 に 就い て い ま す。

大学で生み 出 さ れ る 知 的財産 を 権利 化 し さ ら に 「 知 的 創 造サ イ ク ル 」 の中

で効率良 く 回転 さ せ る べ く 戦略的な知 財 マ ネ ジ メ ン ト を 目指 し て い ま す。

経歴 ： 医薬品企業 で 分析研究 に 従事 し た後 特許調査 ・ 管 理 ・ 出願戦略の 立案

等 を 経験， 独法化前の国立大学知 的財産 本部で の 知 財 チ ー フ マ ネ ー ジ ャ ー ， 特

許情報活 用 支援 ア ド バ イ ザー を 経 て ， 富 山医科薬科大学知 的 財 産 本部お よ び富 山 大学知 的財産本部 の

知 的 財 産 マ ネ ー ジ ャ ー

4 - 1 - 8 小谷 晴美 （こ た に は る み） 知 的財産マ ネ ー ジ ャ ー

先生方の研究 ・ 技術 を 特許化す る た め 発明のご相談か ら 発明審査会 の開催 ，

特 許 に係 る 弁理士事務所 ・ 特許庁 と の や り と り が主な仕事 にな り ま す。 ま た ，

先生方の 研究 内 容 を 展示 会 な どで産業 界 に 紹 介す る こ と も し て い ま す。 付随 し

て ， 知 的 財 産 に 関 わ る 契約 文書 を 確認す る こ と も あ り ， そ の場合 は ， 契約 の 決

裁部署 （ 研究振興部） と の 共 同 作業 にな り ま す。

平 成22年 度 は 英 文 の MTA が比較 的 多 か っ た よ う に思 い ま す。 MTA と は

Material Transfer Agreement の 略で ， 研究試料の や り と り を 行 う 際 に 取 り 交

わ す契 約 で す 。 特 に ラ イ フ サ イ エ ン ス 分野で は 研究試料が培養可能な こ と があ り 譲渡先で増や す こ

と がで き る た め 独特の 条項が入 っ て き ま す 。

研究活動が盛ん に な る と ， 海外 と の や り と り も 増 え て く る こ と が予想 さ れ ま す の で ， 適切 に 対応で
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き る よ う に 備 え た い です 。

4 - 1 - 9 城石 昭弘 （しろいし あきひろ） 研究 員 （富山大学名誉教授）

成 り 立 っ て い ま す。

私 は 本学 を 定年退職後 ， 非常勤 と し て 再雇用 さ れ ， 次世代 の中核的 ， 企業技

術者の 育成 を 目指す 「 次世代ス ー パ ー エ ン ジ ニ ア 養 成 コ ー ス 」 の事務局業務 を

行 っ て い ま す 。 本事業 は 社 会 人技術者 を 対 象 と し て 本学が実施す る 人材育成互い

業 （継続教育） の 一環 で あ り ， 本学の 教 員 が 各 人 の専門技術 分野 に つ い て ， 基

盤技術 か ら 先端研究情報 ま で を 体系 的な工学 と し て講義 （ オ ム ニ パス 方式 ） す

る 専門技術論 （ 10講座） と 企業 の キ ャ リ ヤ ー エ ン ジ ニ ア が各社 の 独 自 技術 や 産

業 の成 り 立 ち に つ い て ド キ メ ン タ リ 一風に 講義す る 産業技術論 （ 5 講座） か ら

本事業の実施 を 通 じ て ， 意欲あ る 次世代企業技術者 を 地域 の 産官学が総掛か り で育成支援 し そ れ

を 地域 全体 で、支え る 技術風土が盛 り 上がれ ば幸 い です 。

欧米 を始め ， ア ジ ア 諸国で も ， 社 会 人が大学 に再入学 し て 教養 や 知 識 を 高め 自己の キ ャ リ ヤ ー 形

成 の た め に 大学 を 活 用 す る 風潮が盛ん で あ り ， 大学で は そ の為の 様 々 な活動や事業が展開 さ れ て い ま

す 。 日 本 は 各国 よ り 遅れ て お り ， 少子化 と 技術革新がめ ざ ま し い今日 人 材育成 に 関 し て 大学が行う

様 々 な事業 に 多 く の 期 待が寄せ ら れ こ の よ うな事業 を 通 じ て こ れ か ら の 大学が地域か ら 更 に 期 待 さ

れ る よ う にな り た い と 考え て い ま す。 ご支援 の 程 を 宜 し く お願い い た し ま す 。

4 - 1 - 1 0 中村 優子 （なかむら ゅうこ） 研究 員 （元富山大学准教授）

.;. 

産学連携部 門 のなかで社 会 人 学 び直 し 事業『プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア
コ ー ス J を 担当 し て い ま す。 社 会 に 出 て頑張 っ て い る 人 に エ ー ル を 送 っ て い ま

す 。

4 - 1 - 1 1  横津 隆子 （よこざわ たかこ） 研究 員 （客 員 教授）

漢方医学 を 含 む伝統医学で は ， こ れ ま で の 経験知 に 加え 新 し い 医薬学体系

の 構築 に 向 け た研究 の 必要性が叫 ばれ て い ま す。 ま た 基礎研究 を 通 じ て 各種

疾患， と り わ け慢性疾患 を 基軸 と し た 創 薬研究 の構築が， 非常に 重要な課題で

あ り ま す が， 私 ど も は こ れ ま で腎疾患 に お け る 病態 の 解明 と 腎疾患治療薬 の 開

発研究 を 展 開 し 大黄 丹参薬 用 人参緑茶温牌湯 冠元頼粒な ど に治療

薬素材 と し て の エ ピ デ ン ス を 構築 し て き ま し た 。 一方 こ れ ま で取 り 組ん で き

た腎疾患 の 分 野 で は ， 新 た な疾患概 念 と し て慢性腎臓病 （CKD） が提唱 さ れ， CKD の 予防 ・ 治療対

策が緊急課題 と な っ て お り ま す 。 2010年 6 月 か ら ， 地域連携推進機構 産学連携部 門 と 和漢医薬学総合

研究所漢方診断学分野 と の 共同プ ロ ジ ェ ク ト と し て 「和漢薬 に よ る CKD の 予 防」 を 推進 し て お り ま

す 。 研究 の拠点は 和漢医薬学総合研究所 ですが， 腎臓病 に苦 し む 人 達 の 一 助 になれ ば と ， 日 夜研鎖 し

て い る と こ ろです。
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• 4 - 2  客員教授一覧

新規 ・ 継続別 客員教授等 研究テ ー マ 又 は 業務内容 �UJ 間
－ ア ル ミ ニ ウ ム 合金異担断面押 し 出 し 型 材 の 生産加工

継続 ア イ シ ン 軽金属（附 技術の 開 発
H 22.  4～ 

（客員教授）
専務取締役 － 講演及 び研究指導

H 23.  3 村 上 北Iコ千 － プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア ／ イ ン ダ ス ト リ ア ル
エ ン ジ ニ ア コ ー ス （ MOT） 教育講師 （年2 1仁1 1 )

新規
Y K K  A p�鮒 － プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア ／ イ ン ダ ス ト リ ア ル

H 22. 4 ～  
（客員 教授）

取締役副社長 エ ン ジ ニ ア コ ー ス （ MOT） 教育講師 （年2回）
日23. 3

立〈乙、 山 幸 雄 － 産学関連活動等 に お け る 教職員 等への 指導助言

立山科学グループ － プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア ／ イ ン ダ ス ト リ ア ル
継続 先進技術開発センター エ ン ジ ニ ア コ ー ス （ MOT） 教育講師 （ 年 2 In!) H 22 .  4 ～  

（客員教授） 取締役 セ ン タ ー 長 － 本学 の 研究 シ ー ズ に よ る 新規 プ ロ ジ ェ ク ト の提案 と 日23. 3
斉 藤 潤 二 助言

継続
（附ス ギヨ － 海洋性廃棄物 の 減量 化 と 再活用 方 法 の 検討

H22. 4 ～  
（客員教授）

取締役 － 相談役 － 海藻分解菌 の 単離 と キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン
H 23.  3 

野 田 文 雄 － 海洋生物体内に生息する有用微生物の検索等の指導・助言

継続 富山県 － プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア ／ イ ン ダ ス ト リ ア ル
H 22.  4 ～  

（客員教授）
観光 ・ 地域振興局 エ ン ジ ニ ア コ ー ス （ MOT） 教育講師 （年2回）

H 23. 3 
戸 高 秀 史 － 産業政策論の教授

継続 ラ イ フ 開 発研究所 － 産学連携活動 に よ る ベ ン チ ャ ー 設立 に 関 す る 指導 ・
H 22. 4 ～  

（客員教授）
所 長 助言

H23. 3 
小 林 務 ・ ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 開 発演習の 講師

継続 協和 発酵 キ リ ン 附
－ 知的財産 及 び技術移転 に 係 わ る 各 種法律に関す る 指 日22. 4 ～執行役員 知的財産部長

（客員教授） 高 柳 昌 生 導助言 H 23.  3 

－ プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア ／ イ ン ダ ス ト リ ア ル

大谷特許事務所
エ ン ジ ニ ア コ ー ス （MOT） 教育講師 （ 年 2 In!) 

継続
所長 ・ 弁理士

－ 知 的財産取得推進 に 係 る 教職 員 及 び学生へ の 教育・ H 22.  4～ 
（客員教授）

大 谷 嘉 一
指導助言 H 23. 3 

－ 特許等 出 願手続 き 及 び特許系相当 の教職 員及 び学生

への教育指導 及 び個別 指導助言

継続 株式会社マイクロエミッション － プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア ／ イ ン ダ ス ト リ ア ル
H 22. 4 ～  

（客員 准教授）
代表取締役社長 エ ン ジ ニ ア コ ー ス （ MOT） 教育講 師 （年21旦 ｜ ）

H 23 .  3 
山 本 イ呆 － 産学連携活動に よ る ベ ン チ ャ ー設立に関す る 指導 ・ 助言

新規 横j幸 隆 子 － 「和漢薬に よ る 慢性腎臓病の 予防 」 に関す る 研究の実施 H 22.  4 ～  
（客員 教授 ） － 「古代 小豆の 機能性評価」 の 実施 日23. 3
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5 . 産学連携関連活動

•5 - 1 企業 ・ 研究 室訪問

企業 ・ 研究機関の訪問 ： 延べ389件以上

研究室 の訪問 ： 延べ272件以上

・5 - 2 シ ー ズ発掘調査 （A - step) 

応募件 数 ： 38件 （ 探索型 ： 34件， 顕在型 ： 3件， 基盤型 ： l 件）

採択件 数 ： 9 件 （ 探索型 ： 9件）

・5 - 3 特許 出願支援

発明届 ： 49件 ， 特許出願支援件数 ： 39件 （ 囲内 の み ， 優先含む）

・5 - 4 技術相談

5 - 4 - 1 日常的技術相談

技術相談 件数 ： 延べ99件

学内教員 へ の紹介件数 ： 延べ39件

共同研究立 ち 上 げ件 数 ： 30件

5 - 4 - 2 サ テ ラ イ ト 技術相談 オ フ ィ ス の 開設

. 9月3 日 幽 場所 ： 富 山 大学 コ ラ ボ フ ェ ス タ 2010 会場 O 件

・ 9月8 日 （水） 場所 ： 射水商工会議所 O 件

. 9 月 8日（水） 場所 砺波商工 会議所 l 件

. 9 月 1 5 日 休） 場所 魚津商工 会議所 l 件

. 9 月 1 5 日 嗣 場所 小 矢 部 商 工 会 I 件

. 9 月 29 日 （71<) 場所 滑 川 商 工 会議所 0 件

. 1 1月16 日 （刈 場所 － 氷見商工会議所 l 件

. 1 1 月 1 7 日 （7J�） 場所 － 黒部商工 会議所 0 件

. 1 1 月 18 日 （木） 場所 ・ 高 岡 商工 会議所 5 件

5 - 4 - 3 各種技術展示会 ・ マ ッ チ ン グ フ ェ ア で の技術相談
. 1 0 月 15 日 働 石川 県産業展示館 し ん き ん ピ ジ ネ ス フ ェ ア 7 件

. 1 0 月 2 1 日 （木：） － 22目白 福井県産業会館

北陸技術交流 テ ク ノ フ ェ ア 2010 2 件

. 1 1 月 24 日 （水） A N  A ク ラ ウ ン プ ラ ザ、ホテ ル

川 上 ・ 川 下 オ ー プ ン イ ノ ベ ー シ ョ ン フ ォ ー ラ ム 2010 1 件

・5 - 5 共同研究 ・ 受託研究 ・ 奨学寄附金の受け入れ状況

産学連携部門で は 本年 度 も 大学教員の持つ技術 シ ーズ を 各種の技術展示会や 発表 会 を 通 じ て そ の 活

用 を 図 る べ く 努力 し て き た 。 ま た ， 日常 に け る 企業 か ら の技術相談や富山県内 の 各都市 を巡 る サ テ ラ

イ ト 技術相談 オ フ ィ ス 開 設や 金融機関が主催す る マ ッ チ ン グ フ ェ ア 等 で の 技術相談 を通 じ て ， 企業 ニ
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ー ズ の 掌握 に 努 め さ ら に 産学官連携 コ ー デ イ ネ ー タ が主体 と な り 企業訪問 を 実施 し て ， 企業 の 要望

の収集 に 努め ， 共 同 研究 の 実施 に 向 け た 活動 を 積極 的 に 行 っ て 来 た 。 ま た ， 産学官連携 コ ー デ ィ ネ ー

タ は 国 や 地 方 自 治体 さ ら に は 各種 財 団 が主催す る 各種 の 公 的 な 競争的研究支援事業 に 積極 的 に 応募す

る 活動 を 通 じ て 外部研究 資 金 の 獲得 に 努め た O そ の 結果 図 l に 示す よ う に 平 成22年 度 は 共 同 研究

の 件 数 及 び研究 費 は 昨年 と ほ ぼ同 等 に 実施す る こ と が出 来 た 。 図 l か ら 過去 5 年 間 の推移 を 見 る と ，

平 成 1 8年 度 以 降 は そ れ以前 か ら の 傾 向 を ヲ ｜ き 継 ぎ ， 共 同 研究 の 件 数 と 研究 費 は 順調 に 増 加 し て 来 た が，

平 成2 1 年 は 伸 びが鈍化す る 傾 向 が現 れ ， こ こ 2 年 間 は 伸 びが停滞す る 傾 向 に 変化 し た よ う に 見受 け ら

れ る 。

各部局 に 属 す る 教員 l 人 当 た り の 共 同 研究 の 件数 と 研究費 を 比較 し て 示 し た の が図 3 , 4 で あ る 。 こ

れ ら の 図 か ら わ か る よ う に ， 共 同 研究が活発 に 行 わ れ て い る の が工学部 で あ り ， 次 い で， 薬学部， 理

学部そ し て そ の 他 の 部 局 で あ る 。 こ の 傾 向 は 本年 度 に 限 ら ず こ れ ま で の 傾 向 と ほ と ん ど違 い は 無 い 。

本年度 も 文科系 の 学 部 の 低調 さ に 変 化 は 無 い 。 但 し 活動 の 顕著 な 理工薬学系 の 教 員 で あ っ て も ， 教

員 l 人 当 た り の 共 同 研究件数は l 件未満で あ り ， 決 し て 多 い と は 言 え な い 。 も っ と ， 努力 す る 余地が

あ り そ う で あ る 。

外部機関 か ら の 依頼が主体 と な る 受託研究 （ 受託事業 を 含 む ） に つ い て は ， 図 2 に 示す と お り ， 本

年 度 は ， 件 数 は 幾分減少 し た も の の 研究 費 は順調 に 増 加 し た 。

受託研究 に 関 し て も ， 各部局 に 属 す る 教員 l 人 当 た り の 受託研究 の 件数 と 研究 費 を 比較 し た の が， 図

5 ,  6 で あ る 。 受託研究 の 受 入 の 顕著 な の は 工学部 と 薬学 部 で あ り ， 次 い で、 医学部 芸術文化学部 と な

っ て い る 。 研究 費 で は 医学部， 工学部が極 め て 高 い 。 受託研究 に つ い て も 文科系 の 学 部 の 低調 さ は 変

わ ら な い 。 今後 は ， 文系研究の シ ー ズ掘 り 起 こ し に よ る 受託研究 の 導 入 マ ッ チ ン グ 活動 に よ る 共 同

研究契約 に 向 け ， 一 層 の 研究室訪問 ・ 企業訪問 に 努 め な け れ ばな ら な い 。

最 後 に ， 平 成22年 度 に 本学 に 導 入 さ れ た 外部資金 は 総額25. 25億 円 で あ る が， そ の 内訳 を 科学研究 』

補助金， 共 同 研究 費 ， 受託研究 費 及 び奨学寄付金 に 分 け ， そ れ ぞれ の 金額 と そ の 全体 に 占 め る 割 合 を

図 7 に 示す 。 図 8 は教員 一 人 当 た り の 外部 資金導 入状況 を 各部 局 別 に 分 け て 示 し た も の で あ る 。
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図 5 平成22年度 教 員 一 人 当 た り の 受託研究件数
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6 . 技術移転関連活動

• 6 - 1 コ ラ ボ フ ェ ス タ 20 1 0  

富 山 大学地域連携推進機構 は 地域社会 の 要請 に 応 え ， 地域活性化 の た め の 数 多 く の事業 を 展 開 し て

来 て い る 。 コ ラ ボ フ ェ ス タ で は こ の よ う な 取 り 組 み を 地域 に 向 け で情報発信 し た 。 ま た ， 地域 と の 連

携 を 目 指 し ， 参加者 と の 双方 向 の 交流 を 行 っ た 。

日 時 ： 平 成22年 9 月 3 日 (i:) 1 3  : 00～ 19 : 00 （ 受付 開 始12 : 30～ ）  入場無料

場 所 ： 富 山 市五福31 90 富 山 大学 五福 キ ャ ン パ ス 内 黒 田 講堂 及 び共通教育棟 2 階講義窓

催 ： 国立大学法 人 富 山 大学 地域連携推進機構

共 催 ： 社 団 法 人 国立大学協 会

後 援 ： 富 山 県， 富 山 市， 高 岡市， 北陸銀行， 富 山 第一銀行， 富 山 銀行， 富 山 信 用 金庫 ， 高 岡信 用 金

庫 ， 日 本政策金融 公庫 富 山 支店， コ ラ ボ産学官富 山 支部， 富 山 大学産学交流振興会

内 訳
第一 部 シ ン ポ ジ ウ ム 13 : 05～ 14 : 30 ＜ 黒 田 講堂 ホ ー ル ＞

司 会 ： 地域づ く り ・ 文化支援部 門 長 伊藤裕夫

「 地域 は 大学 に 何 を 求 め 何 を 期 待 す る か」 一 地域活性化の た め の 社 会 人教育 に つ い て 一

大学 は 元 来教 育 の 場 で あ り 人材育成 を 得意 と し て き た 。 富 山 大学地域連携推進機構 で は ， 新 た に

社 会 人 向 け 人材 育 成 を 開始 し た 。 ま だ ま だ課題 も 多 く 発展途上 に あ る 。 地域 の リ ー ダ ー で あ る 3 名

の パ ネ ラ ー に ， 地域活性化の た め の 社 会 人 向 け 人材育成 に つ い て ， 今後 の 進 むべ き 方 向性 を 語 っ て も

ら っ た 。

パ ネ リ ス ト 富 山 県知事 石井 隆一氏

第二部

北陸経済連合会会長 永 原 功 氏

富 山 大学長 西頭 徳三

＜ 産学連携部 門 ＞
1 . 新技術紹介ポ ス タ ー 展示 （ 出 会いの場） 1 4 : 45～ 15 : 45 （ 展示 ： 1 3 : 00～ 1 7  : 00) 

< A 会場 （ 共通教育棟 A 棟 2 階 ： A21 · A22 · A23番教室） ＞

今年 は “産学 出 会 い の場” と し て ， 33件 の 大学発新技術 の 紹 介 を ポ ス タ ー 前 で、 行 っ た O

こ れ ま で に 発表 さ れ て い な い 新 し い技術 の 紹 介が 多 く 含 ま れ た 。 ま た ， 昨年 ま で報告 会 で 発表

さ れ て い た 富 山 大学 産学交流振興会支援の プ ロ ジ ェ ク ト 研究の 成果， 未 来技術 フ ァ ン ド 研究 の 成

果， 平成2 1 年 度研究夢 プ ラ ン コ ン テ ス ト で 入賞 し た 研究 の 成果報告 も あ り ， さ ら に ， 本学 の ベ ン

チ ャ ー ビ ジ ネ ス ラ ボ ラ ト リ ー で取 り 組 ん で来 た プ ロ ジ ェ ク ト 研究成果報告 も あ っ た 。

な お ， 当 日 の 企業参加者の投票 に よ り ， 優 秀 な ポ ス タ ー 発表者 を 選考 し 最優秀賞 （©） 2 件，

優秀賞 （0) 6 件 を 選定 し 情報交換 会 の 会場 で 表彰 し た 。 受賞者 に は 副賞 と し て 各 10万 円 × 2

件， 5万 円 × 6 件 の 研究支援金 を 授与 し た 。

1 - 1 化学合 成 ， エ ネ ル ギー 領域

( 1 )  パ イ モ ダ ル 触媒 を 用 い た 植物 油 か ら の 水素製造

大学院理工学教育部 博士課程 2 年 陶 凱
大学 院理工学研究部 （ 工学系 ） 教授 椿 範立
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(2) 光学活性三級 ア ル コ ー ル 合成 を 指 向 し た ケ ト ン ケ ト ン ク ロ ス ア ル ド ー ル 反応 代替法の 開 発

大学院理工学教育部 修士課程 2 年 中 島 悠一

大学院理工学研究部 （工学系） 教授 黒 田 重靖 助教 堀 野 良和

(3) ア ル コ キ シ A. (j ー ス ル フ ァ ン ニ ト リ ル を 用 い た 超強酸の ア ル キ ル 化

地域連携推進機構 産学連携部 門 研究員 モ ハ マ ド ・ チ ャ ン ミ ヤ ・ シ ェ イ ク

大学院理工学研究部 （工学系） 教授 吉村 敏章
(4) 酸化物半導体 ナ ノ 粒子 を 用 い た ガ ス セ ン サ ー の 研究

大学院理工学教育部 博士課程 3 年 孟 丹
大学 院理工学研究部 （ 工学 系 ） 准教授 山 111奇登志成

(5) Pd ( II ） 触媒 を 用 い た 連続的環化反応 に よ る ス ピ ロ ケ タ ー ル の 立体選択的 合成法の 開 発

大学 院理工学教育部 修士課程 2 年 楽淳 徹
大学院理工学研究部 （ 理学 系 ） 准教授 宮津 虞宏

1 - 2 . バ イ オ ・ ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ 医療領域

(6) 細胞単位の 非破壊断層撮影 を 可能 に す る 超精細 計測技術の 開 発

大学院理工学研究部 （ 工学系 ） 教授 庚林 茂樹

(7) 安定 な ヘ リ ッ ク ス 構造 を 有す る 短鎖ペ プチ ド を 骨格 と す る タ ン パ ク 間 相互作用 阻害斉lj の 開 発

大学院医学薬学研究部 （ 薬学系 ） 助教 藤 本 和 久

(8) Oマ シ ン ビ ジ ョ ン 技術 を 応 用 し た 小動物 用 眼球運動学習 測 定 シ ス テ ム

－ 薬都 ・ 富 山 の 創 薬事業 を 推進す る 医 用 工学 －

大学 院理工学教育部 修士課程 2 年 白 井 義啓 工学部 4 年 内 山 周

大学院理工学研究部 （工学系） 准教授 田端 俊英

(9) イ ン ク ジ ェ ッ ト に よ る サ イ ズ が均ー な 微粒 子 の 作製

大学 院理工学教育部 修士課程 l 年 斉 藤 典彰

大学 院理工学研究部 （ 工学系 ） 教授 中 村 真 人

ω 0組織凍結保存 に 向 け た 凍結過程の 障 害 の 可視化

大学 院理工学教育部 修士課程 l 年 米 田 裕香

大学 院理工学研究部 （ 工学系 ） 教授 中 村－ 真 人

(1 1) 新規発光蛋 白 質 プ ロ ー プ を 用 い た 蛋 白 質活性化の 計測

大学院 医学薬学研究部 （ 医 学 系 ） 助教 石 本 哲也

(12) 0正確 で迅速 な 病理診断 を サ ポ ー ト す る 新技術 － 超音波 を 用 い た 免疫 染 色 装 置 の 開 発 －

技術専 門 職 員 八 回 秀樹 大学院医学薬学研究部 （ 医学 系 ） 准教授 常 山 幸一

教授 近 藤 隆
(13) 0羊膜 由 来細 胞 の 再生 医療へ の 応 用

大学院医学薬学研究部 （ 医学 系 ） 教 授 二 階堂敏雄
1 - 3 材料 ・ モ ノ づ く り 領域

(1心 次世代 半導体への パ ル ス イ オ ン 注 入 実現 に 向 け た パ ル ス イ オ ン ビ ー ム の 高純度化技術の確立

大学 院理工学研究部 （ 工学系 ） 助教 伊藤 弘昭

ω パ ル ス パ ワ ー を 用 い た 超 強 力 水 中 衝撃波の 開 発 と 応用

大学 院理工学教育部 修士課程 2 年 山 本 裕 史

大学院理工学研究部 （ 工学系 ） 教授 升方 勝 己
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Q6) 0 成形性良好 な マ グ ネ シ ウ ム 合金の 開 発 と 高 リ サ イ ク ル

大学院理工学研究部 （工学系 ） 准教授 会 田 哲夫
(1カ O ね じ り ・ ね じ り 戻 し に よ る ハ イ ・ パ フ ォ ー マ ン ス 材料の 開 発

－ 黄銅 の 応 力 腐 食割 れ フ リ ー を 目 指 し て －

大学院理工学教育部 修士課程 2 年 新堰正浩

大学院理工学研究部 （ 工学系 ） 教授 池野 進 准教授 古井 光明

Q8) 温度可変型有機 ト ラ ン ジ ス タ ー 特性の 実 用 化 に 向 け た フ ァ ス ナ ー 効 果 の 精査

大学院理工学研究部 （理学系 ） 教授 樋 口 弘行

(19) Si 基板上 に お け る InSb 薄 膜 を 用 い た 超高速 ・ 超低消 費電力 デバ イ ス の 開 発

大学院理工学教育部 修士課程 2 年 中 谷 公彦

大学院理工学研究部 （ 工学系 ） 教授 前津 宏一
(20) O タ ン パ ク 質 － カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ複合体 の 調 製

大学 院理工学教育部 修士課程 2 年 多賀 史 彦

大学 院理工学研究部 （工学系 ） 准教授 小野 慎
。1) 微細 穴 あ け加工 に お け る 切 削 抵抗の 測 定 と 加工現 象 に 関 す る 研究

大学院理工学教育部 修士課程 l 年 西 貴仁

大学院理工学研究部 （ 工 学 系 ） 教授 森 田 昇
ω 希土類元素 の 多極子 自 由 度 を 利 用 し た ナ ノ デバ イ ス の 開 発

- PrPd 3 の 電子 ス ピ ン を 利 用 し た磁気断熱消磁 に よ る 極低温生 成技術 の 開 発 一

大学 院理工学研究部 （ 理学系 ） 教授 石 川 義和
大学 院理工学教育部 修士課程 1 年 仲 原 磨子 宮 本 聡太

(23) Fluidic Self - Assembly 法 を 用 い た 微小 デバ イ ス ブ ロ ッ ク の 自 己整 合配置

大学 院理工学研究部 （工学系 ） 教授 前津 宏一

ω バ レ ル ス パ ッ タ リ ン グ法 に よ る Ag/MgB 2 超伝導線材の 作製

大学 院理工学教育部 修士課程 l 年 石 川 文隆

大学院理工学研究部 （ 工学系 ） 教授 西村 克彦

ω 透 明 導電性薄膜の 開 発 と 新規太陽電池へ の 応 用

自 然科学研究支援 セ ン タ 一 機探分析施設 小野 恭 史

側エ ム テ ー シ ー Brad Cooper, 佐野 正 衛

(26) 貼 り 合 わせ法 に よ る 両面 発光有機 E L 素子

大学院理工学教育部 修士課程 2 年 南 貴 大

大学 院理工学研究部 （工学系 ） 教 授 岡 田 裕之
。力 水 溶液 を 用 い て 電気 化学堆積法 に よ り 成膜 し た CeO 2 薄膜 の 光学特性

大学 院理工学教育部 修士課程 l 年 川 合 智隼

大学 院理工学研究部 （工学系 ） 教授 寺 山 清志 教授 佐伯 淳 助 手 橋 爪 隆

l - 4 そ の 他領域

(28) MPEG - 7 記述子 を 用 い た 画 質評価モ デ ル の構築

大学 院理工学教育部 博士課程 2 年 佐藤 雅治

大学院理工学研究部 （ 工 学 系 ） 教授 掘 田 裕弘
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(29) 脳 ・ コ ン ビ ュ ー タ イ ン タ フ ェ ー ス の 開 発

大学院理工学研究部 （ 工学系 ） 准教授 石井 雅博

(30) 0知能移動 ロ ボ ッ ト を 利 用 し て ， 倒壊環境 内 の 地 図 生 成 と 自 己位置推定

大学 院理工学研究部 （工学系 ） 教授 チ ャ ピ ゲ ン ツ イ

(3 1) 人 間 動作追跡機能 を 持 っ た 移動 ロ ボ ッ ト

工学部 電気電子 シ ス テ ム 工学科 長崎 卓矢

大学 院理工学研究部 （工学系 ） 教授 チ ャ ピ ゲ ン ツ イ

ω 東京 に お け る 電気 自 動車 タ ク シ ー の デザ イ ン 開 発

芸術文化学部 デザ イ ン 工芸 コ ー ス 4 年 宮下 奈津美 芸術文化学部 教授 松 原 ｜専
(33) 伝統職 人 芸 の 科学的解明 党鐘づ く り に お け る 良 い音 と は

芸術文化学部 教授 近藤 潔 地域連携推進機構産学連携部 門 特 命講師 肴倉 陸子

2 . 産学共同研究 によ る研究成果の紹 介

企業技術者 と 大学教員 が共通 の 技術課題 に つ い て 取 り 組 ん だ最 近 の 成 果事例 を 紹 介 し 企業側 と 大

学側 の 意 見交換 を 行 っ た 。

2 - 1 産学官共 同 研究 の 事 例 発 表( 1 )1 6 : 00～ 17 : OO < C 会場（ 1 )  共通教育棟 2 階 ： C21 番教室 ＞

( 1 )  イ ン ク ジ ェ ッ ト 法 を 用 い た 有機デバ イ ス の 開 発

ブ ラ ザー 工業側 技術 開 発 部 E E · 部長 宮林 毅
学 内 共 同 研究者 ： 大学院理工学研究部 （ 工学系 ） 教授 岡 田 裕之

(2) 富 山 県産大麦 と 紅茶 に よ る 発泡性 ア ル コ ー ル 飲料の 開 発

側マ ナ ー ハ ウ ス 事業部長 松 本 幸 司

学 内 共 同 研究者 ： 大学院理工学研究部 （工学系 ） 准教授 星野 一 宏

(3) ト ム ソ ン 刃 型 を 使用 し た 薄物 切 断 の 新技術 の 紹 介

側 フ ロ ン テ イ ア 代表取締役社長 柳瀬 哲夫

学 内 共 同 研究者 ： 大学院理工学研究部 （ 工 学 系 ） 教授 高辻 則 夫

2 - 2 産学官共 同 研究の事例 発 表（ 2 )16 : 00～ 1 7 : OO < C 会場（ 2 ) 共通教育棟 2 階 ： C22番教室 ＞

(4) 4 学部横 断 に よ る 自 立支援器具研究部 会 と 共 同 研究

カ ナ ヤ マ マ シ ナ リ ー （槻 技術部設計課長 稲葉 聡
学 内 共 同 研究者 ： 芸 術文化学部 教授 丸 谷 芳正， 外

(5) 金属 化合物 を 利 用 し た ガ ラ ス の 新色 を 開 発

（開富 山 市 ガ ラ ス 工芸 セ ン タ ー 企 画 開 発 プ ロ デユ ー サ ー 名 田 谷隆平

学 内 共 同 研究者 ： 大学 院理工学研究部 （ 理学 系 ） 教授 金森 寛

(6) 弥陀 ヶ 原 に お け る 健康増進 プ ロ グ ラ ム の 研究 開 発

側あ る ぺ ん 村 ナ チ ュ ラ リ ス ト 日 下 紘一

学 内 共 同 研究者 ： 人 開 発 達科学部 教授 鳥 海 清司

3 . 交流会 1 7 : 30～ 1 9 : OO < Cafe AZAMI （ 大学正 門左手建物 ） ＞

会場 に て ポ ス タ 一 発表 コ ン テ ス ト の 表彰 を 行 っ た 後 情報交換 を 行 っ た 。

コ ラ ボ フ ェ ス タ 2010 全体 を 通 し て 学 内 外か ら 563 名 の 参加があ っ た 。

交流 会 に は98名 の 参加があ っ た 。
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• 6 - 2  イ ブ ニ ン グ技術交流サ ロ ン

1 日 程 ： 年 6 !El 隔 月 ／ 偶 数 月 ／ 第一 金曜 日 （ 第一 回 は 第二 金曜 日 ）

2 . 場 所 ： オ ー ク ス カ ナ ル パ ー ク ホ テ ル 富 山 （ 富 山 市牛 島 1 1 - 1 Tel .  076 - 433 - 1 122) 

3 時 間 ： 16時00分～ 18時00分

内 容 ： 大学有特許， 新任教員 等 の 紹 介 ： l 件 ( 10分 ＋ 質 問 5 分）

話題提供 ： 2 名 （ 各20分， 意 見交換 ： 各30分）

懇親会 ： 18時00～ 1 9時30分 （ 会 費 制 ）

4 共 催 ： 富 山 大学産学交流振興 会

5 . 内 訳

第 1 回 4 月 9 日 後）

1 - 1 富 山 大学技術者育 成事業の 紹 介

ー業担 当 者 ： 城石 昭 弘
－ プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス ・ イ ン ダ ス ト リ ア ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス

1 - 2 “計算空力音響学 に よ る 空力 騒音発生機構 の 解 明 と 抑制手法の模索”

大学 院理工学研究部 （ 工学系 ） 講師 渡辺 大輔
1 - 3 . “現在の ロ ボ ッ ト 制 御技術が内 包 し て い る 理論的検証の 困 難 さ に つ い て ”

大学 院理工学研究部 （工学系） 講師 戸 田 英樹

1 - 4 参加者 ： 講演 会 （23名 ） ， 懇親会 ( 16名 ）

第 2 回 6 月 4 日 （金）

2 - 1 . “富 山 の 生物 多 様性 を 持続 的 に 活用 す る た め に

大学院理工学研究部 （ 理学系） 准教授 山 崎 裕治
2 - 2 “燃焼現 象 の 解 明 と 燃焼技術の 将 来”

大学 院理工学研究部 （工学系） 教授 手｜崎 衆

2 - 3 参加者 ： 講演 会 （20 名 ） ， 懇親会 ( 15名 ）

第 3 回 8 月 6 日 （金）

3 - 1 . “地域 と の 連携 に お い て デザ イ ン がで き る こ と

芸術 文化学部 准教授 矢 口 忠憲

3 - 2 . “製品 開 発 の 組織 と 人材 マ ネ ジ メ ン ト ”

経済学部 教授 馬 駿
3 - 3 参加者 ： 講演 会 （27名 ） ， 懇親会 ( 19名 ）

第 4 回 1 0 月 1 日 （金）

4 1 . “流浪 の 詩 人 ヴ、 エ ル チ ン ス キ イ の 歌声”

人文学部 ヨ ー ロ ッ パ 言語文化 コ ー ス 准教授 武 田 昭 文

4 - 2 . “血糖値管理の た め の 糖セ ン サ ー 開 発研 究 の 展 開 ”

大学 院理工学研究部 （ 工学） 教授 遠 田 浩司

4 - 3 参加者 ： 講演会 ( 1 5名 ） ， 懇親会 （ 12名 ）
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第 5 回 1 2 月 3 日 （金）

5 - 1 1也震 と 水 の 関 係”

大学院理工学研究部 （ 理学系 ） 准教授 渡辺 了
5 2 “CFD シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 次世代超音速機への挑戦”

大学 院理工学研究部 （ 工学系 ） 教授 松 島 紀佐

5 - 3 . 参加者 ： 講演会 ( 1 6 名 ） ， 懇親会 ( 10名 ）

第 6 回 2 月 4 日 （金）

6 - 1 大学有特許等 の 紹 介

発明 の 名 称 ： 装具

発 明者 富 山 大学 附 属 病 院 旭 雄士 他 2 名

出 願 人 ． 富 山大学 電気通 信大学

説 明 者 旭 雄士 （脳 神経外科 助教） ， 佐藤 未知 （電通大）

6 - 2 

6 3 

“発光蛋 白 質 で細胞や生体 を 見 る ”

大学院 医学薬学研究部 （ 医学系 ）

“精神疾患補助診断キ ッ ト の 開 発”

大学院 医学薬学研究部 （ 薬 学 系 ）

助教 石 本 哲也

教授 新 田 淳美

6 - 4 参加者 ： 講演 会 （24名 ） ， 懇親会 ( 1 8名 ）

• 6 - 3  技術展示 ・ 講演活動 （別表挿入）

• 6 - 4  シ ー ズの発信

イ ベ ン ト 参加件数17件， 講演件数 ： 7 件， 展示技術件数 ： 延べ78件 （ 展示技術内 訳 ： 機械 ・ 加工 ・

組立分野 ； 4 件 電気 ・ 電子分野 ； 2 件， 情報分野 ； 16件 ， 材料 ・ 化学分野 ； 12件， 医薬 ・ 福祉分野 ，

1 1 件 ， バ イ オ ・ 環境 ・ エ ネ ル ギ一 分野 ； 22件 ， そ の 他 ； 12件 ）

• 6 - 5  そ の他の技術展示会の 事例

6 - 5 - 1 M E  X 金沢 201 0 一 第48回機械工業見本市金沢

日 時 ： 平成22年 5 月 20 日 （木）～ 22 日 出

場 所 ： 石 川 県 産業展示館 （ 金沢市袋 畠 町南 1 93番地）

主 催 ： 石川 県機電工業 会

今年 の M E X 金沢 2010 は 「環境J を テ ー マ に 開 催 さ

れ ， 出 展社 数が減少 し て い る こ と か ら ， 一 昨年 か ら は 4

号館の み が使 用 さ れ た 。

出 展社 数 ： 103社 出 展 小 間 数 ： 339小 間

入場者数 ： 50, 068 人

富 山 大学 か ら は 下記パ ネ ル 及 びパ ン フ レ ッ ト の 展示 と

共 に ， 最終 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ に お い て ， 星野 一 宏准
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教授が 「 糸 状菌 を 用 い た 多収穫米 か ら の エ タ ノ ー ル生 産 」 の テ ー マ で講演 し た 。
1 ） 「 糸 状菌 を 用 い た 多収穫米 か ら の エ タ ノ ー ル 生 産J

大学 院理工学研究部 （ 工学系 ） 准教授 星 野 一 宏

2 ） 「 ナ ノ ス ケ ー ル 機械加工 に よ る 3 次元微細構造形成J

大学院理工学研究部 （工学系 ） 教授 森 田 昇
3 ） 「知財 ・ 産学連携 の ワ ン ス ト ッ プサ ー ビ ス 」

地域連携推進機構 産学連携 部 門
4 ） 富 山 県保 有 開 放特許の技術移転用 の パ ン フ レ ッ ト 資料の 展示
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別表 技術展示 ・ 講演活動一覧
月 日 行 事 名 場 所 主催者 各 イ ベ ン ト の 狙 い 参加者

展示 講演
件数 件数

備考

4 月 9 日
JST 新技術説 明 会 （ KUTLO JST ホ ー ル （ 市 ヶ 谷）

（有）金沢大学 ァ イ ・ エ ル ・ オ ， （樹新潟 TLO, 大学， 公的研究機関 お よ び JST の 各種事業 に よ り 生 関 係者 も 含め
NITT ) 独立行政法 人科学技術振興機構 ま れ た 研究 成 果の 実用 化 を 促進。 対 象 は 未公 開 特許 て 70 名 程 度

－ ヒ ト 羊膜 由 来 間 葉系 細胞 を 用 い た糖尿病治療 （ 医 一 階堂敏雄）

3 日 ～ 6 日
2010 BIO INTERNATIONAL McCormickPlace Chicago, IL 

Biotechnology Industry Organization 
二 階堂敏雄 （ 乾燥羊膜） ， 仁井 見 （ 感染症起 因 菌 の 迅速 同 定方法）

CONVENTION Georgia WorldCongressCenter 
世 界最大の バ イ オ 産業見本市 4 安東嗣修 （ レ ー ザー ド ッ プ ラ ー 血流計 代表発明者 は 商船 ・ 八賀 ）

石 本哲 也 （ マ ウ ス ）

5 月 昭和38年 （ 1963年） に 76の メ ー カ ー が集 ま り 第 l 回
展 示 新規エ タ ノ ー ル 発酵糸状菌 を 活 用 し た 稲 わ ら 等 （ 工 ・ 星野一宏）

20 日 ～22 日
MEX 金沢2010

が開 催。
糸状菌 を 用 い た 多収穫米か ら の エ タ ノ ー ル生 産 （ 工 ・ 星野一宏）

第48 回 機械工業 見 本市金沢
石 川 県 産 業 展 示 館 （ 金沢 ） 社 団 法 人石 川 県鉄工機電協 会 昭和59年 に は特許庁 の博覧会指定 を 受 け ， 地方 を 代 50. 068名 4 

ナ ノ ス ケ ー ル 機械加工 に よ る 3 次元微細構造形成 （ 工 － 森 田 昇）

表す る 総 合 的 な 機械工業見本市 に 成長 。 伝統文化 と
知財 ・ 産学連携の ワ ン ス ト ッ プ ・ サ ー ビ ス

ハ イ テ ク 技術が集積す る 金沢。
講演 新規エ タ ノ ー ル 発酵糸状菌 に よ る ソ フ ト バ イ オ マ ス か ら の パ イ
オ エ タ ノ ル 生 産 （ 工 － 星野 宏）

内 閣 府 ． 総務 省 ， 文部科学 省 ， 厚生労働 省 ，
農 林水 産 省 ， 経済産業 省 ， 国土交 通 省 ， 環
境 省 ， 日 本経済 団 体連 合 会 ， 日 本学 術 会議， 政府で検討 中 の 「 グ リ ー ン ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン j や 「 ラ

5 日
科学 ・ 技術 フ ェ ス タ in 京都

科学技術振興機構 ， 新エ ネ ル ギー ・ 産業技術 イ フ ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン J な ど を 柱 と す る 「新成長戦略」

平 成22年 度 産 学官連携推進会議
国 立京都 国 際 会館 （ 京 都 ） 総 合 開 発機構， 情報通信研究機構， 日 本学 を テ ー マ と し て 取 り 上 げ る ほ か， 産学官連携 に よ る 5, 1 2 1 名 2 ・ リ ア ル タ イ ム 更新 型 ハ ザ ー ド マ ッ プ シ ス テ ム （ 工 ・ 堀 田裕弘）

術振興 会 理化学研究所， 産業技術総合研 シ ー ズ と ニ ー ズ の マ ッ チ ン グ 高 校生 か ら 一般向 け
－ 新 し い路 面 セ ン サ ー の 開 発 （ 工 堀 田裕弘）

究 所 ． 物 質 － 材 料研 究 機 構 ， 日 本 原 子 力 研 の科学実験教室 な ど各種企画 を 行 う 。

6 月
究 開 発機構， 工 業 所 有 権情 報 ・ 研 修 館 ， 宇
宙航空研究開 発機構， 海洋研究開 発機構

本 フ ォ ー フ ム は ， 全250 を 超 え る 講演 を 3 日 間 開 催。
・ ア レ ル ギ ー 疾患 の 新規バ イ オ マ ー カ ー ， グ ラ ン ザ イ ム A （薬 ・ 安東

バ イ オ テ ク ノ ロ ジ 一 国際会議
ラ イ フ サ イ エ ン ス に 関 す る 研究成果発表や技術講演

30 日 ～ （バ イ オ ア カ デ ミ ッ ク フ ォ ー ラ ム ）
を 通 じ ， シ ー ズ 発掘や ラ イ セ ン シ ン グ に 関 す る 商談

嗣修）

7 I 2 日 第 4 回 医薬 品 原 料 国 際展
東京 ピ ッ ク サ イ ト リ ー ド エ グ ジ ビ シ ョ ン ジ ャ パ ン 株式 会社 が数 多 く 生 ま れ る な ど， ま さ に 産学官 ・ 研究分野の垣 66.  750名 4 

－ ヒ ト 羊膜 由 来 間葉系細胞 を 用 い た 糖 尿病 治療 （ 医 ・ 二階堂敏雄）

（ ア カ デ ミ ツ ク シ ン ポ ジ ウ ム ）
根 を 越 え た 情報交換 ・ 人 的 交流が行 わ れ る ア ジ ア で

・ フ ラ ボ ノ イ ド 化 合物 に よ る 植物 の 品 種鑑別 （ 県 － 荘 司 和 明 ）

も 有数 の バ イ オ フ ォ ー ラ ム と し て 注 目 が集 ま っ て い
－ 食品 応 用 が期 待 さ れ る 糖 ア ル コ ー ル の 特性 と 機能性 に つ い て （ 薬 ・

る 。
加 藤敦）

企業 と の マ ッ チ ン グO

7 月 23 日
コ ラ ボ産学官参加大学 に よ る 第 コ ラ ボ産学官 プ ラ ザ コ ラ ボ産学官， 北 見工業大学， 信 州 大学．

今回 の テ ー マ は 「医療 ・ 介護福祉」 独！声高齢者 を や さ し く 見守 る 『バ ー チ ャ ル 同 居 シ ス テ ム J （ 工 ・ 中 島
3 IHI 研究成果発表会 in TOKYO 富 山 大学， 長 岡技術科学大学， 弘前大学

教 員 の プ レ ゼ ン 。 94名
プ レ ゼ ン 終了 後 に 交流 会。 大学 ブ ー ス で来客が教員

一樹 ）

と 交流。 （ 質疑応答）

富 山 県． 社 団 法 人富 山 県機電工 業 会 ． 財 団
加工機械 金 属 加工 プ ラ ス チ ッ ク 加工 及 びそ の 計測

～ 迫 り く る 3 D 映像 の 世 界 ～ （ 工 ・ メ デ ィ ア 情報通信研究室）

8 月 5 日 ～ 7 日 と や ま テ ク ノ フ ェ ア
富 山 産業展示館

法 人富 山 県新世紀産業機構， 日 本貿 易振興
機器並 び に 電子 ・ 電機 関 連機器等 の 技 術 交流 と そ の

3 D マ ル チ カ メ ラ Q o E  

（ テ ク ノ ホ ー ル ） 流通促進 を 図 り 技術の 発展 と 産業の振興 に 寄与 す
24. 1 98 名 4 － 立体視の し く み ・ 立体映像表示方式

機構 （ ジ ェ ト ロ ）
る 。

－ リ ア ル タ イ ム 多視点映像合成
－ メ デ ィ ア 品 質評価

－ セ ン サ ー ハ ー ド ウ エ ア の性能 を 極 限 ま で 引 き 出 す セ ン シ ン グ ソ フ ト
ウ エ ア 技術 （ 工 贋林茂樹）

－ ナ ノ ラ ジ ア ン 角 度 変 位測 定 を 目 指 し て （土 田 代 発造）
研 究 開 発 ・ 分析 の 入 口 か ら 出 U ま で の 最 新機 器 の 紹 － ポ ル フ ェ リ ン 類 を 内 部標準物 質 と す る 質量分析装置 の 質量較正方法
介 ・ 最新情報 を 発信 す る 展 示 会 。 （理 林直 人 ）

社 団 法 人 日 本分析機器工業 会
1 日 ～ 3 日 分析展201 0／科学機器展201 0 幕張 メ ツ セ （ 千葉）

「研究機関」 コ ー ナ ー は 研究分野 と 産業 分野 の コ ミ － 高 感 度 か つ 酵素 に よ る 消 光 を 受 け に く い 疎水性色素 ア ル キ ニ ル ピ
日 本科学機器 団 体 連 合 会 ユ ニ ケ ー シ ョ ン を 目 的 に ． 大学 ・ 研究機関 等 に よ る 研

24, 549名 8 
レ ン （ 薬 ・ 井上将彦， 藤 本和 久）

究 成 果 の 展 示 エ リ 7 o － 生体 内 計測 に お け る 血管血流 の 三 次元計測装置 （ 高専 石 田 弘樹，
出 展料 5 万 円 ／ 小 間 （初参加 は l 万 円 ／ 小 間 ） 薬 － 安東嗣修）

－ 活性酸素検出 シ ス テ ム （ 高専 ・ 水元巌）

9 月
－ 光学 的 手法 に よ る 大気微量 成 分 の 高 感 度測定法 （ 高 専 ・ 由 井 四 海 ）
－ 高分子材料の グ レ ド 鑑 別 方 法 （ 富 山 県 佐伯和光）

川 上 ・ 川 下
22 日 オ ー プ ン イ ノ ベ ー シ ョ ン フ ォ ー ニ ュ ー オ ー タ ニ ホ テ ル 高 岡

独立行政法 人 中 小 企業基盤整備機構 委託元 は 中 小 企業希望整備機構 （受託先 は 年 に よ っ
・ 両 温 用 複 合材 料水 素 分離膜 の 開 発研究 （水素研 ・ 波 多野雄治）

ラ ム 2010
（樹 ジ ェ ッ ク 経営 コ ン サ ル タ ン ト て 別 ） 中 小 企業 向 け の マ ッ チ ン グ を 目 指す

3 － 先進材料の 各種強度試験 と 破壊評価 （ 工 ・ 笠場孝一 ）
新機能性軽量 合 金 の 開 発研究 （ 工 ・ 松 田 健 ） 

. r乾燥 ヒ ト 羊膜お よ び ヒ ト 羊 膜 由 来細胞の再生医療への 応 用 j （ 医
二 階堂敏雄）

29 日 ～
大学 の 研究成果が社 会 に 還元 き れ 日 本 を 活性化す る

イ ノ ベ ー シ ョ ン ジ ャ パ ン 東京 国 際 フ ォ ー ラ ム （ 有 楽 町 ） 独立 行政法 人 科学技術振興機構． 独立行政
－ 再生 医 療 の た め の 新規乾燥羊膜の 開 発

10/ 1 日 法 人新エ ネ ル ギー ・ 産業技術総合 開 発機構
原動力 と な る こ と を 目 指 し 研究 シ ー ズ と 企業 ニ ー 1 1 . 286 名 4 ・ ヒ ト 羊膜 由 来 間 葉系細胞 を 用 い た 糖尿治療
ズ と の 出 会 い の場 を 提供す る 「大学 見本市」 r N H A に よ る 先進 的 な ス ペ ク ト ル セ ン シ ン グ技術j （ 工 ・ 底林茂樹）

・ 細胞単位の 非破壊断層撮影 を 可能 に す る 起精細計測技術 の 開 発
－ 極 限 的 な 分解能 を 有す る 信号解析 の 応 用 展 開
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月 日 行事名 場所 主催者 各 イ ベ ン ト の 狙い 参加者
展 示 講 演 備考件数 件数

糸状菌 を 用 い た 多 収穫米か ら の エ タ ノ ー ル 生 産 （ 工 ・ 星野一宏）

社 団 法 人北 陸地 区 信 用 金庫協 会 ， し ん き ん
北陸の 多 種 多様 な 企業， 経営者の 参加 に よ る 出 展 ， － 富 山 県産大麦 と 紅茶 に よ る 新規 ア ル コ ー ル 飲料の 開 発 （ 工 ・ 星野ー

1 5 日 し ん き ん ビ ジ ネ ス フ ェ ア 石 川 県産業展示館 （ 金沢） ビ ジ ネ ス フ ェ ア 実 行 委 員 会
PR。 産 の ニ ー ズ と 学の シ ー ズ の マ ッ チ ン グ を 実現。 8. 700 名 4 宏 ）
個 別 商談 と 技術相談の場 を 提供 二酸化チ オ 尿素 を 用 い る 廃水か ら の 重 金属 回 収法 （ 工 加 賀 谷重浩）

10 月 知 財 ・ 産学連携の ワ ン ス ト ッ プサ ー ビ ス

平 成 2 年 よ り 開 催 の北陸最大規模 の 産学官 の 交流会。
企業． 大学 ・ 高等専 門 学校 公設試験場 ・ 研究機関

2 1 日 ～22 日 北 陸技術交流テ ク ノ フ ェ ア 201 0 福井県産業会館 （ 福 井 ） 北 陸技術交流 テ ク ノ フ ェ ア 実 行委 員 会 支援機 関等が持つ 優秀 な 技術 ． 製 品 を 一堂 に 展示 ， 1 7. 621 名 1 － 極 限 的 な 分解能 を 有 す る 信号解析 の 応 用 展 開 （ 工 ・ 農林茂樹）
実演 し そ の 製 品 開 発力 ， 加工技術 な ど を 紹 介。 ま
た ， 会場内で商談 会 開 催。

昨年 に 引 き 続 き 『 I T 手lj 活 用 に よ る 「元気 と や ま J

2 日 と や ま IT フ ェ ア 201 0 富 山 国 際会議場 （ 富 山 ） 社 団 法 人富 山 県情報産業協 会
の 創造 を 目 指 し てj を テ ー マ に ． 企業 の 経営戦略 を

1 , 83 1 名 2 · e Book （ 電子書籍） 教育活 用 法 （情基 ・ 高 井正三）
構築す る セ キ ュ リ テ イ ・ 内 部統制 I P ネ ッ ト な ど を － 落雷 ハ ザー ド マ ッ プの 情報配信 （ 工 ・ 堀 田 裕弘）
主 と し た フ ェ ア 。

· C0 2 排 出 量低減の た め の 高 い リ サ イ ク ル性 自 動車 用 軽量材料の 開

北 陸 の 地 銀 連 合 「 F I T ネ ッ ト J （ 北 国 ・ 福 井 ・ 富 山
発 （工 ・ 松 田 健二 ）

－ 成形性良好 な マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 開 発 と 高 リ サ イ ク ル （ 工 ・ 会 田 哲
10 日 第 6 回 F I T ネ ッ ト 商談 会 テ ク ノ ホ ー ル （富 山 ） （附福井銀行， 附北 園 銀 行 ． （同富 山 第一銀行

第 一 ） が東海地 区 の 地銀 三 行 （ 十 六 ， 名古屋， 百 五 ） 4 夫）
1 1 月 と 協 力 し た 共 同 商 談 会。 取 引 先 六 百 社 参 加 。 1 70社

・ マ グ ネ シ ウ ム 合金幅広薄板の 開 発 と 義肢装具への 応 用 （ 工 会 田 哲
展 示 ブー ス を 開 設。

夫）
－ 地域連携推進機構 産学連携部 門 の 役割

生 産者． 産業界， 研究者． 行政部局等 の 関 係者がー
－ 無花粉 ス ギ 「 は る よ こ い 」 の 開 発 （ 県農林水産総合技術セ ン タ ー ）

堂 に 会す る 機 会 を 設 け 技術 シ ー ズ と ニ ー ズ に 関 わ
・ フ ィ ル ム 転写 ス ギ内 装材 の 開 発 （ 県農林水産総合技術 セ ン タ ー ）

24 日 ～26 日 ア グ リ ビ ジ ネ ス 創 出 フ ェ ア 2010 幕張 メ ッ セ （ 千葉 ） 農林水産 省 る 幅広 い 人 ・ 情報 の 交流 を 通 じ て ， 食 と 農林水産の未 26, 854名 4 － 過重 力 栽培法 に よ る 二 次代謝物 に 関 わ る 遺伝子 発現の 調 節 （ 理 ・ 唐

来 を 拓 く 新た な 連携 の 芽 を 育 て る た め の技術交流展
原一郎）

不会
－ ム ラ サ キ イ ガ イ 抽 出 液 を 活用 し た 油 汚染修復方法 （ 理 ・ 中 村 省吾，

田 中 大祐 ）

J s T イ ノ ベ ー シ ョ ン プ ラ ザ石
（ 独 ） 科学技術振興機構 J s T イ ノ ベ ー シ 次世代 の 炭化 ケ イ 素半導体デバ イ ス 開 発 に 向 け た 金属 イ オ ン ビ ー ム2 日 J l l 石 川 県政記 念 し い の き 迎賓館

1 2 月 平 成22年 度 新技術 発表会
ヨ ン プ ラ ザ石 川 技術の確立 （工 伊藤弘昭）

7 日 と や ま 産学有金交流会201 0 富 山 匝｜ 際 会議場
財 産 法 人富 山 県新世紀 産業機構． と や ま 産

地域産学官連携強化事業 の 一 環 と し て 行 う 。 33 省 略学官金交流会2010実行 委員 会
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6 - 5 - 2  科学 ・ 技術 フ ェ ス タ i n 京都 一 平成22年度産学連携推進会議 一

日 時 ： 平 成22年年 6 月 5 日 （土） 9 : 30～ 16 : 30 

場 所 ： 国立京都 国 際会館 （ 京都市左京区宝 ヶ 池）

主 催 ： 内 閣 府 総務省， 文部科学省 厚生労働 省 農林水産省， 経済産業 省

国 土交通 省 ， 環境 省 ， 日 本経 済 団 体 連 合 会， 日 本学術 会議 ほ か

昨年 ま で と は 違 い 「 産学連携推進会議」 は サ ブ タ イ ト ル に な っ て お り 科学 ・ 技術の 一般向 け

展 示 会 の イ ベ ン ト に 様変 わ り し て ， 産学連携 と い う 色 合 い は 薄 く な っ て い る 。 （ 来年 か ら は ， イ ノ

ベ ー シ ョ ン ジ ャ パ ン と 同 時 開 催 と な り 京都 で の 開 催 は 今回が最 後 と な っ た 。 ）
一般向 け展 示 会場 で は 企業 に よ る 実機展示や 高校生 向 け特 別 イ ベ ン ト プ ロ グ ラ ム が準備 さ れ て

お り ， ノ ー ベ ル 賞科学者か ら の メ ッ セ ー ジ や 実験教室 宮判明£ 首I�六団 ，

な どがあ り ， 大 い に 賑わ っ た 。 大学側 展 示 会場 は 一般 i 苧：3�！：J ＼ モキぎ ·�fa1＇�5 ［ 宅主正 陣 �；
展 示 会場 と は 反対 方 向 に 設 け ら れ て い た こ と も あ り ， i ミ乞 忌r 』 ＂＇ � I �弘I�主ピ1主. l 「．：F 司 ’－－戸－三＝一一一一百！ ｜ 乙 己民： I i 」自
一般 の 来客 は 少 な く 大学関 係者が中 Jc.、の 来場 と な つ た O I �－�：；主孟盟艦

本学展示 は 工学部情報工学科堀 田裕弘教授の ハ ＼ ザ一 � r .�李
ド マ ッ プ ・ パ ノ ラ マ カ メ ラ な どの 実機展示 を 行 い ， 学

生 ・ 教 員 交 代 で説明 対応 し た 。

6 - 5 - 3  富山も の づ く り 総合見本市～ と や ま テ ク ノ フ ェ ア 20 1 0～ 

日 時 ： 平成22年 8 月 5 日 （木）～ 7 日 （土）

場 所 ： 富 山 産業展示館 （ テ ク ノ ホ ー ル ） （富 山 市友杉1 682番地）

主 催 ： 附富 山 県機電工業 会

本年 は ， 環境の 時代 を 見据 え た 変革 ・ 創 造 ・ 再発見 を キ ー ワ ー ド に ， 県 内 外の も の づ く り 企業

と 北東 ア ジ ア 企業 と の 双方 向 に よ る ビ ジ ネ ス モ デ ル の 創 出 を 図 る た め こ れ ま で 隔 年 で交互 開 催

し て い た 「NEAR （ 北東 ア ジ ア 経 済交流 EXPO) J と 同 時 開 催 さ れ た 。

例 年 に な い 酷暑の 中 ， 総 合 見 本市 に は 県 内 外か ら 1 94社， NEAR に は 中 匡l ， 韓 国 企業 を 中 心 に

1 53杜が展示 を 行い 会期 中 に は 2 万 4 千 余 人 の 来場者があ り 大変盛 会 で あ っ た 。

富 山 大学 の 小 間 で は ， 「迫 り 来 る 3 D 映像 の 世 界 ～ 3 D · QoE · マ ル チ カ メ ラ ～ 」 と 題 し て ，

地 デ ジ ・ ワ ン セ グ に つ く、、次世代 の 映像 産業 を 支 え る 3 D 映像 関 連技術 に 関 す る 最新の研究成果の

紹 介 と 裸眼 3 D デ ィ ス プ レ イ の 実物展示 を 行 っ た 。 当 日 は 大学 院理工学研究部 （工学系） の堀 田

裕弘教授， 柴 田 啓 司 助 手 は じ め 研究室の 学生が熱心 に 説 明 を 行 い ， 多 く の 来場者か ら 感動 と 共感

の 声 を 得 た 。
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6 - 5 - 4  イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ ジ ャ パ ン 201 0 一 大学見本市

イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ ジ ャ パ ン は 科学技術振興機構 と 新エ ネ ル ギー ・ 産業技術総 合 開 発機構が主

催す る 国 内大学の最先端技術 シ ー ズ と 産業 界 の マ ッ チ ン グ の た め の イ ベ ン ト で あ る 。 共 催 は 文部

科学省 ・ 経済産業 省 ・ 内 閣 府 で ， 毎年東京 国 際 フ ォ ー ラ ム （東京 ・ 有楽町） で 行 わ れ て い る 。 2010

年 は 9 月 29 日 （水）か ら 1 0 月 1 日 （到 に 開 催 さ れ た 。

2010年 は ， 展示 ブー ス が研究 シ ー ズ に 特化 さ れ マ ッ チ ン グ イ ベ ン ト 色 が よ り 鮮 明 に な っ た 。

本学 か ら は ， 「乾燥 ヒ ト 羊膜お よ び ヒ ト 羊 膜 由 来細胞の再生医療への 応 用 」 ， 「NHA に よ る 先進 的

な ス ペ ク ト ル セ ン シ ン グ技術」 の 医学系 ・ 工学系 l つ ず つ の 研究 を 紹 介 し t:. 0 ど ち ら の ブ ー ス も

ま ず ま ず の 来客で 技術 の 新 た な 提案があ っ た り ， 試験的 な デー タ 解析 の 依頼があ っ た り と ， 手

応 え の あ る 展示 と な っ た 。

6 - 5 - 5 北陸技術交流 テ ク ノ フ ェ ア

趣 旨 ： 世 界経済が停滞す る 中 ， も の づ く り 産業 は 依然 と し て 厳 し い 環境 に 置か れ て い る 。 こ う

し た 厳 し い 環境下 に こ そ 次 な る 成長への 布石 を 打つ こ と が必要で あ る 。 産学官が一堂 に

会 し て 北 陸 内 外の 優 秀 な 技術力 製 品 ・ 開 発力 を 紹 介す る 北陸最大規模の 歴 史 あ る 技術

展 示 会 で あ る 。 21 回 目 を 迎 え る 今年 は ， 会場全体で複数の技術 的 ・ 戦略的分野 の テ ー マ

ゾー ン を 設 け た 。 今後の技術， 産業が向 か う べ き 多様 な 方 向性， 次世代産業 の 可能性 を

示す と 共 に ， 各 テ ー マ ・ 市場毎 に 情報交換 を 促 し 来場者 だ け で な く ， 出 展者 間 の 交流

促進 を 図 り ， 連携 ・ 交流 の 相乗効果で、 産業 の 発展 を 目 指す 。

テ ー マ ： 技術で拓 く ！ 明 日 の ビ ジ ネ ス ！ ！

日 時 ： 平成22年 10 月 21 日 （木）～22 日 （金）

場 所 ： （ 展示 ） 福 井 県 産業会館 （ 福井市下 六 条 町103番地）

（ 講演 会 ・ セ ミ ナ ー ） 福井 県 中 小 企業 産業大学校

主 催 ： 技術交流 テ ク ノ フ ェ ア 実行委員 会 他

主 管 ： 福井商工 会議所 産業 ・ 地域振興課

出展物 ： 1 . 極 限 的 な 分解能 を 有す る 信号解析 の 応 用 展 開

大学院理工学研究部 （工学系 ） 教授 広 林 茂樹

2 . 糸 状菌 を 用 い た 多収穫米か ら の エ タ ノ ー ル 生 産

大学院理工学研究部 （工学系 ） 准教授 星 野 一 宏

3 高 周 波誘導加熱方式 に よ る 缶飲料加 熱 装 置 の 試作

大学 院理工学研究部 （工学 系 ） 助教 飴井 顕治
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4 . 5 個 の フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 用 い た フ ォ ト セ ン サ ー

大学 院理工学研究部 （ 工学 系 ） 准教授 丹保 豊和， 技術職 員 柴 田 幹
出 展者数 ： 研究機関 6 機関 大学 ・ 高専 2 1 研究室， 企業 l lO社， 各種団体 26 団 体 ， 合

計 1 63社 ・ 団 体

来場者 ： 1 7, 62 1 名

6 - 5 - 6  しんきん ビ ジ ネ ス フ ェ ア 北陸 ビ ジ ネ ス 街道 201 0

概 要 ： 北 陸 三 県 18信 用 金庫 が， 地域経 済 の 活性化 と 地元企業 の事業発展 を 期 し て ス タ ー ト し た

フ ェ ア で あ る 。 北 陸 3 県 を は じ め 隣接す る 関 西 東海， 信越地 区 な ど の 広 域 か ら の 参

加 があ る 。 本年 は 全世 界 の 喫緊の課題 で あ る 「環境」 を キ ー ワ ー ド に 関 連す る 環境 ビ

ジ ネ ス を 中 心 に し て い る 。 初 め て 中 国 か ら の 参加があ っ た 。

テ ー マ ： 北陸 か ら 発信す る 地球 に や さ し い 環境 ビ ジ ネ ス

日 時 ： 平成22年 1 0 月 1 5 日 （創

場 所 ： 石 川 県 産業 展示館 1 ・ 2 ・ 3 号館 （ 金沢市袋 畠 町南 193番地）

主 催 ： 社 団 法 人 北 陸 地 区 信 用 金庫協 会 ビ ジ ネ ス フ ェ ア 実行委員 会
技術相談数 ： 6 社

出 展物 ： 1 . 糸 状菌 を 用 い た 多収穫米か ら の エ タ ノ ー ル 生 産

大学 院理工学研究部 （ 工学系 ） 准教授 星野 一 宏

2 二酸化チ オ 尿素 を 用 い る 廃水 か ら の重金属 回 収法

大学 院理工学研究部 （ 工学系 ） 准教授 加 賀 谷重浩

3 富 山 県産大麦 と 紅茶 に よ る 新規 ア ル コ ー ル 飲料の 開 発

大学 院理工学研究部 （ 工学系 ） 准教授 星野 一宏
4 . 知 財 ・ 産学連携の ワ ン ス ト ッ プサ ー ビ ス

知 的 財 産本部

出 店者数 ： 465社 連携 団 体 1 5 団 体 教育機関 20機関 合計500社

来場者数 ： 8 , 700名

6 - 5 ー 7 と や ま l T フ ェ ア 20 1 0  

と や ま IT フ ェ ア は ， 社 団 法 人富 山 県情報産業協 会が主催す る イ ベ ン ト で ICT 利 活用 に よ る

県 内 企業 の 情報化推進 と 普 及 啓発 を 目 的 と す る 。

日 時 ： 平 成22年 l l 月 2 日 （刈

場 所 ： 富 山 国 際会議場 （ 富 山 市大手町 l 番 l 号）
一

今年 度 の 富 山 大学 ブ ー ス で は 「e - Book 「電子書籍」 が大

学 を 変 え る 」 「 落 雷 ハ ザ ー ド マ ッ プの 情報配信 ・ 提示 シ ス テ ム

と そ の フ レ ー ム ワ ー ク の 研究」 「携帯電話 · iPhone 等 へ の 電

車運 行情報配信 シ ス テ ム 」 の 展示 を 行 っ た 。

い ず れ も 実機 を 伴 う 展 示 で ， 訪 問 者 は 実際 に iPad · 液 品 画

面 を 操作す る こ と が可 能 で あ り 興味深 い 様子 で あ っ た 。

出 展 数 ： 32社

参加者数 ： 183 1 人
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6 - 5 - 8  第 6 回 FIT ネ ッ ト 商談会 ～ F ITBIZ 20 1 0～ 

日 時 ： 平成22年 1 1 月 10 日 休） 10 : 00～ 17 : 00 

場 所 ： 富 山 県 産業展示館 テ ク ノ ホ ー ル （ 富 山市友杉1 682番地 ）

主 催 ： 福井銀行 北国銀行 富 山 第一銀行 「－，－ :I 

本年 は ，

金属 ， 化学 ． フ。 ラ ス チ ツ ク ， 電気 ・ 電子 な どの メ

ー カ ー を は じ め 食 品 関 連業者 な ど か ら 561 人 の 参

加， 192 ブ ー ス の 展示があ り ， 入場者数3, 160 人 と

多 く の 来場者で賑わ っ た 。 富 山 大学 か ら は 軽 金属

高機能材料 と 加工技術 に つ い て サ ン プ ル と パ ネ

ル 展示 を 行 う と と も に ， 技術相 談 の 受付 を 行 っ た o 闇� ·－－

� ：�7で”日 ？？三二
話器主主 一 .＇－＇. ..i· Iii 虐コ

二i: � 草葺竺対袖 j 金重； ピ

1 .  c 0 2 排 出量低減 の た め の 高 リ サ イ ク ル 性 自 動車 用 軽量材料の 開 発

新規 な 機能性ハ イ ブ リ ッ ド軽量材料の 開 発

大学 院理工学研究部 （ 工学 系 ） 教授 松 田 健 一

2 . マ グ ネ シ ウ ム 合金 を 用 い た軽量部材製作

マ グ ネ シ ウ ム 合金 の l幅広 薄板の 開 発 と 義肢装具へ の 応 用

大学 院理工学研究部 （工学系 ） 准教授 会 田 哲 夫

6 - 5 - 9 ア ク リ ビ ジ ネ ス 創 出 フ ェ ア

学や研究機関 の 有す る 農林水産 ・ 食品 産業分野 の技術や研究成 果 を 展示 し 新 た な 研究 開 発

や 成 果 の 実用 化 に 向 け た 参加者 間 の 連携 を 促進す る 農林水産 省 が主催す る 技術 交流展示 会で あ る 。

日 時 ： 平成22年 1 1 月 24 日 （7J＼）～26 日 幽

場 所 ： 幕張 メ ッ セ （ 千葉市美浜 区 中 瀬 2 - 1 ) 

ム 国 の 大学， 企業， 都道府 県 の 試験研究機関 ， 独立行政法 人 等 182機関 が出 展 し 参加者数 は ，

26 , 854 人 （ 主催者発表） で あ っ た 。

富 山 大学 TLO は ， 富’ 山 県農林水 産総 合技術 セ ン タ ー と 共 同 で ポ ス タ ー ， 過 重 力 栽培装 置， 無

花粉 ス ギ苗 ， フ ィ ル ム 転写 内装 材 を 展示 し た 。

－ 富 山 大学

① 過重力 栽培法 に よ る 二 次代謝物 に 関 わ る 遺伝子発現の 調節

大学 院理工学研究部 （ 理学 系 ） 准教授 唐 原 一郎

② ム ラ サ キ イ ガ イ 抽 出 液 を 活用 し た 油 汚染修復方法

大学 院理工学研究部 （ 理学系 ） 教授 中 村 省 吾 准教授 田 中 大祐
． 県農林水産総合技術 セ ン タ ー
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③ 無花粉 ス ギ 「 は る よ こ い 」 の 開 発 （ 森林研究所）

④ フ ィ ル ム 転写 ス ギ内装材 の 開 発 （ 木材研究所）

6 - 5 - 1 0  J S  T 新技術説明会（ 1 ) 
日 時 平成22年 1 2 月 2 日 （木：） 14  : 1 5～ 18 : 00 

場 所 ： し い の 木迎賓館 （ 金沢市広坂 2 丁 目 l 番 l 号）

主 催 ： J s T イ ノ ベ ー シ ョ ン プ ラ ザ 石 川

共 催 ： 科学技術振興機構 （ J S T ) 

本新技術説明 会 は ， J s T イ ノ ベ ー シ ョ ン プ ラ ザ石 川 が主催 し て 石 川 県， 富 山 県 に お け る 平成

2 1 年 度 の J s T シ ー ズ 発掘試験 に 採択 さ れ た 研究 の 中 か ら 選抜 さ れ た 研究者 に よ り ， 2 回 に 分 け

て 成果 発表 会が実施 さ れ た 。 第 l 回 は 6 名 の 研究者 に よ る 成果 発表が行 わ れ， そ の 際， シ ー ズ 発

掘 の 応募 申 請 を コ ー デ イ ネ ー ト し た 産学官連携 コ ー デ イ ネ ー タ ー か ら も 研究者へ の 応援 メ ッ セ ー

ジ が送 ら れ た 。

各研究者 は 主 に 企業 関 係者 を 対 象 に 実用 化 を 指向 し た技術説明 や 実施企業 ・ 研究パ ー ト ナ ー を

広 く 募 る べ く 熱 の こ も っ た 発表で あ っ た 。 富 山 大学か ら は 下記 の 発表があ っ た 。

－ 「 次世代 炭化 ケ イ 素半導体 デバ イ ス 開 発 に 向 け た 金属 イ オ ン ピ ー ム 技術の確立」

大学院理工学研究部 准教授 伊藤 弘昭

6 - 5 - 1 1  と や ま 産学官金交流会20 1 0

テ ー マ ： 大変革期 に お け る も の づ く り 企業 の 経営戦略 と 産学官金連携

日 時 ： 平成22年 1 2 月 7 日 （刈 13 : 30～ 19 : 30 （ 受付 12 : 30～ ） 

場 所 ： 富 山 国 際会議場 （ 富 山 市大手町 l 番 l 号）

催 ： （附富 山 県新世紀産業機構， と や ま 産学官金交流会2010実行委 員 会

共 催 ： 富 山 県 富 山 大学 富 山 県立大学 と や ま 技術交流 ク ラ ブ

富 山 大学 か ら

No. 
1 

2 

3 

4 

5 

分科会 セ ッ シ ョ ン B

「 企業技術者育 成 に お け る 産学官連携 ～ 次世 代 を 主導す る 中 核技術者 の 育 成 に 向 け て ～ 」

に 座長 と し て 升方勝 巳副機構長， パ ネ リ ス ト と し て 城 石 昭 弘 名 誉教授が出 席 し た 。

分科 会 セ ッ シ ョ ン C

「 ア ン チ エ イ ジ ン グ ～ 医薬 品 ・ 食 品 の 開 発お よ び健康 関 連産業の 活性化～ 」 に パ ネ リ ス ト

と し て上馬場和 男 客 員 教授が 出 席 し た O

ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン に は 下記 の33件 の技術 を 紹 介 し た 。

タ イ ト ル 所属 氏名
再生医療の た め の 新規乾燥羊膜の 開 発 大学院医学薬学研究部 （ 医学 系 ） 二 階堂敏雄

ヒ ト 羊膜 由 来細 胞 の 再生 医療への 応 用 大学院医学薬学研究部 （ 医学 系 ） 二 階堂敏雄

安定 な ヘ リ ッ ク ス 構造 を 有す る 短鎖ペ プチ ド を 骨格 と
大学院 医学薬学研究部 （ 薬学系 ） 藤 本 和 久

す る タ ン パ ク 間 相 互作 用 阻害斉lj の 開 発

新規発光蛋 白 質 プ ロ ー ブ を 用 い た 蛋 白 質活性化 の 計測 大学院医学薬学研究部 （ 医学 系 ） 石本 哲也

正確 で迅速 な 病理診断 を サ ポ ー ト す る 新技術 － 超音波
八 回 秀樹

大学院医学薬学研究部 （ 医学系 ） 常 山 幸一
を 用 い た 免疫 染 色 装 置 の 開 発 近藤 ｜径

- 25 -



No. タ イ ト ル 所属

6 生薬 ・ 香辛料の抗 ピ ロ リ 成 分 和 漢医 薬学総合研究所

7 和 漢薬 に よ る 神 経 同路市｜司 の 再構築 和 漢医薬学総 合研究所

8 
生 命科学 を 革新す る デバ イ ス 3 D ノ て イ オ プ リ ン タ

大学院理工学研究部 （ 工学系 ）
ー の 開 発

9 
空気 中 で安定で， 再生 ・ リ サ イ ク ル 可 能 な 有 機 合 成 用

大学院理工学研究部 （ 工学 系 ）
パ ラ ジ ウ ム 錯体触媒の 開 発

1 0  ひ ざサ ポ ー ト 機能 を 有す る ス パ ッ ツ の 開 発 人 開 発達科学部

1 1  
エ ネ ル ギ一 代謝促進 用 ウ ェ ア の 開 発 と そ の テ ー ピ ン グ

人 開 発達科学部
効果

12 白 立支援歩行器具の 開 発 ～ そ の 2

13 ム ラ サ キ イ ガ イ 抽 出 液 を 活用 し た 油 汚染修復方法 大学 院理工学研究部 （ 理学 系 ）

14  糸状菌 を 用 い た 多収穫米 か ら の エ タ ノ ー ル 生 産 大学院理工学研究部 （ 工学系 ）

1 5  富 山 県 の 発酵食�111 に お け る 菌相 解析 大学院理工学研究部 （工学系 ）

1 6  富 山 県産大麦 と 紅茶 に よ る 新規 ア ル コ ー ル 飲料の 開 発 大学 院理工学研究部 （工学系 ）

17  
植物 は 宇宙で生活環－境 を 全 う で き る か ？ ～ 同 際宇宙 ス

大学 院理工学研究部 （ 理学 系 ）
テ ー シ ョ ン で の 植物 実験 「Space Seed」 ～

同 ｜祭宇宙 ス テ ー シ ョ ン 日 本実験棟 「 き ぼ う 」 で の 植物
1 8  実験 「Space Seed」 ～ 筑波宇宙 セ ン タ ー と ケ ネ デ イ 大学 院理工学研究部 （ 理学 系 ）

宇前 セ ン タ ー で の播種作業 を 終 え て ～

19  地球観測 衛星の 地上検証実験か ら 見 た 大気環境 大学院理工学研究部 （ 理学系 ）

20 
Mg 合金 メ ッ キ 材 に お け る メ ッ キ 欠 陥 か ら の 疲労 き 裂

大学 院理工学教育部 （工学系 ）
発生 と 進展挙動 に 関 す る 研究

2 1  成31�性良好 な マ グ ネ シ ウ ム 合金 の 開 発 と 高 リ サ イ ク ル 大学 院理工学研究部 （工学系 ）

22 
ね じ り ・ ね じ り 戻 し に よ る ハ イ ・ パ フ ォ ー マ ン ス 材料

大学 院理工学教育部 （ 工学系 ）
の 開 発－黄銅 の 応 力 腐 食割 れ フ リ ー を 目 指 し て－

23 燃料電池用 電極触媒 に お け る 酸化物添加 の 効 果 水素同 位 体科学研究 セ ン タ ー

24 透 明 導電性薄 膜の 開 発 と 新規太陽電池へ の 応 用 自 然科学研究支援セ ン タ ー

25 
知 能移動 ロ ボ ッ ト を 利 jこ目 し て 倒 壊環境 内 の 地 図生成

大学 院理工学研究部 （工学系 ）
と 白 己位置推定

26 人 間 動作 追跡機能 を 持 っ た 移動 ロ ボ ッ ト 大学院理工学研究部 （ 工学系 ）

27 ナ ノ ラ ジ ア ン 角 度 変 位測 定 を 目 指 し て 大学院理工学研究部 （ 工学系 ）

28 
質量分析装 置用 内 部標準物 質 と し て の ポ ル フ イ リ ン 類

大学 院理工学教育部 （ 理学系 ）
の 利 用

29 
細 胞単位 の 非破壊 断層撮影 を 可能 に す る 超精細計測技

大学 院理工学研究部 （工学系 ）
術 の 開 発

30 リ ア ル タ イ ム 更新 型 ハ ザ ー ド マ ッ プ シ ス テ ム の フ レ ー ム ワ ー ク

31  東京 に お け る 電気 自 動車 タ ク シ ー の デザ イ ン 開 発 芸術文化学部

32 
伝統職 人技の科学的解明 党鐘づ く り に お け る 良 い 音 芸術文化学部
と は 地域連携推進機構 産学連携部 門

33 未 来 を 拓 く 有機エ レ ク ト ロ ニ ク ス の 展 開 に つ い て 大学 院理工学研究部 （ 工学系 ）
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氏 名

門 脇 真
杉 山 敏郎

東 田 千尋

中 村 真 人

曾j畢 宣ー

諸 岡 晴美

諸岡 晴美

自 立支援器
具研究部会

中 村 省吾
田 中 大祐

高野 真希

星野 一宏
小西 祐輔

星野 一宏

唐 原 一郎

唐 原 一郎

青 木 一真

石原 外美

会 田 哲夫

新堰 正浩

阿部 孝之

小野 恭 史
チ ャ ビ

ゲ ン ツ イ

チ ャ ビ
ゲ ン ツ イ

団 代 発造

キ本 直 人

庚林 茂樹

堀 田 研究室

宮下 奈津美

近 藤 潔
肴倉 陸子

岡 田 裕之
中 茂樹



6 - 5 - 1 2  J s T 新技術説明会（ 2 )

日 ［ ｜寺 ： 平 成23年 2 月 10 日 （木） 13 : 30～ 16 : 40 

場 所 ： 富 山 国 際会議場 （ 富 山 市大手町 1 番 1 号）

主 催 ： J s T イ ノ ベ ー シ ョ ン プ ラ ザ石 川

後 援 ： 中 部経済産業局 電気 ・ ガ ス 事業北陸支局

本新技術説明 会 は ， J s T イ ノ ベ ー シ ョ ン プ ラ ザ石 川 が主催 し て 石 川 県， 富 山 県 に お け

る 平 成21 年 度 の J s T シ ー ズ 発掘試験 に 採択 さ れ た 研究者の 中 か ら 選抜 さ れ た 研究者 に ，

2 回 に 分 け て 実施 さ れ た も の で， 2 回 目 も 6 名 の 研究者 に よ り 研究成果が発表 さ れ た 。

富 山大学か ら は大学院医学薬学研究部 八 田 英樹技術専 門 職が下記 の 新技術 に つ い て 発

表 し た 。

「超音波 と 海洋深 層 水 を 応 用 し た 組織 固 定保存法 の 開 発」

• 6 - 6  研究部会

6 - 6 - 1 登録研究 部会

1 . 材 料研究部 会 松 田 健 一

2 . 工業材料 シ ス テ ム 研究部会 （ 休眠 中 ） 山 崎登志成
3 超精密加工技術研究部会 森 田 昇
4 . ヒ ュ ー マ ン バ イ オ エ ン ジ ニ ア リ ン グ研究部会 篠原 寛 明

5 化学応 用 研究部会 黒 田 重靖
6 自 立支援器具研究部会 丸 谷 芳正
7 未来型 バ イ オ ロ ボ テ イ ク ス 研究部会 中 村a 真 人

6 - 6 ー 2 各部会の 活動

1 . 材料研究部会

幹事会

第 l 回
日 時 ： 平 成22年 6 月 23 日 （水）
場 所 ： 日 本高 周 波鋼業株式 会社 富 山 製造所

内 容 ： 幹事研修会， 見学会

第 2 巨｜

日 時 ： 平 成22年 12 月 10 日 制

場 所 ： 大平洋製鋼株式会社 富 山 製造所

内 容 ： 幹事研修会， 見学会

第37 回 材料研究 会研究発表会

日 時 ： 平 成22年 10 月 8 日 （創 13 : 30 ～ 17 : 25 

場 所 ： 工学部大会議室

基調講演 l 「 セ ラ ミ ッ ク ス 薄 膜 の 高温 に お け る 構造変化」

大学院理工学研究部 教授 佐伯 淳
基調講演 2 「Dy 拡散 に よ る NdFeB 焼結磁石 の 省 Dy 高性能化」
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目 立 金 属 株式 会社 日 立金属附 NEOMAX カ ン パ ニ ー 技師長 松浦 裕
「ff;I両歩包 の 内 部↑生j犬 と 凝 固 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に つ い て 」

大平洋製鋼（槻 富 山 製造所 O越野 正和 ， 池生 岡リ ， 串 田 裕紀， 松 岡 聡，

山 本 有一， 瀬 尾 省 逸

「廃超硬工具か ら の タ ン グ ス テ ン 等 の 回 収J 附 ア ラ イ ド マ テ リ ア ル 笹 谷 和 男

「表面 処理被膜 の ド ロ ッ プ レ ッ ト 非破壊検出 方法 の 検討」

日 本高周 波鋼業（鮒 富 山 製造所 技術部 商 品 開 発室 菓子 貴晴

「 ガ ス ク ラ ス タ ー イ オ ン ビ ー ム に よ る ダ イ ヤ モ ン ド コ ー テ イ ン グ工具 の 平滑化J

側不二越 O佐藤 嗣紀， 関 口 徹， 富 山 大学 森 田 昇，

兵庫 県立大学 豊 田 紀章， 山 田 公

「 超 硬 合 金の 疲労破壊特性」

第38 1口 ｜ 材料研究会研究発表会

日 I J寺 ： 平成23年 2 月 4 日 （剣 1 3 : 00～ 1 7 : 25 

場 所 ： 工学部106講義室， 大会議室

基調講演 兼 最終講義 「研究生活43年 を 振 り 返 っ て J

YKK 附 O 見 角 裕子

理工学研究部材料機能工学科 教授 池野 進

「 冷 間 金型 用 材料の靭性 に つ い て 」 （槻不二越 O 中 谷 理恵， 吉 田 直純， 越 正夫
「 ハ イ テ ン 鋼銀成形用 表面処理被膜マ カ オ ン コ ー ト · K S - G 」

日 本高 周 波鋼業（闘 技術部商 品 開 発室 菓子 貴 晴

「 モ リ ブデ ン 材 料 の 強 度 と 延性 に 及 ぼす 炭素添加 の 効 果」

（槻ア ラ イ ド マ テ リ ア ル 材料研究部 角 倉 孝典

「 ス ー パ ー 2 相 ス テ ン レ ス 鋼 の 鍛鋼 品 開 発 ～ ポ ン プ用 バ レ ル 型 ケ ー シ ン グ の 作製 ～ 」

大平洋製鋼附 富 山 製造所 技術部技術 開 発課技術 開 発 係 平林 純一

「 マ グ ネ シ ウ ム 合金の鍛造用 小径 ビ レ ッ ト の 開 発」

三協 マ テ リ ア ル （槻 マ グ ネ シ ウ ム 統括部 用 途 開 発課 清水 和 紀

2 . 工業材料 シ ス テ ム 研究部会 （ 休眠 中 ）

3 超精密加工技術研究部会

－ 研究 ・ 開 発成果発表会

日 H寺 ： 平 成22年 7 月 16 日 （金）

場 所 ： 金沢工業大学 扇 が丘 キ ャ ン パ ス 多 目 的 ホ ー ル

内 容 ： 特 別 講演 「 ク リ ー ン エ ネ ル ギー 車 の た め の 先端加工技術 の 展望」

一般講演件数 30件

研究奨励賞 5 件

参加者数 ： 104 名

－ 技術講演会 ・ 見学 会

日 時 ： 平 成22年 1 1 月 19 日 （鎚

場 所 ： 側北熱
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内 容 ： 会社概要説明（槻北熱 代 表取締役社長 政 誠一
研究講演 会 「UBMS コ ー テ イ ン グ の 金型 お よ び切 削 工具への 適 用 」

「鉄系 及 び、超硬 合金 の 鏡面切削 加工」

工場 見学会

全体 質疑応 答

参加者数 ： 18名

－ 研究講演 会 ・ 見学 会

日 時 ： 平 成23年 3 月 1 1 日 幽

場 所 ： 工学部大会議室

（附北熱 嶋村 公一

新潟 県工業技術総合研究所 斎藤 博

内 容 ： 特 別 講演 「微細加工 と 表面機能J 首都大学東京 諸貫信 行

研究事例報告

「 レ ー ザ処理 に よ る MWCNT の 改 質」 信 州 大学 久保田 哲

「磁気機能性流体 を 用 い た 難 削 材管 内 面 に 対す る マ イ ク ロ 加工技術 の 開 発」

富 山 高専 秋 田 健吾

「 ダ イ ヤ モ ン ド単粒電着工具 に よ る 超音波振動援 用 加 工 の特性検証」

長 岡技術科学大学 永 村 文 明

「超音波振動 を 援 用 し た ド リ ル 加工現 象 の 高速 度撮影」

長 岡 技術科学大学 植原 佑 介

「 ウ ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト を 用 い た 超砥粒 ホ イ ー ル の ド レ ッ シ ン グ」
金沢大学 千保友里江

「 ガ ー ド レ ー ル清掃 ロ ボ ッ ト の 開 発 （清掃 ブ ラ シ の 基 本特性） 」

金沢大学 劉 克成

「 ダ イ ヤ モ ン ド ス ラ リ ー を 用 い た マ ル チ ワ イ ヤ ソ ー の 鏡面 ス ラ イ シ ン グ加工」

金沢工業大学 上野 智 尚

「 ダ イ ヤ モ ン ド ペ レ ッ ト を 用 い た 固 定砥粒研 磨 の ペ レ ッ ト 配置最適化 と そ の 加工特

性」 金沢工業大学 菅野 祐也

「熱伝導 シ ー ト 用 黒 鉛 － 樹脂複合材料の 切 削 加 工 に 関 す る 研究」

田 山大学 山 岡 克徳

見学会

技術交流会

4 .  ヒ ュ ー マ ン バ イ オ エ ン ジ ニ ア リ ン グ研究部会

5 化学応用 研究部会

今年度 は 応 用 化学研究会で は 以下 の 通 り 講演 会 と 討論会 を 実施 し た 。

1 ） 講演 会 と 討論会 の 開 催

日 時 ： 平成23年 2 月 18 日 （翁 16 : 00～ 18 : 30 

場 所 ： 工学部 中 会議室
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演題題 目 ： 「 ア ゾー ル 系殺菌剤 の 創薬研究J

熊沢 智 博士 （ 理学博士）

（株） ク レ ハ 常務理事 技術 － 研究本部

総 合研究所特別 研究室長 シ ニ ア リ サ ー チ フ エ ロ ー

講演 会 の 後， 参加教員等か ら 質疑応 答 を 含め 研究 会 を 開 い た 。

参加者 ： 教 員 7 名 ， 学生15名

6 自 立支援器具研究部会

概 要 ： 本研究部 会 は 高齢者や要 介護者の 閉 じ 箆 も り を 予 防 し 自 立 を 支援す る た め の 福祉

機器の 開 発 を 目 的 と し た 研究部 会 で あ り ， 約3. 5年が経過 し て い る 。 本研究部 会 の 特

徴 は ， 五福， 杉 谷， 高 岡 の 3 つ の キ ャ ン パ ス と 学部 を 横 断 し て 各専 門 分野の 研究者
6 名 と 富 山 県 内 の 福祉機器の 製造販売 の 企業が共 同 研究 を 行 い な が ら 製 品 開 発 を 実

方記 し て い る と こ ろ に あ る 。

構 成 ： 芸術文化学部／ 丸 谷正芳教授 （ 代表研究者） ， 河 原雅典准教授， 人 開 発達科学部／鳥

海清司教授， 医学部／ 中 林美 奈子准教授， 新鞍真理子准教授， 工学部／木下功 司技

術職 員 ， （槻 カ ナ ヤ マ マ シ ナ リ ー ／稲葉 聡課長 ＜ 事務 局 担 当 ＞ － － － 岩瀬洋一 及 び永井

嘉隆 （ 産学官連携 コ ー デ イ ネ ー タ ー ）

本年 度 の 活動 成 果 ．

1 ） 本年度 は 共 同 研究契約 が 出 来ず， 研究資 金 は

芸術文化学部／丸谷正芳教授 に よ り 学長裁量
経 費 を 申 請 し 採択 さ れ研究活動 を 継続 し た 。

2 ） 研究部会発足 当 初 か ら 継続 開 発 し て き た 「 白

立支援歩行車」 “ ト リ カ ” の 商 品 化 を 目 指 し ，

想定 さ れ る 課題 の 抽 出 と そ の 対策 の 検討 を 最

優先 に 活動 を 行 っ た 。

3 ） モ ニ タ リ ン グ の 募集 及 び、社 会実験 を 富 山市 内 社会実験風景
の 大型 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー （ ア ピ ア ） に お い て ， 以前 に 試作 し た 自 立支援歩 行車 8 台

を 搬 入 し 高齢者や 身 障者 の 来場者 に モ ニ タ ー に な っ て も ら い ， 店 内 の シ ョ ッ ピ ン グ に

利 用 し て 頂 い た 。 使 い 勝手 や 問 題点 な ど に つ い て ア ン ケ ー ト 調査 を 行 い ， 結 果 を 集約 し ，

再 度 数台 の 試作機 を 製作 中 で あ る 。

4 ） 自 立支援 シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催

日 H寺 ： 3 月 8 日 （火）

場 所 ： 富 山 第一 ホ テ ル （ 富 山市桜木町 10 - 10)

「高齢者の 閉 じ こ も り か ら 社 会参画への 自 立 を ！ 」 を テ ー マ に ， 地域連携推進機構 と 連携

し シ ン ポ ジ ウ ム を 開 ｛崖 し た 。

＊ 基調講演 に 福 島 県立 医 科大学 ・ 安村誠司教授 を 招 き ， 「 高齢者 に お け る 閉 じ こ も り と そ の

予 防 ・ 支援 に つ い て 」 の テ ー マ で講演 「 自 立 支援器具研究部 会」 の 活動 内 容 を 丸 谷芳正教

授が講演， 富 山 大学 名 誉教授 ・ 鏡森定信先生 の コ ー デ イ ネ ー ト に よ り 「高 齢者が歩 い て 暮

ら せ る ま ち づ く り の 実現J と 題 し て パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン を 実施 し た 。

パ ネ リ ス ト と し て ， 医学部／ 中 林美 奈子准教授 ， 人 開 発達科学部長／北村潔和教授， 富
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山 県高齢福祉課福祉係 北本佳永子副主幹 富 山 市婦 中 西地域包括支援 セ ン タ ー 出 町万

理管理者， 附 カ ナ ヤ マ マ シ ナ リ ー 金 山 宏 明 代 表取締役社長 よ り 御参加 を 頂 い た 。

E主主盆寝2君事

福島県立医科大 ・ 安村教授 シ ン ポジ ウ ム風景 事例展示

7 . 未来型 バ イ オ ロ ボ テ イ ク ス 研究部会

本研究部 会 は ， コ ン ビ ュ ー タ や ロ ボ ッ ト 工学時 代 の バ イ オ ・ 医薬 開 発， 医療機器， 介護福祉

機器， 医薬 産業 ・ 福祉産業 を 想定 し 技術調査や課題 を 議論 し 研究 開 発 を 活性化す る こ と を

指 し て ， 2009年 12 月 に 設立 し た 。 2010年 度 は 以下 の 活動 を 行 つ f:. o

1 ） 活動内容

① 講演会， ミ ー テ イ ン グ， 特 別講義等 の 企画 実施 （ 学科 セ ミ ナ 一 生 命融合部 セ ミ ナ ー も

兼 ね る ）

1 平 成22年 6 月 22 日 （刈平成22年 度 第 1 回 生 命工学科 セ ミ ナ ー ： 大学 院講義 医療生 命

工学特論 ： 特 別教育講演 「再生 医工学」 古 川 克子 （ 東京大学大学 院工学系 研究科准教授） ，

『物理刺 激 に よ る 再生軟骨 の構築J : 工学部 大会議室
2 平 成22年 7 月 13 日 （刈平 成22年 度 第 2 回 生 命工学科 セ ミ ナ 一 大学院講義 医療生 命工

学特論 ： 特 別 教育 講演 「 ド ラ ッ グ デ リ バ リ ー シ ス テ ム 」

小 川 泰亮 （ 元 武 田 薬 品 倉lj 薬研究本部 D D S 研究所所長） ， 『DDS の 実 際 と 生 分解性高分

子 を 利 用 し た 放 出 制 御 シ ス テ ム J : 工学部大 会議室

3 平 成22年 7 月 20 日 （刈平成22年 度 第 3 回 生 命工学科 セ ミ ナ 一 大学院講義 医療生 命

学特論 ： 特 別教育講演 「再生 医工学 2 」 田 川 陽一 （ 東京工業大学 大学院生命理工学

研究科 生 体 分子 機 能工学専攻 准教授） 『in vitro 肝組織培 養 シ ス テ ム に よ る 薬物 代

謝』 ： 工学部大 会議室

4 平 成22年 7 月 30 日 制平 成22年 度 第 4 , 5 回 生 命工学科 セ ミ ナ ー 大学院講義 医療生

命工学特論 ： 特 別教育講演 「再生 医工学 3 」 仲野 徹 （ 大阪大学大学 院医学系 研究科

幹細 胞病理学講座 ・ 教授）

パ ー ト i : r幹細胞 と 再生医学j ： 工学部大 会議至

パ ー ト 2 ： 『幹細胞 の 未分化性 と 分化』 杉 谷キ ャ ン パ ス 臨床講義室 2

5 . 平 成22年 8 月 18 日 （水j平成22年度 第 6 回 生 命工学科 セ ミ ナ ー ・ 生 命融合部 セ ミ ナ 一 大
学 院講義 医療生 命工学特論 ： 特 別 教育講演 「再生 医工学 4 」 Dr. Vladimir Mironov MD, 

PhD ( Associate Professor, Director of Advanced Tissue Biofabrication Center. 

Medical University of South Carolina, Charleston , USA . ） 「Organ printing : t issue 

spheroids as building blocks」 ： 工学部大 会議室

6 平成22年 9 月 27 日 （月 ）平 成22年 度 第 7 回 生 命工学科セ ミ ナ 一 大学院講義 医療生 命工

学特論 ： 特 別 教育講演 「再生医工学 S J 瀧浦晃基 （ 国 立天文台ハ ワ イ 観測 所 ） 『分子 イ メ
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ー ジ ン グ技術 を 機械工学 に 応用 す る J ～ 自 に 見 え な い 強 い 光で 何が見 え る か ～ ： 工学

部大会 議官

7 平成22年 1 2 月 20 日 （月）工学部生 命工学科 「健康 ・ 福祉工学」 特 別 講義 ： 午後 の 部 ： 1 4 : 45 

～ 16 : 30 夜 の 部 ： 1 8 : 00～ 19 : 30 工学部大会議室 協 力 ： 大和 ハ ウ ス 工業側サ イ ボ

ー グ 型 ロ ボ ッ ト 「 ロ ボ ッ ト ス ー ツ HAL R 福祉用 」
8 平 成23年 l 月 25 日 幽再生医工学 と ロ ボ ッ ト 活用 の現状 と 未来 ： ノ て イ オ フ ァ ブ リ ケ ー シ ョ

ン 技術研究 ・ 開 発 フ ォ ー ラ ム 富 山 国際会議場204会議室’

0基調講演 ： 「将来社 会 を 支 え る 科学技術の予測調 査 に つ い て 」

重 茂 浩美 （ 文部科学省 科学技術政策研究所 上席研究官）
0特 別 講演 ： 「 3 次元 マ イ ク ロ ナ ノ フ ア プ リ ケ ー シ ョ ン が拓 く 新概念未来医療」

生 田 幸士 （ 東京大学 先端科学技術 セ ン タ ー 教授）

0講演
「 ノ て イ オ フ ァ ブ リ ケ ー シ ョ ン ： 医薬 と 生 命への ロ ボテ イ ク ス 工学 の 導 入 J

中 村 真 人 （ 大学 院理工学研究部 教授）

「 ロ ボ ッ ト を 用 い た GMP 対応 マ シ ン ～ 製 薬 か ら 再生医療へ ～ 」

米 田 健二 （ 渋 谷工業株式会社 再生 医療 プ ロ ジ ェ ク ト ）
「組織 ・ 細胞マ イ ク ロ ア レ イ 技術 と そ の 応 用 」

堀 隆 （株式 会社 パ ソ ロ ジ ー 研究所 取締役 ） （ 附属 病 院 外科病理学講座 助教）

「 ヒ ト 羊膜 を 使 っ た 再生医療」

一 ｜渚堂敏雄 （ 大学院医学薬学研究部 教授）

② 共 同 研究 の 立案や研究資金獲得 の た め の 活動等
1 （採択 ： 進行 中 ） 平 成22年 度 科学研究費基盤研究 （ B ） ： 「 イ ン ・ フ ァ ク ト リ ー ・ テ ィ シ

ユ ・ エ ン ジ ニ ア リ ン グ」 の 基盤技術 の 創 出 ： 代表 ： 中 村真 人 （ 富 山 大学 ） 分担 ： 堀 江 ＝

喜男 （ 東京工業大学） ， 連携研究者 ： 二 階堂敏雄 （ 富 山 大学） ， 嶋 田 裕 （ 富 山 大学） ， 竹j宰

俊 明 （独立行政法 人 農業生物資源研究所） ， 杉本直俊 （ 金沢大学）

2 （採択 ： 進行 中 ） 財 団 法 人富 山 県新世紀産業機構 ： 次世 代 ロ ボ ッ ト 技術 開 発支援事業 研

究 開 発提案 「 バ イ オ プ リ ン テ イ ン グ ロ ボ ッ ト の 次世代化 ： 血管 自 動認識 ロ ボ ッ ト J

代 表 ： 二 階堂敏雄 大学院医学薬学研究部 （ 医学） 教授

共 同 研究 員 中 村真 人 大学院理工学研究部 （工学） 教授

加 藤 賢一 附不二 越 開 発本部 制 御 開 発 部 要素室 室長

チ ャ ピ ・ ゲ ン ツ イ 大学 院理工学研究部 （工学） 教授
一 回 英樹 大学 院理工学研究部 （工学） 講師

3 （ 申 請→不採択） 財 団 法 人 武 田科学振興財 団20 10年 度特定研究助 成

代 表 ： 二 階堂敏雄 共 同 申 請者 中 村真 人

4 （ 申 請→不採択） JST 産学 イ ノ ベ ー シ ョ ン 加 速事業 「戦略的 イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出推進 （ S

ー イ ノ ベ ） 」

代表 ： 中 村真 人 共 同 申 請者 ： 中 島一樹

2 ） 新聞掲載 ・ テ レ ビ放 映 な ど
1 . 富 山大学工学部研究室紹 介 （ 中 村研究室） ： 平 成22年 9 月 18 日 K N B ニ ユ ー ス

2 福祉工学特 別授業 （ ロ ボ ッ ト ス ー ツ 授業 ： 次頁参照） ： 平成22年 12 月 21 日 （刈北 日 本新聞
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N H K ， 富 山 テ レ ビ， 北 日 本放送

（ 中 村研究室） ： ニ ュ ー ス テ ン ： 平成22年 12 月 2 日

（ 中 村研究室） : B B  T ス ー パ ー ニ ュ ー ス ： 平成23年 1 月 5 日

富 山 新聞，

読売 テ レ ビ3 

平成22年 1 2 月 2 1 日 以）富 山新聞 （左） 北 日 本新聞朝刊 （下）
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筋 電 セ ン サ ー を 利用し た リ ハ ビ リ 装具 の 開 発

共 同 研究者

－ 大学 院理工学研究部 （ 工学系 ）

り ， 筑波大学 に お い て ， 山 海教授 と 共 に ロ ボ ッ ト ス ー ツ

があ り ， 今回 は そ の技術の 応 用 展 開 に よ る 開 発 を 行 っ た 。

－ 共 同 研究 企業 － －附 T M C 代 表取締役 高沢武志 （ 高 岡 市 ） ： 附 T M C は 主 に 医療機器 を 販売す

る 会社 で ， リ ハ ビ リ 器具 の 開 発 を 目 指 し て い る 。

共 同 研究期 間

平 成22年 8 月 ～ 平 成23年 3 月

共 同 研究締結 の き っ か け

（掬 T M C は 高 岡 市 の 整形外科病 院か ら ， 寝 た き り の 高齢者や 身 障者が足首， 膝， 肘等 の拘縮

を 防止す る た め の リ ハ ビ リ 器具 の 開 発 を 要請 さ れ た こ と か ら ， 産学連携部 門 に 相 談があ っ た 。

大学 院理工学研究部 ・ 戸 田英樹講 師 に 対応 を 依頼す る と 共 に 現地 を 視察 し た こ と か ら 共 同 研究

へ－進

産学共同研究の事例• 6 - 7 

6 - 7 - 1 

戸 田英樹講師 ： 次世 代 ロ ボ ッ ト 技術の 研究 開 発 を 行 っ て お

「 ハ ル 」 を 共 同 で研究開 発 し た 経緯

2 .  

3 

－ し た 。

共 同 研究 の 経緯 と 成 果

・ （槻 T M C は 富 山 県新商 品 創 出 助 成事業 に 大学 と 連携 し て 申 請 し た が， 富 山 県 か ら の 指導 に よ

り 「福祉 ロ ボ ッ ト 開 発事業」 へ転換 し 採択 さ れ 助 成 金 の 一 部 を 大学 の 共 同 研究 費 と し て 活

4 

用 し 研究 開 発 を 開 始 し た 。

－ 高 岡 市 の 林整形外科病 院へ関 係者一 同 で視察 を 行 い 専 属 の 理学療法士 と 連携 し な が ら 実情

つ い て の 情報交換 を 行 い な が ら 研究 開 発 を 進 め た 。
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• ;1憂 た き り の 人 は ， 筋 肉 の拘縮 に よ り 先ず足首 の 間接が動 き 難 く な り ， 次 に 膝 関 節 ， 肘 関 節へ

と 移行す る 事か ら ， 先ず は足首間接の リ ハ ピ リ 装 具 の 開 発 に 着手 し た 。

. ）寸 旧 研究室 は 理学療法士 と 連携 し コ ン パ ク ト な サ ー ボモ ー タ ー と 筋電 セ ン サ ー の 連動 に よ

る 試作装置 を 製作 し 実験 に 取 り 組 ん だ。

－ 試作 し た リ ハ ビ リ 装 具 の特許 申 請 を 計画 中 で あ る 。

6 - 7 - 2  刈芝から バ イ オ 工 タ ノ ー ル生成技術の開発

1 共 同 研究者

・ 大学院理工学研究部 （工学系 ） 准教授 星野一宏 ： 星 野研究室 で は ， N E D  O の 受託研

究 に 採択 さ れ， 稲葉等 の 廃 材 か ら バ イ オ エ タ ノ ー ル を 生 成す る 研究 を 行 っ て い る 。

2 . 共 同 研究企業

(1 )  日 本海 ガ ス （鮒 技術本部 釣 谷孝部長 （ 富 山 市）

主 に L P ガ ス や ガ ス 関 連器具の 販売 を 行 っ て い る 企業 で あ り ， 近 年 は 環境， 省 エ ネ ル ギー ，

地球温暖 化 な とごへ注力 し て い る 。

( 2 ) ユ ニ オ ン 産業（掬 （ 富 山 市 ）

士 に 一般産業機械， 省 力 機械 の 設計製作販売 を 行 っ て い る 機械 メ ー カ ー で あ り ， 省 エ ネ 機

器等 の 開 発 に 注力 し て い る 。

3 . 共 同 研究期 間

平 成22年 4 月 ～ 平成23年 3 月

4 . 共 同 研究締結 の き っ か け

日 本海 ガ ス 附 は 傘下 に 太 閤 山 C C を 有 し ， ゴ ル フ 場 の 刈 り 芝 の 廃棄処分 に 困 り ， 刈 り 芝 か ら

バ イ オ エ タ ノ ー ル を 生 成 し 自 動芝 刈 り 機等 の 燃料 と し て 活 用 す る 事 を 考 え た 。 ユ ニ オ ン 産業

側は 日 本海 ガ ス と 連携 し て 自 社製 の 粉砕装 置 と の組み 合 わ せ に よ り ， 独 自 の バ イ オ エ タ ノ ー

ル の 生 成 シ ス テ ム の 開 発 を 計画 し 全 国 展 開 を 目 指す こ と に し た 。

5 . 共 同 研究 の 経緯 と 成果

－ 富 山 県新商 品 創 出事業 に 企業 2 社 と 富 山 大学で応募 し 採択 さ れ ， 助 成金 の 一 部 は 共 同 研究 費

と し て 使用 し た 。

－ 星野研究室 に お い て ， 刈 り 芝 か ら の エ タ ノ ー ル 生成実験 を 行い ， デー タ を 収集 し た 。

－ 星野准教授 の 指導 に よ り エ タ ノ ー ル プ ラ ン ト の構想設計 を 行 い ， ユ ニ オ ン 産業（附 に て 実証

試！検 プ ラ ン ト を 完成 さ せ た 。

－ 平 成22年 9 月 ～ 実証試験 プ ラ ン ト を 太 閤 山 C C へ設置 し 試運転 を 開 始 し た 0

・ 改造 を 重 ね な が ら 試運転 を 継続 し た結果， エ タ

ノ ー ル を 生 成 す る こ と に 成功 し た 。 星野研究宏

に お い て 最終的 な 蒸留 を 行 い ， 約750ml （ 純 度
99. 6 % ） の バ イ オ エ タ ノ ー ル を 生 成す る こ と が

で き た 0

・ 平 成23年 2 月 に 太閤 山 C C に て ， 除雪車の燃料

と し て 生 成 し た バ イ オ エ タ ノ ー ル を ガ ソ リ ン に

3 % 添加 し て 試験運転 を 実施 し 良好 な る 結果

を 得 た 。 こ の 試験運転 は 北 日 本放送 テ レ ビ に よ
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る 取材 を 受 け た 0

・ 平 成23年 度 も 引 き 続 き 共 同 研究契約 を 継続す る 予定 で あ る 。

6 - 7 - 3  密閉型植物工場 に お け る ア イ ス プ ラ ン ト 栽培技術の開発

1 . 共 同 研究者

・ 大学 院理工学研究部 （ 理学系 ） 山 田 恭 司 教授， 唐 原一 郎准教授， 山 本将 之 講師 ： 理学部

生物学科の グ ル ー プで は 植物 の 生理学的 な 研究 を 行 っ て い る 。 標題の ア イ ス プ ラ ン ト は 表

面 に 塩嚢 を 有す る 特殊 な 野菜 と し て 知 ら れ て い た が， 栽培技術 は 確立 さ れ て お ら ず， 未知 ｜へ

の挑戦であ っ た 。

－ 福 光運輸（株） 育 田 達 矢常務取締役 （南砺市） ： 福光運輸（株）は ， 運送業が主体で あ る が倉庫 を 多

数有 し て お り ， 倉庫 の 一 角 を 利 用 し た 植物工場 の ビ ジ ネ ス 化 を 企画 し た 。

2 共 同 研究期 間

平 成22年 4 月 ～ 平 成23年 3 月

3 . 共 同 研究締結 の き っ か け

福 光運輸株） は リ ー マ ン シ ョ ッ ク 以来 の 不況 に よ り ， 自 社 の 空 き 倉庫 の 有効活用 を 行 う た め ，

植物工場事業 に 進 出 す る こ と を 決め ， 新 し い 健康野菜 と し て 注 目 を 集 め て い る ア イ ス プ ラ ン

ト の 栽培 を テ ー マ に 富 山 大学 と の 共 同 研究契約 を 締結 し た 。

4 . 共 同 研究の経緯 と 成果

－ 福光運輸（株） は 富 山 県新商 品 創 出 助 成事業 に 大学 と 連携 し て 申 請 し 採択 を 受 け ． 助 成 金 の 一 部

を 大学 の 共 同 研究 費 と し て 利 用 し 研究 開 発 を 開 始 し た 。

－ ア イ ス プ ラ ン ト の 試験栽培ユ ニ ッ ト を 大学 と 企業 の 両者 に 設置 し 同 時進行 で栽培実験 を 実

施 し た 。

－ 富 山 湾 か ら 採水 し た 海洋深層 水 を 利 用 し ミ ネ ラ ル 豊富 な 野菜 の ， 最 適 な 生育条件 を 求 め て

水耕栽培実験 を 実施 し た 。

－ ア イ ス プ ラ ン ト は 栽培期 間 が約2. 5 ヶ 月 間 と 長 く 最 適 の 条件 を 見 出 す に は 時 間 が か か る 作

業 で あ っ た が， 初 期 の 生育 目 的 は 達 成 さ れ， 今後 は 安定 し た 生 産 体制 に 向 け て の最適条件設

定が必要で あ り 次年 度 も 研究開 発 を 継続す る 予定 で あ る 。

ア イ ス プラ ン ト の栽培

• 6 - 8 起業家支援事業

6 - 8 - 1 起業 を 目 指 し たプ ロ ジ ェ ク 卜研究

1 . フ レ キ シ ブ ル 化 を 目 指 し た 有機電子 デバ イ ス の 応 用 展 開

岡 田 裕之， 中 茂樹， 柴 田 幹
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非常勤研究員 （ ポ ス ド ク ） 佐藤 竜一 （ 新規 ）
2 表面再構 成 制 御 成長法 を 用 い た Si 基板上へ の InSb 系 超 高 速デバ イ ス の 作製 と 評価

前津 宏一， 丹保 豊 和 ， 森 雅之

非常勤研究員 （ ポ ス ド ク ） カ マ セ ・ サ ラ （継続）

3 . 太陽電池パ ネ ル 制 御 の た め の 太陽光追 尾 セ ン サ シ ス テ ム の 開 発

丹保 豊和

非常勤研究員 （ ポ ス ド ク ） 村 田 和 範 （ 新規）

4 . 有機 EL 用 発光素材 の 開 発 と そ の応 用 に 関 す る 研究

黒 田 重靖， 堀 野 良和， 宮 武 滝太， 京極真 由 美
5 環境調 和 型液体燃料製造の た め の 新規 ナ ノ 構造触媒 の 開 発

椿 範立， 阿部 孝之， 米 山 嘉治， 劉 貴慶

外 国 人研究員 （ 客 員 ） ジ ョ ・ コ ウ ェ イ （ 新規） ， オ ウ ・ ダ ン （ 新規）

非常勤研究員 （ ポ ス ド ク ） ヨ ウ ・ コ ク キ （ 新規 ）

6 . エ ラ ジ タ ン ニ ン 類 の 化学 合 成

阿部 仁

7 . 磁気熱量材料 と 超伝導材料の 開 発

西村 克彦
8 . 材料 内 部 欠 陥形成機構 の 解明 と 非破壊検 出 法の 開 発

塩津 和章， 小熊 規泰， 五嶋 孝仁， 石 原 外美， 三 原 毅
9 2 1 世紀型社会生活 を 支 え る フ ォ ト ク ス 材料の 開 発研究

樋 口 弘行， 林 直 人， 吉野 惇郎

10. マ イ ク ロ ・ ナ ノ 融 合環境下 で の 表面機能 の 発現 ・ 創生 と 体系 化 に 関 す る 研究
森 田 昇， 山 田 茂， 高野 登

1 1 . 環境調和 型有機合成 を 基軸 と し た 新規化学物 質変換反 応 の 創 製

堀 野 良和 ， 黒 田 重靖

12 . 希土類元素 の 多極子 自 由 度 を 利 用 し た ナ ノ デバ イ ス の 開 発

石 川 義和 ， 桑井 智 彦 ， 水 島 俊 雄 ， 田 山 孝

13 . 金属 貯蔵場 を 有す る 空気 中 で、半永 久 的 に 使用 で き る 金属媒体触媒 の 開 発

曾津 宣一， 小野 慎
14 .  酸化物半導体 ナ ノ 粒子 ガ ス セ ン サ ー の 研究

山 111奇登志成

外 国 人研究員 （ 客員 ） エ ル マ グ ラ ビ ・ モ ハ メ ド ・ エ ル マ グ ラ ビ （継続）

非常勤研究員 （ ポ ス ド ク ） ダ ー マ リ ン ガ ム ・ ク ル ン ス （ 新規）
15 . ナ ノ ク ラ ス タ ー 制 御 に よ る ハ イ ブ リ ッ ド 新材料の 創 製 に 関 す る 研究

松 田 健二 ， 川 畑 常 員 池野 進

外 国 人研究員 （ 客 員 ） ヤ ン ・ ド ト キ エ ピ ッ ツ （ 新規 ）

16 . ヘ テ 口 元素 の 特性 を 利 用 し た ア ル コ ー ル か ら 強力 な ア ル キ ル 化斉ljへ交換す る 試薬 の 開 発 と 有

機電子材料の 創 出

吉村 敏章

非常勤研究 員 （ ポ ス ド ク ） モ ハ マ ド ・ チ ャ ン ミ ヤ ・ シ ェ イ ク （継続）
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1 7 . 透 明 導電性薄膜 の 開 発 と 新規太陽電池への 応 用

小野 恭 史

18. 集合組織 を 制御 し た 成形加工性の 良好な軽金属材料の 開 発

会 田 哲夫， 古井 光明

19. 高 強 度 パ ル ス イ オ ン ビ ー ム に よ る 薄膜生 成 ・ 表面改 質技術

升方 勝 己 ， 伊藤 弘昭

20. 遷移金属触媒 を 用 い た 医薬 品 リ ー ド 化合物 の 創 製

宮津 虞宏， 横 山 初

6 - 8 - 2  第 3 回 ビ ジ ネ ス プ ラ ン コ ン テ ス ト （詳細 は VBL 年報）

開 催趣 旨 ：

［学生部 門 ］ 地域 ビ ジ ネ ス に 貢献す る 人 材 を 育 成す る た め ， 優 れ た 事業計画 を 持つ 学生 を 対 象 に

発表の場 を 提供 し ， ベ ン チ ャ ー マ イ ン ド に 富 む 人材教育 の 促進 を 図 る 。

［一般部 門 ］ 地域社 会 に 貢献す る 新 し い事業 を 育成 す る た め ， 独創 的 な 事業計画 を 持つ 人 を 対 象

に 発表の場 を 提供 し 起業化 （ 大学発ベ ン チ ャ ー を 含 む ） の 促進 を 図 る 。

審査委員 （ 敬称III各 ）

委 員 長 飴 久晴 （ コ ー セ ル株） 取締役会長）

委 員 西頭 徳三 （ 富 山 大学 学長）

戸高 秀 史 （ 富 山験商工労働 部 部長 （ 理事） ）

城 川 俊 久 （ 富 山 市商工労働 部 次長）

龍 山 智栄 （ 財 団 法 人富 山 県新世紀産業機構 中 小企業支援 セ ン タ 一 長 ）

羽 田 野正博 （社 団 法 人 中 小企業診断協 会 富 山 県支部長）

森 田 勉 （北陸銀行 執行役員 融 資 第一部長）

柴 田 栄 文 （ 富 山 第一銀行 執行役員 営業企画部長）

岸 和 雄 （ 富 山 信 用 金庫 常任理事）

古市 泰 宏 （（械 ジ ー ン ケ ア 研究所 代表取締役会長 ・ ほ く り く 健康 創 造 ク ラ ス タ ー 事

業総括）

－ 富 山 大学長挨拶

・ 審査員 紹 介， 審査方法説明

・ 発表 ・ 学生 の 部

1 白 ね ぎ ・ ネ ギ タ ン の 検査選別 シ ス テ ム の 開 発 （ 奨励賞 ） 北 陸職業能力 開 発大学校 粟野嵩大

2 瞬時加熱 と 低消 費電力 を 実現す る I H 方式の缶飲料加熱装 置 の 開 発 富 山 大学 山 本智大
3 高齢者支援 用 「熱 く な い 」 軽量容器の試作 サ ー ビ ス （ 優秀賞 ）

富 山 大学 村上 聡 東海 大輔， 水 谷 学
4 軽量マ グ ネ シ ウ ム 合金 の 製造 と 販売 富 山大学 安井 貴信
5 . 電 界計の 小型化 に よ る あ ら ゆ る 場所 で の 落雷 余地 （ 奨励賞） 富 山 大学 杉 田 雅英

． 一般 の 部

1 . 愛 と 夢 の 富 山 型 デ イ サ ー ビ ス 特定非営 利 活動法 人 無漏路 近藤 宗 明

2 . 地域循環型 ・ 新 ブ ラ ン ド 「越 中 竹の 葉茶」 プ ロ ジ ェ ク ト （ 奨励 賞 ）

制立志 コ ー ポ レ ー シ ョ ン 久 保 大憲
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3 . ユ ビ キ タ ス な ク ラ ウ ド 型 デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ事業

日 本エ レ ク ト ロ ニ ク ス サ ー ビ ス （械 松 山 朋 朗

4 . 高度差4000 ビ ジ ネ ス プ ラ ン

白 え びの 殻 を 液肥化 し 水 産残j査物 を ゼ ロ に す る プ ロ ジ ェ ク ト （ 奨励 賞 ）

（有）水文 水上 剛
5 . PDCA サ イ ク ル を 重視 し た 医療 ・ 介護分野 の 戦略 附 リ ハ シ ス テ ム ウ ェ イ 金 岡 さ ち 子

6 地域への 告知 ツ ー ル の 提案 満 丸附 土 や 恵美子

7 . 苔緑化マ ッ ト ekoke に よ る 人 に や さ し い 空 間 創 成 ビ ジ ネ ス （ 優秀賞 ）

（有）エ ク サ 姶良 邦一

－ 前 回 受賞者の 活動状況発表

1 レ シ ピ サ ー ビ ス 富 山 富 山 国 際大学 津 谷 刻 太 （ 学生 部 門 ： 奨励賞）

2 ヒ メ イ ワ ダ レ 草 を 活 用 し た 土木工事 上下興業（有） 上下佐保里 （ 一般部 門 ： 優秀賞 ）

． 表彰式

6 - 8 - 3  ア ン 卜 レ プ レ ナ ー セ ミ ナ ー

第 1 回 ア ン ト レ プ レ ナ ー セ ミ ナ ー

日 時 ： 平 成22年 12 月 10 日 幽 13 : 30～ 15 : 00 

場－ 所 ： 工学部大 会議室

講演題 名 ： 長 岡技科大 に お け る 産学官連携

講 師 ： 長 岡技術科学大学 名 誉教授 小 島 陽
第 2 回 ア ン ト レ フ レ ナ ー セ ミ ナ ー

日 時 ： 平成23年 1 月 27 日 （木：） 1 3 : 30～ 15 : 00 

場 所 ： 黒 田 講堂

講演題名 ： 守 り の 産業が 日 本 を 救 う ～ 自 産 自 消 の 理念 と は ～

講 師 ： 株式会社マ イ フ ァ ー ム 社長 西辻 一真

6 - 8 - 4  外国人研究 員 講演会

第 l 回 外 国 人 研究 員 講演 会

日 時 ： 平 成22年 9 月 2 日 （木） 13 : 30～ 15 : 00 

場 所 ： 工学部大 会議室

講 師 ： ポ ー ラ ン ド 科学 ア カ デ ミ ー Professor Jan Dutkiewicz 

講演題 名 ： Semisolid Forming of High Carbon X210CrW 12  and M 2 Steels 

第 2 回 外 国 人研究員 講演 会

日 時 ： 平成22年 1 2 月 13 日 （月 ） 10 : 30～ 1 1  : 30 

場 所 ： 工学部物 質生 命 シ ス テ ム 工学科 図書室 ・ セ ミ ナ 一 室

講 師 ： 中 国科学院大連化学物理研究所 教授 徐 恒泳
講演題 名 ： 水素透過H莫の 設計， 製造 と 実 用 化



7 . 研究助成応募支援

国 － 地方 自 治 体が募集す る 助 成 金 ・ 補助金へ の 応募支援
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最 近 の 産業技術 の 発展 に は 目 覚 し い も の があ り ， 先端技術 を 支 え る 基盤技術 に つ い て ， そ の 基礎

が どの よ う に 先端技術 に 展 開 さ れ て い る か を 解説 し 技術の体系 的理解 に 主眼 を お い た 研修 を 実施

す る 。

〈材料 ・ 評価 コ ー ス 〉

テ ー マ ： 機械構造用 材料の疲労強度設計 と 破損解析

募 集 人 員 ： 最大 8 名

受講対 象者 ： 入社 後 2 ～ 5 年 間 実務 に 従事 し た 企業技術者 ・ 研究者

場 所 ： 工学部 小熊研究出

担 当 教 員 ： 大学院理工学研究部 （工学系 ） 小熊 規泰 教授

概 要 ： 機械 シ ス テ ム を 長期 に わ た っ て 安 全 に 使用 す る た め に は ， そ の 構造材料の疲労強度

設計が極め て 重要 な 役割 を 担 っ て い る 。 本 コ ー ス で は ， 疲労現 象 に つ い て 知識 を 深

め る と と も に ， 力 学 的視点 か ら 破壊 の 基礎 を 学ぶ。 ま た 構 造 用 鉄鋼材料お よ びア

ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 対 象 と し た 疲労試験 を 行 い 疲労 強 度 設 計 の 基 と な る 5-N 曲 線 の

作 成 を 行 う 。 さ ら に ， 破壊 し た 試験片 の 破面観察 に よ り 破壊機構 の理解 を 深 め ， 破

損解析や安全設計 に 対す る 能力 を j函 養す る 。

研 修 日 ： （ 第 l 固 ま た は 第 2 回 の ど ち ら か を 選択す る ）

第 l 回 1 日 目 8 月 26 日 （木）， 第 2 回 1 日 目 8 月 30 日 （月 ）

9 : 00～ 10 : 30  講義 l 疲労破壊 の 基礎

－ 疲労 と は ・ 低サ イ ク ル 疲労 ・ 高サ イ ク ル 疲労 ・ 疲労限度

． 疲労 限度 に 及 ぼす 影響 因 子 （ 寸法効果， 切 欠 き 効果， 平均応 力 ， 環

境 な ど）

10 : 45 ～ 12 : 00 講義 2 破壊力 学 の 基礎

－ 破壊力学パ ラ メ ー タ ・ 疲労 き 裂進展速度 ・ 疲労破壊靭性値

13 : 00～ 13  : 30 講義 3 疲労試験法

－ 疲労試験の 種類 と 試験機
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1 3 : 30～ 1 7 : 00 実習 l 疲労試験

－ 試験片 の 取扱 い ・ 試験応 力 の 計算 ・ 回転 曲 げ疲労試験

第 l 回 2 日 目 8 月 27 日 幽 第 2 回 2 日 日 8 月 31 日 （刈

9 : 00 ～ 10 : 00 講義 4 信頼性設計 の 考 え 方

－ 強度設計の 思想、 と 手法 ・ 統計的取扱い ・ 安全率 と 信頼性
10 : 00～ 12 : 00 実習 2 実験結果 の ま と め と 破面解析準備

· S-N 曲 線 の 作 成 • SEM 観察試料の 製作

13 : 00～ 16 : 00  実習 3 フ ラ ク ト グ ラ フ イ

· SEM の 使 用 方法

． 巨 視的破面観察 に よ る 破壊起点 の特定

－ 微視的破面観察 に よ る ス ト ラ イ エ ー シ ョ ン 間 隔 の 測 定

1 6 : 00～ 17 : 00 総合討論
講 習 料 ： 7, 000 円 ／ 人 （ 消 費税 を 含 む ）

受講 申 込期 間 ： 先着順 申 込期 限 7 月 30 日 （創

受 講 者 ： 第 l 回 1 3 名 第 2 回 1 3 名 合計 26 名

• 8 - 2 M OT 講座

授業 の ね ら い と カ リ キ ュ ラ ム 上 の位置付 け

本講義 は ， 実践的 な MOT を 目 指 し ， 富 山 県知事政策室長 を 始 め 産業 界で活躍 中 の技術系 役 員 及

び本学経済学部教授等多彩 な 講師 陣 に よ り 実施 さ れ て い る 。 新規事業 の 創 出 に お い て は 独 自 技術 の

開 発 に 加 え て ， 事業戦略や マ ー ケ テ イ ン グ， 企業 会計の基礎 や 知 的 財 産管理戦略， あ る い は リ ス ク

マ ネ ー ジ メ ン ト や コ ン プ ラ イ ア ン ス 経営等， 多 面 的 な 知 見が要求 さ れ る 。 本講座 で は こ れ ら を ス キ

ル と し て 理解 し 実際の業務 に 反映す場合の 考 え 方 を 講義 し た 。

達 成 目 標

1 ） 企業経営 に お け る 技術 の 位置づけ に 対す る 理解 を 深 め る 。

2 ） コ ス ト の構 成 と コ ス ト 削 減意識 を 高 め 経理計算 の 基本 的 考 え 方 を 習 得す る 。

3 ） 知 的財 産 の 創 出 ， 維持管理 活 用 に 関 わ る 戦略的考 え 方 を 習 得す る 。

4 ） 事業 に 関 わ る 適 用 法規や コ ン ブ ラ イ ア ン ス 経営 の 考 え 方 を 学ぶ 。
5 ） 企業 の 社 会的責任 と は 何 か を 学ぶ 。

6 ） 新規事業 に 関 わ る ビ ジ ネ ス モ デ ル の 考 え 方 と そ の 展 開 に つ い て 考 え る 。

授業計画 （授業 の 形式 ， ス ケ ジ ュ ー ル等 ）

・ 第 l 回 （ 8 /25） ， 第 2 回 （ 9 / 1 ) 産業政策論 － 1 2 戸高 秀 史
科学技術 の 進展 に 伴 う 政 治 や 行 政 の 役割 を 考 え る 。 我が国が 目 指す科学技術立国 の推進 に

｜祭 し て ， 科学技術法 を は じ め ， 様 々 な 国 策 お よ び地域 の 産業行政の取組み に つ い て 概説す る 0

・ 第 3 回 （ 9 / 8 ） ， 第 4 回 （ 9 /15) 会社経営 と 技術管理 － 1 ' 2 金 山 幸 雄

経営者 の 立場 か ら ， 組織論 と 機能 ， 意志決定 プ ロ セ ス 経営 資源 の 活 用 及 び経営戦略の 考

え 方 や お よ び リ ス ク ヘ ッ ジ の 考 え 方 に つ い て 述べ る

－ 第 5 回 （ 9 /29） ， 第 6 回 ( 10/ 6 ) 新規事業企画 と 研究 開 発 － l ,  2 薪 藤 j間 二
新規事業 企 画 の 進 め 方 や 研究戦略策定 の 考 え 方 及 び研究管理手法 に つ い て 述べ る と 共 に 新

規事業創 出 に お け る 各 ス テ ー ジ の 管理手法の 要 点 や 産学官連携 に つ い て 概説す る 。
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－ 第 7 回 ( 10/ 1 3） ， 第 8 回 ( 1 0/20) 企業会計 － 1 ' 2 内 山 俊彦
技術者が知 っ て お かね ば な ら な い経理の 基 本 を 概説 し 財務諸表 （ 貸借対照表， 損益計算

書， キ ャ シ ュ フ ロ ー 計算書） の 成 り 立 ち ゃ 原価計算方法 及 び利益管理 に つ い て 述べ る 。

－ 第 9 回 ( 10/27） ， 第 10回 ( 1 1/ 10) 知 的財 産 の 活 用 － 1 '  2 大 谷 茄－

1 . 知 的財 産 の 種類 と 目 的

無体物 は ， 倉lj作者本 人 がそ の 内容 を 実体 と し て 独 占 す る こ と は で き ず に 他 人 に 真似 さ れ易

い 。 そ こ で， 無体物 の性質 に よ っ て 保護 の 方法が異 な る こ と か ら 各法律の 目 的 を 知 る 。

2 . 知 的 財 産 を 情報源 と し て 活 用 す る 。 出 願 さ れ た 知 財 は 企業活動 に お い て 開 発 企画 ， 営業企

画， 経営戦略等 を 策定す る の に 有 用 で あ る 。

3 . 自 ら 知財 を 取得 し て 活 用 す る 。 知 財 は 所 定 の 手続 を し て 初 め て 保護 さ れ る 場合が 多 い 。 そ

こ で ， 保護 の 内 容 を 理解す る こ と が企業活動 に重要で あ る 。

4 . 知 財a は 財 産権 で あ る の で 資 産 と し て 活 用 す る 。

－ 第 1 1 回 （ 1 1 / 1 7） ， 第 1 2 回 ( 1 1 /24) 事業展 開 と 適 用 法規 － 1 ' 2 村上 オ1千
Eコ

新規事業 や 新商 品 展 開 に 際 し て 遵守すべ き 様 々 な 法規 の 要 と 主要規定 を 説明 す る 。 製 品 品

質 を 保証す る 観点か ら も コ ン ブ ラ イ ア ン ス 経営 の重要性 に つ い て 述べ る 。

－ 第 13 回 ( 12/ 1 ） ， 第 14回 ( 12/ 8 ) ベ ン チ ャ ー 起業 － 1 '  2 山 本 保

起業への モ チ ベ ー シ ョ ン ， 協力 体制 作 り ， 人 集 め ， 資 金集 め ， ビ ジ ネ ス モ デ ル 立案， ブ ラ

ン ド戦Ill各 な ど， ベ ン チ ャ ー 企業 を 軌道 に 乗せ る べ く 行 っ て い る 活動 を 具体 的 に 紹 介す る 。

－ 第 1 5 回 ( 12/ 1 5） ， 第 16回 （ 1 / 12 )  企業倫理 と 企業統治 － l ,  2 水谷内徹也
企業 に 於 け る イ ン テ イ グ テ ー マ ネ ー ジ メ ン ト の重要性 に つ い て 触 れ 企業倫理行動基準 や

そ の 実践活動 に つ い て 述べ る と 共 に バ リ ュ ー 主導型経営 の 意義 と 必要性 に つ い て 述べ る 。

－ 第 1 7 回 （ 1 / 1 9) '  第 18回 （ 1 /26) 事業戦略論 と MOT - 1 .  2 清家 彰敏

ム後成長が期 待 さ れ る バ イ オ 産業 に つ い て ， 事業戦略 を どの よ う に 構築 し て い く べ き か，

MOT の 手法 を 駆使 し て技術戦略 を 立案す る と 共 に そ の事業規模 と 技術展開 を 予測 す る 。

受講者 ： 1 5 名

・ 8 - 3 と や ま 技術者育成協議会

本事業 の 開 始 に 際 し て 地域技術者育成 に お け る 産学官連携体制の構築 （ 社 会 人教育 ・ 正規学生教

育 ） 及 び技術者継続教育 に 関 す る 地域企業 の ニ ー ズ の把握 ・ カ リ キ ュ ラ ム への 反 映 ・ 事業 内容 の

周 知 を 目 的 と し て 平 成 1 9年 8 月 に 「 と や ま 技術者育 成協議会」 を 設立 し た 。

こ の 人材育 成事業 の 評価 に 当 っ て は 「受講生 に 対す る ア ン ケ ー ト 調査結果」 を 重視 し 評価の 実

績 と す る 一 方， 「受講生所属 企業 に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 査結果」 を 元 に 本事業 に 対す る 企業 の 評価 及

び取 り 組み の状況 を 調 査 し 成果告書 と 共 に 「 と や ま 技術者育成協議会」 に 報告 し 同 協 議会 に よ

る 評価 を 受 け た 。

協議会の構 成 は ， 富 山 県 内 の 個 別 の 企業 代表か ら 成 る 外部協議委員 － 1 （ 法 人 会 員 ： 17 名 ， 個 人

会 員 ： 北野芳則氏 （ 元 Y K K 会長 ） を 含み 2 名 ） と 自 治体 及 び公設機関 の 代表か ら な る 外部協議

委員 2 （ 特 別 会 員 ： 5 名 ） ， 及 び富 山 大学 及 び富 山 高等専 門 学校教員 か ら 成 る 学内 委 員 10 名 か ら 構

成 さ れ る 。 当 該協 議会委員 （ 学外委 員 ） の 委 員 は 富 山 大学長 よ り 委嘱 し て い る 。

8 - 3 - 1 第 1 回 と や ま 技術者育成協議会

開 催 日 ： 平成22年 1 0 月 14 日 （木）
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場 所 ： 工学部大 会議室

出 席者数 ： 29名

審議事項
1 と や ま 技術者育 成協議会運 用 規 則 の 改正 に つ い て 審議の結果提案通 り 了 承 さ れ た 。

2 .  23年 度 の 人材育成事業 に つ い て

プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル コ ー ス は 文部科学 省 の 補助 事業が終了 し て お り ， ま た ， 経 産 省 の 委託

-13'業 イ ン ダ ス ト リ ア ル コ ー ス も 本年 で修了 す る た め ， 自 立 化 に 向 け て の 取 り 組 み 方 や そ れ に

伴 う 事業 費 な どが提案 さ れ， 審議 さ れ た 。

8 - 3 - 2  第 2 回 と や ま 技術者育成協議会開催

開 催 日 ： 平 成23年 2 月 22 日 （刈

場 所 ： 地域共 同 研究 セ ン タ ー 2 F 会議室

出 席者数 ： 26 名

審議事項

1 と や ま 技術者育成協議会運用規則 の 改正 に つ い て 審議 の 結 果提案通 り 了 承 さ れ た 。

2 .  22年 度修 了 式 に つ い て

今年 度 は 修了 式 後附テ ル モ の 和 地孝 会長 の 基調 講演 及 び を 受講生 に よ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ

ン を 開 催す る こ と が提案 さ れ， 審議 さ れ， 了 承 さ れ た 。

8 - 3 - 3  第 3 回富山大学技術者育成協議会開催

開 催 日 ： 平 成23年 3 月 19 日 （土）

場 所 ： 名 鉄 ト ヤ マ ホ テ ル 3 F 「緑風の 間 」

出 席者数 ： 31 名

審議事項

1 と や ま 技術者育成協議会運用 規則 の 改正 に つ い て 審議の結果提案通 り 了 承 さ れ た 。

9 . 広報活動

• 9 - 1  リ エ ゾ ン ニ ュ ー ス の発行

9 - 1 - 1 平成22年 5 月 1 日 No.  6 650部

・ 大学発新技術 の 紹 介( 1 X 2 )
次世代 デ ィ ス プ レ イ を 目 指 し た 有機 EL の研究

大学 院理工学研究部 （工学系 ） 准教授 中 茂樹

超音波が支 え る 社 会 イ ン フ ラ の 安 全

大学院理工学研究部 （ 工学系 ） 教授 三 原 毅
． 新 ス タ ッ フ の 紹 介

地域連携推進機構 産学連携部 門 産学官連携 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 梶 護

． 企業 か ら の 共 同 研究便 り

弥陀 ヶ 原 に お け る 健康増進 プ ロ グ ラ ム の 研究 開 発
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附あ る ぺ ん 村 立 山荘 日 下 紘一

ト ピ ッ ク ス

・ 今後 の 主 な 行事

9 - 1 - 2 平成22年 9 月 1 日 No.  7 650部

－ 大学 発新技術 の 紹 介O X 2 )

視覚 ・ 感性工学 に よ る 高付加価値製 品 の 開 発

大学 院理工学研究部 （ 工学系 ） 教授 中 島 芳 雄 講師 高松 衛

ナ ノ 構造用 の 高速光活性分子 の り （ 糊 ）

大学院 医学薬学研究部 （ 薬 学 系 ） 教授 畑 中 保 丸
． 企業か ら の 共 同 研究便 り

水橋橋 ま つ り 協議 会 事務 局 槙野 俊子

－ ト ピ ッ ク ス

・ 今後 の 主 な 行事

9 - 1 - 3 平成23年 1 月 1 日 No.  8 650部

・ 大学発新技術の 紹 介O X2 )

高機能元素 分離 回 収斉lj の 開 発 － 「狙 っ た 元素 だ け を 捕捉す る 」 こ と を 目 指 し て －

大学院理工学研究部 （ 工学系 ） 准教授 加 賀 谷重浩

水素製造装置へ の 応 用 を 目 指 し た 高温 用 複合材料水素透過膜の 開 発研究

水素 同 位体科学研究セ ン タ ー 教授 波多野雄治

－ 企業 か ら の 共 同 研究便 り

地域の 独 自 色 ガ ラ ス シ リ ー ズ 「富 山 長茶羅彩」 に つ い て

（附富 山 市 ガ ラ ス 工芸 セ ン タ ー （ 富 山 ガ ラ ス 工房 ）

企画 開 発 プ ロ デュ サ ー 名 田 谷隆平

－ 富 山 大学 産学交流振興会 会員 企業便 り

も の づ く り への 思 い

－ ト ピ ッ ク ス

・ 今後 の 主 な 行事

9 - 1 - 4 配布先

（械 日 本抵抗器製作所 代 表取締役社長 木村 準

（ 富 山大学産学交流振興会 会長）

富 山大学 産学交流振興 会 会員 企業 及 び個 人 会 員 の 他 製造業 を 中 心 と し た 県下 の 企業等。

同 内容 は ホ ー ム ペ ー ジ で も 公開 し た 。

• 9 - 2  関連ホ ー ム ペ ー ジ の管理

こ れ ま で、 産学連携分野 知 的 財 産管理分野 起業家支援分野 に 分か れ て い た ウ エ ブ上 の ホ ー ム ペ

ー ジ を 産学連携部 門 の ホ ー ム ペ ー ジ （http://www3.u-toyama.ac.jp/sangaku/index.html ) に 統 合 し

維持 ・ 管理 を 徹底す る と 共 に 活動 の 紹 介 ニ ュ ー ス お 知 ら せ 募集 規則等 に 関 す る 最新情報

を 発信 し た 。
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• 9 - 3  技研究 シ ー ズ集 の管理

産学連携 を 一層推進す る た め に 12 月 ま で 本学教員 の 研究分野 技術 シ ー ズ を 紹 介す る 富 山 大学研

究 シ ー ズ集 を 随時更新 し 大学 の H P に 掲載 し て 広 く 活用 に 供 し た 。 1 月 以 降 は 国際戦略本部 に デ

ー タ を 提供 し ， 以 後 の 管理 を 移譲 し た 。

1 0 . 受託事業

• 1 0 - 1 技術者の学び直 し 事業

本事業 は ， 「 地域総がか り で技術者 を 育成 す る 」 を 基本理念 と し た 産学官連携 に よ る 企業 中 核 人材

を 養成す る 事業 で あ る 。 土曜 日 や平 日 の 夜 間 に 講義 を 開 講 し て い る 。 先端研究 に 携 わ る 大学研究者

が基盤科学技術 を 講義す る 「 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス 」 と ベ テ ラ ン 技術者 に よ り 企

業 聞 の 壁 を 越 え た 地域技術者の 集大成 を 講義す る 「 イ ン ダ ス ト リ ア ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス 」 があ る 。

両 者 の 講義 を 有機的 に 結 合す る こ と で， 専 門 分野 の 深 み と 他分野 に 対 す る 幅広 い 知識 に 加 え て ， モ

チ ベ ー シ ョ ン と 技術 を マ ネ ー ジ メ ン ト す る 能 力 を 備 え た イ ノ ベ ー シ ョ ン 人 材 の 養 成 を 目 指す と と も

に ， 技術者 ・ 研究者間 の 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 構築 を 通 し た オ ー プ ン イ ノ ベ ー シ ョ ン の 推進 を 図 っ て い る 。

前 者 は 平成 1 9年 度文部科学省 委託事業 「 働 き な が ら 学ぶ社会貢献 ・ 人材育成事業」 と し て 開 始

し ， ま た ， 後 者 は 平成21年 度経済 産業 省 の 委託事業 と し て 開 講 し た 。 な お ， 「 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン

ジ ニ ア コ ー ス 」 は 平 成21 年 度 で 委託事業が終了 し た た め ， 平 成22年 度 は大学の事業 と し て 実施 し た 。

両 コ ー ス の特徴

コ ー ス 修了 要件 は 「 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス 」 の 開 講科 目 3 専攻 6 科 目 ， 共通科

目 5 科 目 及 び 「 イ ン ダ ス ト リ ア ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス 」 4 専攻 4 科 目 計15科 目 か ら 5 科 目 以上

の 選択が必要 で あ る 。 ま た 科 目 履修 も 可能 で あ る 。

－ ｛動 き な が ら 学ぶ こ と を 考慮 し 土曜 日 の 午前 ， 午後， 水曜 日 及 び木曜 日 の 夜 間 に 講義 を 行 う 0
． 本 コ ー ス は 富 山大学大学院理工学教育部が修士課程の 正式科 目 と し て 開 講す る も の で 各修得

科 目 に つ い て は 富 山 大学 か ら 履修 ・ 成績証明が発行 さ れ る 。

－ 講師 は プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス で は 富 山 大学大学院教授 准教授並 び に 富 山 高

位専 門 学校教授， 外部講師 か ら 構 成 さ れ 又 イ ン ダ ス ト リ ア ル エ ン ジ、 ニ ア コ ー ス は 企業 か

ら の ベ テ ラ ン 技術者か ら 構成 さ れ て い る 。

－ 修 了 者 に は 「工学準修士」 の 称号が付与 さ れ る 。

－ 修学期 間 1 年 間 の コ ー ス 履修 に 加 え 科 目 履修 （聴講生） も 可能 で あ る 。

－ イ ン ダ ス ト リ ア ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス で は 科 目 毎 に 工場 見学 を 開 催 し て い る 。 1 日 3 ～ 4 社 の

Y己学会 で、 あ る 。

プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス

目 的

・ 先端 的 な 電気 ・ エ ネ ル ギー ， 機械 ・ 材料 及 び環境 ・ バ イ オ な ど広 い 範囲 の技術分野で応用

が可能 な 基盤科学技術知識 ・ 能力 の 習 得 － （ 深 み ）

・ 専 門 分野 の 深 い 知 識 ・能力 に 加 え ， I T · 数値解析， 機器分析 な ど他の技術分野 の 知 識の 習 得 ・ ー （ rj1� ）

・ 技術 全体 を 見渡 し ， 複眼的視点 か ら 技術 の 価値 を 活か す 能力 の 習 得 － （技術経営）
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－ 技術 開 発 に 対す る 強 い 意 欲の 醸 成 ・ ・ ・ （ モ チ ベ ー シ ョ ン ）
開 講科 同

電 気 ・ エ ネ ル ギ ー 専 攻 の 「先端電気 ・ エ ネ ル ギ ー I · II 」 機械材料専 攻 の 「機械 ・ 材料

I · II 」 環境バ イ オ 専攻の 「環境 ・ バ イ オ I · II 」 の 3 コ ー ス の 6 科 目 ， 共通基盤科 目 と し

て 「先端機器分析特論 I · II J ， 「 I T · 数値 解析特論 I · II J ， 「実践技術経営特論」

実施期 間
平成22年 4 月 か ら 平成23年 3 月 ま で、 の 水曜 日 18 : 00～ 19 : 30, 木曜 日 18 : 00～21  : 10の 夜

間 及 び土曜 日 9 : 00～ 12 : 10 に 開 講 し た 。

講義 日 程

4 J J 1 5 日

4 J J 1 7 日

4 1-1 22 日

4 Jl 24 日

5 J l l 3  Cl 
5 月 1 5 日

5 刀 20 日

5 刀 22 日

5 月 27 日

5 J J  29 日

6 J J  3 1 1  

6 ） 〕 5 I] 
6 J J 10 [1 

6 J J 1 2 日

6 J J 1 7 〔 ｜

6 月 1 9 日

6 J J  24 1] 

6 J J 26 日

7 1-1 1 日
7 ) J  3 け

7 ） �  8 日

7 J i 10 日

7 )  J 1 5 日

7 月 1 7 日

7 YJ 22 日

7 J J 24 日

7 J l  29 1 =! 

7 )-J 3 1 11 

8 J l  5 円

平 成22年 度 イ ン ダ ス ト リ ア ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス ／ プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス

講義 日 程表

l 目i l=I 2 限 I I 3 1出 l I 4 1出 l I 5 限 ｜ ｜ 6 1出 ｜ ｜
9 00～ 1 0  30 1 0  45～ 1 2  1 5  1 3  00 ～ 14 30 1 4  45～ 1 6  1 5  1 8  00～ 1 9  30 1 9  40 ～ 2 1  1 0  

木 ｜計j 講式 ① 機械材 料 E ② 機械材料 E

土 ① 電気 エ ネ E ② 電気 エ ネ E ① IT 数値 ② IT 数値

オミ ③ 機械材料 E ④ 機械材 料 E

土 ③ 屯気 ・ エ ネ E ④ 電気 エ ネ E ③ IT 数値 ④ IT 数値

木 ① 機械材料 E ⑤ 機械材料 E

土 ① 電気 エ ネ E ⑤ 電気 ・ エ ネ E ⑤ IT 数値 ① IT 数値

木 ⑦ 機械 材 料 E ③ 機械材 料 E

ァヒ ⑦ 電気 ・ エ ネ E ③ 電気 ・ エ ネ E ⑦ IT 数値 ③ IT 数値

木 ⑨ 機械材料 E ⑪ 機械材料 E

上 ① 電気 エ ネ E ⑮ 電気 エ ネ E ① IT 数値 ⑮ IT 数値

木 ① 機械材料 E ⑪ 機械材料 E

。 電気 ・ エ ネ E ⑫ 電気 ・ エ ネ E 。 IT 数値 ⑫ IT 数値

木 ⑬ 機械材 料 E ⑬ 機械材料 E

j二 ⑬ 百気 エ ネ E ⑪ 電気 エ ネ E ⑬ IT 数値 ⑪ IT 数値

木 ⑬ 機械材 料 E

土 ⑬ 電気 ・ エ ネ E ⑬ IT 数値

木 ① 機器分析 I ② 機器分析 I

j二 ① 電気 ・ エ ネ I ② 電気 ・ エ ネ I ① ア ル ミ 加工 ② ア ル ミ 加工

木 ① 機器分析 I ④ 機器分析 I

土 ③ 電気 エ ネ I ④ 電気 ・ エ ネ I ③ ア ル ミ 加工 ④ ア ル ミ 力｜ ｜工

木 ⑤ 機Ti#分析 I ⑥ 機器分析 I

土 ① 屯気 エ ネ I ⑤ 電気 ・ エ ネ I ⑤ ア ル ミ 加工 ⑥ ア ル ミ 力1 1工

オミ ⑦ 機器分析 I ③ 機保分析 I

土 ⑦ 電気 ・ エ ネ I ③ 電気 ・ エ ネ I ⑦ ア ル ミ 加工 ③ ア ル ミ 力I I工

木 ① 機器分析 I ⑮ 機器分析 I

土 ① 屯気 ・ エ ネ I ⑮ 電気 ・ エ ネ I ③ ア ル ミ 加工 ⑬ ア ル ミ 力｜にじ

木 ⑪ 機器分析 I ⑫ 機器分析 I

土 ⑪ 電気 ・ エ ネ I ⑫ 電気 ・ エ ネ I ⑪ ア ル ミ 加工 ⑫ ア ル ミ 加工

木 ⑬ 機帯分析 I ⑬ 機器分析 I
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8 J J  7 1 1  土 ⑬ 電気 エ ネ I ⑬ 屯気 エ ネ I ⑬ ア ル ミ 力L I工 ⑬ ア ル ミ 加工

8 ) 1 1 9 11 木 ⑬ 機器分析 I
8 )  J 2 1 円 j二 ⑬ 電気 エ ネ I ⑬ ア ル ミ 加工

8 ）� 25 [I ① MOT 

8 ) J  26 1 1  木 ① 機械材料 I ② 機械材料 I

8 ) 1 28 1 1 ① 環境 バ イ E ① 医 薬製剤 ② 医薬製剤

9 ) J  1 [ [  水 ② MOT 

9 J J  2 1 1  木 ③ 機械材料 I ④ 機械材料 I

9 月 4 1 1  土 ② 環境 パ イ E ① 環境 パ イ E ③ 医薬製剤 ④ 医薬製剤

g n s n  ③ MOT 

9 J l  9 1 1  オミ ⑤ 機械材料 I ⑥ 機械 材 料 I

9 J-J 1 1  u 土 ④ 環境 パ イ E ⑤ 環境 パ イ E ⑤ 医薬製剤 ⑤ 医薬製剤

9 ）� 15 日 ④ MOT 

9 月 1 6 日 木 ⑦ 機械材料 I ③ 機械材料 I

9 月 i s n 土 ⑥ 環境 パ イ E ⑦ 環境 パ イ E ⑦ 医薬製剤l ③ 医薬製剤l

9 )  J 25 1::1 土 ③ 環境 パ イ E ① 環境 パ イ E ③ 医薬製剤j ⑮ 医 薬 製 剤j

9 月 29 1 1 ⑤ MOT 

9 月 30 円 木 ① 機械材料 I ⑮ 機械材料 I

1 0 月 2 日 土 ⑮ 環境 パ イ E 。 環境 パ イ E ⑪ 医薬 製剤l ⑫ 医薬製剤

1 0 )-J 6 日 ⑤ MOT 

1 0 ) J 7 口 オミ ⑪ 機械材料 I ⑫ 機械材料 I

1 0 月 9 u 土 ⑫ 環境 パ イ E ⑬ 環境 パ イ E ⑬ 医 薬 製剤l ⑬ 医薬製剤

1 0 月 1 3 円 ⑦ MOT 

1 0 )-J 1 4- 1 1  木 ⑬ 機械材料 I ⑬ 機械材料 I

1 0 月 1 6 日 土 ⑬ 環境 パ イ E ⑬ 環境 パ イ E ⑬ 医薬製剤

1 0 ) 1 20 1」 ③ MOT 

1 0 J-J 2 1 1::1 木 ⑬ 機械材料 I

lO J-J 23 l: l 土 ① 機器分析 II ② 機器分析 II ① 電気電子 ② 電気電子
1 0 )-j 27 円 ?k ① MOT 

lO J J  28 U 木 ① IT 数値 II ② IT 数値 II 
1 0 月 30 E I 土 ③ 機器分析 II ④ 機器分析 II ③ 電気電子 ④ 電気電子
1 1  J- J  4- [I 木 ① IT 数値 II ④ IT 数値 II 
1 1 月 6 日 土 ⑤ 機器分析 II ⑤ 機器分析 II ① 電気電子 ⑤ 電気電子
1 1 J J 10 1 1  ⑮ MOT 

1 1 月 1 1 「 l 木 ⑤ IT 数値 II ⑥ IT 数値 II 
1 1 )  J l3 日 土 ⑦ 機器分析 II ③ 機器分析 II ⑦ 電気電子 ③ 電気電子
1 1  月 1 7 日 水 QD MOT 

l u - J 18  L I  木 ⑦ IT 数値 II ③ IT 数値 II 
l lJ -J 20 1二｜ 土 ③ 機器分析 II ⑮ 機器分析 II ① 電気電子 ⑮ 電気電子
1 1  月 24- 「｜ 水 ⑫ MOT 

11 月 25 1=1 木 ③ IT 数値 II ⑬ IT 数値 II 
1 1  月 27 EI 土 ⑪ 機器分析 II ⑫ 機探分析 II 。 電気電子 ⑫ 電気電子
1 2 月 1 Fl 水 ⑬ MOT 
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1 2 月 2 1 1  木
1 2 J  J 4 1 1  二仁 ⑬ 機時分析 II ⑬ 機器分析 II ⑬ 電気電子

1 2 )  J 8 1 1  

1 2 J J  9 円 オメ
1 2 )-J 1 1 1 1  土 ⑬ 機器分析 II ⑬ 屯気？伝子
1 2 )  J 1 5 1 1  水
1 2 r J  1 6 1 1  木
1 J-J 1 2 1 1  

1 J-J 1 3 1 1  木
l 刀 1 9 1 1 水
1 刀 20 1 1 木
1 月 22 1 1 土 ① 環境 パ イ I ② 環境 パ イ I ① 機械部1�11

1 J-J 26 LI 
1 J= J 29 「｜ 土 ③ 環境 パ イ I ④ 環境パ イ I ① 機械部品

2 J J  5 1 1  土 ⑤ 環境 パ イ I ⑤ 環境パ イ I ⑤ 機械部品

2 r J 1 2  I I 土 ⑦ 環境 パ イ I ③ 環境 パ イ I ⑦ 機械部品

2 J J 1 9 仁 ｜ 土 ① 環境 パ イ I ⑮ 環境パ イ I ① 機械部品

2 月 26 日 土 ⑪ 環境 パ イ I ⑫ 環境 パ イ I ⑪ 機械部l日l

3 J - J 5 11 土 ⑬ 環境 パ イ I ⑬ 環境 パ イ I ⑬ 機械丹［） i'，�1

3 J J 1 2  I I 土 ⑬ 環境 パ イ I ⑬ 機械告［） (, /, 
3 J-J l 9 1 :: l  土 修 了 式

※ 太枠内 が イ ン ダ ス ト リ ア ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス です。

1 0 - 1 - 1 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス

個 別 科 日 実施一 覧表

先端電気 ・ エ ネ ル ギー 工学特論 I

先端電気 ・ エ ネ ル ギー 工学特論 I

⑪ IT 数値 II ⑫ IT 数値 II 

⑬ ？正気従 f
⑬ MOT 

⑬ IT 数1ilf II ⑪ IT 数値 II 

⑬ MOT 

⑬ IT 数11U. II 
⑬ MOT 

⑫ MOT 

② 機械部品＇1

⑬ MOT 

① 機械J'1il) 1 '1 i'i

⑥ 機械；·�［） 111 111

③ 機械部21111

⑮ 機械部品

⑫ 機械部品

⑬ 機械部l日l

授業科目名
（英文名） プ ラ ズ、 マ ・ レ ー ザー 技術 と 半導体 デバ イ ス の最新技術 と 技術 ・ そ の 基礎か ら 最先端応

用 ま で

担当教員 （所属） 《大学 院理工学研究部 （工学） 〉

升方 勝 己 ， 伊藤 弘 昭 ， 前津 宏一

開講 日 程 6 月 － 8 月 土曜 日 1 ' 2 限 ｜ 単位数 I 2 単位
連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等）
オ フ ィ スアワ ー （ 自 由質問時間）
授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目標） ｜ 教育目標 ｜ （ 工学部 JABEE 区 分 用 ）

材料合成， 加工 の ツ ー ル と し て 近 年 プ ラ ズ マ 及 び レ ー ザー が幅広 く 利 用 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た ，
核融 合 な ど次世代エ ネ ル ギー 開 発 に お い て も プ ラ ズ、 マ ・ レ ー ザー が重要 な 役割 を は た し て い る 。 本講義で
は プ ラ ズ マ ・ レ ー ザー の 基本 的 な 性 質， 生 成j去 を 概説す る 。 ま た ， こ れ ら の 材 料 プ ロ セ ス へ の応 月 J ， 核 融
合 エ ネ ル ギ一 等への 応用 を 概説 し そ の最先端の 応 用 を 紹 介す る 。 ま た ， 半導体 デバ イ ス の 基礎 に つ い て
概説す る と 共 に ， 量子効果デバ イ ス 等， 今後実用 化が期待 さ れ る 最先端素子技術 を 紹 介す る 。
な お ， 異分野の聴講生 を 考慮 し ， 概念 を 理解す る こ と に 重点 を 置 い た 内容 と し 数式 の 使用 を 最 小 限 と す る 。

達成目標
プ ラ ズ、 マ と 高 出 力 レ ー ザー の 基礎物理 を 理解 す る と 共 に ， そ れ ら の 材料 プ ロ セ ス エ ネ ル ギー 開 発等への
応 用 に つ い て 理解す る 。 ま た ， 半導体の基礎物理 を 理解す る と 共 に ， 各種半導体デバ イ ス の 構造， 特性，
製造法 を 理解 す る 。
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授業計画 （授業の形式， スケジュ ール等）
第 1 ITII ( 6 /26 ) プ ラ ズ、 マ と は 何か （物 質 の 第 4 態 ， 電離気体， 自 然 界 の プ ラ ズ、 マ 升 方
第 2 同 （ 6 /26) プ ラ ズ マ の 生 成 （ 電離過程， 放電の 生 成 ） 升 方
第 3 回 （ 7 / 3 )  プ ラ ズ マ の性質 l （ 衝突過程， 速 度分 布 関 数 ， デパ イ 遮 蔽 ） チ十方
第 4 同 （ 7 / 3 )  プ ラ ズ マ の性 質 2 （ 電場 － 磁場 と の 相 互作 用 ， 電気伝導， 拡散） チ十方
第 5 回 （ 7 / 10 )  プ ラ ズ マ 応 用 1 （ 各種 プ ラ ズ マ 装 置 プ ラ ズ マ の 材 料 プ ロ セ ス 等へ の 応 用 ） 升 方
第 6 llII ( 7 / 10 )  プ ラ ズ、 マ 応 用 2 （ プ ラ ズ、 マ エ ネ ル ギ一 応 用 核融 合 を 中 心 と し て ） 升方
第 7 1旦 I ( 7 / 1 7 )  レ ー ザー の 基 本原理 に つ い て 伊藤
第 8 回 （ 7 / 1 7)  レ ー ザー の 特徴 に つ い て 伊藤
第 9 凶 （ 7 /24 ) 各種 レ ー ザー に つ い て 伊藤
第 1 0 1口 I ( 7 /24 )  レ ー ザ一 応 用 （ レ ー ザー プ ロ セ ス 技術への 応 用 な ど） 伊藤
第 1 1 同 （ 7 /31 ) 半導体物性 の 基礎 前j宰
第 1 2 同 （ 7 /3 1 )  半導体デバ イ ス 前j畢
第 13回 （ 8 / 7 )  半導体 デバ イ ス 作 成 プ ロ セ ス f l lj （畢
第 14 J n J ( 8 / 7 )  先端半導体デバ イ ス l 前j畢
第 1 5 1百 I ( 8 /21 ) 先端半導体デバ イ ス 2 前j畢
キ ー ワ ー ド 半導体 デバ イ ス ， プ ラ ズ、 マ ， レ ー ザー ， 材料合成 ・ 加工

履修上の注意
教科書 ・ 参考書等
成績評価の方法 出 席 及 び レ ポ ー ト

備考

先端電気 ・ エ ネ ル ギー 工学特論 I ： 授業計画

回 主題と位置付け 学習方法と 内容 （講義概要）

プ ラ ズ、 マ と は イ可か
身 近 な プ ラ ズ、 マ の 例 を 説明 し な が ら ， プ ラ ズ、 マ と は どの よ う な 物 （状

（升方）
態 ） を 指す の か を 講義す る 。 ま た 自 然 界 の プ ラ ズ マ や 身 の 回 り で利
用 さ れ て い る プ ラ ズ マ を 紹 介す る 。

2 
プ ラ ズ マ の 生 成 （ 電離過程， 電離過程や 放電現 象 を 説明 し ， どの よ う に プ ラ ズ マ が生 成 さ れ る の か
放電 の 生 成 ） （ 升方） を 講義す る 。

プ ラ ズ、 マ は 荷電粒子や 中 性粒子で構 成 さ れ て い る た め ， 粒 子 同 士 の 衝

3 プ ラ ズ マ の性 質 l 突現 象が プ ラ ズ、 マ 中 で の 各種反応 や 熱 ・ 電気伝導等 の 輸送現 象 に 重要
（ 升方 ） な 役割 を は た し て い る 。 こ こ で は 衝突過程 の 説 明 を 通 じ て プ ラ ズ マ

中 で の 各種現 象 を 説明 す る 。

プ ラ ズ マ 温度 ， プ ラ ズ マ 周 波 数， デパ イ 遮 蔽 な ど プ ラ ズ マ の 特性 を 表

4 
プ ラ ズ マ の性質 2 す パ ラ メ ー タ ー に つ い て 講義す る 。 ま た 電場 ・ 磁場下 で の 荷電粒子

（ 升 方 ） の 運動 を 講義 し て 微視的 な 振 る 舞 い と プ ラ ズ、 マ の 巨 視的性質 の 関 係
に つ い て 講義す る 。

5 
プ ラ ズ マ 応 用 l プ ラ ズ マ の 半導体 プ ロ セ ス 等へ の 応 用 を 中 心 に ， 気体反応， プ ラ ズ マ

（ 升方 ） 表面 反応 を 利 用 し た 各種応用 を 紹 介す る 。

プ ラ ズ、 マ エ ネ ル ギ一 応 用
プ ラ ズ マ の エ ネ ル ギ一 分野へ応用 と し て 核 融 合 エ ネ ル ギ ー に つ い て

6 
（ 升 方 ）

概説す る 。 ま た ， プ ラ ズ マ を 用 い て 生成 さ れ る 超高 エ ネ ル ギ ー 密 度状
態 と そ の 応用 を 紹 介す る 。

7 
レ ー ザー の 基本原理 に つ い レ ー ザー の概要 を 講義す る と と も に ， 反転分布 誘導放 出 ， 光増 幅
て （ 伊 藤 ） 光共振器 な どの レ ー ザ一 発振 に 関 す る 基本的 な 原理 を 講義す る 。

8 
レ ー ザー の 特徴 に つ い て 時 間 ・ 空 間 コ ヒ ー レ ン ス 単 色性 指向性 集光生 な どの レ ー ザ一 光

（ 伊 藤 ） の特徴， そ の特徴 を 利 用 し た 短パ ル ス レ ー ザー の 発生法 を 講義す る 。

各種 レ ー ザー に つ い て
レ ー ザー の 発振原理 を 基 に し て 実 際 に 産業応用 に 利 用 さ れ て い る 炭酸

9 
（ 伊 藤 ）

ガ ス レ ー ザ ー ， エ キ シ マ レ ー ザ ー ， YAG レ ー ザー な ど の 原 理 や 特 徴
な ど を 講義す る 。
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10  
レ ー ザー の 応 用 レ ー ザー の 応 用 分野 の l つ で あ る 材料 プ ロ セ ス を 中 心 に ， レ ー ザー の

（ 伊藤 ） 様 々 な 応 用 分野 を 紹 介す る 。

1 1 
半導体物性の 基礎 半導体 の エ ネ ル ギ ー バ ン ド構造 電子統計， 種 々 の 接 合 の 性質 な ど，

（ 前 津 ） 今 後 の 講義 の 基礎 と な る 概念 に つ い て 講義す る 。

1 2  
半導体 デバ イ ス の 基礎 最 も 多 く 使 わ れ て い る 半導 体 デバ イ ス で あ る ． 電 界効果型 ト ラ ン ジ ス

（ 前 津 ） タ に つ い て ， そ の 動作 原理， 性能指針 に つ い て 説明 す る 。

13  
先端半導体 デバ イ ス l 半導体ヘ テ ロ 接合 と そ れ を 用 い た デバ イ ス ， 特 に 化 合物 半導体 を 用 い

（ 前 津 ） た 高 電子移動度 ト ラ ン ジ ス タ （ HEMT ） に つ い て 講義す る 。

14  
先端半導体デバ イ ス 2

Si-CMOS の 最先端技術 と 問 題点 そ れ を 解決す る 試み に つ い て 述べ る 。
（ 前浮 ）

15 
ナ ノ ・ 量子効果デバ イ ス 将来 を 期 待 さ れ る ナ ノ ・ 量子効果デバ イ ス の現状 と 可 能性 に つ い て 述

（ 前 津 ） べ る 。

先端電気 ・ エ ネ ル ギー 工学特論 E

授業科目名 先端電気 － エ ネ ル ギ ー 工学特論 E

（英文名） 一 電気 回 路 ・ 熱 力 学 の 基礎 か ら 学ぶ 省 エ ネ ル ギー 技術 ・ パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス と ヒ ー
ト ポ ン プ を 中 心 と し て －

〈 富 山 大学大学院理工学研究部 （工学） 〉

担当教員 （所属） 作井 正 Bjq . 大路 貴 久 ， 升方 勝 己 ， 手111奇 衆， 平津 良男
《外部講師〉 富士電機 ア ド バ ン ス ト テ ク ノ ロ ジ ー（械 松 本 康
《外部講師〉 附本 田技術研究所四輪 R & D セ ン タ ー 高 林 ｛散

開講 日 程 4 月 6 月 土曜 日 1 ' 2 限 l 単位数 I 2 単位

連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等）
オ フ ィ スアワ ー （ 自 由質問時間）
授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目標） ｜ 教育目標 ｜ （工学部 ］ ABEE 区分j二日 ）

エ ネ ル ギー ・ 環境 ・ 経 済 の 3 者調和 を 図 る こ と が 人類存亡 の 鍵 と な る 。 本講義 で は ， 電気 － 熱 エ ネ ル ギー
を い か に 有効 に 利 用 す る か を テ ー マ と し そ の 基礎 か ら 最先端技術 ま で を 講義す る 。 各種電気機器の特性
を 理解 し 省 エ ネ 機器の 開 発の 方向性 と 効率 の 良 い 利 用 ， 電力 変換 － 輸送 に お け る ロ ス の低減 に つ い て そ
の 基礎 と 最 新技術 を 紹 介す る 。 ま た 熱 力 学 伝熱工学 に 基づ き 自 動車エ ン ジ ン 等 の 熱 機 関 や 熱 利 用 機
者誌の 特性の 基礎 と 最 新技術 を 紹 介す る 。 な お ， 異分野の聴講生 を 考慮 し 電気 同 路の 基礎， 熱力 学 の 基礎
を 分か り や す く 説明 し 数式 の 使 用 を 最 小 限 と す る 。

達成目 標
電気回路， 熱 力 学 の 基礎物理 を 理解す る と 共 に ， 半導体電力 変換技術， ヒ ー ト ポ ン プ技術 な ど を ， そ の 基
礎 か ら 近年 の 開 発動 向 ま で理解す る 。

授業計画 （授業の形式 スケジュ ール等）
第 l 同 （ 4 / 1 7) エ ネ ル ギー 問題 （ 電力 発生 の 概要， エ ネ ル ギー 資源， 環境 ・ 経 済 と の 調 和 ） 升 方
第 2 同 （ 4 / 1 7) 電 気 回 路 の 基礎 （ 電気 の 種類， 電流 ・ 電圧 ・ 電力 ． 位相 と 力 率 ） 大路
第 3 [ill ( 4 /24 ) 電気機器の種類 と 特性 効 率 的 運 用 （ 回 転機） 大路
第 4 回 （ 4 /24 ) 電気エ ネ ル ギー の 効率 的 利 用 升方
第 5 I n !  ( 5 /15 )  半導体電 力 変換装 置 ・ パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス の 基礎 作チ｜二
第 6 凶 （ 5 /15 )  半導体電力 変換装 置 ・ パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス の 基礎 作井
第 7 回 （ 5 /22) パ ワ エ レ 先端技術 松本
第 8 日 （ 5 /22) パ ワ エ レ 先端技術 松本
第 9 II!J ( 5 /29) 熱 力 学 の 基礎 手ill奇
第 10 回 （ 5 /29) 燃焼現 象 と 燃焼技術 手111奇
第 1 1 回 （ 6 / 5 )  内燃機関 の 基礎 と 動 向 手111奇
第 12 !IT I ( 6 / 5 ) 伝熱工学 の 基礎 平津
第 13同 （ 6 /12 )  エ ネ ル ギー 有効利 用 の た め の 伝熱工学 の 応 用 平 津
第 14 1旦 l ( 6 / 1 2 )  熱 機 関 最 新技術 高林
第 1 5 同 （ 6 /19 )  熱機関 最新技術 高林
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キ ー ワ ー ド 電気エ ネ ル ギー ， 省 エ ネ ル ギー 技術， パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス ， 電気機器， 熱力学， ヒ
ー ト ポ ン プ

履修上の注意
教科書 ・ 参考書等
成績評価の方法 出 席 及 び レ ポ ー ト

備考

先端電気 － エ ネ ル ギー 工学特論 E ： 授業計画

回 主題と位置付け 学習方法と 内容 （講義概要）
エ ネ ル ギー 問 題 （ 電 力 発生 経済発展， 環境調和 の 観点 か ら エ ネ ル ギ一 利 用 の 現状 と 問題点， 将来
の概要， エ ネ ル ギー 資源， 環 展望 に つ い て 概説す る 。 水力 － 火力 ・ 原子力 等 の現状 の 発電技 術 の 概
境 ・ 経済 と の 調 和 ） （ 升 方 ） 要 と 問 題点 に 加 え 新 た な 電力 発生技術 に つ い て 概説す る 。

電気 ｜可路の 基礎 （ 電 気 の 種 直流 と 交流 （ 単相 ・ 二 相 ） ， 過 渡現 象 ， 歪 み 波 交流 に つ い て概説す る 。
2 類， 電流 － 電圧 ・ 電力 ， 位 同 路 中 の 電流 ・ 電圧 ・ 電力 や 位相 ・ 力 率 （ 交流 ） な どの 諸状態 を 学宵

相 と 力 率 ） （ 大路） す る こ と で， 電気機器 の 運転 に 必要 な 電気理論 を 修得す る 。

電気機器の種類 と 特性， 効 電気機器 の 基礎 と し て 回転機 （ 直流機 交流機） に つ い て 概説す る 。
3 率 的 運 用 （ Jn ［転機） 回転機の効率的運用 と し て ， 新 し い構造や特徴 を 持つ ｜仁 1 ［転機 に つ い て

（ 大路） 紹 介す る 。

電気エ ネ ル ギー の 効 率 的 利 電気 エ ネ ル ギー の 効 率 的 利 用 の観点 か ら ， 電力 損失， 力 率 ， 電圧変動， ！瞬
4 用 時停電， 高調波， 等 の 影響 と 対策 に つ い て 説 明 す る 。 ま た ， 電熱 ・ 照

（ 升 方 ） 明機器の特性 を 示 し そ れ ら の 効率 的 運 用 に つ い て 概説す る 。

半導体電力 変換装 置 ・ パ ワ ま ず， 電力 変換装 置の 構 成要素 と し て 用 い ら れ る 電力 用 半導体素子 の

5 ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス の 基礎
種類， 構造， 特性 な ど を 説 明 す る 。 次 に 電力 用 半導体素子 を 用 い て

（ 作 井 ）
電力 変換 を 行 う 基 本的 な ｜百 ｜路で あ る 整流器， 直流チ ョ ッ パ ， イ ン パ ー
タ な どの 回路構 成 ， 動作原理 な ど に つ い て 説 明 す る 。

交流 を 直流 に 変換す る 整流 ｜百i 路 は 高調 波 を 発生 し 力 率 の 低 下 や 各種
半導体電力 変換装 置 ・ パ ワ の 障害の 原 因 と な る 。 そ こ で 整 流 同 路 か ら 発生す る 高 調 波 を 低減す

6 ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス の 基礎 る 方法 に つ い て 説明す る 。 ま た ， 直流 を を 交流 に 変換す る 装 置 で あ り ，
（ 作 井 ） 省 エ ネ に 大 い に 貢献 し て い る イ ン バ ー タ の 出 力 電圧 の 波形 を 改善す る

方法 に つ い て も 説明 す る 。

電力 変換装 置 で 用 い ら れ る 最 新 の 電 力 用 半導体素子 の 構 造， 特性 な ど

7 
パ ワ エ レ 先端技術 に つ い て 解説す る 。 ま た ， 新デバ イ ス を 応 用 し た 機器 を 紹 介 し ， そ の

（ 松 本 ） 導 入 効 果 な ど に つ い て 解説す る 。 さ ら に ， 今 後 の 電力 用 半導体素子 の
技術動向 に つ い て も 解説す る 。

パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス 技術 を 誘導機 や 同 期 機 な どの モ ー タ 制 御 分野，

8 パ ワ エ レ 先端技術 直 流 や 交流電源 の 電源 分野， 直流送電 な どの電力 分野， 太陽光発電や
（ 松 本 ） 風力 発電 な ど の 新エ ネ ル ギ一 分野 に 応 用 し た 事 例 を 紹 介 し ， そ の 応 用

技術 な ど に つ い て 解説す る 。

9 
熱 力 学 の 基礎 熱 力 学 の 第一 ・ 第二 法 則 ， エ ン ト ロ ビ ー ， サ イ ク ル な ど の 基本 的 考 え

（ 手｜崎） 方 に つ い て ， そ れ ら の 理 解 の つ ぼ を 解説す る 。

燃焼現 象 と 燃焼技術
熱機 関 の 多 く は ， そ の 熱 源 に 燃焼 を 用 い て い る 。 燃焼 の 基礎 と し て ，

10  
（ 手｜崎）

燃焼形態 ・ 火 炎伝播 ・ 着 火 な ど を 解説 し そ の特性が燃焼器の 構 造 な
ど に ど う 活 か さ れ て い る か， と い っ た 技術面 を 論 じ る 。

内燃機 関 の 基礎 と 動 向
4 サ イ ク ル エ ン ジ ン の 基礎 構造 と 動作 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン （ 火花 点 火 ）

1 1  
（ 手111奇 ）

と デ イ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 特性， エ ン ジ ン 性能 向 上 の た め の 最新技術，
新型燃焼方式 な ど に つ い て 解説す る 。

イ云熱工学 の 基礎
熱エ ネ ル ギー の 移動形態 あ る い は そ の 移 動 の プ ロ セ ス を 物理的 に 理解

1 2  
（ 平 津 ）

し 実際 に 経験す る 現 象 を ， 伝熱工学 を 適用 し て 理解す る 能力 を 修得
す る 。
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エ ネ ル ギー 有効 利 用 の た め エ ネ ル ギー 有効 利 用 の た め の 熱 源 ， 熱エ ネ ル ギ一 利 用 機器， 断熱手法
13 の 伝熱工学 の 応 用 等 を 概説す る 。 さ ら に ， 最近 の 利 用 技術 と そ の 原理 に つ い て も 解説す

（平津） る 。

熱機｜刻 最 新技術
ハ イ ブ リ ッ ド エ ン ジ ン の燃 費 は どの よ う に 達 成 さ れ た か な ど， 実 用 化

14 さ れ て い る 省燃 費 · co � 排 出 削 減 の 最 新技術 と そ の 動 向 を 紹 介す る 予
（ 高 林 ）

定 で あ る 。

熱 機 関 最 新技術
ハ イ ブ リ ッ ド エ ン ジ ン の燃 費 は どの よ う に 達 成 さ れ た か な ど， 実用 化

15  さ れ て い る 省燃 費 · C0 2 排 出 削 減 の 最 新技術 と そ の 動 向 を 紹 介す る 予
（ 高林 ）

定 で あ る 。

先端機械 ・ 材料工学特論 I

授業科目名 先端機械 ・ 材 料工学特論 I
（英文名） 加工 － 計測技術の 基礎 と 応 用 ～ 部 品 の 形づ く り と 性状評価 ～

担当教員 （所属） 〈富 山 大学大学院理工学研究部 （工学系 ） 〉
高辻則 夫． 会 田 哲夫， 二 原 毅， 田 代 発造， 小熊規泰， 笠場孝一

開講学期 8 月 1 0 月 木曜 日 6 ・ 7 時 限 ｜ 単位数 I 2 単位

連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等）
オ フ ィ スアワ ー （ 自 由質問時間）
授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目標） ｜ 教育目標 ｜ （ 工学部 ］ABEE 区 分 用 ）

機械加工 は ， も の づ く り に お け る 要素 部 品 形状 の 具現化 を 行 う 手段 の 一 つ で あ り ， 最 も 古 く かっ最 も 身 近
な 加工技術 で あ る 。 加工部品 の 品 質 と 機能 を 維持 し つ つ経済性 （ 加工効率） を 向 上 さ せ る た め に ， 現在 も
進歩 の 過程 に あ る 重要 な 技術で あ る 。 ま た ， 仕上が り 状態 は 加工部 品 の 機能 を 左右す る 一 因 で も あ り ， 形
状 お よ び加工変 質 層 の 評価 も 合 わ せ て 重 要 な 技術 で あ る 。 一 方 で は ， 使用 に 対す る 信頼性の 面 か ら ， 表I市
お よ び内 部の 欠陥評価や 使用 方 法 に よ る 疲労寿 命への 影響 に 対 し て も 把握 し て お か ね ば な ら な い 項 H で あ
る 。 本講座で は ， 成型加工の基礎か ら 応 用 ま で最新の 知 識習 得 と 同 時 に ， 力1 1工部品 の 性状評価 お よ び強
度信頼性 に 及 ぼす 機械加 工 や 使用 方法の 影響 を 理解す る こ と を H 的 と す る 。

達成目標
1 ） 機械が｜工 の 原理 を 理解 で き る 。
2 ） 欠 陥評価技術 を 理解 で き る 。
3 ） 材料の疲労強度 に 及 ぼす 影響 要 因 を 理解 で き る 。

授業計画 （授業の形式， スケジュ ール等）
第 1 回 （ 8 /26 ) 塑性加工 の 基礎 と 応 用 I （ 高辻 ）
第 2 回 （ 8 /26) 塑性加工 の 基礎 と 応 用 E （ 高辻 ）
第 3 1口 I ( 9 / 2 )  ｜青｜ 化成型加工 の 基礎 と 応 用 I （ 会 田 ）
第 4 1百 I ( 9 / 2 )  固 化 成型加工 の 基 礎 と 応 用 E （ 会 田 ）
第 5 1口 I ( 9 / 9 ) 加工面の 評価技術 の基礎 と 応 用 I （ ｜工l 代 ）
第 6 同 （ 9 / 9 )  加工面 の 評価技術の 基礎 と 応 用 E ( III 代 ）
第 7 巨I ( 9 / 1 6 )  超音 波 に よ る 加工層 評価 の 基礎 と 応 用 I （ 三 原 ）
第 8 回 （ 9 / 16 )  超音波 に よ る 加 工 層 評 価 の 基礎 と 応 用 E （ 三 原 ）
第 9 IIT I  ( 9 /30 ) 疲労破壊 の 基礎 と 応 用 I （ 笠場 ）
第lOIITI ( 9 /30 ) 疲労破壊の 基礎 と 応 用 E （ 笠場 ）
第 1 1 回 ( 10/ 7 )  加工形状 と 応 力 集 中 （ 小熊 ）
第 1 2 同 （ 10/ 7 )  表面処理 に よ る 材料特性 の 改 善 （ 小熊 ）
第 1 3 同 ( 10/ 14 ) 疲労強度 に 及 ぼす 諸 因 子 の 影響 （ 小熊 ）
第 1 4 回 ( 10/ 14 ) 使用 中 の 信頼性評 価 の 基礎 と 応 用 I （ 小熊 ）
第 15 1El (10/21 ) 使用 中 の 信頼性評 価 の 基礎 と 応 用 E （ 小熊 ）

キ ー ワ ー ド 塑性加工， 成型加工， 加工面評価， 加工層評価， 超音波探傷， 応 力 集 中 ， き 裂進 展 ， 疲
労 強 度 ， 非破壊検査

履修上の注意
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教科書 ・ 参考書等 授業 で 配布 す る 資料

成績評価の方法 出 席 と レ ポ ー ト

関連科目
備考

先端機械 ・ 材料工学特論 I ： 授業計画

回 主題と位置付け 学習方法と 内容 備考（ま た は 日 時） （担当 ）

塑性加 工 の 基礎 と 応 用 I
圧延や鍛造 な ど様 々 な 塑性加工 に お い て ， 材 料 の 変形

（ 高辻 ）
解析や加工機械 の 能 力 設定 に 際 し て 必要 と な る 塑性力
学 の 基礎 を 講義す る 。

塑性加工 の 基礎 と 応 用 E
ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 押 出 し 加工 な ど の 実 際 の 塑 性加工

2 
（ 高辻 ）

の 具 体 例 を 挙 げ， そ の 加工技術 の 特 徴 と 位置 付 け を 重
点 的 に 講義す る 。

同 化成型力LI 工 の 基礎 と 応 用 機械的特性 に 優 れ た 成形体製作方法の 一 つ で あ る 固 化
3 成型加工 に つ い て ， そ の 原理 と 特徴 に つ い て 概説す る

（ 会 田 ） と と も に 組織学的 見地 も 踏 ま え て 講義す る 。

｜市｜ 化成型力I I 工 の 基礎 と 応 用 機能性材料 と し て 注 目 を 集 め て い る マ グ ネ シ ウ ム 合金
4 II の 切 削 チ ッ プ を 対 象 と し た 固 化成型法 を 講義 し ， リ サ

（ 会 田 ） イ ク ル を 視野 に 入 れ た も の づ く り に つ い て 解説す る 。

加 工 面 の 評価技術 の 基礎 と
光学 的 手法 に よ り 非接触 で加工面 の 形状， 位 置 お よ び

5 応 用 I
性状 を 測 定す る 方法 と そ の 評価技術 を 講義す る 。 光学

（ 田 代 ）
的基礎理論 （ 干 渉 恒｜折 偏光等 ） と 光学部品 の 使 い
方， 測 定の事例 を 説明 す る 。

加工面の 評価技 術 の 基礎 と
光学的手法 に よ り 非接触 で加工面 の 形状． 位 置 お よ び

6 応 用 E
性状 を 測定す る 方法 と そ の 評価技術 を 講義す る 。 こ こ

（ 田 代 ）
で は 画 像処理 （ ウ エ ー ブ レ ッ ト ， 画像相 関 ， 位相 シ フ
ト ） を 中 心 と し た 計測 と そ の 測定の事例 を 説明 す る 。

超音波 に よ る 加 工 層 評 価 の 超音波の 入射 － 伝搬 に 関 す る 基礎 を 概説 し 加工表面
7 基礎 と 応 用 I の 概観計測 に 対す る 超音波法 の 位置付 け ， お よ び， 内

（ ＝ 原 ） 部 欠 陥 の 評価法 に つ い て 講義す る 。

超音波 に よ る 加工層評価の 超音波の音速測 定 に よ る 弾性定数の 計測 の 原理 と そ の
8 基礎 と 応 用 E 方法 を 概説 し 超音波の 減衰測 定 に よ る 材 質評価お よ

（ 二 原 ） び薄板や 力L I工表面層 への評価適 用 例 を 講義す る 。

機械構造 用 材料 の 破壊 原 因 の ほ と ん ど は疲労 に よ る も

9 
疲労破壊 の 基礎 と 応 用 I の と 言 わ れ て い る 。 本講義で は ， 疲労 と は 何か を 解説

（ 笠場 ） し 疲労 き 裂進展 と そ の 強 度 を 議論す る た め の 破壊力
学 に つ い て 講義す る 。

疲労破壊 の 基礎 と 応 用 E
疲労強度 を 評 価す る た め の 各種 力 学 的 パ ラ メ ー タ の 意

10 ｜味 と 扱 い 方 に つ い て 講義 し 安全設計の た め の 最 近 の
（ 笠場）

規格化動 向 に つ い て も ふ れ る 。

力 学 的 負 荷 を 受 け る 部 材 の孔 溝 な ら び に段 な ど の 形

加工形状 と 応 力 集 中
状 変 化部 （ 総称 し て 切 欠 き ） に 発生す る 応 力 集 中 に 関

1 1  
（ 小熊 ）

し て 解説 し 引 張荷重や 曲 げ荷重 な どの 負 荷 形式 に 依
存す る 応 力 勾 配 に つ い て 講義す る 。 ま た ， 応 力 集 中 を
緩和 さ せ る た め の 加工形状 に つ い て 講義す る 。

表面処理 に よ る 材料特性の 加工表面 の 強 度 を 向 上 さ せ る た め に 行 わ れ る 浸 炭 や 窒
化 な どの 表面硬 化熱処理 お よ び 圧縮残留 応 力 付 与

1 2  改善
の た め の ピ ー ニ ン グ処理や パニ ッ シ ュ 処理 な ど の 機械

（ 小熊 ）
加工 に つ い て 概説す る 。
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疲労現 象 に つ い て 基礎的 な メ カ ニ ズ ム を 解説 し 機械
構造用 部 品 の 疲労設計基準 と な る 疲労強度 に つ い て 概

疲労強度 に 及 ぼす 諸 因 子 の 説す る 。 次 に ， 平滑材 の 疲労強度 に 対 し て ， 強 度 の 低
13  旦牙！ン4�JJ� 下 因 子 と な る 切 欠 き 効 果， 寸法効果， 残留 応 プJ ， お よ

（ 小熊 ） び， 表面粗 さ な ど の 影響 に つ い て 解説 し ， 強 度 信 頼性
を 確保す る た め の 機械加工 に お け る 注意点 に つ い て 講
義す る 。

使 用 中 の 信頼性評価の基礎
機械 シ ス テ ム お よ び要素部品 の 保守点検 は そ の 機能性

14 と 応 用 I
と 安全性 を 維持す る た め に 極 め て 重 要 な 項 H で あ る 。

（ 小熊 ）
オ フ ラ イ ン お よ びオ ン ラ イ ン で活用 さ れ て い る 様 々 な
検査方法 を 概説す る 。

使 用 中 の 信頼性評価 の 基礎 非破壊検査方法の種類 と そ の 特徴 を 概説す る と と も に ，
1 5  と 応 用 E 機械 シ ス テ ム や 要素 部 品 の 健全性評価 と 寿 命予測 に つ

（ 小熊 ） い て 解説す る 。

先端機械 ・ 材料工学特論 E

授業科目名 先端機械 ・ 材 料工学特論 E

（英文名） ～ 材料物性の 基礎 か ら 製造， 応 用 ま で ～
( MaterialsEngineeringf rom theBasicstoA p plica t ions ) 

《 宮 山 大学大学 院理工学研究部 （工学） 》
池野 進， 寺 山 清志， 西村 克彦， 松 田 健二 ， 砂 ｜卦 聡， 佐伯 ：一古． 

担当教員 （所属） 古井 光 明 ， 橋 爪 隆， 川 畑 常 良
《富 山 大学芸術文化学部》 野瀬 正照 ・ 長柄 毅一
《 富 山 高等専 門 学校》 井上 �J:主
《 富 山 大学 名 誉教授》 森 克徳

開講学期 4 月 － 6 月 木曜 日 6 7 限 ｜ 単位数 I 2 単位

連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等） 寺 山 清志 （445 - 6828 , terayama@eng.u-toyama.ac.jp )  
古井光明 （445 - 6805, furしii＠句ng.u-toyama.ac.jp )  

オ フ ィ スアワ ー （ 自 由質問時間） 毎 回 の 講義終了 後， 30分 か ら 1 時 間 。 E-mail に よ る 質 問 も 可。

授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目標）
本授業 で は ． 材料の基礎知識 を 学 ん だ 後 ， 金 属 か ら セ ラ ミ ッ ク ス ， 新素材， 先進材料， 超伝導材料 に 及 ぶ
幅広 い 実 用 材料 に つ い て ， 豊富 な 実 例 を も と に わ か り や す く 基礎 か ら 製造 応 用 ま で の 一貫 し た 知識 を 興
！床 を 持 っ て 確実 に 身 に つ け る よ う に 工夫 さ れ て い る 。 し た が っ て ， あ ら ゆ る 初学者 だ け で な く 既 に 実務 に
つ い て い る 産業 界 の 研究者や技術者 に と っ て も 最新の情報が理解 で き 職場 に お い て 遭遇す る 材料 に ｜剥 す
る 様 々 な 問 題 に 処す る 際の 有力 な 指針 と な る よ う 配慮 さ れ て い る 。

達成目標
1 ） 材 料の 製造法が理解 で き る 。
2 ） 材料の組織． 評価法が理解で き る 。
3 ） 材 料の物性の 基礎 が理解 で き る 。
4 ） 各種先端材料の現状が理解 で き る 。

- 53 -



授業計画 （授業の形式， スケジュ ール等）
第 1 jg [  ( 4 / 1 5 )  
第 2 1百 I ( 4 / 1 5 )  
第 3 1円 I ( 4 /22 ) 
第 4 fill ( 4 /22) 
第 5 Jn [  ( 5 / 1 3 )  
第 6 J n [  ( 5 / 13 )  
第 7 1円 ［ ( 5 /20 ) 
約 8 1「1 [ ( 5 /20) 
第 9 In f  ( 5 /27) 
第 10 回 （ 5 /27) 
第 1 1 同 （ 6 / 3 )  
第 1 2 1口 ［ ( 6 / 3 )  
第 13 同 （ 6 / 1 0 )  
第 14 lIT I ( 6 / 1 0 )  
第 1 5 IIT I ( 6 / 1 7) 

キー ワ ー ド
履修上の注意
教科書 ・ 参考書等

成績評価の方法

関連科目
備考

講義概説， 材 料 の 基礎 古ヂ｜二
塑性変形の 基礎 ， 材料試験法 池野
金属 材 料 の 破壊 と ！拝析 長柄
ア ル ミ ニ ウ ム の 鋳造 古井
ア ル ミ ニ ウ ム の 熱 処理 － 相 変態 松 田
マ グ ネ シ ウ ム の特性 J 1 1 畑
マ グ ネ シ ウ ム の リ サ イ ク ル 井上
熱 分 析 の 基礎 と 応 用 寺 山
熱 分析測定法 の 実際 栴 }f\,
材料の 腐 食 － 防 食 の 基礎 と 応 用 砂 ｜壬｜
j也伝導材料の最先端 森
磁性材料の 最先端 丙村
薄 膜材料の 製造法 と 応 用 （ 気相法， 機械的性 質 ） 野i�項
薄膜材料の製造法 と 応 用 （ 気相 法， 機械的性 質 ） 野j頼

セ ラ ミ ッ ク ス 材料 の 基礎 と 応 用 佐伯
ま と め

材料， 製造， 評価， 最先端材料

物理 ・ 化学の 基礎 知 識 （ 大学卒業程度 ） を 必要 と す る 。

授業 で指定す る 。

出 席 と レ ポ ー ト を 総 合 し て 成績評価す る 。 1 5 回 単位互換 受 入不可
の 講義 中 8 1口 ｜ は 出 席す る こ と 。

物 理 ・ 化学 ・ 数学 ・ 材料系 （ 工学部） の授業科 目 単位互換 受 入不可

先端機械 ・ 材料工学特論 E ： 授業計画

回 主題と位置付け （担当） 学習方法と 内容

講義概説， 材料の基礎
講義全体 の概説 と 授業計画 の 説明。 石器 青銅器 鉄器 な ど と 各 時 代
の 冠 を な す 材料全般 に 関 す る 背景 さ ら に は 科学技術 の 発展 を 通 し て

（ 古 井 ）
人 類 の 文明 を 支 え て い る 材料の基礎 を 学ぶ。

2 
塑性変形の基礎， 材料試験 金属 材料の 塑性変形 に つ い て ， 転 イ立論 を 元 に 解説す る 。 さ ら に 材料の
法 （ 池野 ） 各種強 度試験， ナ ノ 組織解析法 な ど に つ い て 紹 介す る 。

3 
金属材料の 破壊 と 解析 金 属 材 料 の 延性， 脆性破壊， 疲労破壊の メ カ ニ ズ ム や そ れ ら の 解 析 方

（ 長 柄 ） j去 を 紹 介す る 。

ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 連続鋳造 の 発展 は 鋳塊の 表面性状 の 改善がそ の

4 
ア ル ミ ニ ウ ム の 鋳 造 駆動力 と な っ て い る 。 現行の DC 鋳 造法 を ベ ー ス に ， HOT - TOP 鋳

（古井） 造法や電磁鋳造法 に つ い て ， 原 理 ・ 仕組み ゃ 製造 さ れ る 鋳塊 の 特性 な
ど に つ い て 紹 介す る 。

5 
ア ル ミ ニ ウ ム の 熱処理 － 中日 新 旧 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 紹 介 し と く に ナ ノ 組織制 御 を 中 心 と し た
亦日」，肯じ，旨、 （ 松 田 ） 相 変態 に つ い て 解説す る 。

6 
マ グ ネ シ ウ ム の 特性 実用 金属 で最 も II互 い マ グ ネ シ ウ ム 合金 に つ い て そ の 工業的背景 と 耐

( J 1 1 畑 ） 熱性の 向上 に 関 す る 最近 の ナ ノ 研究動向 に つ い て 紹 介す る 。

7 
マ グ ネ シ ウ ム の リ サ イ ク ル 実 用 金属 中 で最 も 軽 い マ グ ネ シ ウ ム 合 金の リ サ イ ク ル の 現状 と そ の 研

（ 井 上 ） 究動向 に つ い て 紹 介す る 。

熱 分 析 の 基礎 と 応 用
我が国が世 界で最初 に 開 発 し た 熱 天 秤 の 技法 を 中 心 に ， 各種熱分析法

8 の 基礎的 原理， 解析法 を 理解 し 耐熱試験， 熱 劣 化， 原 材料の検査 ・
（寺 山 ） 品 質管理等への 応 用 に つ い て 知 る 。
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熱 分析測定法の 実 際
実験室， 研究室 に お け る 実際の 熱分析の測定， そ の 手段 と 分析 － 解析

9 
（ 橋 爪 ）

に つ い て 紹 介す る 。 実際の注意点 や ， 手法， 装 置 設定等 に つ い て も ，
具体 例 を 混ぜ な が ら 解説す る 。

1 0  
材料の 腐 食 ・ 防 食 の 基礎 と 材 料 の 耐 食性 を 評価す る 方法 と し て 最 近 の電気化学的測定方法 を 解説
応 用 （ 砂 田 ） し 各種方法で作製 さ れ た 材料の 具 体的 な 事例 を 紹 介す る 。

1 1  
超伝導材料の 最先端 超伝導材料の 開 発 の 歴 史 を 学 び， 金 属 超 伝導体 と 間変化物 超 伝導体の 基

（ 森 ） 礎的特性 を 理解 す る 。 最新の 超伝導材料 に お け る 開 発 の 現状 を 学ぶ。

磁性材料の最先端
フ ェ ラ イ ト 磁石 ， 希土類磁石の 開 発 の 歴 史 を 学 び＼ 希土類磁石 の 基礎

1 2  
（ 西村 ）

的物性 と 特性 を 理解す る 。 最新 の 希土類磁石 の 開 発 の 現状 と 市場 の 動
向 を 学ぶ。

薄 膜 材 料 の 製 造 法 と 応 用 PVD 法 を 中 心 と し て 薄膜材料の形成法 と そ の 原理 に つ い て 説明 す る 。
13  ～ 気相法， 機械的性 質 ～ 薄膜材料の 中 で硬 質 薄 膜 を と り あ げ， そ の特性 と 用 途 に つ い て 概説す

（ 野 瀬 ） る 。

薄 膜 材 料 の 製 造 法 と 応 用 PVD 法 を 中 心 と し て 薄 膜材料の形成法 と そ の 原理 に つ い て 説 明 す る 。
14  ～ 気 中日 法 ， 機械的性 質 ～ 薄膜材料の 中 で硬 質 薄 膜 を と り あ げ， そ の 特性 と 用 途 に つ い て 概説す

（ 野瀬 ） る 。

セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 の 基礎 と 伝統的 で 基礎 的 な 固 相 反応 ・ 焼結 を 紹 介す る と 同 時 に 応 用 と し て 機能

15 
応用 性セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 に お い て 液相が関与す る 製 造 法 や ， 反 応 例 に つ い

（ 佐 伯 ） て 紹 介す る 。 全講義 の ま と め と ア ン ケ ー ト を 実施 し 今 後 の授業改蕎
ま と め に つ な げ る 。

先端環境 ・ バ イ オ 工学特論 I

授業科目名 先端環境 ・ バ イ オ 工学特論 I
（英文名） 化学 の 観 点 か ら 環境調和型社 会 の 実現 を bl �：Ffす ～ 環境分析か ら リ サ イ ク ル ま で ～

〈 富 山 大学大学 院理工学研究部 （工学） 〉 遠 田 浩 司 ・ 加 賀 谷重浩
担当教員 （所属） 〈 富 山 高等専 門学校》 鳥 山 成一， 袋布 昌 幹， 問 中 淳

〈 外部講 師〉 側 日 本 フ ィ ル コ ン 井上 嘉則

開講学期 1 月 － 3 月 土曜 日 1 ,  2 限
対象学年
単位数 2 

連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等） 遠 田 浩 司 工学部化学棟 3 階3302, tohda@eng.u-toyama.ac.jp 

オ フ ィ スアワ ー （ 自 由質問時間） 講義終 了 後30分程度 。 E-mail に よ る 質 問 も 受 け 付 け ま す 。

授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目標）
環境への 負 荷 を 低減 し つ つ も 持続可能 な 社 会 を 構築す る た め に ， 環境 問 題 を よ り 化学 的 に 考 え る 力 を つ け
る こ と を 目 的 と す る 。 そ の た め に ， 大気． 水 質 の 問 題 を は じ め そ の 分析法， 廃 棄物 の 処理問題や リ サ イ ク
ル に つ い て 解説す る 。

達成目標
今 日 の 環境 問 題 （ 地球温暖化， オ ゾ ン 層 破壊 酸性雨． 水 質 汚 濁 ， 廃 棄物 な ど） と ． そ れ に 対 す る 対 策

（ 環境分析， 水 処理技術 リ サ イ ク ル 等 ） に 利 用 さ れ て い る 要素技術の 原理 と 現状 を 理解す る 。 そ れ に よ
り ， 環境 と 社 会， 企業， そ し て 人 間 と の 係 わ り を 自 ら 化学 的 に 考 え 対処 し て ゆ く 力 を 付 け る 。
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授業計画 （授業の形式， スケジュ ール等）
第 1 I可 （ 1 /22) 
第 2 JnJ ( 1 /22) 
第 3 Jg J  ( 1 /29) 
第 4 1 「 1 J ( 1 /29) 
第 5 1旦 I ( 2 / 5 )  
第 6 lnl ( 2 / 5 )  
第 7 1旦I ( 2 / 12 )  
第 8 1百 I ( 2 / 12 )  
第 9 1百 I ( 2 / 1 9 ) 
第 10 1 1 1 1 ( 2 / 1 9 )  
第 1 1 回 （ 2 /26) 
第 1 2 回 （ 2 /26) 
第 1 3 Jn [ ( 3 / 5 )  
第 1 4 1可 （ 3 / 5 )  
第 15 回 （ 3 / 12 )  

キ ー ワ ー ド
履修上の注意
教科書 ・ 参考書等
成績評価の方法
関連科目
備考

環境計担lj I 概論 遠 回
環境計iHIJ II 化学 セ ン サ 一 法特論 遠 旧
水 処理技術 I 汚水処理特論 加賀 谷
水 処理技術 E 水 質 有害物 質特論 加 賀 谷
環境分析 I 機器分析法 に よ る 環境汚染化学物 質 の 測 定 井 上
環境分析 E ク ロ マ ト グ ラ フ イ ー に よ る 環境汚染 化学物 質 の 分析 井上
環境分析 E 回 相 抽 出 法 に よ る 環境試料の 前 処理 井上
環境 分析 W 有害化学物 質 に お け る 健康影響 井上
大気 圏 の環境 I 鳥 山
大気 圏 の 環境 E 烏 11 1

水環境分析 I 試料の 前 処理法 問 中
水環境分析 E オ ン サ イ ト 計測法 問 中
環境調 和 記！ 材 料 I セ ツ コ ウ の リ サ イ ク ル 袋布
環境調 和 型 材料 E セ ツ コ ウ の リ サ イ ク ル 袋布
ま と め 遠 回

地球温暖化， 水 質汚濁， 水処理， 環境分析， 廃棄物 の リ サ イ ク ル

化学 ・ 物 理 の 基礎知識 （ 大学卒業 程 度 ） を 必要 と す る 。

授業で指定す る 。

出 席 と レ ポ ー ト 。

環境化学， 分析化学

第 9 1可 ～ 第 14 [n ［ の 講義 の 会場 は 富 山 高等専 門 学校で、す O

先端環境 ・ バ イ オ 工学特論 I ： 授業計画

回 主題と位置付け （担当） 学習方法と 内容
ま ず， 地球規模で進行す る 環境 問 題 の 現状 を 環境 白 書 に 基づい て 解説
す る 。 次 に ， 本 コ ー ス で 行 う 大気 岡 ・ 水環境， 環境分析 ， 水 処理 ・ 廃

環境計測 I 概論
棄物 処理技術， リ サ イ ク ル 等 に 関 す る 講義全般 の 概要 を 解説 し ， 如 何

（ 遠 田 ）
に す れ ば環境へ の 負 荷 を 低減 し 環境調和 型 の 社 会 を 構築 で き る の か を
化 学 の 立場 か ら 論 じ る 。 環境 問 題 を 正確 に 把握す る た め に は環境 中 の
化学物 質 の 量 や 分布 を 精密 に 測定す る 必要があ る 。 こ の 環境計測 の 総
論 に つ い て 概説す る 。

河 川 水や排水等の 水環境 中 の 有害重金属 イ オ ン や 有害 有 機物 質 を 連続
的 に モ ニ タ ー で き る 化学 セ ン サ 一 法 に つ い て 解説す る 。 化学セ ン サ ー

環境計測 E 化学セ ン サ ー を 電位応答型 （ ポ テ ン シ オ メ ト リ ー セ ン サ ー ） ． 電流応答型 （ ア ン ペ ロ
2 法特論 メ ト リ ー セ ン サ ー ） 光学 的特性変化型 （ オ プテ イ カ ル セ ン サ ー ） に 分

（ 遠 田 ） 類 し そ れ ぞれ の 電気化学的お よ び光学的 応 答 の 原理 に つ い て 説 明 す
る 。 ま た ， セ ン サ 一 作製 法， 測 定法 に つ い て 述べ， 化学セ ン サ 一 法 で
の 環境 モ ニ タ リ ン グ が ど こ ま で可 能 な の か論 じ る 。

事業場の 各工程か ら 発生す る 廃水 （ 汚 水 ） は ， 含有す る 有害物 質ー な ど

水処理技術 I 汚水処理特
を 除去 し 水 質汚濁防止法 に 係 る 排水基準 の 許容 限度 以 下 で、 あ る こ と

3 ラhふ而j
を 確認 し た 後， 公共 用 水域 な ど に 放流 し な け れ ば な ら な い 。 こ こ で は ，

（ 加 賀 谷）
汚水処理技術 に 関 す る 要素技術， 特 に 物理化学的 処理技術 （ 固 液分離，
pH 調 整 ， 酸 化還元， 吸 着 ・ イ オ ン 交換 な ど） に つ い て 基礎 原 理 を 中
心 に 概説す る 。

排 水基準項 目 で あ る い く つ か の 有害物 質， 特 に 重 金 属 類 ， シ ア ン ， ア
水処理技術 E 水 質有害物 ン モ ニ ア ・ 亜硝隊 － 硝酸 農薬類， 揮 発性有機化 合物 （ 有機塩素 系 化

4 質特論 合物 ， ベ ン ゼ ン な ど） に つ い て ， 各種要素技術 を 用 い た 除去 － 分解技
（ 加 賀 谷） 術 に つ い て 概説す る 。 ま た ， こ れ ら の 除去 ・ 分解技術 に 関 す る 最 近 の

研究動向 に つ い て 紹 介 し 実 用 性 や 課題 な ど に つ い て 議論す る 。
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1 0  

環境分析 I ： 機器分析法 に
よ る 環境汚染化学物 質 の 測
疋

（ 井上 ）

環境分析 E ： ク ロ マ ト グ ラ
フ イ に よ る 環境汚染化学物
質 の 分析

（ 井 上 ）

環境分析 E ： 固 相 抽 出 法 に
よ る 環境試料の 前 処理

（ 井上 ）

環境分析 N ： 有害 化学物 質
に お け る 健康影響

（ 井上 ）

大気 岡 の 環境 I
（ 鳥 山 ）

富 山 高専 に て 講義

大気 圏 の 環境 E
（ 鳥 山 ）

富 山 高専 に て 講義

水環境分析 I 試料の 前 処

1 1  ｜
理法' 

（ 問 中 ）
富 山 高専 に て 講義

水環境 分析 E オ ン サ イ ト

12 I 計測 法
（ 問 中 ）

富 山 高専 に て 講義

環境調和 型材料 E セ ツ コ

1 3  I ウ の リ サ イ ク ル
（ 袋布 ）

富 山 高専 に て 講義

現 代 社 会 で 流 通 し て い る 化学物 質 は 5 万種類 以 上 と い わ れ て い る 。
我 々 は ， 無意識の 内 に 一般環境 中 で こ れ ら の 化学物 質 に 日暴露 さ れ て い
る 。 ま た ， 一般環境 中 に 存在 す る 化学物 質 は 多 種 多 様 で あ り ， 同 時 に
複数の 化学物 質 に よ る 複 合曝露 を 受 け て い る こ と と な る 。 従 っ て ， 多
数の 化学物 質 を 高 精度 に 測定す る 必要があ る 。 本講義で は ， 環境分析
の 意義 と ， 環境 分析 に 用 い ら れ る 機器分析法 に つ い て 概説す る 。

環境 中 に 存在す る 化学物 質 は 極微量 で あ る と 同 時 に 多種 多様 で あ る 。
そ の た め ， 環境 分析 に 用 い ら れ る 分析手法 に は ， 高精度 － 高 感度 と 共
に ， 多 成 分一 斉 分析が可 能 で あ る こ と が要求 さ れ る 。 ク ロ マ ト グ ラ フ
イ は 分離 と 検 出 が高 度 に 融 合 さ れ た 分離分析手法 で あ り ， 環境分析 に
は 欠 かす こ と の で き な い 分析手法 で あ る 。 本講義で は ， ク ロ マ ト グ ラ
フ イ の 基礎 と 実際 に つ い て 概説す る と 共 に ， 環境分析へ の 応 用 例 に つ
い て 紹 介す る 。

微量化学物 質 の 測 定 に お い て は 試料 中 の 爽雑物 質 に よ る 妨害が大 き
な 問 題 と な る 。 こ れ ら 爽雑物 質 を 如 何 に 除去 あ る い は 低減 さ せ る こ と
がで き る かが， 分析値 の 信 頼性 を 大 き く 左右す る 。 試料前 処理法 と し
て は 溶媒抽 出 法が広 く 用 い ら れ て き た が， 測定精度 や 簡 便性， さ ら に
は 環境 負 荷 と い っ た 観点 か ら ， 固 体吸着剤 を 用 い る 固 相 抽 出 法 に 移行
し つ つ あ る 。 本講義で は ， 国 相 抽 出 法 の 基礎 と 実際 に つ い て 概説す る 。

環境 や 身 近 に 存在 す る 有 害物 質 の 濃 度 は ppb ( 10 - 6 g / L) レ ベ ル
と 非常 に 低濃 度 で あ る 。 例 え 低濃 度 で あ っ て も ， 長期 に 渡 る 連続的 な
曝露 に よ り ， 化学物 質過敏症や慢性 中毒， さ ら に は 発 ガ ン 等 の 重篤 な
健康被害 を 生 み 出 す こ と があ る 。 本講義で は 有 害化学物 質 に よ る 健
康影響 と ， 機器分析 法 に よ る そ れ ら 化学物 質 の 測定手法 に つ い て 概説
す る と 共 に ， ア ル デ ヒ ド類， 臭素酸お よ び ヒ 素化 合物 の 例 を 紹 介す る 。

2007年 5 月 に 中 国 か ら オ キ シ ダ ン ト （ オ ゾ ン ） が飛 来 し 長111奇 の 五 島
列 島 か ら ， 日 本海 に 沿 っ て 富 山 ， 新潟等， 全国規模の オ キ シ ダ ン ト 注
意報の 発令があ っ た 。 今 ま で の 黄 砂 ， 酸性雨 ， 温暖化等 の 環境 問 題以
上 に 越境大気汚染が注 目 を 集め て い る 。 日 本や 富 山 県 の 環境 の 現状 に
つ い て ， 文献や 立 山 で の 調査研究 デー タ ， 測定 （ 分析 ） 方法等の 例 を
用 い て ， 越境大気汚染 を 含め 各種環境問 題 に つ い て 学 び理解 を 深 め る 。

環境基本法， 大気汚染防止法等 の 各種環境 関 連法規の概要や， 最近，
問 題 に な っ て い る ア ス ベ ス ト ， ダ イ オ キ シ ン 等 の 有害化学物 質汚染問
題 に つ い て 詳解 す る 。 環境基準物 質 未規制 有害化学物 質 ， 工場等 の
ばい煙の排 出 基準， 届 出 等 の 法 － 条 例 の 仕組 み ， 測定 （ 分析 ） 方法等
に つ い て 学 び， 日 本や 富 山 県 の 環境 の 現状 に つ い て 理解 を 深 め る 。

環境 中 の 微量 成 分 の 分析 に お い て 試 料 の 前段濃縮 は 不可 欠 で あ り ，
年 々 求 め ら れ る 各 成分 の 基準値が低下す る 傾 向 に 伴 い ， 前処理の性能
お よ びそ の 技術 を 駆使す る 分析者側 の 技術 の 向 上 が必要 と な る 。 本講．
義 で は ， こ れ ま で利 用 さ れ て き た 各種分離濃縮技術 に つ い て 概説 し た
後， 最 近 の 研究 内容 の 一 つ で あ る 超 高倍率濃縮分離法 に 関 す る 有 用 性
お よ び環境 中 の 極微量 成 分 の 分析への 応 用 例 を 紹 介す る 。

分析現場 で誰 も が短時 間 で濃 度 を 判 定す る 計測技術 は ， 時 間 ， 予 算 ，
人 員 に 限 り の あ る 現 代社 会 に お い て ， 欠 かす こ と の で き な い技術であ
る 。 本講義 で は ， 現 在 ま で 利 用 さ れ て き た 各種計測 法 を は じ め ， 現場
で の オ ン サ イ ト 計測 を 志 向 し た 高精 度 簡 易 目 視計測 法 ・ 高 視認性 目 視
計測 法等 の 最 近 の 研究 内 容 に つ い て 概説す る 。

建 設 材 料 と し て 広 く 利 用 さ れ て い る セ ツ コ ウ ボ ー ド は ， 日 本 囲 内 の
種 々 の 産業 で 発生す る 未利 用 資源 を 有効 に 活用 し た 材料で あ る 。 本講
義で は ， セ ツ コ ウ の 諸物性 に つ い て 概説 し た あ と ， 我が固 と 海外の セ
ツ コ ウ ボー ド 産業 に つ い て 概説 し 我が国 の セ ツ コ ウ ボ ー ド に 関 す る
諸課題 に つ い て 理解 を 深 め て い く 。
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第 1 3 回 で 講義 し た セ ツ コ ウ ボー ド は 現在建設廃棄物 と し て 日 本 同 内

環境調 和 型 材 料 IV セ ツ コ
で 年 間 140万 ト ン 発生 し そ の 多 く が埋 め 立 て 処分 さ れ て い る 。 な ぜセ
ッ コ ウ ボー ド は セ ツ コ ウ ボー ド と し て リ サ イ ク ル がで き な い の か ？

14 
ウ の リ サ イ ク ル

セ ツ コ ウ ボー ド の リ サ イ ク ル 技術 と し て 現在広 く 実 用 化 さ れ て い る 建
（ 袋布 ）

設汚泥の 固 化材 の 現状 と そ の 問 題点 は ？ 本講義で は そ れ ら の 現状 と
富 山 高専 に て 講義

課題 に つ い て ， 講 師 た ち が現在産学連携で進め て い る 研究 開 発内容 を
交 え て 概説す る 。

1 5  
ま と め 環境 負 荷 を 低減 し ， 環境調和 型 の 持続的 社 会 を 構築 す る た め に は ど う

（ 遠 田 ） す れ ば よ い の か を 論 じ 講義全体 の 総括 を 行 う 。

先端環境 ・ バ イ オ 工学特論 E （ 生 命工学 の 現状 と 未来 ）
( PresentandFutureofLifeScienceandBioengineering) 

〈 富 山 大学大学 院理工学研究部 （工学） 〉
篠 原 寛 明 ， 黒津 信幸， 磯部 正治， 川 原 茂敬， 中 村

対象学年
単位数

代表 ： 篠原 寛 明
（生物棟 5 階6506号室， TEL : 445 - 6832, hshinoha色Jeng.u-toyama.ac.jp )

オ フ ィ スアワ ー （ 自 由質問時間） ｜ 随時 （ で き る だ け 毎 回 の 講義終了 直 後が望 ま し い ）

授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目標）
ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ 医療 ・ 倉lj 薬 に 関 わ る 工学技術， 生物 を 利 用 す る 有 用 物 質 の 生 産 な ど， 生 命工学 の 現状
と 今後 の 広 が り を 理解す る 。 ポ ス ト ゲ ノ ム 遺伝 子組み換 え 再生医療 認知症 な ど 今や毎 日 の 新聞 等
で H に す る ラ イ フ サ イ エ ン ス の 基礎か ら 最新研究 ま で 講義や ゼ ミ 形式で 時 に は 簡単 な 実習 を 通 し て 理
解 を 図 り ， 受講者 の 生 命工学 に 関 す る 専 門 知識や技術 力 の ア ッ プ， あ る い は 学際的知識 と 応 用 展 開 力 の ア
ッ プ を 図 る 。

先端環境 ・ バ イ オ 工学特論 E

授業科目名
（英文名）

担当教員 （所属） 寛志一宏， 宮 部一要 人， 星野

1 ' 2 限土曜 ｜8 - 10 月開講学期
2 

連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等）

原
原
原
津
津
部
部
原
原
村
村
野
野
部
部

篠
篠
篠
黒
黒
磯
磯
川
川
中
中
日生
星
宮
宮

達成目標
医療 ・ 倉lj 薬 に 寄与す る バ イ オ セ ン サ の 開 発 と 発展 に つ い て 理解 す る 。
最新工学技術が支 え る 分子生物学 や 医療 の 世 界 に つ い て 理解 す る 。
抗体医 薬 の 基礎 と 展望 に つ い て 理解す る 。
脳科学の最前線 に つ い て 理解 す る 。
再生医療や 人工臓器医療 の 基礎 と 最前線 に つ い て 理解す る 。
医 薬 品 ・ 食 品 製 造 に 貢献す る 生物生 産技術 の 開 発 と 展望 に つ い て 理解す る 。
高 速 液体 ク ロ マ ト グ ラ フ イ ー の 基礎理論 と バ イ オ 分野への 応 用 に つ い て 理解す る 。
本講義 を 通 し て 進 歩す る 生 命工学 と 社 会 － 企業 と の 関 わ り に つ い て 理解す る 。

授業計画 （授業の形式 スケジュ ール等）
第 i 1 1= 1 1 ( 8 /28の 2 限） 講義概要 （ こ の 講義で何 を 学ぶ か ま た 何 を 期 待す る か ） と 予定
第 2 1「1 [ ( 9 / 4 )  バ イ オ セ ン サ っ て 知 っ て ま す か ？ （ バ イ オ セ ン サ の 基本構 成 か ら 実 用 ま で ）
第 3 I n !  ( 9 / 4 )  バ イ オ セ ン サ の 発展 と 応 用 （ 遺伝子工学 ・ 細胞工学の 利 用 か ら 生 体模 倣 セ ン サ ま で ）
第 4 [n [  ( 9 /1 1 )  ア レ イ技術， 質量分析装 置， 高速 D N A シーク エ ン サ一等の進歩と 共に 発展 し た 分子生物品
第 5 1司 （ 9 / 1 1 )  最 新工学技術 に よ る 疾患 の 解明 と 治療
第 6 In !  ( 9 / 18)  抗体医 薬 と は ？
第 7 1「1 [ ( 9 / 1 8) 抗体作製 の 新技術
第 8 ［円 ［ ( 9 /25) 複雑 な 脳 の し く み （学習 ・ 記憶 メ カ ニ ズ ム を 中 心 と し て ）
第 9 [ n [  ( 9 /25) 脳 と 機械 を つ な ぐ技術 （ BrainMachineinterface )
第 l O IIT I ( 10/ 2 ) 先端医療 に 利 用 さ れ る 工学技術
第 1 1 回 ( 1 0/ 2 )  細胞か ら 組織 を 作 る 組織再生医工学
第 12 J n l ( 10/ 9 )  生物培養技術 の 進 展 開 （ 大量培養技術 か ら 動物組織の塙養 ま で ）
第 13 担I ( 10/ 9 )  共生系 を 活用 し た 有 用 生 化学物 質 生 産法 の 開 発
第 1 4 同 ( 10/ 1 6 ) 分離挙動解析理論の 新展 開 （ モ ー メ ン ト 解析法）
第 15 1口 I ( 10/ 1 6 ) 新規分離技術 （ぺ リ キ ュ ラ ー 材料 H ILIC , 生 体 分子 間 相 互 作 用 解析等 ）

1ょ
っ’u
qJ
4A
FU
FO
寸i
QU
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キ ー ワ ー ド 生 命工学， ラ イ フ サ イ エ ン ス ， 医療 ， 倉lj 薬 ， バ イ オ セ ン サ ， バ イ オ 分析機器， 抗体医薬，
脳科学， 食 品 製 造

履修上の注意 生物学 を 大学で学 ん で い る 必要 は な い が で き る 限 り 白 己予習 （教養の生物学程度） を
さ れ る こ と が望 ま し し ＇ o

教科書 ・ 参考書等 各講 師が初 回 の 講義時 に 指示 し ま す 。

成績評価の方法 出 席点， 講義時 の 小 テ ス ト 及 び レ ポ ー ト 提 出 の 総 合点で 6 割以上 を 合格 と す る 。

関連科目 環境 ・ バ イ オ l ， 機器分析 2

生物学， 生 命科学 を 大学で履修 し て い な い 異 分野 の 受講者で も わ か る よ う 基礎 か ら 教授
備考 し 一 方， 学部で履修 し た 専 門 分野 の 近 い受講者 に も 十 分最 新 の 知 見が修得で き る よ う

に 配慮 す る 予定です。

先端環境 ・ バ イ オ 工学特論 E ： 授業計画

回

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

主題と位置付け （担当） 学習方法と 内容
講義概要 と 予定， そ し て 講 ｜ こ の 講義の概要 と 予定 を 説明 す る と と も に ， 受講生 の パ ッ ク グ ラ ウ ン
義 の 進 め 方 に 関 す る 相 談 ｜ ド や 何 を 期 待 し て 履修 さ れ た か を 聞 き ， よ り 関 心 を 持て る 講義 に な る

（ 篠 原 ） ｜ ょ う 相 談 し ま す 。

バ イ オ セ ン サ っ て 知 っ て ま ｜ 医療診断， 倉lj 薬 ス ク リ ー ニ ン グ， 環境計測 ， 食品管理な どで役立 つ で
す か ？ （ バ イ オ セ ン サ の 基 ｜ し E る バ イ オ セ ン サ の 基本構成 計調lj 原理か ら 実 用 ま で を 紹 介 し ま す 。
本 構 成 か ら 実 用 ま で ） ｜ 酵素 セ ン サ ， 免疫 セ ン サ ， 微生物 セ ン サ な ど を 演示実験 も 入 れ て 説明

（ 篠 原 ） ｜ し ま す 。

バ イ オ セ ン サ の 発展 と 応 用
（ 遺伝子工学 ・ 細胞工学の

利 用 か ら 生 体模 倣 セ ン サ ま
で ） （ 篠 原 ）

ア レ イ 技術， 質量分析装置，
高速 D N A シ ー ク エ ン サ 一
等 の 進歩 と 共 に 発展 し た 分
子生物学

（ 黒 津 ）

遺 伝 子 工学 や 細 胞工 学 な ど の バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の 発展 と 半 導 体技
術 ・ 光学計測技術 な どの エ レ ク ト ロ ニ ク ス の 進 展が ド ッ キ ン グ し た 新
規 な バ イ オ セ ン サ の 開 発， さ ら に は 味覚 や I臭覚 な ど生体機能 を 模 倣 し
た パ タ ー ン 認識型 バ イ オ セ ン サ の 開 発 に つ い て 紹 介 し ま す 。

2000年 6 月 の ヒ ト ゲ ノ ム 解読完 了 を 契 機 に バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー は 生
物 学 の 範鴫 を 抜 け 出 し 電子 ・ 情報工学技術 と の 融 合 を へて 更 に 発展
を 続 け て い る 。 現 在 の ポ ス ト ゲ ノ ム 研究時 代 を 支 え て い る の は ． 網羅
的 解析 を 行 う た め の 高速 高 感 度 機器 の 開 発 と 得 ら れ た 膨大 な デー タ
ー を 処理す る た め の情報処理技術 で あ る 。 本講義で は こ れ ら 最新の テ
ク ノ ロ ジ ー を 紹 介す る 。

最新工学技術 に よ る 疾患 の ｜ 第 4 回 の 講義 に 引 き 続 き ， そ の 最新の テ ク ノ ロ ジ ー バ イ オ 分析手法
解 明 と 治療 （ 黒 津 ） ｜ や 機 器 の 病 気 の 診 断 ・ 治療への 応 用 な ど に つ い て 紹 介す る 。

抗体医薬 と は ？
（磯部）

抗体作 製 の 新技術
（磯部）

複 雑 な 脳 の し く み （ 学
習 ・ 三己’憶 メ カ ニ ズ ム を 中 心
と し て ）

( J  1 1 原 ）

現在， 抗体医薬 と 呼 ばれ る 医 薬 品 が注 目 を 集 め て い る 。 人 は 本 来 ， 体
内 に 侵 入 ・ 発生 し た 異物 や 微生物 （抗原 ） か ら 体 を 守 る た め ， 「抗体」
を 産生 し て い る 。 こ の抗体 を 薬 と し て 用 い る こ と で， こ れ ま で有効 な
治療法が な か っ た リ ウ マ チ や痛 に 対 し て 優 れ た 効果 を 持つ抗体医薬が
開 発 さ れ つ つ あ る 。 本講義で は現在 どの よ う に抗体医薬が利 用 さ れ て
い る の か に つ い て 解説す る 。

抗体医薬 は ， 本来 ヒ ト が産生す る 生 体 防 御 分子 を 利 用 す る こ と か ら ，
副 作 用 が 少 な く 大 き な 効果が期 待 で き る 。 し か し 治療効 果 の 高 い抗
体 を 開 発す る に は ， 有 益 な 抗体 を で き る だ け効率的 に 単離 し 生 産 に
結 びつ け る 必要があ る 。 本講義で は 現在 どの よ う な 手法で抗体の ス ク
リ ー ニ ン グが行 わ れ ， どの よ う に 生 産 さ れ て い る か に つ い て 解説す る 。

脳 の 機能 は ， 様 々 な 神経細胞がお 互 い に 結 合 し て 神経 回 路 を 形成 す る
こ と に よ り 発揮 さ れ る 。 し た が っ て ． 脳研究 で は ， 11fil 々 の 要素 の 性 質
と 集 団 の マ ク ロ な 性 質 が どの よ う に 関 わ っ て い る か を 良 く 理解 す る こ
と が重 要 で あ る 。 本講義で は 神経細胞 の電気 的性 質 か ら ， そ れ ら が構
成 す る 神経回路の性質， そ し て ， 脳 の 中 の 様 々 な 領域が関 わ る 学習 ・
記憶 に 関 し て 概説す る 。
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9 
脳 と 機 械 を つ な ぐ 技 術

( BrainMachininterface ) 
（ 川 原 ）

近年， 様 々 な 身体 的 障 害 を 持つ 人 の 機能 を 補完す る た め に ， 脳 の 神経
活動 を 測定 し そ れ に 基づい て 補助器具や機械 を 動 かす技術 の 開 発が
試み ら れ て い る 。 こ の技術 は 障害福祉の た め だ け で は な く ， 人 間 の脳
機能 （情報処理能力 ） を 拡張 さ せ る 可 能性 も 秘 め て い る 。 本講義で は ． 動
物 を 用 い た 研究 を 中 心 に 脳 神経活動 の 測 定技術 と 人への 応 用 や 問 題点
を 材先説す る 。

先端｜実療 に 利 用 さ れ る 工学 ｜ 診断機器， 治療機器 な ど医療 の 現場 に お い て は 様 々 な 工学技術が応 用
10 I 技術 ｜ さ れ て い る 。 そ の し く み や 原理 を 通 し て 工学技術がい か に 医療 の 進

（ 中 村－ ） I 歩 と 関 わ か 貢献 し て い る か を 解説す る 。

細 胞 か ら 組織 を 作 る 組織再
1 1  ｜ 生 医工学

（ 中 村 ）

生物培養技術 の 進展 開 （ 大
量培養技術か ら 動物組織の

12 I 
培養 ま で ）

（星野）

共生系 を 活用 し た 有 用 生 化
13  I 学物 質生産法の 開 発

1 4  

1 5  

（ 星野 ）

分離挙動解析理論 の 新展 開
（ モ ー メ ン ト 解析 法 ）

（ 宮 部 ）

新規分離技術 （ぺ リ キ ュ ラ
ー 材 料， HILIC， 生 体 分 子
｜問 中目 立 作 用 解析等）

（宵部）

先端機器分析特論 I

疾 病 や 外傷 な ど に よ っ て 失 わ れ た 組織や臓器機能 を 細 胞 の 力 を 用 い て
修復 － 置換 － 再現 ・ 増 強 す る 再生医療 や組織工学。 そ の 基礎 と 現状，
問 題点 を 概説 し 最先端 の 研究 に つ い て 紹 介す る 。

生 物 の 代 謝機能 を 活用 し た 物 質生 産 や 動植物組織 に よ る 各種生理活性
評価 ・ モ デ ル 化 な ど生物 を 用 い た 技術 開 発 は そ の 用 途 の 広 が り と と も
に 急速 に 進 ん で い る 。 特 に 培養技術 は 生物 の 代謝 ・ 機能 解 明 な ど
と と も に そ の 生 物 の 特性 を 十 分 発揮 さ せ る た め の 培養素材 の 開 発， 培
養条件， 培養装 置 な どが行 わ れ て お り 注 目 さ れ る 技術 に な っ て き た 。
本講義で は 微生物 に よ る 工業 化 を 目 指 し た 大量培養技術か ら 皮 府 等 の
三 次元培養技術 ま で最先端 な 技術 を 紹 介す る 。

水環境， 土壌環境， 発酵 食 品 内 や 体 内 の 消 化管 な どで は 多種 多 様 な 生
物が共生 し て い る 。 こ れ ら の 環境 で は ， 同 種生物 間 及 び異種生物 問 の
物 質移動 ・ 接触 な ど の 相 互作 用 に よ り そ の 代謝や物 質 生 産 の 調整 ・
制 御が 行 わ れ て い る こ と が次 第 に 明 ら か に な っ て き た 。 そ こ で， こ の
よ う な 共生 系 を 活用 し た 物 質生 産 の 実 例 を 取 り 上 げ そ こ で活躍 し て
い る 生物 の 分析方法， 共生系 解析培養技術 な ど を 解説す る と と も に ，
今 後 の 動 向 に つ い て 展 開 に つ い て 紹 介す る 。

高速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー は ， バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー ， 医学薬学や フ
ァ イ ン ケ ミ カ ル な どの 様 々 な 分野でl幅広 く 使用 さ れ て い る 。 そ の 分離
挙動 を 解析す る 場 合 従 来 か ら 「段理論」 と 「 速 度論」 が利用 さ れ て
き た 。 現 在 で は 新 た に モ ー メ ン ト 理論が ク ロ マ ト 分離系 の 保持平衡
や 物 質移動速 度 の 定量 的 な 解析 に 利 用 さ れ て い る 。 本 講義で は 主 に ，
モ ー メ ン ト 解析理論の 概要 を 解説 し ， ク ロ マ ト 分離系への 適 用 に つ い
て 紹 介す る 。

高速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に は ， 現在 も 更 な る 高性能化， 高 速 化 と
ミ ク ロ 化が要求 さ れ て お り ， こ れ に 対応 し た 新規 分離 シ ス テ ム お よ び，

様 々 な 構 造的特徴 （ 形状や 多孔性） を 有す る 分離材が開 発 さ れ て い る 。
本講義 で は 新規分離系 の 具 体 例 と し て ， ぺ リ キ ュ ラ 一 分離材 と 親 水性
相 互 作 用 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ HI LIC） を 採 り 上 げ そ の 分離特性 を
解説す る 。 ま た ク ロ マ ト グ ラ フ イ 一 系 を 利 用 す る 生体分子 間 相 互作 用
の 解析法 に つ い て そ の 概要 を 紹 介す る 。

授業科目名
先端機器分析特論 I（英文名）
《 富 山 大学大学 院理工学研究部 （ 工学） 〉 （ 機器分析 セ ン タ ー ） 小平憲一， 小野恭 史

（ 工学部） 松 田 健二， 丹保豊和， 佐伯 淳
〈富 山 高等専 門学校〉 袋布 昌 幹

担当教員 （所属） 《外部講師》 富 山 県工業技術 セ ン タ ー 岩坪 聡
《外部講師》 側 目 立ハ イ テ ク ノ ロ ジ ー ズ 大西 毅
〈外部 講 師〉 京 都 工 芸繊維大学 名 誉教授， 富 山 大理工学研究科非常勤 講 師 塩 尻 拘
〈 外部講師〉 オ ッ ク ス フ ォ ー ド ・ イ ン ス ト ウ ル メ ン ツ （械 森 田博文

開講 日程 6 月 － 8 月 木曜 日 6 , 7 限 ｜ 単位数 I 2 単 位
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連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等） 富 山 大学機器分析 セ ン タ ー （445 - 6825) 

オ フ ィ スアワ ー （ 自 由質問時間） 土H程 日 － 随時

授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目標）
先端科学技術 の 発展 に は 物 質 の ナ ノ レ ベ ル で の 構 造 と 機能 に 関 す る 情報が， 極め て 重要 で あ る 。 本授業
で は ， 最 新 の 大型 分析機器 を 用 い た 物 質 の 解析 な ら び に 分析 の 原理 と 応 用 を 解説す る 。 又， 演宵 で は ， 機
器分析取 り 扱 い の 実際 を 学習 す る 。

又， 演習では， 機器分析取 り 扱いの実際を学習する 。
1 ） 大型 分析機器 を 理解 で き る 。
2 ） 機器 の 原理 を 理解 で き る 。
3 ） 機器 を 用 い て 何がで き る か を 理解 で き る 。
4 ） 機器の取 り 扱 い を 理解 で き る 。
5 ） 機器 を 用 い た 応 用 研究 を 模索 で き る 。

授業計画 （授業の形式， スケジュ ール等）
第 l 回 （ 6 /24) 

第 2 1百 I ( 6 /24 ) 
第 3 回 （ 7 / 1 )  
第 4 回 （ 7 / 1 )  
第 5 回 （ 7 / 8 )  
第 6 巨I ( 7 / 8 )  
第 7 回 （ 7 / 15 )  
第 8 1互I ( 7 / 1 5 )  
第 9 回 （ 7 /22) 
第 10 同 （ 7 /22) 
第 1 1 同 （ 7 /29) 
第 12 回 （ 7 /29) 
第 1 3 回 （ 8 / 5 )  
第 14 IE!_f ( 8 / 5 )  
第 1 5 [l_i_ [ ( 8 / 19 )  

キ ー ワ ー ド
履修上の注意
教科書 ・ 参考書等
成績評価の方法
関連科目
備考

大型 分析機器 と は
分析機器の 得意， 不 得意， 守備範囲 に つ い て
分析機器 そ の 1 - X 線 回 折 の 基礎 と 応 用 －
分析機器そ の 2 － 蛍光 X 線分析 グ ロ ー 放電発光分光分析の 基礎 と 応 用 一
実宵 1 - x 線 回折装置 蛍光 X 線 回 折装 置 －
実宵 2 － グ ロ ー 放電 発光分光分析装 置 －
分析機器そ の 3 － 硬 さ と 密着 度 の 測 定 の 基礎 と 応 用 －
分析機器その 4 － オ ー ジ、 ェ電子， X 線光電子 分光法な ど 表面 分析の基礎 と 応 用 －
分析機器そ の 5 － 電子 ビ ー ム の 関 わ る 分析 法 －
分析機器そ の 6 － 透過電子顕微鏡 の 基礎 と 応 用 －
分析機器そ の 7 － 収束 イ オ ン ビ ー ム 加工観察装 置 に ｜刻 す る 基礎 と 応 用
分析機器そ の 8 － 電子 後方 散乱 回 折 （ EBSP ） 法 の 基礎 と 応 用
分析機器そ の 9 高 角 度環状暗視野走査透過型電子顕微鏡法 の 基礎 と 応 用
分析機器そ の 10 － 透過電子顕微鏡の 試 料作製
実習 3 － 透過電子顕微鏡観察
実習 4 － 透過電子顕微鏡観察
ま と め

物理 化学 化学分析 大型分析機器

物理 ・ 化学 の 基礎 知 識 （ 大学卒業 程 度 ） を 必要 と す る

授業 で指定す る

出 席 と レ ポ ー ト

物理 化学 固 体物理 分析化学

先端機器分析特論 I ： 授業計画

回 主題と位置付け 学習方法と 内容 （講義概要）

小平
袋布
佐伯
佐伯
小野
小野
岩坪
丹保
松田
松田
大西
森 田
塩尻
松 田
松 田
松 田

－ 大型 分析機器 と は 本講義の は じ め と し て ， 機器分 析 の 定義 と ， 富 山 大学機器分析 セ ン タ
（ 小平 ） ー と そ の 所属 － 笠録機器の 概要 を 説明 す る 。 各分析機器の 得意， 不 得

－ 分析機器の 得意， 不得意 意守備範囲 に つ い て 述べ る 。 X 線の 波 長 は 結品構造 と ｜叶 程 度 で あ り

1 
守備範囲 に つ い て 干 渉す る た め に ， X 線 Im折法 に よ り 結 晶 の 構造 を は じ め と し て ， 中日 の

（ 袋布 ） 同 定や結品 配向性 応 力 測 定 格子定数変化等様 々 な 現 象 を 調べ る こ
－ 分析機器 そ の l X 線 回 折 と が出 来 る 。 本講義で は そ の 原理や 基本 的 な 粉末 X 線 回 折測 定時 に お

の 基礎 と 応 用 け る 注意事項， ノ ウ ハ ウ を 示す と 共 に ， 一 歩 進 ん だ測定法 に つ い て 解
（ 佐伯 ） 説す る 。
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2 

分析機器そ の 2 蛍光 X 線分
析， グ ロ ー 放電 発光分光分
析 の 基礎 と 応 用

（ 佐伯 ）

qu
－
A斗A

実背 l
X 線 回 折装 置 ， 蛍光 X 線 回
折装 置
実習 2
グ ロ ー 放電発光分光分析装
置

（ 小野 ）

5 
分析機器そ の 3 硬 さ と 密 着
度 の 測 定 の 基礎 と 応 用

（ 岩坪 ）

分析機器そ の 4 オ ー ジ ェ 電

6 l 子 ， X 線光電子 分光法 な ど
表面分析 の 基礎 と 応 用

（丹保）

分析機器そ の 5 電子 ビ ー ム
7 ｜ の 関 わ る 分析法

（ 松 田 ）

分析機器そ の 6 透過電子顕
8 ｜ 微鏡の基礎 と 応 用

（ 松 田 ）

分析機器そ の 7 収束 イ オ ン

9 ｜
ビ ー ム 加工観察装 置 に 関 す
る 基礎 と 応用

（ 大西 ）

分析機器 そ の 8 電子 後 方散
乱J 1 1 ［折 （ E B S P ） 法 の 基

10 I 
礎 と 応 用

（ 森 田 ）

1 1  

分析機器そ の 9 高 角 度環状
晴視野走査透過型電子顕微
鏡法 の 基礎 と 応用

（ 塩尻）

物 質 に X 線 を 照射す る と ， そ の 結果 と し て 中 に 含 ま れ て い る 元素 に
応 じ た X 線 を 検 出 す る こ と 構 成元素 の 種類や量 を 調べ る こ と が出 来
る 。 本講義で は ， こ れ ら 蛍光 X 線分析 に お け る 原理や 基本 的 な 測 定法
に つ い て 解説 を 行 う 。 ま た 近年注 目 を 浴 びて き て い る グ ロ ー 放電発光
分光分析法 に よ る 元素分析や デ プ ス プ ロ フ ァ イ ル に つ い て の 原理や測
定法 に つ い て も 解説す る 。

金 属 系 複 合材料の 使用 は 近年大 き く 伸 びて お り 極表面 層 や 薄 膜 を 取
り 扱 う 機 会が非常 に 多 く な っ て き た 。 そ の結果， 異種材料の 界面 の 接
合性 に 関 す る 分野 は 極 め て 重要 と な っ て き て い る 。 本研修で は ， 比較
的一般化 し て い る い く つ か の 分析手段 を 用 い そ れ ら の 実演 ・ 実習 を
通 し て 表面 や 薄膜 の 解析 に 必要 な プ ロ セ ス や デー タ の 解析 の 仕 方 ， 手
法 の 可 能性や 限 界お よ び問 題点 な ど に つ い て そ れ ら の 一 端 を 理解す
る こ と を 目 的 と し て い る 。

膜 を 応用 し た 製 品 を 実用 化す る 場合 膜 の 硬 さ や密着性 は 非常 に 大切
な 値 で あ る 。 膜の 硬 さ は 硬 度計 を 用 い て 簡単 に 評価 す る こ と がで き
る が， 最新の 分析機器 に お い て は ， ナ ノ 領域 に お け る 押 込み荷重 に 対
す る 押 込み 深 さ を 連続的 に 記録す る こ と がで き る 。 そ の デー タ を 詳細
に 解析す る こ と で ナ ノ レ ン ジ の 薄 い 領域 の 膜材料の 硬 さ 分布 の み な
ら ず＼ 材料の 変 形挙動 に 基づ く 弾性係数 も 求 め る こ と がで き る 。 こ れ
ら の 手法 に つ い て 解説す る 。

半導体 な ど， 材料の表面 か ら 2 ～ 3 nm 以 下 の 層 に 注 目 す る 。 講義で
は ， そ の 薄 い 表面層 の組成， 化学結 合状態， 電子状態， 表面の 凹 凸 な
ど を 測定す る こ と の で き る 表面 分析法 （ オ ー ジ ェ 電子分析法， X 線光
電子分光法， 走査 ト ン ネ ル 顕微鏡， 原 子 間 力 顕微鏡 な ど） の 測 定原理
を 学 び， 具 体 的 な 事例 を 取 り 上 げ， 理解 を 深 め る 。

電子 ビ ー ム を 用 い た 分析方法 は ， ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー 技術 に 代 表 さ れ る
よ う に ， 現 在 の 材料 開 発 に は な く て は な ら な い 方法です 。 そ の 理 由 を
理解 し て い た だ く た め に ， どの よ う な 方法があ り ， 具体 的 に どの よ う
な 情報が得 ら れ る の か を 紹 介 し ま す 。

電子 ビ ー ム を 用 い た 材料解析方法 と し て 電子顕微鏡法 は 材料 中 の 微
細 な 組織 の 形態 と そ の構 造 を 同 時 に 検 出 で き る 画期的 な 方法で す。 こ
こ で は どの よ う な 原理で， どの よ う な 解析結果が得 ら れ る の か を 走査
型電子顕微鏡法 と 比較 し な が ら ご紹 介 し ま す。

微細 デソ て イ ス や高機能材料に お け る 不良解析や プ ロ セ ス 解析の 分野で
活躍 し て い る 集 束 イ オ ン ビ ー ム （ F I B ） 加工技術 に つ い て ， 以下 の
観点か ら 概説す る 。 ①加工観察応 用 を 主 目 的 と す る F I B 装 置 の 構 成

（ ガ リ ウ ム 液体 金属 イ オ ン 源， イ オ ン 光学系 な ど） ， ② F I B 加工 （ 主
と し て 断面加工） の 特性 と 特長， ③マ イ ク ロ サ ン プ リ ン グ法 を 含め た
T E M/ S T E M 試料作 製 ， ④マ イ ク ロ フ ア プ リ ケ ー シ ョ ン への 展 開 。

走査型電子顕微鏡 を 用 い た 電子 後 方散乱 回 折 （ EBSP ） 法が普 及 し だ
し て お よ そ 10年が経 ち ， 今で は 金属 材料 ・ 電子材 料 な ど を 中 心 に 集 合
組織の 解析 に は 不 可 欠 の 分析法 に な っ て い ま す 。 こ の EBSP の 歴 史 ・
基礎 を 解説 し 現 在 の 高 速 EBSP の シ ス テ ム ま で を 紹 介 し ま す。

電子顕微鏡法 は 材料の 開 発研究 に 非常 に 有効 な 手段 で あ り ま す が， そ
の 観 こ の 講義で は最近材料解析で よ く 使わ れ る よ う に な っ た 高 角 度環
状 暗 視 野 走 査 透 過 型 電 子 顕 微 鏡 法 ［ High-Angle Annular Dark Field 

( HAADF)  Scanning Transmission Electron Microscopy (STE M ) ] 
に つ い て ， 説明 を し ま す 。

分析機器そ の 10透過電子顕 ｜ 察試料の作製方法 に よ っ て は ， ま っ た く 異 な る 結果が得 ら れ る こ と が
微鏡の 試料作製 ｜ あ り ま す 。 実際 の 試料 の 作 製 方法 と 得 ら れ る デー タ ， そ し て よ く あ る

（ 松 田 ） ｜ 落 と し 穴 に つ い て ご紹 介 し ま す 。

実習 3 透過電子顕微鏡観察 ｜ 電子 ビ ー ム を 用 い た 材料解析方法 と し て ， 実際 に 透過型電子顕微鏡 と
（ 松 田 ） ｜ 走査型電子顕微鏡 の サ ン プ ル 作 製 を し ま す 。

12  

1 3  
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実 宵 4 透過電子顕微鏡観察 ｜ 電子 ビ ー ム を 用 い た 材 料解析方法 と し て ， 実 際 に 透過型 電 子顕微鏡 と
14 I I 

（ 松 田 ） ｜ 走 査型 電子顕微鏡 に 触 れ ， デ ー タ を 得 て い た だ き ま す。

15  ｜ ま と め ま と め と し て ， 質疑応 答 を お こ な い ． 本講義で得 た 成 果 を 検討す る 。

先端機器分析特論 E

授業科目名
先端機器分析特論 E（英文名）
〈 富 山 大学大学 院理工学研究部》 （ 機器分析 セ ン タ ー ） 小平憲一， 小野恭 史

（工学部） 寺 山 清志， 黒 田 重靖， 佐伯 j享 ， 安 川 洋生， 加 賀 谷重治， 堀 野
良和

担当教員 （所属） （ 理学部） 金森 寛 ， 唐 原 一郎
〈 富 山 高等専 門学校 〉 袋布 昌幹
〈 外部講師》 （側 目 立 ハ イ テ ク ノ ロ ジ ー ズ 多持隆一郎 ・ 和 気 泉
〈 外部講師〉 側 リ ガ ク ；平I 」 号両主旦主
《外部講師》 （槻島津総合分析試！検セ ン タ 一 塩見 紘一

開講 日程 10 月 － 12 月 土曜 日 1 , 2 限 ｜ 単位数 I 2 単位

連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等） 富 山 大学機器分析セ ン タ ー 076 - 445 - 6825 

オ フ ィ スアワ ー （ 自 由質問時間） 木曜 日 16時以降

授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目 標）
先端科学技術 の 発展 に は 物 質 の ナ ノ レ ベ ル で の 構造 と 機能 に ｜刻 す る 情報が重要であ る 。 本授業 で は ． 最
新の 大型分析機器 を 用 い た 物 質 の 解析 な ら び に 分析の 原理 と 応 用 を 解説す る 。 又， 演習 で は ， 機器分析取
り 扱 い の 実 際 を 学修す る 。

達成目標
1 .  大型 分析機器 を 理解 で き る
2. 機器の 原理 を 理解 で き る
3. 機器 を 用 い て 何がで き る か を 理解 す る
4. 機器の取 り 扱 い を 理解 で き る
5. 機器 を 用 い た 応 用 研究 を 模索 で き る

授業計画 （授業の形式 スケジュ ール等）
第 1 I百I ( 10/23) 大型 分析機器 と は ， 分析機器の 得 意 － 不 得意 ・ 守備範 囲 に つ い て 小 平 ・ 袋布

分子構造解析そ の l X 線 恒｜ 析 の 基礎 と 応 用 佐伯
第 2 回 （ 10/23) 分子構造解析そ の 2 D N  A シ ー ク エ ン サ ー を 用 い た 遺伝子情報の 解析 安 川
第 3 I HJ  ( 10/30) 分子構造解析そ の 3 熱 分析 の 基礎 と 応 用 寺 山
第 4 lfll ( 10/30) 分子構造解析 そ の 4 化学 ・ 製薬産業 に お け る 熱分析お よ び X 線粉末法の応用 ！平
第 5 1豆I ( 1 1 /  6 )  分子構造解析 そ の 5 核磁気共鳴 を 用 い る 分子構造解析の基礎 と 応 用 黒 田
第 6 巨I ( 1 1 / 6 ) 分子構 造 解析 そ の 6 光を用 いた分析技術の基礎と応用 UV-vis, FTIR， ラ マ ン 分光 ノ三ヘ区 本オ木ミこ
第 7 回 (1 1 / 13) 分子構造解析実習 l 熱 分析法 小野
第 8 回 ( 1 1 / 13 ) 分子構造解析実習 2 核磁気共鳴装置 堀野
第 9 恒I ( 1 1 /20) 分離 － 分析 そ の I 誘導結 合 プ ラ ズマ 発光分光分析 の 基礎 と 応 用 加 賀 谷
第 10 回 ( 1 1 /20) 分離 ・ 分析 そ の 2 ク ロ マ ト に よ る 分離 ・ 分析 の 基礎 と 応 用 話� 見
第 1 1 回 ( 1 1 /27) 分離 － 分析 － 構造解析 そ の l L C - M S / M S 手「 ｜ 気
第 12回 ( 1 1 /27) 顕微形態 分析そ の l 走査電子顕微鏡 の 基礎 と 応 用 多持
第 13回 （ 1 2/ 4 )  顕微形態分析実習 l 低真空顕微鏡観察 － 遺伝子増 幅 と リ ア ル タ イ ム 解析 小野
第 14回 （ 12/ 4 )  顕微形態分析実習 2 共焦点 レ ー ザー 顕微鏡観察 唐 原
第 15 IITI ( 12/ 1 1 ) ま と め

キ ー ワ ー ド 物理 化学 化学分析 大型 分析機器

履修上の注意 物理 － 化学 の 基礎 知 識 （ 大学卒業程度） を 必要 と す る

教科書 ・ 参考書等 授業で指定す る

成績評価の方法 出 席 と レ ポ ー ト

関連科目 物理 化学 問 体物理 分析化学
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先端機器分析特論 E ： 授業計画

回

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

主題と位置付け

・ 大型分析機器 と は （ 小平 ）
－ 分析機器の得意， 不得意，

守備範囲 に つ い て （ 袋布 ）
・ 分子構造解析 そ の l x 

線 ｜可 析 の 基礎 と 応 用
（ 佐 伯 ）

分子構造解析 そ の 2
DNA シ ー ケ ン サ を 用 い た
遺伝子’情報の 解析

分子構造解析そ の 3
熱 分析 の 基礎 と 応 用

（ 安 J , , )

（ 寺 山 ）

学習方法と 内容 （講義概要）
－ 本講義の は じ め と し て 機器分析 の定義 と ， 富 山 大学機器分析 セ ン
タ ー と そ の 所 属 ・ 登録機器 の概要 を 説明 す る 。
－ 各分析機器の 得意， 不 得意守備範 囲 に つ い て 述べ る 。
· X 線 の 波 長 は 結 品 構 造 と 同 程 度 で あ り 干渉す る た め に ， X 線 凶折法

に よ り 結 品 の 構造 を は じ め と し て ， 相 の ｜司 定 や 結 晶 配向性， 応 力 測定，
格子定数変 化等様 々 な 現 象 を 調べ る こ と が出 来 る 。 本講義で は そ の 原
理や基本 的 な 粉末 X 線 ｜「1 ［折測定時 に お け る 注意事項 ノ ウ ハ ウ を 示す 。

生物 の 遺伝子情報 は A , G,  C ,  T の 4 種類 の 塩基で コ ー ド さ れ て お り ，
こ れ ら 4 塩基 の 配列 に よ り 遺伝子 産物 （ タ ン パ ク 質等 ） の 機能が決め
ら れ て い ま す。 そ の た め 塩基配列 を 解説す る こ と が遺伝子産物 の 機能
を 解 明 す る 第一 歩 と な り ま す 。 本講義 は 塩基配列 決定法 に 関 す る 基
本 原理が理解 で き DNA オ ー ト シ ー ケ ン サ の 機能が理解 で き る よ う
に な る こ と を ね ら い と し ま す 。 専 門 用 語 に は 注釈 を 加 え な が ら ， 多 く
の 方 々 が興味 を 持 て る よ う に 講義 を お こ な う 予定です。

我が国が世 界 で最 初 に 開 発 し た 熱天 秤 の 技法 を 中 心 に ， 各種熱分析法
の 基 礎 的 原理， 解析法 を 理解 し 耐熱試験， 熱 劣 化， 原材料の検査 ・
品 質管理等へ の 応 用 に つ い て 知 る 。

分子構造解析そ の 4 ｜ 薬物 は 通常有機物 の 個 体 で あ っ て ， 物 理 的 お よ び化学的性 質 の 異 な る
化学 － 製薬 産業 に お け る 熱 ｜ 多 数の 結晶 多 形が存在す る こ と が 多 々 あ る 。 こ の結 晶 多 形 の 様 々 な 性
分析お よ び X 線粉末法 の 応 ｜ 質 を 研究す る た め ， い ろ い ろ の 分析手法が使わ れ る 。 本講義で は 製薬
用 ｜ 企業の 研究室 で新薬 の探索か ら 商 品 化 に 至 る ま で の 過 程 で ， 薬 物 の 物

( J辛 ） ｜ 性評価 に 必要 な 熱 分析 及 び X 線粉末 の 様 々 な 役割 に つ い て 述べ る 。

分子構造解析 そ の 5 ｜ 分 子 の 構 造 を 決定す る 最 も 汎用 的 で重要 な プ ロ ト ン ， 炭素等の 核磁気
核磁気共鳴 を 用 い る 分子構 ｜ 共鳴 ス ペ ク ト ル 測定装置の 原 理 と 具 体 的 な サ ン プ ル を 用 い て ス ペ ク
造解析 の 基礎 と 応 用 ｜ ト ル の 測定法 を 修得 し 測 定 し た ス ペ ク ト ル の 解 析 に よ り 構造 を 決定

（ 黒 旧 ） ｜ す る 方法 を 修得す る 。

分子構造解析そ の 6
光 を 用 い た 分析技術 の 基礎
と 応 用 UV-vis, FTIR， ラ
マ ン 分光 （ 金森）

分子構造解析実習 l
熱分析法

分子構造解析実官 2
核磁気共f!鳥 装 置

（ 堀 野 ）

分離 ・ 分析 そ の l

（ 小野）

誘導結 合 プ ラ ズ マ 発光分光
分析の基礎 と 応 用

（ 加 賀 谷 ）

可視紫外吸収 ス ペ ク ト ル は 一般 に 電子 選移 に よ っ て 起 き る 光吸収で
あ る 。 一 方， 赤外線吸収 （ IR） と ラ マ ン 散乱 は ， 分子振動 に よ っ て 引
き 起 こ さ れ る 。 こ れ ら の ス ペ ク ト ル か ら 何が分か る か， どの よ う な 場
合 に 有 用 か， 解析 は どの よ う に 行 う か， に つ い て 説 明 す る 。

第31可 ， 第4 回 で 習 得 し た 原 理 に 基 づ き ， 熱 重 量 測 定 （TG）， 示 差 熱 分 析
(DTA） の 基本 的 な 測 定 方法 を 習 得 し ， 得 ら れ た デー タ の 解析 を 行 う 。
ま た ， 熱 分析 過 程 で 試 料 か ら 発 生 し た 気 体 を MS 分 析 （TG - MS） に
て ｜叶 定 を 行 う 。

第 5 凶 で学習 し た 核磁気共 鳴 装 置 （ NMR） の 基礎 に 基づ き ， 測 定試料
の調整法や 各 種測定手法 を 実際 に 行 い ま す。 本講義で は ， 測定機器の
操作方法等 を 単 に 覚 え る だ け で な く ， 装 置 の 原理 と 測 定法 を 体系 的 に
理解 し 応 用 能 力 を 養 い ま す。 ま た ， 実際 に 得 ら れ た ス ペ ク ト ル か ら 解
析 を 行 い構造決定の 手法 を 学ぶ と と も に 化 合物特有 の構造 を 核磁気
共鳴 ス ペ ク ト ル か ら 決定で き る こ と を 目 的 と し て い ま す。

誘導結 合 プ ラ ズ マ 発光分光分析 ( ICP-AES） は ， 水溶液 中 の 元素定量
に 広 く 用 い ら れ て い ま す 。 測定対 象 元素が 多 く ， 希 ガ ス ， ハ ロ ゲ ン ，
窒素， 酸素 な ど を 除 く 約70種 の 元素 の 同 時定性 ・ 定量が可 能 で ， 検 出
可能濃度 も ppm ～ ppb ( 10 - 3 ～ 1 0 - 6 g / L ) レ ベ ル と 比較 的 高 感
度 で す 。 こ こ で は 原 子 発光の 原理 と 装 置 の 構 造 に つ い て 概説す る と
と も に ， 応 用 例 を い く つ か紹 介 し ま す 。

l 試料の 分析 に お い て ， どの よ う な 成 分が， どの よ う な 状態 で ， ど れ だ
分離 ・ 分析 そ の 2 ｜ 1 け あ る か を 分析す る 場合， ほ と ん どが未知物 で あ る 。 こ の よ う な 物 質
ク ロ マ ト グ ラ フ イ ー に よ る ｜｜ の 定性 ・ 定量 分析 に は ， ま ず， 分析前 に 目 的物 質 を 共存 す る 多 成 分 と
分離 ・ 分 析 の 基 礎 と 応 用 ｜ ｜ 分離 し た の ち H 的物 質 の 分析 行 う 。 本 講義で は ， 物 質 の 相 互作 用 を 利

（ 塩 見） ｜l 用 し て 分離す る ク ロ マ ト 法の 分析 原 理， お よ び応 用 事 例 を 紹 介す る 。
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1 1  

1 2  

1 3  

14  

1 5  

分離 ・ 分析 ・ 構造解析 そ の l
LC - MS/MS 

（和気）

顕微形態分析そ の l
走査電子顕微鏡の基礎 と 応
用

（ 多持）

本講義で は ， 物 質分析の基本であ る 分子量 を 測 る 質量分析法の ， 最新
科学技術の 中 での 位置づけ を 理解す る 。 多 岐 に わ た る 応 用 分野の 中 で
も ， 特 に ， 溶液試料 を 液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ( liquid chromatography, LC ) 
に よ り 試 料 分 離 し た 後 に タ ン デ ム 質 量 分 析 （tandem mass 
spectrometry , MS/MS） 法 に て検出す る LC - MS/MS 装置 を 中 心 と
し た 分析原理， お よ び応 用事例 を 概観す る 。

現在， 材料解析 は ， 大 き く 分 け て ， 化学分析 に よ る 物 質 ｜司 定解析 と 状
態観察 に よ る 形態観察 に 別 れ る 。 こ の う ち ， 形態観察 で は ， 顕微鏡 に
よ る 解析が主流であ る 。 本講義で は ， 表而観察用 の大型分析機器であ
る 走査電子顕微鏡の 原理か ら 応 用 を 示す。 ま た 実際の フ ィ ー ル ドで
どの よ う な 解析で応用 さ れ て い る か を 示 し 走査電子顕微鏡の 解析分
野での 位置付 けや適用 を 報告す る と 共 に 機器 と し て の 使用 方法 も 千
わせて 解説す る 。

I 「卓上低真空走査電子顕微」 は 従来 の SEM で は で き な か っ た 含水一試
顕微形態 分析実習 1 I ｜ 料の 数千倍程度の観察が非常 に 簡便 に で き る た め ， 生物 や 食 品 ， 繊維
低真空顕微鏡観察， 遺伝子 ｜！ な ど様 々 な 試料の 微細構造の観察 に 利 用 さ れ て い る 。 本講義で は ， 生
増rj1j;;\ と リ ア ル タ イ ム 解析 ｜ ｜ 物試料 を 観察す る と 共 に ， そ こ に 含 ま れ る 遺伝子 を ， リ ア ル タ イ ム 遺

（ 小野） ｜l 伝子増幅装 置 を 用 い て 増 幅 し 解析す る 。

顕微形態分析実習 2
共焦点 レ ー ザー 顕微鏡観察

（唐原）

ま と め

共焦点 レ ー ザー 顕微鏡 は 細胞内 の特定の 分子 を 蛍光色素や蛍光抗体
で標識 し そ の 局 在 を 観察す る た め に 用 い ま す。 用 途 は蛍光観察法に
限 ら れ ま すが， レ ー ザ一 光源 と 共焦点光学系 を 用 い る こ と で， 焦点面

(XY 平面） と 深 さ （Z ） 方 向 の 全て の方向 で分解能 を 高 め ， 光学顕微
鏡の分解能の理論的 限 界 に 迫 る 分解能 を 実現 し い ま や細胞 レ ベ ル で
の生 命科学研究 に と っ て は必須の機器 と な っ て い ま す。 こ の授業で は ，
蛍光観察法の基礎 の 説明 か ら 実際の試料観察の デモ ま で行 い ま す。

ま と め と し て ， 質疑応 答 を お こ な い ， 本講義で得 た 成 果 を 検討す る 。

IT · 数値 解析特論 I

業科目 名 IT · 数値解析特論 I（英文名）
《富 山 大学大学院理工学研究部 （ 工学） 》 田 島 正登， 宮腰 ｜登 ， 柴 田 枠司
《富 山大学 総合情報基盤セ ン タ ー 》 irj- 1野 浩二

担当教員 （所属） 外部講師 〈 会津大学 コ ン ピ ュ ー タ 理工学部〉 大川 知
外部講師
外部講師

開講学期 4 月 － 6 月 土曜 日 3 '  4 限
対象学年
単位数 2 

連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等） J taj ima,miyagosi,shibataf@),eng.u-toyama.ac.jp, 
okino@itc.u-toyama.ac.jp 

オ フ ィ スアワ ー （ 自 由質問時間）
授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目標）
コ ン ピ ュ ー タ は ネ ッ ト ワ ー ク に接続 さ れ て 初 め て そ の 威力 を 発揮す る と い う 意味で． コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ
ト ワ ー ク に 関 す る 理解は不可欠 で あ る 。 ま た ， こ れ に 伴 い ネ ッ ト ワ ー ク の 信頼性 （ 誤 り 無 く 情報 を 伝達

す る ） や安全性 （ セ キ ュ リ テ ィ ） の 問題が益 々 重要 と な っ て い る 。 こ の 講義で は ネ ッ ト ワ ー ク や情報セ
キ ュ リ テ ィ に 関 係す る 基礎的 な 内容 を 理解す る と 共 に ， 最近 の 関 連技術， ま た 応 用 等の理解 を 深 め る こ と
を H 的 と す る 。
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達成目標
1 ) ICT ( Information and Communication Technology） の現状や 今後の展開等 に つ い て理解す る 。
2 ） 暗号等の安全性の根拠 と な っ て い る 計算量の 問題や計算可能性 に つ い て理解す る 。
3 ） 暗号技術の 基礎事項 を 理解す る と 共 に 最新の 暗号技術 に つ い て も 理解 を 深 め る 。
4 ） ネ ッ ト ワ ー ク の構造や プ ロ ト コ ル な ど コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク に 関 係す る 基本事項 に つ い て 理

解す る 。
5 ） ネ ッ ト ワ ー ク を 取 り 巻 く 脅 威 と そ の対策， ま た 利 用 者が守 る べ き 情報倫理等 に つ い て理解 を 深 め る 。

授業計画 （授業の形式， スケジュ ール等）
第 l 回 （ 4 / 1 7) ICT 概論 ICT の 広が り と 現在 の 役割 に つ い て の概論 沖野
第 2 回 （ 4 /17) 暗号技術 （ 公開鍵暗号） DH 型 公開鍵配送法， RSA 暗号， ElGamal H青号 田 島
第 3 回 （ 4 /24) 計算可能性（ 1 ) 計算可能性お よ び計算量 に つ い て 大 川
第 4 1111 ( 4 /24 )  計算可能性（ 2 ) 計算可能性お よ び計算量 に つ い て （続 き ） 大 川
第 5 IITI ( 5 /15 )  暗号技術 （ 秘密鍵暗号） DES,  AES.  Feistel 構造， SPN 構造 外部講師
第 6 回 （ 5 / 1 5) 最新の 暗号技術 ウザ ェ イ ユ対， 双線形性， 量子暗号 外部講師
第 7 回 （ 5 /22 ) 認証， PKI 認証方式， PKI 概論 田 島
第 8 回 （ 5 /22 ) 伝送方式 誤 り 訂正符号 な ど 田 島
第 9 阿 （ 5 /29) TCP / IP ( 1 ) OSI 参照 モ デル と TCP / IP 宮腰
第lOIH I ( 5 /29) TCP / IP  ( 2 )  ネ ッ ト ワ ー ク の構 成要素 宮腰
第 l l !IT I ( 6 / 5 )  コ ン ビュー タ ・ ウ イ ル ス Computer Virus の実態 外部講師
第 12巨I ( 6 / 5 )  ネ ッ ト ワ ー ク － セ キ ュ リ テ イ injection や exploit の実態 外部講師
第 13回 （ 6 / 12 )  ネ ッ ト ワ ー ク 管理 サ ー バ管理 と ネ ッ ト ワ ー ク 管理 柴 田
第 1 4 回 （ 6 /12 )  リ ス ク － マ ネ ジ メ ン ト 情報 リ ス ク の把握 沖野
第 15 1百 I ( 6 / 19 )  知的財産， 情報倫理， 関係法令 情報関連法令 沖 聖子

キ ー ワ ー ド ネ ッ ト ワ ー ク ， 情報／ ネ ッ ト ワ ー ク ・ セ キ ュ リ テ イ ， 暗号， 計算量， ネ ッ ト ワ ー ク 管理，
リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト

履修上の注意
教科書 ・ 参考書等
成績評価の方法
関連科目

IT · 数値解析特論 I ： 授業計画

回 主題と位置付け （担当） 学習方法と 内容
ICT 概論

ICT の 発達の歴 史 を 振 り 返 り ， 現在の社会 に お け る 役割 を 考 え ， 今後
ICT の 広 が り と 現 在 の 役

の学習 の 参考 と す る 。
割 に つ い て の概論 （ 沖野）

暗号技術 （ 公開鍵暗号） DH 型公開鍵配送法 は 公開鍵暗号 の 概念 を 初 め て 与 え た も の で あ る 。
2 DH 型 公 開鍵配送法， RSA ま た ， 代表的 な 公 開 鍵暗号方式 で あ る ， RSA 暗号や ElGamal 暗号 に

H音号， ElGamal 暗号 （ 田 島 ） つ い て 学習 す る 。

計算可能性( 1 ) 第 2 1可 で学習 し た 公開鍵暗号の背景 に あ る 計算量／計算複雑性 を 理解
3 計算可能性お よ び計算量 に す る こ と を 目 的 と し て 計算可能性お よ び計算量 の議論 を 行 な う 。 第

つ い て （大 ） ｜ ｜ ） 3 回 で は ， 主 に 計算可能性 に つ い て学ぶ。

計算可能性（ 2 ) 今回 は ， 主 に 計算量／計算複雑性 に つ い て 学ぶ。 こ れ は ， 前 回学 ん だ
計算可能性がい わ ば絶対的 な 計算可能性で あ る の に 対 し ， 有 限の存在

4 
計算可能性お よ び計算量 に で あ る 人 間 の 視点か ら 計算可能性 を 見 ょ う と す る も の で あ る 。 実際的
つ い て （続 き ）

な 計算可能性 と し て計算量／計算複雑性 を と ら え ， そ れ を 暗号の強度（ 大 J 1 1 )  
の 保証 に 結 び付 け た の が現代の暗号理論で あ る 。

暗号技術 （ 秘密鍵暗号） 代 表 的 な 秘密 鍵 暗 号 で あ る DES ( Feistel 構 造 を も っ ） お よ び AES
5 DES, AES. Feistel 構造， (SPN 構造 を も っ ） に つ い て ， そ れ ら の 基本構成や特徴 に つ い て 理解

SPN 構造 （ 外部講師） す る 。
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最新の H青号技術 ヴ、 ェ イ ユ対，
双線形性， 量子II青号

（ 外部講師）

認証 PKI 認 証 方 式 PKI
概論

（ 田 島 ）

伝送方式誤 り 訂正符号 な ど
（ 田 島 ）

TCP/IP  ( 1 ) 

OSI 参照 モ デ ル と TCP/IP
（宮Jj要 ）

TCP/IP ( 2 )  

ネ ッ ト ワ ー ク の構 成要素
（宮腰）

コ ン ピ ュ ー タ ・ ウ イ ル ス
Computer Virus の 実態

（ 外部講師）

ネ ッ ト ワ ー ク ・ セ キ ュ リ テ
ィ injection や exploit の 実
態 （ 外部講師）

ネ ッ ト ワ ー ク 管理サ ー バ管
理 と ネ ッ ト ワ ー ク 管理

（ 柴 田 ）

リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト 情報
リ ス ク の把握

（ 沖野）

知 的 財 産， 情報倫理， 関 係
法令情報関 連法令

（ 沖野）

IT · 数値解析特論 E

ヴ ェ イ ユ対や双線形性 を 利 用 し た 暗号方式 あ る い は量子理論 に 基づ
く 量子暗号 な ど， 最近の 暗号技術 に つ い て 理解 を 深め る 。

認証 は ， 秘匿 と 並 ん で暗号の も つ最 も 重要 な 機能 で あ る 。 最初 に ， 公
開鍵H青号 を 用 い た デ ィ ジ タ ル 署 名 に つ い て 学ぶ。 ま た ， 公開鍵 の 正 当
性 を 確認す る 枠組み と し て の ， 公開鍵基盤 （PKI ) に つ い て 学習 す る 。

暗号は情報の安全性 を 守 る 技術のーっ と 見 な せ る が， 一方， 情報の信
頼性 を 高 め る 技術であ る 誤 り 訂正符すや そ の 関連事項 に つ い て学宵
す る 。

通 信 プ ロ ト コ ル の 基本概念であ る OSI 参照 モ デ ル は ， 機能 を 7 階層 に
分類 し て い る 。 現在の ネ ッ ト ワ ー ク で使用 さ れ て い る TCP/IP を OSI
参照 モ デル の 各111r1胃 に対応 さ せて 機能 ・ 役割 な ど を 学習 す る 。

異 な る ネ ッ ト ワ ー ク を 接続 ・ 延長す る ハ ー ド ウ エ ア 機器 （ ブ リ ッ ジ ，
ル ー タ ー な ど） は ネ ッ ト ワ ー ク 構成上重要 で、 あ る 。 こ う し た 機器の種
類， し く み 及 び役割等 に つ い て 学習 す る 。

実際の コ ン ピ ュ ー タ ・ ウ イ ル ス に つ い て 解説す る 。

デー タ ベ ー ス （ DB ） や Web ア プ リ への 不正 ア ク セ ス 例 に つ い て 解説
す る 。

実際の ネ ッ ト ワ ー ク 運用 を 行 う に は ， サ ー バ管理お よ び ネ ッ ト ワ ー ク
管理知識が必要で あ る 。 サ ー バお よ び ネ ッ ト ワ ー ク 管理 に お け る 重要
ポ イ ン ト を 解説す る 。

情報セ キ ュ リ テ イ を 担保す る に は ， リ ス ク を 正 し く 把握す る こ と が重
要であ る 。 情報 シ ス テ ム に お け る リ ス ク お よ び リ ス ク 解析手法 を 学習
す る 。

実際 に 情報セ キ ュ リ テ イ を 維持す る に は ， 技術 だ け で な く 法的 な 規定
も 存在す る 。 知 的 財 産 に 代表 さ れ る 情報関 係 の法令知識 を 学習 す る 。

IT · 数値解析特論 E
授業科目名 ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で、製品 開 発の コ ス ト ダ ウ ン を ・ 流体， 振動， j皮動 解析か ら 化学計算

ま で －

担当教員 （所属） 〈富山大学大学院理工学研究部 （工学） 》 ， 松 島 紀佐， 古村 敏章， 佐藤 雅弘
《外部講師〉 （械ベ ス ト シ ス テ ム ズ 西 克也

開講 日 程 1 0 月 － 12 月 木曜 日 6 ,  7 限
対象学年
単位数 2 単位

連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等） 佐藤 雅弘
（ 電話076-445-6736, E-mail masa@eng.u-toyama.ac.jp )  

オ フ ィ スアワ ー （ 自 由質問時間）
授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目標）
近年， コ ン ピ ュ ー タ の性能向上が著 し い。 そ れ に 伴 っ て ， 製 品 の 開 発 に 数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 利 用 す る
こ と が常識 と な っ て い る 。 本授業 で は ， 流体力学， 振動， 波動， 電磁気 界解析 か ら 化学計算 ま で， そ の理
論 と 使 い 方 を 基礎か ら 解 き 明 かす。 さ ら に 解析可 能 な 物理現象の拡大や コ ン ビ ュ ー タ の パ ワ ー ア ッ プ
の現状 を 探 る 。
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達成目標
1 ） 数値解析 の 基礎 的 知識 を 学ぶ。
2 ） 数値解 析法 に つ い て 理解 し 演習 に よ っ て 実践力 を つ け る 。
3 ） 量子 化学計算 の 概 要 を 理解 し 演習 に よ っ て 実践力 を つ け る 。
4 ） 振動 － 波動 の 数値 解析法 に つ い て 理解 し 演習 に よ っ て 実践力 を つ け る 。
5 ） 最 近 の 解析手法， シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 用 コ ン ピ ュ ー タ の 進展 に つ い て ， 概要 を 知 る 。

授業計画 （授業の形式 スケジュ ール等）
第 1 I百I ( 10/28) 微分方程式 と 数値計算 と 流体 力 学 松島
第 2 1日 I ( 1 0/28) コ ン ピ ュ ー タ 操作 と 第 l 回 の 例 題演習 松島
第 3 回 （ 1 1 / 4 )  電 界， 磁 界， 熱 な どの 定常場 問 題 の 解析法 松島
第 4 巨I ( 1 1 / 4 )  第 3 回 の 例 題演稗 松島
第 5 1「 1 [ 0 1 / 1 1 )  量子化学計 算 の 概要 吉村
第 6 [ I T [  ( 1 1 / 1 1 )  実習 パ ソ コ ン を 用 い た 半経験的 分子軌道法 に よ る 生 成 熟 の 計算 吉村局
第 7 回 ( 1 1 / 18) 実習 H PC と GAUSSIAN プ ロ グ ラ ム に よ る非経験的 分子軌道法 （ ab iniitio 法 ） 吉村
第 8 1百 I ( 1 1 / 18 ) 実習 abiniitio 法 に よ る 化学反応 IR や UV ス ペ ク ト ル の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 子守村
第 9 回 ( 1 1 /25 ) 振動 ・ 波動の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ， 講義 l 佐藤
第 10 1旦 I ( 1 1 /25 )  振動 ・ 波動 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ， 講義 2 佐藤
第 1 1 回 ( 12/ 2 )  振動 ・ 波動 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ， 実習 l 佐藤
第 12回 ( 12/ 2 )  振動 － 波動 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ， 実習 2 佐 藤
第 13 fill ( 12/ 9 ) 最 近 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 技術 西
第 14 IE ] ( 1 2/ 9 )  HPC ( high performance computing） の現在 l 西
第 15 1口 I ( 1 2/ 1 6) HPC ( high performance computing） の現在 2 西

キ ー ワ ー ド コ ン ピ ュ ー タ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ， 流体力学， 振動 ・ 波動 量 子 化学 半経験的 分子軌道
法 ， 非経験 的 分子軌道法， 化学結合， 化学 反応熱， 分子構造， 分子振動解析

履修上の注意
教科書 ・ 参考書等
成績評価の方法
関連科目
備考

IT · 数値解析特論 E ： 授業計画

回 主題と位置付け （担当 ） 学習方法と 内容
微分方程式 で記述 さ れ る 物理現 象 を 計算機 （ 数値計算 ） で再現す る と

微 分方税式 と 数値計算 と 流 は ど う い う こ と か ？ を 概観 す る 。 特 に ． 流 体 力 学 に お け る 数制計算
体 力 学 （ 一 般 に CFD と H乎 ば れ る ） に つ い て 解 説す る 。 ま た ， 数値計算 を 実

（ 松 島 ） 行す る に 当 た り 注意すべ き こ と の 例 色 体験 を 通 し て 確認す る 。 授業
は 座学 で あ る が EXCEL の 使 え る ノ ー ト パ ソ コ ン の持参が望 ま し い 。

流体力 学方程式の オ イ ラ ー 流 体 力 学現 象 を 記述 す る Navier-Stokes (N-S ） 方程式 の 意味 を ， 保存

2 
座標 に 基づい た 離散化 則 の 観点 か ら 考察す る 。 N-S 方 程式 は 偏微分方程式 で あ る が， そ の 連
有 限差分法 と 有 限体積法 続 の 方 程式 を 数値計算 で扱 え る よ う に 離散化 し て い く 手法の 紹 介 を 行

（ 松 島 ） う 。 （ 座学で行 う ）

流体力学方程式の ラ グ ラ ン 其 々 の 速 度 で流 れ て い る 流 体粒子 に 乗 っ た 座標系 を 用 い て ， 流体方程

3 
ジ、 ユ 座標 に 基つ苧い た 離散化 式 を 解 く 手法 の 代表的 な も の で あ る CIP 法 を 紹 介す る 。 CIP 法 の 基礎
( I )  と 考 え 方 の エ ッ セ ン ス を 述べ， 簡 単 な CIP 法 流 体 解 析 プ ロ グ ラ ム を
CIP 法基礎 （ 松 島 ） 解説す る 。 （ 座学 で 行 う ）

流体力学方程式の ラ グ ラ ン CIP 法 を 用 い た 複雑 な 流 れ の 解析 に つ い て 議論す る 。 混相流や 自 由 表

4 
ジ、 ユ 座標 に 基づい た 離散化 而 の取扱い に つ い て ， 色 々 な 手法や モ デ ル が提案 さ れ て い る が， そ れ
( II )  ら の 手法 － モ デ ル を 紹 介す る と と も に ， そ れ ぞれ の特 質 を 考察す る 。
CIP 法応 用 （ 松 島 ） （ 座学 で 行 う ）
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亘子 化学計算 の 概要
（ 吉村ー）

［実習］
パ ソ コ ン を 用 い た 半経験的
分子軌道法 に よ る 生 成熟 の
計算 （ 吉 村 ）

［実習 ］
H PC と GAUSSIAN プ ロ
グ ラ ム に よ る 非経験的 分子
軌道法 （ab initio 法 ） （ 吉村ー ）

［ 実 習 ］
a b  ini it io 法 に よ る 化 学 反
応， IR や UV ス ペ ク ト ル の
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン （ 吉 村 ）

tlRtlJ ・ 1皮ill)J の シ ミ ュ レ ー シ
ョ ン l

（ 佐 藤 ）

振動 ・ 波動 の シ ミ ュ レ ー シ
ョ ン 2

（ 佐 藤 ）

［実習］

1 1  I 振動 ・ 波動の シ ミ ュ レ ー シ
ョ ン 3

（ 佐藤 ）

［実習 ］

12  I 振動 ・ 波動 の シ ミ ュ レ ー シ
ョ ン 4

（ 佐藤 ）

ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ 技術

（ 西 ）

イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン 量子 化学計算 の 種類 ま た 下記の量子化学計算 の 利
用 例 に つ い て 述べ る 。 構造最 適 化 分子構造 と 分子 の性 質 い ろ い ろ な
物性値 dipole moment .  ionization potencial .  結 合距離， 結 合 角 ， 化
学結 合 の 理解生 成熟， 異性体の安定性の 比較 と 予 想， 反応 熱 ， 歪 み の
エ ネ ル ギー の 見 積 も り 振動 解析 と 零 点 エ ネ ル ギ ー IR · Raman ス ペ ク
ト ル の 計算 NMR ス ペ ク ト ル へ の 応 用 励起 エ ネ ル ギー と UV ス ペ ク ト
ル の 計算電荷， フ ロ ン テ イ ア 軌道 と 反応性指数遷移状態 の 計算 と 反応
の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン （ Menshutkin 反 応 Diels-Alder 反応等）

パ ソ コ ン を 用 い て ChemDraw や Chem 3 D 等 の ソ フ ト を 用 い て 分子
を 描 き ， 計算 の 入 力 デー タ を 作 成 し ， WinMOPAC 等 の 半経験 的 分子
軌 道 計 算 プ ロ グ ラ ム で 計 算 を 行 い ， い ろ い ろ な 物 質 の dipole
moment.  ionization potential, 結合距離， 結 合 角 や 生 成熱 を 計算 し ，
実測値 と の 比較 を 行 う 。 ま た 電荷や フ ロ ン テ ィ ア 軌道 を 図示 し 反応
性指数か ら い ろ い ろ な 試薬が ど こ に 反応 し 易 い か を 予測 す る 。

H P  C で GAUSSIAN プ ロ グ ラ ム を 実 行す る 準 備 と 上記 の 入 力 デー タ
を GAUSSIA N 用 に 変換 し 実 際 に 非経験的分子軌道法 （ab initio 法 ）
に よ り い ろ い ろ な 物 質 の 構 造 最 適 化 を 行 い ， 出 力 結 果 か ら dipole
moment .  ionization potential . 結 合距離， 結 合 角 や 生 成 熱 を 読み 取
り ， 実測値 と の比 較 を 行 う 。 ま た 電荷や フ ロ ン テ ィ ア 軌道 を 図 示 し
反応性指数か ら い ろ い ろ な 試薬 が ど の 原 子 に 反応 し 易 い か を 予 測 す る 。

同 様 に い ろ い ろ な 化 合物 の 構造 を 最適 化 し そ れ ぞれ振動 解 析 に よ り
I R ス ペ ク ト ル を 予 想 し ま た TDDFT 法 を 用 い て 励 起 エ ネ ル ギ ー を
計算 し て ， UV ス ペ ク ト ル を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン す る 。 ま た 化学反応 を
シ ミ ュ レ ー ト す る た め に 反応 式 の そ れ ぞ れ の物 質 を 構造最適 化 し ， エ
ネ ル ギー 及 び， 振動 解析か ら 零点 エ ネ ル ギー を 求 め ， ま た 必要 に 応 じ
て 遷移状態、 の構造 を 最適 化 し 反応 の エ ネ ル ギー 図 を 完成 さ せ る 。

以 降 4 回 の 講義で 音波 や 固 体 の 波動 （ 以 降 音波 に 対 し て 弾性波 と
呼ぶ） ・ 振動 の 解析 を 行 う 。 特 に ， 時 間 と と も に ど う い う 動 き を す る か
を 解析 し 簡 単 な ア ニ メ ー シ ョ ン を 作 る こ と を 目 的 と し て い る 。 こ の
講義 は ． 一 部， 電磁波 の 解析 に も 利 用 で き る 。 l 回 目 は ， 解析 の 基本
と な る 物理式 に つ い て 講義す る 。

解 析 手 法 に finite difference time domain ( FDTD ） 法 を 使 う 。 従 っ
て FDTD 法 の 基礎 に つ い て 講義す る 。 前 回 講義 し た物理式 を どの よ う
に 近 似 し て 解析す る か を 具体 的 に 説明 す る 。 コ ン ビ ュ ー タ に 実 行 さ せ
る 際 の 言 語 は ， FORTRAN を 使 う 。 大 規 模 な 計 算 の 場 合 は ，
FORTRAN が一 般的 に 使 わ れ る 。 こ の 講義 で は FORTRAN の 基 本
的 な 規則 と 簡単 な 命 令 に つ い て 講義す る 。 よ く 知 ら れ て い る C 言語 と
そ う 大 き な 違 い は な く ， 計算 に 特化 さ れ て い る の で す ぐ に 党 え る こ と
がで き る と 思 う 。

以 降 2 同 ， 実際 に プ ロ グ ラ ミ ン グ を 行 う 。 ま た ， そ の 解析 結 果 か ら ，
ア ニ メ ー シ ョ ン を 作 る 実科J を 行 う 。 今In！ は 音波 に 焦点 を 当 て て 実習
を 行 う 。 1 . 2 次元 の 計算 モ デ ル を 設定 し 入 力 信号 の 入 れ 方， 境 界
条 件 の 設定法， 吸収境 界 （音波が跳 ね 返 っ て こ な い境 界） の 設定法，
音波 の 伝播 の 様子 な ど を 具体的 な 実習 を 通 し て学ぶ。

最 後 は ， 固 体 に 衝撃 を 与 え た と き の振動 の 様子 を 解析す る 。 前 ｜円 ｜ の 音
波 の 解析 と 同 様 に 計算モ デ ル を 設定 し ， プ ロ グ ラ ミ ン グ を 行 う 。 音
波 と 弾性波 は ， そ の 基本物理式が異 な る の で， 境 界条 件 の 設定法 や ，
吸収境 界の 設定法 に 違 い があ る 。 解析結果か ら ア ニ メ ー シ ョ ン を 作 製
し 弾性波 の 挙動 を 観察す る 。 ま た FDTD 法 に よ る ， 同 体 の モ ー ド
解 析 の 方法 に つ い て 説明 す る 予定で あ る 。

最 近 ， ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ 並み の 高速計算 の 出 来 る コ ン ピ ュ ー タ が
安価 に 手 に 入 る よ う に な っ た 。 こ の 後 2 回 に わ た っ て ， 高 速計算 機の
現 状 に つ い て 概 観 す る 。 l 回 目 は ， 並 列 計 算， GPU ( graphics 
processing unit ) に よ る 高速 計算 に つ い て 解説す る 。
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イ ン タ ー ネ ッ ト な どの 広域 の ネ ッ ト ワ ー ク 上 に あ る コ ン ピ ュ ー タ 資源
ス ー ノ T ー コ ン ピ ュ ー タ 技術 を 結 びつ け ， ひ と つ の 複合 し た コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム と し て サ ー ビ ス

14  2 を 提供す る 仕組み を グ リ ッ ド ・ コ ン ビ ュ ー テ イ ン グ と II乎ぶ。 最近 グ リ
（ 西 ） ッ ド ・ コ ン ピ ュ ー テ イ ン グ の H PC へ の 応 用 が試 み ら れ て い る 。 こ の

講義で は ， グ リ ッ ド ・ コ ン ビ ュ ー テ イ ン グ技術 に つ い て 解説す る 。

1 5  
最近の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 技術 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 技術 は ， 日 々 進 化 し て い る 。 解析 で き る 分野が大 き く

（ 西 ） 広 が っ て い る 。 こ の 講義で は ， 最 近 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 技術 を 概観す る 。

実践技術経営特論M O T  

授業科目名 実践技術経常特論M O T  

戸高秀 史 （ 観光 ・ 地域振興 局 長 ） ， 金 山 幸 雄 （ YKK AP 株式会社 ） ， 粛藤 潤 二 （ 立 山

担当教員 （所属） 科学工業 ） ， 内 山 俊 彦 （ 内 山 会計事務所） ， 大谷 嘉一 （ 大 谷特許事務所） ， 村－上 オ1千
（ ア イ シ ン 軽金属 ） ． 山 本 保 （附マ イ ク ロ エ ミ ッ シ ョ ン ） ， 水 谷 内 徹也 （ 宮 山 大学） ，

j青家 彰敏 （ 富 山大学）

開講 日 程 8 月 － 1 月 水曜 日 6 限 ｜ 単位数 I 2 単位

連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等） J TEL076 - 445 - 6940, siro凶c肌i-toyama.

授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目標）
本講義 は ， 実践的 な M 0 T を 目 指 し ， 富 山 県知事政策室長 を 始 め 産業 界 の 各 界 で 活躍 中 の 技術 系 役 員 及 び
本学経済学部教授等 多 彩 な 講 師陣 に よ る も の で あ る 。 新規事業 の 倉lj 出 に お い て は 独 自 技術 の 開 発 に 加 え て ，
事業戦ll悔や マ ー ケ テ イ ン グ， 企業 会計の 基礎 や 知 的 財 産管理戦略 あ る い は リ ス ク マ ネ ー ジ メ ン ト や コ ン
プ ラ イ ア ン ス 経営等， 多 面 的 な 知 見が要求 さ れ る 。 本講座 で は こ れ ら を ス キ ル と し て 理解 し 実 際 の 業 務
に 反映す場合の 考 え 方 を 議論す る 。

達成目標
1 ） 企業経常 に お け る 技術 の 位置づけ に 対 す る 理解 を 深 め る 。
2 ） コ ス ト の構 成 と コ ス ト 削 減意識 を 高 め ， 経理計 算 の 基 本的 考 え 方 を 習 得す る 。
3 ） 知 的 財 産 の 創 出 ， 維持管理， 活用 に 関 わ る 戦略的 考 え 方 を 習 得す る 。
4 ） 事業 に 関 わ る 適 用 法規 や コ ン ブ ラ イ ア ン ス 経営 の 考 え 方 を 学ぶ 。
5 ） 企業 の 社 会 的 責任 と は 何 か を 学ぶ。 新規事業 に 関 わ る ビ ジ ネ ス モ デ ル の 考 え 方 と そ の 展 開 に つ い て 考

え る 。

授業計商 （授業の形式 スケジュ ール等）
第 1 I.IT !  ( 8 /25 ) 産業政策論 － 1 下；5 ＂同E］ 

第 2 1口 l ( 9 / 1 )  産業政策論 － 2 p ，局

第 3 1日 l ( 9 / 8 )  会社経常 と 技術管理 － 1 金 山

第 4 [IT[ ( 9 / 1 5 )  会社経常 と 技術管理 － 2 金 山

第 5 �I ( 9 /29) 新規事業企画 と 研究 開 発 － 1 務藤
第 6 凶 ( 10/ 6 )  新規事業 企画 と 研究 開 発 － 2 諜f藤
第 7 [IT[ ( 10/ 13) 企業会計 － 1 内 山

第 8 同 ( 10/20) 企業会計 － 2 内 山
第 9 担l ( 1 0/27) 知 的 財 産 の 活 用 － 1 大 谷

第 10 1:0:! ( 1 1 / 10 )  知 的 財 産 の 活用 － 2 大 久J::I 

第 l l lf l [ ( 1 1 / 1 7) 事業 展 開 と 適 用 法規 － 1 村上

第 12 1円 I ( 1 1 /24) 事業展 開 と 適 用 法規 － 2 村 上

第 1 3 回 ( 12/ 1 )  ベ ン チ ャ ー 起業 － 1 山 本
第 14 1可 （ 12/ 8 )  ベ ン チ ャ ー 起業 － 2 山 本
第 1 5 回 ( 12/ 1 5 ) 企 業 倫理 と 企業統治 － 1 水 谷 内

第 16 回 （ 1 / 1 2 )  企 業 倫理 と 企業統治 － 2 水谷内
第 1 7 1可 （ 1 / 19 )  事業戦略論 と M O T - 1 j青家

第 18 1司 （ 1 /26) 事業i成田各論 と M O T - 2 j青家

キー ワ ー ド M O  T ， コ ン ブ ラ イ ア ン ス ， ベ ン チ マ ー キ ン グ ， 知 的 財 産 ， C s R ， 貸借対照表， 損益
計算書， キ ャ シ ュ フ ロ ー 計算書， ベ ン チ ャ ー ， マ ッ プ プ ル経常

教科書等 「宮 山 大学M 0 T 教本」
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｜ 成績評価の方法 ｜ 出席 と レ ポー ト
｜ 備考 ｜ 
実践技術経営特論 ： 授業計画

回 主題と位置付け

産業政策論 － 1 ,  2 

2 （ 戸 高 ）

3 会社経営 と 技術管理 － 1 '  2 
4 （ 金 山 ）

5 新規事業企画 と 研究 開 発 －
l ,  2 

6 （ 粛 藤 ）

7 企業会計 － 1 '  2 

8 （ 内 山 ）

9 知 的 財 産 の 活用 1 ' 2 

10  （ 大谷）

1 1  事業展 開 と 適用 法規 － 1 , 2 

1 2  （村A上）

13  ベ ン チ ャ ー 起業 － 1 '  2 

14  （ 山 本）

1 5  企 業 倫 理 と 企 業 統 治 －
1 2 

16  （ 水 谷 内 ）

1 7  事 業 戦 略 論 と MOT
1 2 

1 8  （ 清 家 ）

学習方法と 内容
科学技術 の 進展 に 伴 う 政治 や 行政 の 役割 を 考 え る 。 我が岡が H 指す 科
学技術立 国 の推進 に ｜捺 し て ， 科学技術法 を は じ め ， 様 々 な 同 策 お よ び
地域 の 産業行 政の取組み に つ い て 概説す る 。

経営者 の 立場 か ら 組織論 と 機能 意志決定 プ ロ セ ス ， 経営 資 源 の 活 用
及 び経営戦略の 考 え 方や お よ び リ ス ク ヘ ッ ジ の 考 え 方 に つ い て 述べ る 。

新規事業 企画 の 進 め 方 や研究戦略策定の 考 え 方 及 び研究管理手法 に つ
い て 述 べ る と 共 に 新規事業創 出 に お け る 各 ス テ ー ジ の 管理手法 の 要点
や 産学官連携 に つ い て 概説す る 。

技術者が知 っ て お か ね ば な ら な い 経理 の基本 を 概説 し ， 財務諸表 （ 貸
借対照表， 損益計算書， キ ャ シ ュ フ ロ ー 計算書） の 成 り 立 ち ゃ 原価 計
算方法 及 び利益管理 に つ い て 述べ る 。

知 的財 産 の 種類 と 目 的 無体物 は 創作者本 人 がそ の 内容 を 実体 と
し て 独 占 す る 事 は で き ず に 他 人 に ま ね さ れ や す い 。 そ こ で ， 無体物 の
性 質 に よ て 保護 の 方法が異 な る こ と か ら 各法律の H 的 を 知 る 。
2 知 的 財 産 を 情報源 と し て 活用 す る 。 出 願 さ れ た 知財 は ， 企業活動
に お い て 開 発企 画 ， 常業企画 経営戦略等 を 策定す る の に 有 用 で あ る 。
3 自 ら 知 財 を 取得 し て 活 用 す る 。 知 財 は 所 定 の 手続 を し て ， は じ め
て 保護 さ れ る 場 合 が 多 い 。 そ こ で＼ 保護 の 内 容 を 理解す る こ と が企業
活動 に 重 要で あ る 。
4 知 財 は 財 産 権 で あ る の で 資 産 と し て 活 用 す る 。

新規事業 や 新商 品 展 開 に ｜努 し て遵守すべ き 様 々 な 法規の 要 と ， 主要規
定 を 説明 す る 。 製 品 品 質 を 保証す る 観点 か ら も コ ン ブ ラ イ ア ン ス 経常
の重要性 に つ い て 述べ る 。

起業へ の モ チ ベ ー シ ョ ン ， 協 力 体制 作 り ， 人 集 め ， 資金集め ， ビ ジ ネ
ス モ デ jレ 立案， ブ ラ ン ド 戦略な ど， ベ ン チ ャ ー 企業 を 軌道 に 乗せ る べ
く 行 っ て い る 活動 を 具体 的 に 紹 介す る 。

企業 に 於 け る イ ン テ グ リ テ ー マ ネ ー ジ メ ン ト の 重要性 に つ い て ふ れ ，
企業倫理行動基準や そ の 実践活動 に つ い て 述べ る と 共 に バ リ ュ ー 主導
型経常 の 意義 と 必要性 に つ い て 述べ る 。

今 後成 長 が期 待 さ れ る バ イ オ 産業 に つ い て ， 事業戦略 を どの よ う に 構
築 し て い く べ き か， MOT の 手法 を 駆使 し て 技術戦略 を 立案す る と 共
に そ の事業規模 と 技術 展 開 を 予測 し た 。

－ プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス

受講生 ： 24 名 （ 内 コ ー ス 受講生 1 3 名 ， 科 目 履修生 1 1 名 ） ， 延75 名

プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス 修 了 式及び基調講演

開 催 日 ： 平 成23年 3 月 1 9 日 （土）

場 所 ： 名 鉄 ト ヤ マ ホ テ ル 3 F 「薫風の 問 J

修 了 式 ： 修了 証 の授与

修 了 者 ： 26 名 （ 出 席者1 3 名 ）

基調 講演 ： 世 界 に 通 じ る プ ロ ジ ェ ク ト リ ー ダ ー を い か に 育 て る か － Y K K を 事例 と し て

講師 ： 北野 芳則氏 （ 元 Y K K 副 会長 ）
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プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ： 北陸電気工業附 コ ー セ ル（械 な どか ら 受講生 7 名 に よ る 「職務 に 対す る

提案－ 講義 を どの よ う に 反映 さ せ る か－」 な ど を テ ー マ に 発表 し た 。

出 席 者 ： 83 名

1 0 - 1 - 2 イ ン ダ ス ト リ ア ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス

個 別科 目 実施要領 一 覧

授業科目名 ア ル ミ 加工 産業特論
（英文名） Industrial Technology Session for Aluminum Processing Products Today 

山 口 英男 （北陸経済研究所） ， 竹田 昭 彦 ， 新j頼 誠 （YKK AP ） . 刑 部 清 人 （ ア イ シ ン

担当教員 （所属） 軽 金 属 ） ， 浅井 吉夫 （ 武 内 プ レ ス 工業） ， 餅 川 昭 二 （ ワ シ マ イ ヤ ー ） ， 小 島 始男 ， 宇野
清文 （ 三協 立 山 ア ル ミ ） 富 田 正吾 （ 富 山 工業技術 セ ン タ ー ） ， 玉 置 雄一， 沖 義 人 ， 堀

久 司 （ 日 本軽 金属 ） ， 高 辻 則 夫 （ 富 山 大学） ， 村－上 哲 （ ア イ シ ン 軽金属 ）

授業科 目 区分 イ ン ダ ス ト リ ア ル エ ン ン ジ ニ ア コ ー 授業種別 修士課程 正規科 目
ス （継続教育）

時間割コ ー ド 対象所属 理工学教育 部

6 /26, 7 /3 ,  7 / 10,  7 / 1 7, 対象学年 社 会 人技術者
講義 日 程 7 /24, 7 /31 ,  8/7, 8/21 

（ 別 途工場 見学実施） 単位数 2 

連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等） 産学連携部 門 （ 城 石 昭 弘 Tel 076 445 - 6977) 
Mail  siroisi@ctg.u-toyama.ac.jp 

授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目標）
－ 産業 の 発展経緯 と 確立 さ れ た 固 有 の技術 に 対す る 理解 を 深 め る こ と
－ 専 門 分野 の 深 い 知識 ・ 能力 に 加 え ， 他の技術分野 の 知識 を 深 め る こ と
－ 技術 全体 を 見渡 し 複眼的視点 か ら 技術 の 価 値 を 見 出 す 能力 の 習 得

達成目標
宮 山 県 は我が国最大の ア ル ミ 加工 産業集積地域で、 あ り ， 主 要 各社 の 業 容 の 発 展経緯 と そ の 聞 の 主要 な 開 発
技術 に つ い て 理解 を 深 め る 。 講義 は 企業技術者 （ キ ャ リ ヤ ー エ ン ジ ニ ア 総勢 12 名 ） が オ ム ニ パ ス 方式 で 分
担す る 。 見識豊 か な 次世 代 の 産業技術者 と し て の 育 成 を 図 る 。

授業計画 （授業の形式 スケジュ ール等）
第 1 IE J  ア ル ミ 加工 産業概要 一 発展経緯等 － （ 山 口 ）
第 2 1司 DI ( drawing&ironing） 技術並 び に 衝撃押 出 し 加工 の概要 と 商 品 開 発事例 （浅井）
第 3 1 1 1 1 ア ル ミ ニ ウ ム 合金の 圧 延加工技術 （ 玉 置 ）
第 4 回 ア ル ミ 二 ウ ム 加工技術 の 建築 産業への 展 開 I ピ ル 建材への取組み

ー カ ー テ ン ウ オ ー ル デザ イ ン か ら の ア ル ミ 建材への 展 開 事 例 － （ 竹 田 ）

第 5 1:0:1 ア ル ミ ニ ウ ム 加工技術 の 建築 産業への 展 開 E 住宅用 ア ル ミ 建材の 製造技術
一 商 品 性能 ・ 機能 向 上 の 変遷 と 製造技術 開 発 － （ 小 島 ）

第 6 1:0:1 ア ル ミ ニ ウ ム の 表面 処理技術 － ア ル ミ 建材へ の 意 匠 と 機能 の 付 加 － （宇野）
第 7 同 抑 出 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 特性 と 押 出技術 （ 新j頼 ）
第 8 1百 ｜ ア ル ミ ニ ウ ム 材料の鍛造 ・ 鋳造技術概要

ー ア ル ミ ホ イ ー ル 製造へ の 適 用 と 新製 品 開 発事例 （ 餅 J 1 1 )  
第 9 1 1 1 1 ア ル ミ ダ イ キ ャ ス ト 技術 の 概要 と 自 動車部品 開 発事 例 （ 刑 部 ）
第 l O ln l 押 出 し 技術 及 びそ の 周 辺技術概要 と 自 動車部 品 開 発事例 （ 刑 部）
第 1 1 回 ア ル ミ ニ ウ ム の接合加工 I － ア ル ミ ニ ウ ム 接 合加工の概要 と 溶接技術 － （ 冨 田 ）
第 1 2 1互｜ ア ル ミ ニ ウ ム の接 合加工 E ろ う 付 け技術 と 製 品 へ の 応 用 － （ 沖 ）
第 1 3 1旦 ｜ ア ル ミ ニ ウ ム の接 合加工 E 一 回 相接 合技術 の 活用 に よ る ア ル ミ ニ ウ ム 製 品 の 開 発事 例 － （ 掘 ）
第 1 4 田 技術経常 か ら 見 た ア ル ミ 加工産業 の 将 来性 に つ い て （ 村上 ）
第 1 5 回 ア ル ミ 加工 の 実際 （ 研修， 見学） （ 高辻 ）

精錬， j容湯処理， 鋳造， 押 出 し 圧延加工， 表面処理， 防 食技術， 複雑形状加工， ダ イ
キ ー ワ ー ド キ ャ ス ト ， 曲 げ加工 深絞 り ， DI . 衝撃押 出 し 加工 ， 鍛造， 溶接， ろ う 付 け ， 回 相接合．

エ ネ ル ギー ， 環境， ヒ ー ト シ ン ク
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履修上の注意
教科書 ・ 参考書等
成績評価の方法 出 席 回 数， レ ポ ー ト （ 各講師毎 に ）

関連科目
備考

ア ル ミ 加工 産業特論

回

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

主題と位置付け 学習方法 と 内容 （講義概要）
ア ル ミ 加工産業概要 一 発展 ｜ は じ め に ， 統計的 な デー タ に 基づ き 富 山 県の 主要 な 産業 と し て 発展 し
経緯等 － ｜ て き た ア ル ミ 加工産業 各社の事業拡大 と 発展経緯 と ア ル ミ 加工技術産

（ 山 口 ） ｜ 業規模の全容 に つ い て概説す る 。

D I ( drawin豆 ＆ ironin立） ｜る ら I D  I 加工の概要 と 実際 に ア ル ミ 飲料缶の製造 に 本法 を 採用 し て ， そ の
技術並 びに 衝撃押 出 し 加工 ｜｜ 技術確立 に 至 っ た 経緯 に つ い て 概説す る と 共 に ， 衝撃押 出 し 加工 を 用
の概要 と 商 品 開 発事例 ｜ 

｜ い た 製 品 開 発事例 に つ い て 述べ る 。
（浅井） I 

ア ル ミ ニ ウ ム 合金の圧延加 ｜
｜ 肉 厚板材か ら 箔 に 至 る 様 々 な 厚 み の ア ル ミ ニ ウ ム 合金板材の圧延加工

工技術 I ｜ に つ い て ， 技術開 発経緯 と 課題 に つ い て 概説す る 。
（玉置） I 

ア ル ミ 二 ウ ム 加工技術の建
築 産業への 展 開 I
ピ ル建材への取組み
ー カ ー テ ン ウ オ ー ル デザ イ
ン か ら の ア ル ミ 建材への 展
開事例 （ 竹 田 ）

近年， ピ ル に 求 め ら れ る デザ イ ン 性 及 び環境配慮 な どの 機能性 に 関 し
て難易度が高 ま っ て き て お り そ の実現 に 向 け様 々 な 工夫 と 検証が必
要 と な っ て き て い る 。 カ ー テ ン ウ オ ー ル の 設計 を 通 し て ア ル ミ 建材 に
求 め る 性能 ・ 機能 に つ い て 開 発事例 を 紹 介 し な が ら 解説す る 。

ア ル ミ 二 ウ ム 加工技術の建 ｜｜ 戸建住宅 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合金製建材 に つ い て ， 製造技術 開 発の概要 を
築産業への 展 開 E ｜ ｜ 商 品 群拡充及 び商品性能 ・ 機能 向上の変遷 と 対比 し な が ら 述べ る 。
住宅用 ア ル ミ 建材の 製造技 ｜

｜ ・ ニ ー ズの補足， 掘 り 起 こ し か ら の性能向上 と 商品 開 発
術 ｜

｜ ・ 商 品 を 実現す る 製造技術の 開 発
－ 商 品性能 ・ 機能向上 の 変 ｜

｜ ・ ユ ー ザー の 立場 に 立 っ た 製品評価技術の 開 発
遷 と 製造技術 開 発 － （ 小 島 ） I 
ア ル ミ ニ ウ ム の 表面処理技
術
ー ア ル ミ 建材への意匠 と 機
能の付加 － （宇野）

押 出 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合金の
特性 と 押 出技術

ア ル ミ ニ ウ ム は 表面処理 を 行 う こ と で， 耐久性向上 の み な ら ず， 多彩
な 意 匠 ・ 様 々 な 機能 を 付加す る こ と がで き る 。 陽極酸化処理 ・ 塗装 を
は じ め と す る 表面処理 に つ い て ア ル ミ ニ ウ ム 建材 を 例 に技術の概略 と
開 発事例 を 述べ る 。
ア ル ミ 建材等 に 広 く 用 い ら れ て い る 要求 さ れ て い る 。 こ れ ら を ク リ ア
ー す る 為 の材料技術， 溶湯処理技術， 押 出技術 に 押 出 形材 は 品質， コ

（ 新瀬 ） ｜ ス ト も 含め 様 々 な 特性 を つ い て 開 発事例 を 挙げな が ら 述べ る 。

ア ル ミ ニ ウ ム 材料の鍛造 ・
鋳造技術概要 ｜ 鍛造 ア ル ミ ホ イ ー ル と 鋳造 ア ル ミ ホ イ ー ル を 比較 し つつ ， 鍛造 と 鋳造
ー ア ル ミ ホ イ ー ル 製造への ｜ 技術の 原理 を 述べ そ れ ぞれ の 製 品性能が どの よ う に 向上す る か に つ
適用 と 新製 品 開 発事例 － ｜ い て 述べ る 。

（餅J , , )

ア ル ミ ダ イ キ ャ ス ト 技術の l ア ル ミ ダ イ キ ャ ス ト 自 動車部品 は特に 気密性や 強 度 な どの要求 品 質が
9 ｜ 概要 と 自 動車部品 開 発事例 ｜ 重視 さ れ る 。 本稿で は ダ イ キ ャ ス ト の概説 と 鋳造 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン か

（ 刑 部） ｜ ら 物っ く り ま で一 気通貫で高 品 質化 に 取 り 組 ん だ事例 を 述べ る 。

押 出 し 技術 及 びそ の 周 辺技 ｜ 自 動車部品製造で は 多種 多様 な 品 質要求 を ク リ ア す る こ と が必要で あ
10  I 術概要 と 自 動車 部 品 開 発 ｜ る 。 材料への添加元素の検討に よ る 合金 開 発 に 始 ま り ， 製 品 設言一卜か ら

1 1  

事 例 （ 刑 部 ） ｜ 工法 ま で の技術開 発 に 取 り 組 ん だ事例 に つ い て 述べ る 。
ア ル ミ ニ ウ ム の接 合加工 I I 

｜ ア ル ミ ニ ウ ム の接 合技術の 全貌 を 概説 し た 後， 溶接用 ア ル ミ ニ ウ ム 合一 ア ル ミ ニ ウ ム の接 合加工 ｜
｜ 金の 溶接 ・ 接 合方法， 及 び溶接部の 強 度や組成 変化 に つ い て 述べ る 。の概要 と 溶接技術 － （ 冨 田 ） ｜
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回 主題と位置付け 学習方法 と 内容 （講義概要）
ア ル ミ ニ ウ ム の接合加工 E ろ う 付 け の 利 点 は 強 度 と 気密 に 優 れ た 継 ぎ手 を 迅速 に ， 低価格で， 同

1 2  一 ろ う 付 け技術 と 製 品への 時 に 多 数 を 接 合 出 来 る こ と で あ る 。 そ の技術 の 概要 と 自 動車 用 熱交換
応用 － （ 沖 ） 器等へ の 応 用 に つ い て 述べ る

ア ル ミ ニ ウ ム の接合加工 E 回 相接 合 に つ い て 概説 の 後， FW ( friction welding） を 適 用 し た サ ス

13 
一 ｜主｜ 相接 合 の 活 用 に よ る ア ペ ン シ ョ ン ， FSW ( friction stir welding） を 活 用 し た ， 各種 ア ル ミ ニ
ル ミ ニ ウ ム 製 I�� の 開 発事例 ウ ム 製 品 及 び FAB ( friction acoustic bonding） に よ る Al/Cu 製 ヒ ー

（堀 ） ト シ ン ク に つ い て 説 明 す る 。

技術経常 か ら 見 た ア ル ミ 加
経営者か ら み た ア ル ミ 加 工 産 業 の 将 来性 と 克服すべ き 技術課題 に つ い

14 工産 業 の 将 来性 に つ い て
（ 村上 ）

て ， エ ネ ル ギー ， 環境， コ ス ト の 面 か ら 考察す る 。

1 5  ア ル ミ 加工 の 実際 （ 研修 ， 新港周 辺 ア ル ミ ニ ウ ム 関 連企業 の 製造現場 に 出 向 い て 実 際 の 製造工程
見学） （ 高辻 ） の現場研修， 見学 を 行 い ， 体験学習 を す る 。

先端機械 ・ 材料工学特論 E

授業科目名 医 薬 製 剤 産業特論
（英文名） Industrial Technology Session for drug products 

浅 井 修 平 （ 北 陸 経 済 研 究 所 ） ， 正 川 康 明 （ 富 山 県 医 薬 品 総 合研 究 セ ン タ ー ） ， 津野敏紀

担当教員 （所属） （ 広 貫堂） ， 長 谷 川 道 之 （ シ ミ ッ ク ・ エ ス エ ス CMO） ， 高 橋 久 雄 ， 山 本博 彦 （ 富 山 化学） ，
高 橋 勝 史 （テイカ 製 薬 ） ， 堀 内 環 （ リ ー ド ケ ミ カ ル ） ， 熊 田 重 勝， 金井達夫， 石 i頼 徹 （ 口 医
工 ） ， 坂 本恵司 （ 第一 フ ァ イ ン ） ， 大津賀 （ ダ イ ト ） ， 黒 田 重靖 （ 富 山 大学）

授業科目 区分 イ ン ダ ス ト リ ア ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス （ 継続教育 ） 授業種別 修士課程 正規科 目

時間割コ ー ド 対象所属 理工学教育部

講義 日 程 8 /22, 8/29, 9/5, 9/ 12 ,  9/19 ,  9/26, 1 0  対象学年 社 会 人技術者
/ 1 7, 1 0/24 * 9 I 3 （ 工場 見学実施） 単位数 2 

連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等） 産学連携部 門 （城石昭弘 Tel  076 - 445 - 6977) 
Mail siroisi@ctg.u-toyama.ac.jp 

授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目 標）
－ 産業 の 発展経緯 と 確立 さ れ た 同 有 の技術 に 対す る 理解 を 深 め る こ と
－ 専 門 分野 の 深 い 知 識 － 能 力 に 加 え 他の技術分野 の 知識 を 深 め る こ と
－ 技術全体 を 見渡 し 複眼的視点か ら 技術 の 価値 を 見 出 す 能力 の 習 得

達成 目標
医薬 品 産業 を 構 成 す る 要素技術全般 に つ い て の 理解 を 深 め る 。 原薬 開 発か ら 最終 医 薬 品 に 至 る 各工程 の 諸
業務 を も の っ く り 技術 と 捕 ら え ， 医 薬 品 製 造 に 関 わ る 技術全般 に 対 す る 理解 を 深 め る 。 特 に 多 様 な 製剤技
術が重要であ り ， 確立 さ れ た コ ア テ ク ノ ロ ジ ー と そ れ に 基づ く 各社の取 り 組み事例 を 述べ る こ と に よ り ，
意 欲 的 で ， 見識豊 か な 次世 代 の 産業技術者の 育 成 を 目 指す。
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授業計画 （授業の形式 スケジュ ール等）
第 l 回 富 山 県 に 於 け る 製薬 産 業 の 発展 と 将来性 （ 浅 チ ド ）

第 2 回 製薬 産業概論 （ 正 J 1 1 ) 

第 3 回 薬事法， 関 連 法規 と G x P 基準 （ 長 谷川 ）

第 4 回 創薬研究か ら 開 発研究 （ 山 本 ）
第 5 1旦｜ 原 薬 製造法 の 確 立 （ プ ロ セ ス 開 発） （ 坂 本 ）

第 6 IH I 原薬製造施設な ら びに 支援 シ ス テ ム の 検証 （ 高橋 （ 久 ） ）
第 7 1旦l 原 料確保 に 関 す る 問 題点 と 原 価計算 の 実 際 （ 高橋 （ 勝 ） ）

第 8 巨l 事業の 収益性 と 生 産管理 （ 高橋 （ 勝） ）

第 9 [ rr l  高齢化社 会 に 対応 し た 新製剤 の 開 発 一 口 腔 内 速 崩 壊錠 な ど 一 （ 津 野 ）

第 l O IHI 医 薬 品 の 品 質管理 と 製剤 化 （ 津野）
第 l l !H I 医薬品添加斉Jj と 経 口投与製剤の 処方設計 （ 熊 田 ， 金 井 ）
第 1 2 回 製剤工場の特徴 と 製剤 装 置 の 機能 （ 石i頼 ）

第 13回 外 用 製斉｜！ と 開 発事 例 （ 堀 内 ）

第 14 1可 DDS と し て の 経皮吸収製剤 の 特徴 （ 片 山 ）
第 1 5担｜ 医 薬 品 産業 の 動 向 と 方 向性 （ 大津賀 ）

第 1 6 回 医 薬 品 製剤 の 実際 （ 実 習 ） （ 黒 田 ）

製 剤 ， G M P . G Q P . G V  P ， 原 薬 ， 中 間 体， 錠斉Jj ， 原価計算 ， バ リ デー シ ョ ン ， 頼
キー ワ ー ド 粒， 粉斉Jj ， 錠剤 ， 丸斉Jj ， 処方， 製 剤 装 置 ， 薬 物 の 吸収， 薬物送達， 外用 製剤 ． 仁I JJ空 内 速

崩壊錠， 増粘斉Jj ， 徐放性． 経皮吸収， ジ ェ ネ リ ッ ク ， 配置薬， グ リ ー ン ケ ミ ス ト リ ー

履修上の注意
教科書 ・ 参考書等
成績評価の方法 出 席 回 数， レ ポ ー ト （ 各講 師毎 に ）

関連科目
備考

医薬製剤産業特論
回 主題と位置付け 学習方法と 内容 （講義概要）

富 山 県 に 於 け る 製 薬 産業 の 本 県 の 製 薬 産業 に お け る ①現在置 か れ た 経常環境 ②発展の 歴 史的
発展 と 将来性 経緯 ③製薬 産業 の 将来像 と 政策 ー に つ い て ， 理解 を 深 め る 。 特 に 異

（ 浅井 ） 業種連携 の 可能性 に つ い て 言 及 す る 。

医 薬 品 の 開 発 か ら 製 品 化 ま で の 流 れ に つ い て 概説す る と 共 に ， 製剤l 化

製薬 産業概論
の重要性 に つ い て 述べ る 。 も の づ く り と し て 製剤 化 を 捉 え ， 錠剤 ， 粉

2 
（ 正 J 1 1 )  

末剤， 注射剤 或 い は 貼付斉Jj な ど 剤 型 の 違 い が 生体や薬効 に 与 え る
影響 を 論 じ ， 工 程検査や 充填 － 包装 を 含 む 医 薬 品 製造 の 全般 に 渡 る 要
素技術 の 開 発が， 富 山 の 医 薬 品 産業 を 支 え て 来 た こ と も 述べ る 。

薬事法， ｜銅 連法規 と G X P  
改正薬事法 の 成 り 立 ち ・ 構 成 関 連法規 G X P ＊ の 内 容 に つ い て 述べ

3 基準
る 。 そ の 中 で， 医 薬 品特 有 の 用 語 の 解説， J G M P と I s O の 比較，

（ 長谷 川 ）
二 極 G M p ＊ ＊ の比較， J G M P で の バ リ デー シ ョ ン 要求事項 と 製造現
場 に お け る 対応事例 I C H の話題 に も 言 及 す る 。

新薬誕生 ま で の 概略 に つ い て 述べ た 後 創薬研究 と 開 発研究 に お け る

4 
倉lj 薬研究 か ら 開 発研究 技術課題 （ ス ケ ー ル ギ ャ ッ プ等 ） や 手順 な ど の 違 い に つ い て 述べ る 。

（ 山 本 ） 次 い で， 原薬製造 プ ロ セ ス 研究 を 効率 的 に 遂行す る た め の 方策 に つ い
て 事 例 を 挙 げて 紹 介 し た い 。

原 薬 製 造 法 の 確 立 （ プ ロ セ
原薬製造 に 係 わ る 最適製 造 プ ロ セ ス を 開 発 し 特許， 経済性， 環境 負

5 ス 開 発）
荷 を 配慮 し た 工業 的製造法確立 に 至 る ま で の 概 要 を 述べ る 。 引 き 続 い

（ 坂 本 ）
て ， 酵素 を 用 い た グ リ ー ン ケ ミ ス ト リ ー に よ る 工業化事例 に つ い て 説
明 す る 。
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回 主題と位置付け 学習方法と 内容 （講義概要）
工業化 プ ロ セ ス が確 立 で き た ら ， 次 は 製造施設 を 建設 し 製造 に 必要 な

原 薬 製造施設 な ら び に 支援 製造装置 な ら びに 製 造環境 を 維持す る た め の 空調 シ ス テ ム あ る い は 製
6 シ ス テ ム の 検証 造 用 水 と い っ た 重要 な 支援 シ ス テ ム を 導 入す る こ と が必要 に な る 。 そ

（ 高橋 （ 久 ） ） こ で ， 商業生 産 を 開 始す る 前 に ， こ れ ら の 製 造施設あ る い は 装 置 を ど
の よ う に 検証 を 進 め て い け ばい い の か実 例 を 用 い て 紹 介 し た い 。

医 薬 品 原 料 は 薬事法 の 定 め に よ り 特定 の メ ー カ ー か ら 調達す る 場 合が
原 料確保 に 関 す る 問題点 と 多 い が， 輸 入 原 料 や 生 薬 原 料 で は ワ シ ン ト ン 条約や 狂牛病対策 あ る い

7 原価計算 の 実際 は 原 料 メ ー カ ー の 事情 に よ り 原 料調達が困 難 に な る 場合があ り ， そ れ
（ 高橋 （ 勝） ） ら の 対策事例 を 示す 。 つ い で ， 具体 的 な 医薬 品 の 原価計算 を 例 示 し つ

つ ， 新薬， 後 発 医 薬 品 ， 受委託 品 ， 配置薬 の 原価 の 考 え 方 を 概説す る 。

医 薬 品 生 産管理 に つ い て は ま ず， 生 産 数量予測 （ 新製 品 ， 季節 商 品 ）

8 
事業の 収益性 と 生 産管理 と 不採算品 目 へ の 対 応 に つ い て 述べ 高 薬理活性医薬 品 の 生 産管理事－

（ 高橋 （ 勝 ） ） 例 と し て テ イ カ 製薬（械の ス テ ロ イ ド ホ ル モ ン 製剤 の 生 産管理方法 を ピ
デ オ で紹 介す る 。

高齢化社 会 に 対応 し た 新製 患者 ニ ー ズ に 対応 し た 服薬 コ ン ブ ラ イ ア ン ス 向 上 の た め の 各種製剤 開

9 
斉lj の 開 発 発が さ れ て き て い る が そ の動 向 に つ い て 概説 し 新製剤 の 考 え 方 を
- I」 腔 内 速 崩 壊錠 な ど － 述べ る と と も に ， 製 品 の 紹 介 と 合 わ せ て 口 腔 内 速 崩 壊錠， 内 用 ゼ リ ー

（ 津野） 斉｜！ な どの 製剤技術や 各種崩壊剤 増粘剤 な どの 効果 に つ い て 述べ る 。

医 薬 品 の 品 質管理 と 製剤 化
医 薬 品 の 各種斉lj 型 （ 錠剤 頼粒斉IJ , 丸剤 な ど固 形製剤j を 中 心 と し て ）

1 0  
（ 津野 ）

の規格試験法 や 品 質管理方法 に つ い て 概説 し 丸剤 を 例 に 富 山 オ リ ジ
ナ ル ブ ラ ン ド 医 薬 品 の 開 発 を 通 じ 製剤 化への取組み を 紹 介す る 。

1 ） ジ ェ ネ リ ッ ク 医薬 品 の 開 発手順 を 解説 し ， ジ ェ ネ リ ッ ク 医 薬 品 の

医 薬 品 添加斉！J と 経 口投与製
理解 を 深 め る と と も に 製剤 化技術 の 重 要性 を 述べ る 。
2 ） 経 口投与製剤 に 用 い ら れ る 添加 剤 の 種類 と 特徴 に つ い て 概説 し た

剤 の 処方設計
後， 経 口 製 剤 の 処方設計 に つ い て 述べ る 。 更 に 放 出 制 御 （ 徐放性） ' ？容

（ 熊 田 ）
解性改善， 保存安定性確保 な と 添加 剤 の 選定 に よ る 高 品 質 を 付与 し

1 1  た 様 々 な 製剤 処方設計 に つ い て 述べ る 。

医 薬 品添加剤 と 経 口 投与製
経 口 投与製剤 に 用 い ら れ る 添加 剤 の 種類 と 特徴 に つ い て 概説 し た 後，
経 口 製剤 の 処方設計 に つ い て 述べ る 。 更 に 放 出 制 御 （ 徐放性） ， 溶解性

剤 の 処方 設計
改善， 保存安定性確保 な と 添加斉lj の 選定 に よ る 高 品 質 を 付与 し た 様 々

（ 金井 ）
な 製剤 処方設計 に つ い て 述べ る 。

製剤工場の特徴 と 製剤l 装 置 固 形剤工場 と 注射斉！J 工場 の 設備 と 特徴 を 概説 し た 後 製造装 置 の 機能
12  の 機能 と 役割 に つ い て 述べ る 。 次 い で商業生 産 に 向 け て パ イ ロ ッ ト プ ラ ン

（ 石瀬 ） ト か ら 工場 で の 大量生産への ス ケ ー ル ア ッ プの手順な ど を 概説す る 。

本 来 は 生体 ノ t、 リ ア ー で あ る 皮膚 を 通 し て 薬 を 吸収 さ せ る と い う 経皮吸

13  
外用 製剤 と 開 発事 例 収斉！J の 発想、 の 原 点 そ の 開 発初 期 の 基本戦略 と 有効性 を 証明 す る た め

（堀 内 ） に 実施 し た 実験例 を 踏 ま え ， 経皮吸収斉！J と い う 医 薬 品 の 新 し い ジ ャ ン
ル を 切 り 開 い て い っ た エ ピ ソ ー ド に つ い て 紹 介す る 。

D D  S と し て の経皮吸収製 皮 膚 を 介 し た 薬物吸収 メ カ ニ ズ ム の 基 本 的 な 考 え 方 と ， 薬物 の 作 用 部
14  斉lj の特徴 位 へ の 効 率 的 な 送達 と 体 内 組織へ の 薬物 移 行 を 制 御 す る D DS に つ い

（ 片 山 ） て 新規経皮吸収技術 の 実 例 を 交 え て 分か り 易 く 概説す る 。

1 5  
l実薬 品 産業の 動 向 と 方向性 富 山 県 の 医 薬 品 生 産 高 は 今後大ljlfil な 増加 が期 待 で、 き る 。 そ の イ ン フ ラ

（ 大津賀 ） の 整備 と も の っ く り と し て の 製剤 技術 の 重要性 に つ い て 述べ る 。

16  
医 薬 品 製 剤 の 実際 （ 実智 ） 関 連 企業 の 製造現場 に 出 向 い て 実際の 製造工 程 の 現場研修， 見学 を 行

（ 黒 田 ） い ， 体験学宵 を す る 。

* G X P : G M P ,  G L P , G C P , G V P , G Q  P 等 の総称
＊ ＊  二 極 G M P : E U - G M P ,  J G M P / G Q P , C G M P  
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医薬製剤 産業特論

授業科目名 電気 ・ 電子部品 産業特論
（英文名） Industrial Technology Session for Electrical Power and Electronic Parts 

小 谷元洋 （ 北 陸経済研究所） ， 中 田 保彦 （ 北 電 ） ， 札本安識 （ 立 山 科学工業 ） ， 飴 久H青 ， 織

田 誠二 （ コ ー セ ル ） ， 山 本肇 （北陸電気工業） 真 々 田 幸 弘 （ ト ッ パ ン NEC サ ー キ ッ ト

担当教員 （所属） ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ ） 西村一 弘 （ パ ナ ソ ニ ッ ク セ ミ コ ン ダ ク タ 一 社 ） 宮博信 （ 日 立 間 際

電気） ， 作井正 昭 （ 富 山 大学 ） ， 堀 井正 文 （ ユ ニ ゾ ー ン ） ， 古城博 （ フ ァ イ ン ネ ク ス ） ， 高
田 昭 広 （ シ キ ノ ハ イ テ ッ ク ） 西森俊幸 （ ノ f ナ ソ ニ ッ ク エ レ ク ト ロ ニ ッ ク デバ イ ス ジ ャ パ
ン ）

授業科 目 区分 イ ン ダ ス ト リ ア ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス （継続教育） 授業種別 修士課税 正規科 L I
時間割コ ー ド 対象所属 理工学教育部

講義 日 程 10/3 1 ,  1 1/7 1 1/14 ,  1 1/21 ,  1 1/28, 1 2/5, 1 2  対象学年 社 会 人技術者
/12  1 2/ 19  * 1 1/ 6 （工場 見学実施） 単位数 2 

連絡先 （研究室， 電話番号， 電子メ ール等） 産学連携部 門 （城石昭弘 Tel 076 - 445 - 6977 ) 
Mail  siroisi@ctg.u-toyama.ac.jp 

授業のね ら い と カ リ キ ュ ラム上の位置付け （一般学習 目 標）
－ 産業 の 発展経緯 と 確立 さ れ た 固 有 の 技術 に 対す る 理解 を 深 め る こ と
－ 専 門 分野 の 深 い 知 識 ・ 能力 に 加 え ， 他 の 技術分野 の 知識 を 深 め る こ と
－ 技術全体 を 見渡 し 複眼的視点 か ら 技術 の 価値 を 見 出 す 能力 の 宵 得

達成目標
富 山 県 の 主要 な 電気 ・ 電子部 品 産 業 の 成 り 立 ち と 特徴 を よ り 深 く 理解 し 開 発 さ れ た 技 術 の 必然性や そ の
技術が支 え る イ ン フ ラ な ど を 考 え る 。 ま た 確立 さ れ た 技術の 時 代 と 共 に 変容 発展 し て き た 経緯 を 理解
す る こ と に よ り ， 意 欲 的 で 見識豊 か な 次世 代 の 産業技術者 と し て 育 成す る 。

授業計画 （授業の形式， スケジ、 ユ ール等）
第 1 I可 富 山 県 の 電 気 ・ 電子部品 産業概論 （ 小 谷 ）

第 2 1 1 1 [ 電気事業 を 取 り 巻 く 環境 と 課題 （ 中 II[)
第 3 1円 l 電 力 の 品 質 ・ 信頼性 （ 中 田 ）
第 4 1 旦 ｜ 超電導工学 の 基礎 と 応 用 （ 札本 ）
第 5 1 11 [ 電源装 置 の 仕組み と 電圧安定化技術 （織 ｜王 ｜ ）
第 6 1口 ｜ ス イ ッ チ ン グ技術 と ノ イ ズ対 策 に 関 す る 開 発事例 （ 織 田 ）
第 7 In f セ ン サ 一 概論 と 開 発事例 － 3 軸加速度 セ ン サ ー の 開 発 － （ 山 本）
第 8 同 プ リ ン ト 配線板の概要 （ 真 々 回 ）
第 9 巨l コ ン デ ン サ 一 概論 （ 西森 ）
第 10 同 最先端半導体製 品 の 製造技術 と 新た な モ ノ づ く り 手法 （ 西 村－ ）
第 1 1 同 半導体製造装 置 開 発 と 将来動向 （ 宮 ）
第 12 1H [ 半導体 回 路設計 と 検査装 置 （ 高 田 ）
第 13 IEJ 電子部品 加工技術 の 現状 － 電極 の 加工技術 を 中 心 と し て － （古城）
第 1 4 1司 産業部 品 の め っ き の 役割 （ 堀 井 ）
第 15 IH [ 知識労働者 に 必 要 な マ ネ ー ジ メ ン ト ス キ ル と 技術変 化へ の 対 応 （ 飴 ）
第 1 6 回 実習 （ 作 井 ）

電気事業法， エ ネ ル ギー ， 原子力 ， 環境保 全， 電力 品 質， l瞬時停電， 停電， 超電導， ｜百 ｜

キ ー ワ ー ド 路設計， 電源装 置， ス イ ッ チ ン グ， フ ロ ー は ん だ， 加 速 度 セ ン サ ー ， プ リ ン ト 配線板，
多 層 プ リ ン ト ， コ ン デ ン サ ー ， SLSI ， エ ッ チ ン グ 装 置， イ オ ン 注 入 ， ド ー ピ ン グ， Pb
フ リ ー

履修上の注意
教科書 ・ 参考書等
成績評価の方法 出 席 回 数， レ ポ ー ト （ 各講 師毎 に ）

関連科目
備考
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電 気 ・ 電子部 ，＇， ，！ ， 産業特論

回

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

1 1  

1 2  

1 3  

主題と位置付け
富 1 l 1 !)J の 電気 ・ 電子部 品 産
業概論 （ 小 谷 ）

電気事業 を 取 り 巻 く 環境 と
課j遮

（ 中 日 ｜ ）

電 力 の ，＇�（， '.ffi: . 信 頼性
（ 中 田 ）

超電導工学 の 基礎 と 応 用
（ 札本 ）

電源装 置 の 仕組み と 電圧安
定化技術 （織 田 ）

ス イ ッ チ ン グf支付守 と ノ イ ズ
対策 に 関 す る 開 発事 例

（織田 ）

セ ン サ 一 概論 と 開 発事 例
- 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー の 開

yブじt 一

（ 山 本 ）

プ リ ン ト 配線板 の 概要
（ 真 々 回 ）

コ ン デ ン サ 一 概論
（ 西 森 ）

最先端半導体製 品 の 製 造技
や1:r と 新 た な モ ノ づ く り 手法

（ 西 村ー ）

半導体製造装 置 開 発 と 将 来
動向

（ 符 ）

半導体｜ 「 1 ［ 路設計 と 検査装 置
（ 高 田 ）

電子 部品 加工技術の現状
一 電極 の 加 工技術 を 中 心 と
し て － （古城）

学習方法と 内容 （講義概要）
詰’ 山 県 の 電気 － 電子部品 産 業 の 発展経緯 と 現状 及 び今後の 展 開 に つ い
て 述べ る 。

電気事業 は ， 海外依存度が高 く 枯渇 の 懸 念 も あ る エ ネ ル ギー や 地球環
境 の 問 題 と 切 り 離 し て 考 え ら れ な い 。 そ の 概要 と 取 り 巻 く 環境 や 課題
を ， エ ネ ル ギー 資源， 環境保 全 臼 然エ ネ ル ギー ， 原子力 発電， 電力
負 荷平準化 な どの 切 り 口 か ら 整理 し 将来予測 さ れ る 電力 系統 に 関 す
る 課題 に つ い て も 言 及 す る 。

工場 な どの電気設備 ・ 機器の ユ ー ザー に 大 き な 支障 と 損害 を も た ら す
電力 品 質や 信頼性の低下 に は 北 陸 の 厳 し い 白 然が影響 し て お り ， 特 に
停電や 瞬時電圧低下 を も た ら す 雷被害 な ど を 克服すべ く 続 け て い る 努
力 に つ い て 紹 介す る 。 ま た ， 被害 の 防止対策 や 信頼性の 評価 ・ 予測 方
法 に つ い て も 説明 す る 。

超電導の 基礎物性 材料 と 特性評価 帝京材 開 発や デバ イ ス 開 発の 状況
に つ い て 説明 し 超電導電 力 貯蔵 シ ス テ ム や 超電導 リ ニ ア な ど， エ ネ
ル ギー ・ 環境分 野 で 応 用 さ れ て い る 超電導技術 を 紹 介す る 。

電源電圧 の 変動 に 伴 う ． 出 力 電圧 の 安定化の た め に 必要 な 電源 の 仕組
み と 構 成 に つ い て 述べ る 。 ま た 生 産 の 重要 な 技術 で あ る は ん だ付 け

（ フ ロ ー は ん だ） に つ い て も 述べ る 。

ス イ ッ チ ン グ技 術 の 概要 と 小型 効率化 を 実現 し ス イ ッ チ ン グ電源
の ノ イ ズ 低減 を 図 る た め の 電源技術 の 概要 に つ い て 述べ る 。

セ ン サ ー の 種類 と 動 向 に つ い て 概説 し た 後 に 当 社 の 半導体 3 軸加 速
度 セ ン サ ー を 事例 に ， こ の セ ン サ ー の 特徴， 世 の 中 が何 を 求 め た の か，
社 内 の 要素技術 条 件等 の 観点 か ら 商 品 開 発 の ポ イ ン ト に つ い て 述べ
る 。

集積度が向上す る に 伴 な っ て 多層 プ リ ン ト 基板製造が広 く 使 わ れ る 。
そ れ ら の 製－造工程 で の 技術課題や 対応 策 に つ い て 述べ る 。

コ ン デ ン サ ー は そ の 用 途 電気容量 使 用 電圧等 の 変 化 に 伴 い ， 様 々
な コ ン デ ン サ ー 材料が用 い ら れ る 。 そ の 製造技術 上 の 課題 と 最新の 開
発技術 に つ い て 述 べ る 。

S L S  I と 呼 ばれ る 半導体製 品 は 超最先端加工技術 の 結 集 で あ る 。 本
講義で は ， 65nm や45nm 半導体製 品 を 世 界 ト ッ プで量 産 出 荷す る こ と
を 可能 に し た 「 ヒ モ ヅ ケ 」 ゃ 「 モ ジ ュ ー jレ 化」 等 の モ ノ づ く り 手法 を
紹 介す る 。

半導体の 製 造 に は 酸 化装置 エ ッ チ ン グ装 置 ， イ オ ン 注 入装置， 薄膜
形成装 置 な ど様 々 な 製造装置が用 い ら れ る 。 半導体製造装 置 に 要求 さ
れ る 機能 は デバ イ ス の 高集積化 と 共 に 変 わ っ て き た が， こ れ ら 装 置 開
発 の 歴 史 を 特 に 薄 膜形成装置 を 例 に 述べ る 。 さ ら に 半導体製造装 置の
機能 と 構造， 薄膜形成や ド ー ピ ン グ に 関 す る 最新技術動 向 に つ い て も
概説す る 。

半導体の 回路設計 に お け る 留 意事項 を 概括 し 製 品 検査の 内容 と 各検
査 に 用 い ら れ る 装 置 （ 特 に 当 社製検査装 置 B / I 装 置， AITS の特徴 ）
に つ い て 紹 介す る 。 ま た 検査実施 の た め の プ ロ グ ラ ム 言語 及 びそ の
開 発手順 に つ い て も 触 れ る 。

パ ソ コ ン の コ ン ピ ュ ー タ 一 部 を 構成 す る CPU （ 中 央演算処理装 置 ） パ
ッ ケ ー ジ 基盤 に 剣 山 の 如 く 配列 す る リ ー ド端子 （ PGA ピ ン ） の 加工要
素技術 に 関 す る 概要等 を 説明 す る 。
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回 主題と位置付け 学習方法と 内容 （講義概要）
め っ き は ， 各産業部品 に 対 し て ， 単 一 の 金属 又 は 複数の組み 合 わ せ た
皮Jj莫 を 着 け る こ と で． 部 品 の 機能向上 に 寄与 し て い る 。 そ の 中 で， め

14  
産業部 品 の め っ き の 役割 っ き 会社 で 加工 さ れ る め っ き の 種類 と め っ き が どの よ う な と こ ろ で

（ 堀 井 ） 使 わ れ ， どの よ う な 特徴があ る か を 説明 し 科 産 業 部 111 111 の 要求 に 対す
る 主 な 取 り 組 み 内 容 と 苦心談 及 び不 良 と な る ケ ー ス ． ま た 環境 に 対す
る 内容 に つ い て も 述べ る 。

知 識労働者 に 必要 な マ ネ ー 技術者 は 論理思考が強す ぎ る の で 熱意等 の 意 欲 と 調手I I の取 れ た マ ネ

1 5  
ジ メ ン ト ス キ ル と 技術 変 化 ー ジ メ ン ト ス キ ル を どの よ う に 高 め る かが課題 と な る 。 技術者が何か
へ の 対 応 を 成 し 遂 げた と き そ の 論理 は そ こ で停滞 し 変 化へ の 対 応 に 必要 な 吏

（ 飴 ） な る ア イ デ ア 創 出 力 が求 め ら れ る 。

1 6  
dフゴRブ己刃日仁：＞J 関 連企業の 製造現場 に 出 向 い て 実 際 の 製造工程の現場研修， 見学 を 行

（ 作井） い ， 体験学宵 を す る 。

機械 ・ 部品工具産業特論

回 主題と位置付け （担当） 学習方法 と 内容
機械工具 産業 の 歴 史 的 変 遷 富 山 県 の 機械工具 産 業 の 歴 史 的 変遷 と ， どの よ う に 発展 し て き た の か
と そ の 発展経緯 に つ い て を 統計的 な デー タ に 基づ き 説明 す る と と も に も の づ く り の 原 点 と し

（熊野） て の 重要性 と 産業 の 発展性 に つ い て 述 べ る 。

各種切 削 工具 の 使用 方法 と
工共技術 の 全貌 を 紹 介 し た 後， 穴 あ け ， フ ラ イ ス ， ね じ 切 り ， I病切 ，
ブ ロ ー チ 等 の 工具 の 具 体 的 な 使用 方法 と 特徴 を 事 例 や ｜映 像 を 駆使 し て

2 最 新 の 工共 開 発事 例
述べ， そ れ ぞれ の 工具 に つ い て 技 術 開 発 の 秘話や工具 に 関 す る 新鋭材

（堀 ）
料， 表面処理， 熱処理な どの概要 と 今 後 の 展望 に つ い て 述べ る 。

切 削 加工 の 概要 と 切 削 加工 一般的 な 切 削 加工 の モ デ ル に つ い て 述 べ た 後 ， 切 l1IIJ 加工 の ｜刻 発事 例 と
3 開 発事 例 し て 外径溝育IS ス カ イ ビ ン グ力｜ ｜工法， 戸、j 径溝部 カ ッ タ ー 力｜ ｜ 工 法 及 び内径

（ 石 田 ） 部ノ ＼ ー ド タ ー ン ニ ン グ加工法 を 紹 介す る 。

石川：削 力I J 工 の 概要 と 研削 加工 一般的 な 研削 加 工 の モ デ ル に つ い て 述べ た 後， 研 j'Jlj 力I I工の l�loJ 発事例 と
4 開 発事 例 し て 外球部の 多 数例 ｜司 時加工， 内 径 2 ヶ l r iJ 時力I I工， 外 ・ 内 径 l i ij 時力｜ ｜工

（ 石 田 ） 方法 を 桁 介す る 。

自 動車 の 量 産加工設備 の 変 自 動車生 産 ラ イ ン を 取 り 上 げ， 力I I工機械装 置 の 開 発経緯 を 紹 介す る 。
5 選 と ！？日 発事例 ま た エ ン ジ ン の 変 化や環境調和への対応 な ど 今 後 新 た に 求 め ら れつ

（ 村－井） つ あ る 設備 へ の 課題 に つ い て 述べ る 。

マ シ ニ ン グ セ ン タ ー 及 び レ マ シ ニ ン グ セ ン タ ー や レ ー ザー 加工 機 に お け る 高速 化， 高 精 度 化 の 経
6 ー ザー 加工機の 高 速 化 と 高 緯 を 紹 介 し ， 新 し い 素材や工 程 の 革 新 な ど 今後 の 新 た な ニ ー ズ に 対

精 度 化 （村井） す る 対応 に つ い て 述べ る 。

ウ ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト に よ る 超 高 圧 水 を 小 径 ノ ズ ル か ら 噴射 し て ワ ー ク を 切 断す る 加工法 に つ い て
7 力1 1 工 の 原理 と 特徴 開 発経緯 と 確立 さ れ た 本法 の 昇圧原理， 構 成機器の 構 造 ， 特徴 な ど を

（ 中 谷） 説明 す る 。

ウ ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト 切 断装 本 法 に よ る 力｜ ｜工 で は 5 IM！ 制 御 に よ り 複雑形状 の 加工可能 と な り ， 機械
8 置 と そ の 応 用 例 加 工 で は 切 断が 困 難 な 材料の加工 に も 応 用 範 囲 が 広 が っ て い る 。 本法

（ 中 谷） の 高 精 度 化 と 高効率化の た め の 工夫 に つ い て 概説す る 。

FA シ ステム構築の考え方 I 機械 ・ 制 維｜］ ・ 情報の 融 合 に よ る 新規 な F A シ ス テ ム を 刷 発 し た経緯 に

9 － 制 維｜川f長器の 活 用 と コ ン ピ つ い て 述べ る 。 特 に 制 御機器 と コ ン ピ ュ ー タ ー ， 阿像処理応 用 検査 を
ユ ー タ ー シ ス テ ム ー 活用 し て 音IS r!n'1 加 工 全体 を 管理す る F A ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を 作 り 上

（ 野 口 ） げ る 考 え 方 に つ い て 述べ る 。

FA シ ステム構築の考え 方 E 前章 に 関 し て 専 用 制 御機器開 発 ・ 工場 内搬送 シ ス テ ム · POP シ ス テ
10 － 制 御情報管理 と 画像処理 ム 等の 事例 に つ い て 生産設備 白 社 開 発 に 対す る 考 え 方 － 開 発経緯 を

応 用 検査 一 （ 野 口 ） 述べ る 。
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回 ｜ 主題と位置付け （担当） 学習方法と 内容

1 1  

l 工具の 表面処理や熱処理 を 施す こ と に よ り ， 工具の 信 頼性や寿 命 を 向
機械 ・ 部品 ・ 工具の 材料特 ｜1 め る こ と が不可 欠であ る 。 本稿で は鉄鋼材料の概論 と 熱処理の 基 本理性 と 熱 処理 ｜ 

｜ 論及 びそ の 標準条件 に つ い て 述べ， 材料の特性 を 改善す る 熱 処理方法
（ 吉 田 ） ｜l と そ の ト ラ ブ jレ 事例 （ 海外） に つ い て 概説す る 。

近年， 機械部品 や工具 な どの使用環境が厳 し く な っ て お り ， ト ラ ブ ル
が多 く 発生 し ， 生産す る 上 での大 き な 問題 と な っ て い る 。 こ の損傷 ト

機械 ・ 部品 ・ 工具の ト ラ ブ ｜ ラ ブ ル は ， 使用 し て い る 材質 な どの変更 だ け で は ト ラ ブ ル の 解消がで
12  I ル 事例 ｜ き な い。 こ れ ら の 対策 に は 特殊熱処理お よ び、部品や工具 な どの加工

（ 吉 田 ） ｜ 方法 な ど も 含め て総合的 に 検討す る こ と が重要であ る 。 本講座 で は ，
ト ラ ブ jレ事例 や損傷形態 な どか ら そ の 原 因 と 対策事例 な ど を 説明 す
る 。

機械工具産業の 発展 は 硬 質材の継続的 開 発 と そ れ を 工具 に 応用 す る
｜ 技術開 発 に よ る と こ ろ が大 き い。 主 た る 工具材であ る ハ イ ス ， 超硬 合

硬 質材の 加工技術概要 ｜ 
13  I ｜ 金 ， c BN， ダ イ ヤ モ ン ド な どの研削技術 の 変遷 と 実際の現場で起 き

（ 植松） ｜
｜ て い る 問 題事例 を 取 り 上 げ， 硬質材の加工技術の現状 と 今後の 展望 に

つ い て 述べ る 。

｜ 代 表的難加工材で あ る セ ラ ミ ッ ク を 高能 率 に 研削す る た め ， 加工機械，セ ラ ミ ッ ク の 石庁自lj技：4桁の 開 ｜
｜ 加工工具だ け で は な く ， 超音波振動や放電加工技術 を 補助 的 に 利 用 す1 4  I 発 l
｜ る 研削加工技術の 開 発 ・ 提案 を 行 っ て き た 。 そ の事例 や 課題 と 鉄鋼部

（ 植松） ｜l 品材料の加工への 展 開 に つ い て 述べ る 。

地球温暖化や石油 資源枯渇 な と＼ 私達 を 取巻 く 環境が変化す る な かで，
環境か ら み た 自 然太陽光発 ｜ 今 低炭素社会への移行が求め ら れ て い る 。 環境 ・ エ ネ ル ギー 問題の

1 5  I 電 と 将来の 自 動車産業 ｜ 切 り 札 と し て 注 目 を 集め て い る 太陽光発電の現状 に つ い て 紹 介す る と
（堀井） ｜ と も に ， 同 様 な 観点か ら 変化 し よ う と し て い る 自 動車 の 未来 に つ い て

概説す る 。

切 削 作業 の 実際 （工場見学） ｜
16  I ｜ 工場見学

（ 山 田 ） I 

－ イ ン ダ ス ト リ ア ル エ ン ジ ニ ア コ ー ス

受講生 ： 55名 （ 内 コ ー ス 受講生 16 名 ， 科 目 履修生39 名 ） ， 延 1 18 名

1 0 - 1 - 3 第 1 回継続教育実施委 員 会

開 催 日 ： 平 成22年 1 0 月 1 日 働

場 所 ： 地域共 同研究 セ ン タ ー 2 階 会議室

出 席者数 ： 13名

審議事項 ．

1 受講生募集案内概要

23年 度 の 募集 概要 に つ い て 変更 な ど の 修正 を 含め提案 に つ い て 審議 さ れ た 。

2 事業 費 に つ い て

プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル コ ー ス は 文部科学 省 の 補助事業が終 了 し て お り ま た 経 産 省 の 委託事

業 イ ン ダ ス ト リ ア ル コ ー ス も 本年で修了 す る た め ， 自 立化 に 向 け て の 取 り 組 み 方や そ れ に 伴 う

事業 費 な どが提案 さ れ た 。
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• 1 0 - 2 TREC 事業

TREC に つ い て

TREC （ ト レ ッ ク ） は ， 富 山 大学地域連携推進機構 産学連携部 門 と 芸術文化学部が展 開 中 の 「伝

統技能 の 知 財保護 と そ の現代化」 に つ い て の プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 。

平成20年 度 に 文部科学 省 「 産学官連携戦略事業 （ 戦略展 開 プ ロ グ ラ ム ） 」 を 受託 し 平 成22年度 に

は 同 省 の 「大学等産学官連携 自 立化促進 プ ロ グ ラ ム ｛機能強化支援型］ 」 の 補助 金 を 受 け事業 を 継続

し て お り ， 本年度 は 事業 ス タ ー ト か ら 3 年 目 と な る 。

具体的活動 と し て 高 岡 地場産業の銅器 を 対 象 に ， 伝統技能の伝承， そ の 知 的財 産 化 と 保護， 技

能保有者 の 育 成 伝統産業 の 現 代 化 な ど を 主 な テ ー マ と し て ， こ れ ら を 産学官が連携 し て 運 用 可能

な し く みづ く り に 取 り 組 ん で い る 。 こ れ を 通 じ 本学 に 伝統工芸 ・ 伝統産業分野の 産学官連携 に 関

す る マ ネ ジ メ ン ト カ を 育 成す る 。 こ れ に よ り こ れ ま で の 産学連携の 中 心 で あ っ た 工学 分野 に 加 え ，

よ り 多 く の工芸分野 に 関 す る 連携創 出 が期 待 さ れ る 。

平 成22年 度 具体的活動 内容

①伝統技能 の技術体 系 化

平 成21 年 度 に 行 っ た ， 党鏡の音 に 関 す る 技能 の技術体系 化の 結 果 を 受 け ， 高 岡 地域 に 継承 さ れ て

い る ケ イ ス の 音 に 関 す る 分析 を 行 い ， 音 を 作 り 出 す技能 の 科学的解 明 を 行 っ た 。 そ の 結果， 職 人技

を 有す る 者が良 い音 と し て 認め る 音 に 共通性があ る 事が判 明 し た 。 一方， デー タ ベ ー ス 化 に お い て

は ， パ イ ロ ッ ト プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 党鐘 の 製造工程 か ら QC 工程表 を 作成 し 職 人技デー タ ベ ー ス

作 成 の 為 の マ ニ ュ ア ル を 完成 さ せ た 。

②伝統技能の 知 財 保護

①の QC 工程表 を 作成 す る 過程 に お い て ， 工程の 中 に 知 的財 産化可能 な 技があ り 権利 保護 に 価 す

る 内容 を 見 い だす事が出 来 た 。

③職 人技の ブ ラ ン ド 化

産学官連携 の 下 で ， 伝統技能 の技術体系 化お よ び知財 保護 を 基盤 と し た 「職 人技の ブ ラ ン ド 化J

の取組 を 開 始 し 伝統的 職 人技の 伝承 ・ 現代 化 及 び後継者育 成 を 持続可能 と す る 仕組み と し て ， 「職

人技の ブ ラ ン ド 化推進協議会」 の 準 備 会 を 設立 し た 。

④伝統的職 人技 の現代 化 プ ロ ジ ェ ク ト

地域 の音 を 作 る 技能 に 着 目 し コ ン セ プ ト を 開 発 し 素材 ・ 形状 ・ 厚み ・ 硬度 な どの 関 係性か ら ，

小物製 品 で あ る 事 を 特徴 と す る 音付与デザ イ ン ・ 設計 シ ス テ ム の 特許 を 出 願 し た 。

⑤ フ ォ ー ラ ム の 開 催

本取 り 組み の 内容 を 地域 関 係者 に 周 知 し ， 地域 の 産学官連携 と 職 人技が抱 え る 問題 に つ い て 考 え

る 場 と し て 「 産学官連携 に よ る 伝統的職 人技の継承 （ 体 系 化 ・ 知 的財 産化 ） ・ 現代 化 ・ 人材育成」 に

関 す る フ ォ ー ラ ム を 開 催 し た 。 フ ォ ー ラ ム で は 高橋正樹高 岡市長 と 西頭徳三 本学学長 を パ ネ ラ ー と

し た シ ン ポ ジ ウ ム ， な ら び に 本学教員 が参加 し た 舞台芸術作品 を 上演 し た 。

今後の 計画
5 年計画 の 4 年 目 と な る 次年 度 に は 以下 の項 目 を 中 心 に 実施す る 計画 で あ る 0

． 産学連携体制 の 強化

． 伝統 的技能 の 知 財 化 ・ 資源 化
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－ デザ イ ン マ ネ ジ メ ン ト 人 材 の 育 成

学 内 の デザ イ ン マ ネ ジ メ ン ト 体制 を 白 立化す る た め に ， 平 成23年 度 以 降 は デザ イ ン マ ネ ジ メ ン

ト を 担 う 内 部 人材 の 育 成 を 行 い ， デザ イ ン マ ネ ジ メ ン ト 体制 の 維持 ・ 強 化 を 図 る 。

党鐙制作工程 の デー タ ベ ー ス 化の た め の現状調 査

伝 承

コ ンセブ ト織発
＋ ニーズ開発

筏の要素化 ＋ 湾綱策

体 系 化
＋ ＋ ＋ 

妓の抽出 ， 保存 筏術者聖書成 家材の科学的分析

後誕E者jif保 ・ 育成事紫 綬の科学的分析

職 人技の ブ ラ ン ド 化の 概 念 図

フ ォ ー ラ ム に お け る シ ン ポ ジ ウ ム の 様子

• 1 0 - 3 大学等産学官連携 自 立化促進プ ロ グ ラ ム 「 コ ー デ ィ ネ ー タ 支援型j 事業

1 0 - 3 - 1 バ イ オ フ ァ フ リ ケ ー シ ョ ン 技術研究 ・ 開発 フ ォ ー ラ ム

日 ｜ ｜寺 ： 平 成23年 2 月 25 日 （金） 1 3 : 30～ 19 : 00 

場 所 ： 富 山 国際 会議場 （ 富 山 市大手町 1 番 2 号）
主 11:fi ： 地域連携推進機構

後 援 ： 宮 山 県 （附富 山 県新世紀 産業機構

本事業 は ， 文部科学 省 イ ノ ベ ー シ ョ ン シ ス テ ム 整 備事業， 大学等産学官連携 自 立 化促進 プ ロ グ ラ

ム 「 コ ー デ イ ネ ー タ ー 支援型」 事業 の 一貫 と し て 「再生 医工学 と ロ ボ ッ ト 活 用 の 現状 と 未来」 を 副

題 と し 本学並 び に 富 山 県 に お け る バ イ オ フ ア プ リ ケ ー シ ョ ン 分野 の 融 合技術型研究課題の 創 出 と

技術 開 発 の 促進 を 日 的 に 開 催 し た 。

開 会挨拶 地域連携推進機構長 済木 育夫

は じ め に 「 ノ て イ オ フ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ： 医薬 と 生 命へ の ロ ボチ ク ス 工学 の 導 入」

大学院理工学研究部 （ 工学） 教授 中 村 真 人

某調講演 「将来社会 を 支 え る 科学技術の 予 測 調査 に つ い て ～ ラ イ フ サ イ エ ン ス の 展望」
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文部科学 省 科学技術政策研究所 科学技術動向研究 セ ン タ ー

ラ イ フ サ イ エ ン ス ユ ニ ッ ト 上席研究官 重茂 浩美

特 別 講演 「 3 次元マ イ ク ロ ナ ノ フ ア プ リ ケ ー シ ョ ン が拓 く 新概念未 来 医療」

東京大学先端科学技術研究 セ ン タ 一 教授 生 III 幸土

講演 l 「 ロ ボ ッ ト を 用 い た G M P 対応 マ シ ン ～ 製薬 か ら 再生医療へ ～ 」

j住 谷工業株式会社 再生医療 プ ロ ジ ェ ク ト 次長 米 旧 健二
事業 化事例 「組織 ・ 細胞マ イ ク ロ ア レ イ 技術 と そ の 応 用 」

株式会社 パ ソ ロ ジ研究所取締役 付 属 病 院外科病理学講座 助教 堀 隆
講演 2 「 ヒ ト 羊膜 を 使 っ た 再生 医療」

大学 院医学薬学研究部 （ 医学 系 ） 教授 二 階堂敏雄
参加者 ： 74 名

1 0 - 3 - 2  自 立支援 シ ン ポ ジ ウ ム

日 時 ： 平 成23年 3 月 8 日 （火） 1 3 :  30～ 18 : 30 

場 所 ： 富 山 第一 ホ テ ル （ 富 山 市桜 木 町10 - 10)

主 催 ： 富 山 大学 地域連携推進機構 産学連携 部 門

後 援 ： 富 山 県， 富 山 市 ， 北 日 本放 送

パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン

本 イ ベ ン ト は ， 文部科学 省 イ ノ ベ ー シ ョ ン シ ス テ ム 整備

事業 大学等産学官連携 自 立化促進 プ ロ グ ラ ム 「 コ ー デ イ

J里唖贋璽墨田酔

ネ ー タ ー 支援 型J 事 業 と し て ， 産 学 連 携 部 門 が富 山 大 学 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン

「 自 立支援器具研究部会」 の 研究成果 を 主 体 と し て 企画 さ れ た 。

本 シ ン ポ ジ ウ ム は 「高齢者の 閉 じ 箆 も り か ら 社 会参画への 自 立 を J を テ ー マ に ， 高齢化社 会 に

お い て ， 閉 じ 箆 も り を 如 何 に 防止す る か に つ い て ， 福 島 医科大学の 安村誠司教授 に 基調 講演 を ］頁

き ， パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で は ， 富 山 大学 名 誉教授の 鏡森定信先生 の コ ー デ イ ネ ー シ ョ ン に よ

り ， 「 高齢者が歩 い て 暮 ら せ る ま ち づ く り の 実現」 を テ ー マ に 活 発 な 討守命が行 わ れ た 。

富 山 県下 の 高齢者 包括支援 セ ン タ ー や福 祉 関 連 企業等 か ら 多 数 の 参加者があ っ た 。

( 1 ） 基調講演 ： 「高齢者 の 閉 じ こ も り と そ の 予 防 ・ 支援 に つ い て 」

福 島 県立医科大学 医学部 公衆衛生学講座 安村 誠司

( 2 ) 講演 ： 「 自 立支援歩行器の 開 発」 － 4 学部横 断型研究支援 に よ る 産学連携

芸術文化学部 教授 丸 谷 芳 正 （ 白 立支援研究部 会 の 代表）
( 3 ） 事 例 展示 ： 自 立支援器具研究 部 会 の 研究者 6 名 に よ り 研究成果の パ ネ ル 試作 品 や 商 ！日



ン プ ル な どの 展示説明 会が行 わ れ た 。

(4 ) パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン ： 「 高齢者が歩 い て 暮 ら せ る ま ち づ く り の 実現」

コ ー デ ィ ネ ー タ ー ： 富 山 大学 名 誉教授 鏡森 定信
ノ て ネ リ ス ト

1 ） 福 島 県立医科大学 医学部 公衆衛生学講座 安村 誠 司

2 ） 富 山 大学大学院医学薬学研究部 地域看護学講座 准教授 中 林美 奈子

3 ） 富 山 大学 人 間 発達科学部長 人 間 環境 シ ス テ ム 学科 教授 北村 潔和

4 ） 富 山 県高齢福祉課 福祉係副主幹 北本佳米子
5 ） 富 山 市婦 中 西地域 包括支援 セ ン タ ー 管理者 出 町 万里

6 ） カ ナ ヤ マ マ シ ナ リ ー （側 代 表取締役社長 金 山 宏 明

参加者 ： 63 名

事例展示説明会

1 1 . 知的財産の管理

• 1 1 - 1 発明届 及び特許 出願

( 1 ) 発 明 ・ 出 願 ・ 登録 · P C T （ 外 国 出 願特許）

平 成 18年 度 平成 19年 度 平 成20年 度 平 成2 1 年 度

発 明 件 数 68 53 50 43 

出 願 件 数 4 1  36 36 34 

笠 録 件 数 5 7 6 4 

P C T  件 数 12  3 9 6 

( 2 ) 実施許諾 ・ 譲渡
実 施 許 諾 平 成 18年 度 平 成 19年 度 平 成20年 度 平 成2 1 年 度

件数（継続 中 ） 6 8 10  19  

金額 （ 万 円 ） 52 23 1 1 55 1929 

目表 i度 平 成 18年 度 平成 19年度 平 成20年 度 平 成21 年 度

刊二 数 4 3 2 。
金額 （ 万 円 ） 8 181 29 。
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平成22年 度

49 

39 
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4 

平 成22年 度
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• 1 1 - 2 開放特許一覧

電気電子分野

発 明 の 名 称

自 己整 合半導体 ト ラ ン ジ ス タ の 製造方法

2 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と そ の 製造方法

3 信号分配器 及 びそ の 設計方法

4 二重 自 己整 合 プ ロ セ ス に よ る 多 重チ ャ ネ ル 自 己整 合 ト ラ ン ジ ス タ

5 薄 膜積層 体 及 びそ れ を 用 い た 有機 ト ラ ン ジ ス タ

6 平面構成 マ イ ク ロ 波 信 号 多 分配器

7 有機 E L 材料薄膜 の 形 成 お よ び装 置

8 二 種 の 移相 器 を 持つ 伝 送線路型 ・ 集 中 定数型 ウ イ ル キ ン ソ ン ・ デバ イ ダ

9 画像処理方法 ， 画像処理装 置 及 び画像処理 プ ロ グ ラ ム

10  多機能有機 ダ イ オ ー ド 及 びそ の マ ト リ ク ス パ ネ ル

1 1  複合機能マ ト リ ク ス ア レ イ

1 2  両面 発光有機 E L ノ T ネ ル

1 3  有機電 界 発光素子 の 作製方法． 有機電 界 発 光素子， 及 び有機電 界 発光層

機械 ・ 材料

発 明 の 名 ネホ

1 4  ア ル ミ ニ ウ ム 合金

1 5  パ ノ ラ マ 撮像装 置

1 6  工具位置決め 方 法 お よ び工具位置 決 め 装 置

1 7  軽金属複合材料の製造方法 及 び こ の 方法 で 得 ら れ た 軽金属複 合材料

18 磁気浮上装置並 び に 磁気浮上方法

19 磁 気 反 発支持回転機

20 電解加工方法お よ び電解加工装 置

2 1  磁性 ア ル ミ ニ ウ ム 複合体

22 反 発形磁気浮上ユ ニ ッ ト 及 びユ ニ ッ ト を 用 い た 搬送 シ ス テ ム

23 レ ー ザ ス ペ ッ ク ル に よ る ナ ノ メ ー ト ル 変 位測定方法 と 装 置

24 羽 毛状品 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金鋳塊 及 びそ の 鋳造方法

25 Al - Mg - Ge 系 の ア ル ミ ニ ウ ム 基 合 金 及 び それ を 用 い た ア ル ミ ニ ウ ム 合金材

26 X 線 回 折 方 法 お よ び 中 性子線回折方法

公 開 番 号／登録番号

特 開 201 0 205765 

特 開 2009 - 206388 

特 開 2009 - 200609 

再表 2009/031377

再表 2008/ 1 1 7579

再表 2008/062754

特 開 2008 - 153 1 85

特 開 2008 0 17 159 

特 開 2007 - 33364 7 

再表 2006/ 103863

特許 40 18070

特許 4002949

特許 3951022

公 開 番号／登録番号

特 開 201 0 - 1 56046 

特 開 2010 - 134617

特 開 2009 - 56551

特 開 2008 - 2007 1 1  

特 ｜羽 2007 084338 

特 開 2007 - 06081 8  

特 開 2007 - 02 1632 

特許 4590633

特許 3864227

特 開 2008 - 045922 

特許 4586 1 66

特 開 2007 - 302952 

特許 4492779



化学

発 明 の 名 本か 公 開 番号／登録番号

27 質量分析装 置 の 質量較正方法 特 開 2010 - 1 1 7153 

28 オ ク タ エ チ ル ポ ル フ イ リ ン 誘導体か ら な る 分子機能素子 特 開 2008 - 1 62993 

29 オ ク タ エ チ ル ポ ル フ イ リ ン 誘導体 特 開 2008 024692 

30 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 測 定方法 特 開 2007 - 218866 

31  パ ラ ジ ウ ム 錯体 及 びそ の 製造方法 触媒並 び に 反応方法 再表 2007/026490

ノ て イ オ ・ ラ イ フ サ イ エ ン ス

発 明 の 名 手か 公 開 番号／登録番号

32 癌 の 組織型 を 判 別 す る カ ク テ ル抗体 判 別 キ ッ ト 及 び判 別 方法 W02010/ 122846 

33 組織片 成 形装 置 及 び組織 片 成 形方法 W02010/027012  

34 水溶性 ロ タ キ サ ン 型蛍 光 色 素 お よ び蛍光性有機分子 W02010/026957 

35 ネlj3経活動 を 可祝化す る プ ロ ー ブ W02010/018840 

36 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク 非 ヒ ト 哨乳動物お よ びそ の 利 用 特 開 201 1 - 030448 

37 検体の毒物 検 出 方法 特 開 2010 - 094048 

38 ヒ ト 羊膜 由 来 間 業 系 細 胞 及 び こ れ を 用 い た 糖尿病治療薬 特 開 2010 - 046019  

39 J克ヘ リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ 剤 特 開 2010 - 043061 

40 ア レ ル ギー 性疾患 の バ イ オ マ ー カ ー お よ びそ の 利 用 W02009/081854 

4 1  ア ル ド ー ス 還元酵素 阻害活性 を 有す る 縮 合 二 環化合物 w 02009 / 078423 

42 レ ー ザー ド ッ プ ラ ー 血流測定方式 及 び装 置 W02009/ /081883 

43 免疫 グ ロ プ リ ン IgA ク ラ ス ス イ ッ チ ン グ剤 再表 2009/054321

44 X 線 発生装置 特 開 2009 1 70347 

45 類似植物体お よ び生薬 同 定用 DNA マ イ ク ロ ア レ イ 特開 2009 - 1 18776 

46 脳 由 来 神 経栄 養 因 子 の 発現誘導斉lj お よ び発現誘導方法 特 開 2009 084271 

47 皮 府 カ テ プ シ ン の 分析方法， 皮 膚 の 光 ス ト レ ス の 判 定方法 お よ び、 そ の た め の キ ッ ト 特 開 2009 - 2104 1 1 

47 フ ェ ニ ル ア ラ ニ ン セ ン サ 及 び フ ェ ニ ル ア ラ ニ ン 測 定方法 特 開 2009 - 069085 

49 キ サ ン チ ン 系薬剤 の 効果増 強方法お よ び増 強 剤 特 開 2009 - 046394 

60 検体薄 片 の 保存具 及 び こ れ を 備 え た 顕微鏡観察 用 具 再表 2008/ 1234 10

5 1  乾燥羊 膜 か ら な る 医 用 代 用 膜 再表 2008/ 102847

52 プ ロ ス タ ノ イ ド D p l 受容体作動物 質 に よ る タ キ キ ニ ン N K l 受容体の 発現抑制 特 開 2008 7300 1 

53 培養重層上皮 シ ー ト の 作製方法 特 開 2008 - 1 99972 

54 フ ィ ル ム 電極 及 び該 フ ィ ル ム 電極 を 用 い た 低侵 襲 セ ン サ 特 開 2008 - 2092 19 
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55 手術用 ク リ ッ プ 特 開 2008 - 1 94220 

56 ヘ リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ 菌 由 来の新規抗原 抗原組成物 および、 ピ ロ リ 菌抗体の検 出 方法 特 開 2008 - 189648

57 プ ロ ス タ ノ イ ド D p l 受容体作動物 質 に よ る タ キ キ ニ ン N K l 受容 体の 発現抑制 特 開 2008 - 1896 19  

58 乾燥羊膜か ら な る 限表面 の再建用 医療材料 特 開 2008 - 036345 

59 ア ロ デ イ ニ ア の 惹起方法お よ び評価方法 特 開 2008 - 073001 

60 腫疹マ ー カ ー 特 開 2008 - 035836 

6 1  酸化還元物 質 の 信号増 rjf�検 出 方法 及 びそ の 測定装置 特 開 2008 - 020373 

62 注意 欠 陥 多 動性障害 の モ デ ル 動物 特 開 2008 - 005731

63 乾燥羊膜 及 び羊膜の 乾燥処理方法 特 開 2007 - 054015 

64 植物培養方法 及 び植物培養装 置 特 開 2007 - 3302 19  

65 酵素活性 の 測 定 方法 お よ びそ の 測 定 用 試薬 キ ッ ト 特許 450565 1

66 整理 ケ ー ス 及 び整理方法 特 開 2007 - 255896 

67 ア ル ツ ハ イ マ ー 型記憶障害 の 予 防 － 改善剤 特 開 2007 - 230938 

68 感染症起 因 菌 の 迅速 同 定方法 特許 4590573

69 光反応基 を 利 用 し た パ ニ ン グ法 W02007 /083793 

70 抗原特異 的 リ ン パ球 の 検 出 方 法 お よ び調 製方法 W02007 /055226 

7 1  細胞 ゲ ル 化物 ， 細胞 ア レ イ の 作製法お よ び高 集積 の 組織 ア レ イ 作 製 シ ス テ ム W02007 /010924 

72 リ ン パ管新生評価 系 W02007 /0135 17  

73 生体 ア ミ ン の 分析方法 特 開 2006 - 280201 

74 移乗作業支援器具 特許 4613312

75 神経 l!!l 路網再構築 剤 お よ び神経 回 路 網 の 再構築方法 特 開 2006 - 1 76428 

76 高蛍光量子収率型疎水性蛍光プローブ， それを用 いる生体高分子検出法ならびに生体高分子間相互作用検出法 再表 2006/054426

77 2 － ア リ ー ル － 2 － フ ル オ ロ ア ル カ ン 酸 及 び そ の エ ス テ ル 並 び に そ れ らの 製造方法 表 2006/04921 1

78 神 経 回 路網形成 に よ り 神経変性疾患 を 治療 す る 漢方処方 w 02006/ 068 155 

79 血糖値予測装置． 血糖値予測 モ デ ル 作 成装置 お よ び プ ロ グ ラ ム 特 開 2005 - 328924 

80 マ イ ク ロ ア レ イ ウ ェ ル チ ッ プ， そ の 製造方法及 び被検体 の 活性検定方法 特 ｜羽 2005 - 2534 12  

8 1  
フ ェ ニ ル ジ ア ジ リ ン 付加核酸誘導体と そ の 製造方法 フ ェ ニ ル ジ、 ア ジリ ン 付加 ヌ ク レ

特許 4 122446
オ チ ド 誘導体 と そ の 製造方法， 並びに タ ン パ ク 質の分析方法お よ び、調製方法

82 フ ェ ニ ル ジ ア ジ リ ン 誘導体 と そ の 製造方法 特許 40671 14

83 
ガ レ ク チ ン － 3 誘導能 を 利 用 し た 物 質 の ス ク リ ー ニ ン グ方法， 肝 の状態 の 診 断

特許 4035562
方法お よ び こ れ ら の 方法 を 利 用 し た キ ッ ト
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そ の イ也

発 明 の 名 称

84 金属 表面への 被膜生 成 方 法

85 人 体把持具 と そ れ を 用 い た 移乗支援器具

86 移乗支援器具

87 ケ カ ビ に よ る エ タ ノ ー ル の 製造法

88 鉄棒練習 具

89 FT 合 成 用 触媒 及 び FT 合 成 方法

90 信号解析方法， 信号解析装 置， 及 び信号解析 プ ロ グ ラ ム

91  金属 含 有 廃液 の 処理方法

92 液体酸素 を 観察す る 実験器具

93 金属 の 分離方法， お よ び金属 の 回 収方法

94 光触媒型太陽光電池

95 金属 の 分離 回収方法

96 表面情報取得装置及 び表面情報取得方法

97 表面電荷量計測 装 置 及 び表面電荷量計測方法

98 重 金属 固 定 化材 及 び重 金属 固 定化方法

99 廃 液 に 含有 さ れ る 有 用 金属 の 同収方法

公 開 番号／登録番号

特 開 201 1 - 021220 

特 開 2010 - 279491 

特 開 201 0 - 194 1 42

特 開 2010 - 046024

特 開 2009 - 240337 

特 開 2009 - 106863 

再表 2009/038056

特許 4604203

特 開 2008 - 0681 57 

特 開 2007 - 297653 

特 開 2007 - 234451 

特 ｜羽 2006 - 328468 

特 開 2008 - 01 5280

特 開 2008 - 0 14832 

ヰ寺 院1 2006 - 223569 

特 開 2005 - 325437 

• 1 1 - 3 知的財産 に 関 す る 啓蒙活動

－ リ エ ゾ ン オ フ ィ ス の 知 財 セ ミ ナ ー （ 講 師 ： 永井 嘉 隆 ）

企業 と 大学 と の 産学連携が進 む と 大学で も 知 的 財 産 に 関 す る ル ー ル を 尊重す る こ と が求 め ら れ る 。

そ れ で知 的 財 産 の確 保 と そ れ を 基 に し た 企業 と の 共 同 研究 ・ 技術移転 な どの推進が主業務 の リ エ ゾ

ン オ フ ィ ス は ， 学 内 の教員 ・ 修士 ・ 学生 な ど を 対 象 に 各種 の 知財 セ ミ ナ ー ・ 勉強 会 を 積極 的 に 実施

し て い る 。 外部講師 に よ る も の も 開 催 し て い る 。 内 部講師 に よ る セ ミ ナ ー は 出 前 セ ミ ナ ー と し て

2 人以上集 ま れ ば何 時で も ， 何処へで も 出 か け て 開 催 し て い る 。 最 近 は 学 内 だ け で な く ， 富 山 県発

明 協 会 や 各種協 会 ・ 団 体 な どか ら も 要請 さ れ て 実施 し て い る 。

内 容 は ， 対 象者 に 合 わせ知的財産 （特実意商） 共 同 研究 契約 営業秘密 著作権 な ど で あ る 。

< 2010年 度 の 実績 ＞

0学生 と 知財 の 関 わ り （特許）

O 中 小企業の た め の 知 的財 産 活 用 法

0著作権 （ ソ フ ト ウ エ ア ） の 注意事項

O知的財産権の基礎

0知 的 財 産権 の 基礎

工学部 ・ 広 林研

富 山 市 産業支援 セ ン タ ー
各学部教授 会 （ 9 会場）

富 山 工業高校 （ 機械工学科 l 年 l 組 ）

富 山 工業高校 （ 機械工学科 1 年 2 組）
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0知 的 財 産 権 の 基礎 大沢野工業高校 （生徒， 教諭）

－ 薬学部の 知 的 財 産概論

薬学部 は ， 平 成21 年度 よ り 創薬科学科 の 4 年生 を 対 象 に ， 「 知 的 財 産概論 （ 選択科 目 ） 」 の カ リ キ

ユ ラ ム を 組 ん で い る 。 知 的財 産概論は 将来 創 薬研究者等 の 職 に 就 く 学生 に 対 し 知 的 財 産 の 種

類や実際 を 知 り ， そ の 重要性 を 理解す る こ と 目 的 と し て い る 。

講義 は ， 平 成22年 度前期 に 1 1 回 の 講義 を 行い ， 倉lJ薬科学科 ・ 薬学科 4 年生41 名 が履修 し た 。

シ ラ パ ス と 担 当

タ イ ト ル 内 容

薬 と ビ ジ ネ ス I . II 医薬 品 ビ ジ ネ ス に お け る 知 的 財 産権 の 役割

知 的 財 産 と 研究活動 研究成果の権利 化 に つ い て 考 え る

特許法 の 基礎 I ～ E 発 明 か ら 特許取得 ま で 特許権者 の 利 益

意 匠 － 商標 医薬 品 に お け る デザ イ ン 及 び ネ ー ミ ン グ の 重要性

不正競争防止法 営業秘密 ・ 信 用 の 保護 な ど不正競争 防止法 の 実 例

著作権法 著作権 に 係 わ る 最 近 の 話題 も 含め て 著作権 を 概説

知 財 関 連情報 特許情報 な ど知 財 関 連情報 と そ の 検索 ・ 入手法

1 2 . 施設 ・ 設備の管理 と 運営

• 1 2 - 1 地域共同研究 セ ン タ ー

1 2 - 1 - 1 分電盤の新設

日 時 ： 平 成22年 12 月 1 7 日 （剣

講 師

高柳 再 生
金 田 佳 己

大 谷 嘉一

大 谷 嘉一

佐貫大三郎
丞村 1-、
金 田 佳 己

場 所 ： 地域共 同 研究 セ ン タ ー l 階 大型共 同 実験室南側 シ ャ ッ タ 一 口 右 隣 り 壁面

設 備 ： 動 力 電力 200 V 30 A 4 口

電灯電力 l OO V 20 A 8 口

施工業者 ： （槻大沢野電気工事

1 2 - 1 - 2 ボ ン ベ リ フ ト の設置

時 ： 平成23年 1 月 1 3 日 （木）

場 所 ： 地域共 同 研究 セ ン タ ー l 階 大型共 同 実験室北 側 出 入 り 口 付 近
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三日又1し 備 鈴木製機（掬製 PLF - 100改良型 （ W800 × D SOO × 日 1800)

敢大積載量 lOOkg 昇 降速 度 lOm / min 

施工業者 － 株）サ カ イ 産業

1 2 - 1 - 3 実験室利用

番号 実験室 名 利 用 代表者 利 用 期 間

精密機探実験室（ 1 )  自 然科学研究支援 セ ン タ ー 通年

2 精密機器実験室（ 2 ) 森 田 昇 （工学部） 通年

草開 清志 （ 地域連携推進機構） 通年

3 H立日 ゴ’去ニ 共通利 用 通年

4 材料試験検査室 自 然科学研究支援 セ ン タ ー 通年

5 汎用 実験 室 1 自 然科学研究支援 セ ン タ ー 通年

6 汎用 実験室 3 松 田 健二 （工学部） 通年

7 大型共 同 実験室 4呑 範立 （工学部） 通年

高辻 則 夫 （ 工学部） 通 年

森田 昇 （工学部） 通年

平沢 良 男 （ 工学部） 通年

8 電子 デバ イ ス 実験室( 1 ) 中 村 真 人 （工学部） 通年

9 電子 デバ イ ス 実験室（ 2 ) 岡 田 裕之 （工学部） 通年

10  化学実験室 椿 範立 （工学部） 通 年

舎津 宣一 （ 工学部） 通年

1 1  化学機器分析室 曾津 宣一 （工学部） 通年

小野 慎 （工学部） 通年

12  バ イ オ 実験室（ 1 ) 小野 恭 史 （ 自 然科学研究支援セ ン タ ー ） 通年

13 バ イ オ 実験室（ 2 ) 星野 一宏 （ 工学部） 通年

14 バ イ オ 実験室（ 3 ) 星野 一宏 （ 工学部） 通年

15  測 定室 広 林 茂樹 （ 工学部） 通年

16 無響室 広 林 茂樹 （工学部） 通年

1 7 汎用 実験室 4 北野 博 巳 （工学部） 通年

18 汎用 実験室 5 前津 宏一 （工学部） 通年

1 3 . 富山大学産学交流振興会

本 会 は 富 山大学地域連携推進機構 産学連携部 門 が行 う 次 に 掲 げ る 事業 を 支援す る た め の 寄 附 及 び産

学官の 交流進展 に 有益 な 提言 を す る こ と を 目 的 と す る 。

1 部 門 が行 う 事業及 び産学官 の技術交流 の 促進

2 産学官連携 を 促進す る 学術研究の 充実

3 . そ の 他部 門 の 目 的 を 達 成す る た め に 必要 な 事業

1 3 - 1 事業支援 と 会議

・ コ ラ ボ フ ェ ス タ 2010  ( 9 / 3 ） . プ ロ ジ ェ ク ト 研究 （ 3 件） ， イ ブニ ン グ技術交流サ ロ ン （ 6 回 ） ，

研究部会 （ 6 部会） 科学技術 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 活動等 を 支援 し た 。
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－ 総 会

日 時 ： 平 成22年 4 月 26 日 （月 ） 1 3時30分 ～ 14時20分

場 所 ： 富 山 国 際会議場 2 階 会議室 （ 富 山 市大手町 l 番 2 号）

出 欠 ： 構成 員 75 名 中 出 席者35 名 ， 委任状提 出 者34名

議 事 ： 報告事項 （ 1 ）会 員 の 加 入状況 に つ い て
( 2 ）平成2 1 年 度 プ ロ ジ ェ ク ト 研究成果報告

( 3 ）そ の イ也

審議事項 ( 1 ）平成21 年 度 交流振興 会 の 事業報告 及 び平成21 年 度収支決算報告 に つ い て

( 2 ）役員 の 改選 に つ い て

( 3 ）平 成22年 度 交流振興 会 の 事業計画 （ 案 ） 及 び平成22年度 交流振興 会 の 予

算 （案 ） に つ い て

(4 ）そ の 他

そ の 他 ( 1 ）平 成22年 度 プ ロ ジ ェ ク ト 研究 に つ い て

( 2 ）平成22年 度 産学連携 人 材 育 成事業 に つ い て

平成22年度 役 員 一覧 （ 法 人 名 ）

会 長 株式会社 日 本抵抗器製作所

副 会 長

監 事

常任理事

理

－ 第一 回理事会

株式会社 ユ ニ ゾー ン ， ア イ シ ン 軽金属 株式 会社

株式会社 で ん そ く 株式会社 ヤ マ シ タ

北 陸電 力 株式 会社 株式会社北陸銀行

株式 会社東邦技研 株式会社 シ キ ノ ハ イ テ ッ ク

エ ヌ ア イ シ ・ オ ー ト テ ッ ク 株式 会社 株式会社 リ ッ チ ェ ル
株式会社富 山 銀行， 三 品 工 ム イ ー シ ー 株式会社

北電情報 シ ス テ ム サ ー ビ ス 株式 会社 株式会社 ア ラ イ ド マ テ リ ア ル

日 本 カ ー バ イ ド 工業株式会社， 株式会社 ト ヨ ッ ク ス

YKK 株式会社黒部事業所

日 時 ： 平 成22年 9 月 3 日 倒 1 1 時00分～ 1 1 時30分

場 所 ： 五福 キ ャ ン パ ス 事務局 5 階 中 会議室

出 欠 ： 委 員 30名 中 出 席 者20 名 （ 内 1 名 補佐者） ， 委任状提 出 者 8 名

議 事 ： ( 1 ）産学交流振興 会の 会 員 に 対す る 恩典強化 に つ い て

( 2 ）平成22年 度 の 活動報告 に つ い て

( 3 ）そ の 他

1 3 - 2 プ ロ ジ ェ ク ト 石汗 究

趣 旨 ： 地域産業 に 貢献す る こ と を 目 指 し 富 山大学教員 の 先駆 的 研究課題で実 用 化 を 目 的 と

し た 試験研究 を 支援す る 。
助 成 件数 ： 3 件

助 成 金 ： 50万 円 ／件

平成21 年 度 成 果報告研究 （ 一 部 は 平成22年 9 月 3 日 に 開 催 さ れ た コ ラ ボ フ ェ ス タ 2010 に て 発表 ）

1 . 知 能移動 ロ ボ ッ ト を 利 用 し て 倒壊環境 内 の 地 図 生 成 と 自 己位置推定

大学 院理工学研究部 （ 工学系 ） 教授 チ ャ ピ ・ ゲ ン ツ イ
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2 . 脳 ・ コ ン ピ ュ ー タ イ ン タ ー フ ェ ー ス の 開 発

大学院理工学研究部 （工学系 ） 准教授 石井 雅博

3 . カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブの 長 さ ・ 直径 に よ る 選 別 方法 の 開 発

平 成22年度採択研究

大学院理工学研究部 （ 工学系 ） 准教授 小野 慎

1 . 小動物用 視機性動眼反射測 定装 置 の 実 用 化 ・ 製 品 化

大学 院理工学研究部 （工学系 ） 准教授 田 端 俊英
2 高 周 波誘導加熱方式 を 用 い た 缶飲料加熱装 置 の 実 用 モ デル の 試作

大学 院理工学研究部 （工学系 ） 助 教 飴井 憲治

3 富 山 地域 か ら 入 浴事故 を 無 く す た め の 入浴 中 末梢血管拡張モ ニ タ 開 発

1 3 - 3 企業合同 説明会

大学 院理工学研究部 （工学系 ） 教 授 中 島 一樹

平素本学の 産学連携活動 に 物心両面 で ご支援 い た だ い

て い る 富 山 大学 ・ 産学連携交流振興 会 の “ 会 員 企業の社業 ・

製 品 の 紹 介 の 機会” を ， と 言 う 会 員 の 要請 に 応 え ， 同 会の

主催す る 企業 合 同 説明 会 を 工学部 と 産学連携部 門 が共 催

す る 形態 で， 2 月 28 日 （月）午 後工学部講義棟 の 3 部屋 を 使用

し て28社 の 参加 を 得 て 開 催 し た 。 期 末試験終 了 後 の 春 休

み 直前 時期 で ， キ ャ ン パ ス がや や静か な 時期 で あ っ た が，

卒業論文発表会時期 で 各学科 長 か ら の 同 会 の P R も あ り ，

リ ク ル ー ト 活動最 中 の 主 に 来春卒業予定者80数 名 （ 登録） に 加 え ， 2年生等 も 多 数 （ 非登録） が参加

し た 。 企業紹 介の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン コ ー ナ ー や ， 各 企業 の 小 間 で、 は予 定 の 午 後 5 時 を 過 ぎ て も 企

業担 当 者 と 熱心 に 話 し 合 い があ り ， 有意義 な 企画 で あ っ た 。 企業 ・ 学生 の 希望 を 調査 し 同 会 と 連

携 し ， よ り 良 い 企画 に な る よ う に 努め た い 。
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1 3 - 4 役員並び に 正会員 と 個人会員 （平成22年度末現在）

平 成22年度富 山 大学産学交流振興会役員 （ 敬称略）

会 長 株式会社 日 本抵抗器製作所 取締役社長 木村 準

副 会 長 株式会社 ユ ニ ゾ ー ン
ア イ シ ン 軽金属株式会社

監 事 株式会社 ヤ マ シ タ

株式会社 で ん そ く

代 表取締役社長 梅 田 ひ ろ 美

代 表取締役社長 井上 宗 太

代 表取締役 福 山 龍市

代 表取締役社長 楼井 賎男

常任理事 北 陸電力 株式会社 執 行役 員 技術 開 発研究所長 綿貫 摂
株式会社北陸銀行 取締役頭取 高 木 繁 雄

理 事 ＊ 株式 会社東邦技研 代表取締役 松井 甚幸

－台j:守Eコデ

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10  

1 1  

1 2  

1 3  

14  

1 5  

＊ 株式 会社 シ キ ノ ハ イ テ ッ ク 代 表取締役 会長 塚田 隆

＊ エ ヌ ア イ シ ー ・ オ ー ト テ ッ ク 株式会社 代表取締役 西 川 浩司
＊ 株式 会社 リ ッ チ ェ ル 代表取締役社長 蓮 池 浩 一

＊ 株式 会社富 山銀行

三 品 エ ム イ ー シ ー 株式会社

北電情報 シ ス テ ム サ ー ビ ス 株式会社

株式会社 ア ラ イ ド マ テ リ ア ル

日 本 カ ー バ イ ド工業株式会社

株式会社 ト ヨ ッ ク ス

YKK 株式会社

営業統括部長 水野 英 信

代 表取締役社長 今家 英明

代 表取締役社長 並木 誠

取締役 会 長 関 敦
取締役工場長 早勢 隆

代表取締役 中 西 清一

代 表取締役社長 吉 田 忠裕

＊ ： 残 り 任期 1 年 間 他 の 理事 は 任期 2 年 間

1 正 会 員 63社

法

株式会社 イ ン テ ッ ク

コ ー セ ル 株式会社

人

三 協 立 山 ア ル ミ 株式会社

株式会社新 日 軽北陸

株式会社 ス ギ ノ マ シ ン

名

大平洋製鋼株式 会社富 山 製造所

株式会社 タ カ ギセ イ コ ー

武内 プ レ ス 工業株式 会社

立 山 科学工業株式会社

日 医工株式会社 医 薬 開 発 セ ン タ ー

第一 フ ァ イ ン ケ ミ カ ル 株式会社

北 陸電気工業株式 会社

北陸電力 株式 会社

YKKAP 株式会社

株式会社 リ ッ チ ェ ル

番号 法 人 名

16 株式 会社富 山 富士通

17  株式会社 で ん そ く

18 株式 会社 別 川 製作所

1 9  田 中 精密工業株式会社

20 株式会社富 山 村 田 製作所

2 1  津根精機株式会社

22 富 山 化学工業株式会社富 山 事業所

23 コ マ ツ N T C 株式会社

24 北陸電機製造株式会社

25 ア イ シ ン 軽 金 属 株式会社

26 二 菱 レ イ ヨ ン 株式会社富 山 事業所

27 中 越 合 金鋳工株式 会社

28 タ カ ノ ギ ケ ン 株式 会社

29 立 山 マ シ ン 株式会社

30 株式会社 KEC
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番号 法 人 名 番号 法 人 �r 
31  日 本高 周 波鋼業株式 会社富 山 製造所 48 大谷製鉄株式会社
32 日 本 海 ガ ス 株式会社 49 日 本 カ ー バ イ ド工業株式 会社

33 株式会社 ア ラ イ ド マ テ リ ア ル 50 大平洋 ラ ン ダ ム 株式会社

34 株式会社 日 本抵抗器製作所 5 1  テ イ カ 製薬株式 会社

35 株式会社富 山 銀 行 52 株式会社不二越

36 株式会社ユ ニ ゾー ン 53 株式会社 ト ヨ ッ ク ス

37 エ ヌ ア イ シ － オ ー ト テ ッ ク 株式会社 54 株式 会社 ヤ マ シ タ

38 ブ ラ ザ ー 工 業株式会社 P&H カ ン パ ニ ー 55 北電情報 シ ス テ ム サ ー ビ ス 株式会社

39 株式会社高松 メ ッ キ 56 株式会社マ ス オ カ

40 株式会社北陸銀行 57 株式会社高 岡 ケ ー ジ工業

4 1  株 式 会社 シ キ ノ ハ イ テ ッ ク 58 高 岡 信 用 金庫
42 株式 会社東邦技研 59 カ ナ ヤ マ マ シ ナ リ ー 株式会社

43 二 品 工 ム イ ー シ 一 株式 会社 60 セ ト 電子工業株式 会社

44 丸文通商株式 会社富 山 支 店 6 1  YKK 株式会社黒部事業所

45 中 村留 精密工業株式会 社 62 日 本 ソ フ テ ッ ク 株式会社

46 津 田駒工業株式会 社 63 キ タ ム ラ 機械株式 会社

47 協 伸 熱 処理工業株式会社

2 . 個 人 会 員 ( 1 4 名 詳細略 ）

1 4  そ の他の関連活動

• 1 4 - 1 富 山 県 か ら の委託事業

産学連携部 門 は 平 成 19年 よ り ， 内部型 （ 大学内組織） T L  O で は あ る が 富 山 大学 の 有す る 知 的

財 産 の 技術移転業務 だ け で は 無 く ， 富 山 県 の 保有す る 知 的 財 産 の 移転業務 を 含み ， 次 の 委託業務 を

受 け 活動 し た 。

1 県有特許の技術移転活動

1 - 1 技術移転案件の情報収集 ・ 整理

委託 を 受 け た特許 リ ス ト 案件 に つ い て ， 個 別 に 特許経過情報 を 確認 し 概要 ・ 抄録 を 編

集 し て 各種技術 シ ー ズ 発信 イ ベ ン ト に お い て 展示配布 し た 。
1 - 2 . 委託案件 の カ タ ロ グ化

技術移転 を 図 る た め ， シ ー ズ 発信の P R 用 と し て 特許 ・ 研究内容 を ポ ス タ ー 及 び カ タ

ロ グ 化 し て ， 県有特許 リ ス ト と と も に 各種研究 成 果 発表会等 に 展示 し 技術移転推進活動

に 努め た 。

こ の 様 な 活動 の 結果， 関 心 を 示 し た 企業 を 県 内 の 各機関 に 紹 介 し た 。

2 . 知 財啓蒙活動 （ セ ミ ナ ー 開 催 ）

知財啓蒙 及 び、産学連携推進 に 係 る 各種セ ミ ナ ー を 県 内 の 機 関 と 連携 し て 県 内 企業 向 け に 継続

的 に 実施 し て お り ， 本年度 も オ ー プ ン セ ミ ナ ー 2 回 の 他， ベ ン チ ャ ー ・ 中 小企業向 け の 知 的 財 産
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に 係 わ る シ リ ー ズ 2 回 ， 高校生 向 け と し て 2 回 を 要請 に 応 じ ， 出 前 セ ミ ナ ー を 開 催 し た O 今 後 と

も ， 県内 各方面か ら の 要請 に 基づ き ， 気軽 な 出 前 セ ミ ナ ー を 実施 し て い く 予 定 で あ る 。

3 . 知財 ネ ッ ト ワ ー ク と や ま

富 山 県 内 の 研究機関 （ 大学 ・ 高専 ・ 公設試等） 知 財 関 係者の 知 財情報共有 化 と ， 各機関 の 有 す

る 知 的 財 産 の 活用 を 図 る こ と を 目 的 に 構築 さ れ た 本 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て ， 定期 的 に 意 見交換や

各種公募事業等 に 対す る 情報交換 を 実施 し た 。

参加機関 ： 県 内 7 研究機 関 ， l 知 的財 産技術移転機関

富 山 県立大学 ・ 富 山 高等専 門 学校 ・ 知 的所有権セ ン タ ー ・ 富 山 県工業技術セ ン タ ー ・ 富 山 県農

林水産総合技術セ ン タ ー ・ 富 山 県総 合 デザ イ ン セ ン タ ー ・ 富 山 県薬事研究所

• 1 4 - 2 富 山市新産業支援 セ ン タ ー の運営

1 4 - 2 - 1 起業家セ ミ ナ ー

－ 第 l 回 ～ 起業 の 心得 ・ 成功への 道 の り ～

［趣 旨］ 創業者や新規分野進 出 を 志 し て い る 中 小 企業者 の皆 さ ん に ， 創 業 成功への秘訣や 創

業者 の 苦労話 を 聴講 し て い た だ き ， 今後の 経営活動 の 成功への ヒ ン ト を 学 ん で頂 い

た 。

［ 日 時］ 平 成2 1 年 6 月 9 日 （ポ 18 : 30～20 : 40 
1場 所］ 富 山 市新産業支援 セ ン タ － 4 F 研修室

【参加者］ 42 名
｛概 要］ 創業時 の 成功 ・ 失敗事例 に つ い て

日 本政策金融 公庫富 山 支 店

国民生活事業 融資課長 三 好 誠一

新製 品 の 開 発 か ら 事業 化 ま で の事例

シ ー ケ ー 金属附 ・ サ ン エ ツ 金属（械

代 表取締役社長 釣 谷 宏行
－ 第 2 回 ～ 富 山市新産業支援セ ン タ ー に 入居す る 起業家が情報発信す る ～

［ 日 時］ 平 成21 年 7 月 7 日 制 18 : 30～20 : 00 
｛場 所］ 富 山 市新産業支援セ ン タ － 4 F 研修室
｛参加者］ 32名

【概 要］ “がん” と 闘 う た め の 個 別 化治療 と 病理診 断

側パ ソ ロ ジ ー 研究所

顧 問 谷 洋一

通信 ・ 放送 ビ ジ ネ ス の 今後 の 展望 と 取 り 組み に つ い て

（有） ア ク テ イ ブ 代 表 鬼 谷 洋一

・ 第 3 回 ～ 富 山 市新産業支援セ ン タ ー に 入居 す る 起業家が情報発信す る ～

［ 日 時｝ 平 成22年 7 月 21 日 （ポ 1 8 : 30～ 20 : 00 
｛場 所］ 富 山市新産業支援セ ン タ － 4 F 研修室
［参加者］ 27 名

［概 要］ シ ン グ ル セ ル技術 に よ る 免疫医療への取 り 組み
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エ ス シ ー ワ ー ル ド（側 主任研究員 鳥 羽 慎也

携帯電話用 画像検索 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の ビ ジ ネ ス 展 開

（側サ イ ト 代 表取締役 善光 敏明

－ 第 4 回 ～ 富 山 市新産業支援セ ン タ ー に 入居す る 起業家が情報発信す る ～
［ 日 時］ 平 成22年 8 月 4 日 t;付 18 : 30～20 : 1 5  

｛場 所］ 富 山 市新産業支援 セ ン タ � 4 F 研修室

［参加者］ 29名

｛概 要］ Twitter の つ ぶ や き 方 ～ EC サ イ ト な どで の 活用 法 ～

（有）エ イ プ ラ ス 代 表 佐 々 木浩和

天然薬物 の 免疫制 御 を 活用 し た 医 薬 品 シ ー ズ の 開 発

富 山 免疫バ イ オ 研究所 代表 長井 良憲

・ 第 5 回 ～ 富 山 市新産業支援 セ ン タ ー に 入居す る 起業家が情報発信す る ～
｛ 日 時］ 平 成22年 8 月 18 日 （水.） 1 8 : 30～20 : 30 
｛場 所］ 富 山 市新産業支援 セ ン タ － 4 F 研修室
｛参加者］ 16名

［概 要］ 有機エ レ ク ト ロ ニ ク ス の研究展開

大学院理工学研究部 教授 岡 田 裕之

富 山 大学機器分析セ ン タ ー の 研究支援

1 4 - 2 - 2 経営支援セ ミ ナー

機器分析 セ ン タ ー 准教授 小野 恭 史

－ 第 l 回 販路開拓 ～ 顧客 目 線の 商 品 作 り ～

[I也 旨｝ 企業が成長 ・ 発展 す る に は ， 販路拡大が重要 な ウ エ イ ト を 占 め て い る 。 そ こ で ， マ

ー ケ テ イ ン グ の 基礎 的 知 識 や 手法 に つ い て マ ー ケ テ イ ン グ に 基づ く 経営戦略 の 成

功 ・ 失敗事例 を 交 え て 学 ん で頂 き ， 経営者 と し て の 資 質 向 上 を 図 っ た 。
｛ 日 時］ 平 成22年 1 0 月 6 日 制 1 8 : 30～20 : 1 5  

｛場 所］ 富 山 市新産業支援 セ ン タ － 4 F 研修室
［参加者］ 25 名
｛概 要］ 販路 開拓 ～ 顧客 回 線 の 商 品作 り ～

独立行政法 人 中 小企業基盤整備機構北陸支部

経営支援部 チ ー フ ア ド バ イ ザ一 塩 山 徳宏

・ 第 2 回 経営戦IH各 を 成功 さ せ る た め に ～ 資 金計画 と 資金調達 ～
［ 日 時］ 平成2 1 年 1 1 月 2 日 （刈 1 8 : 30～ 20 : 35 

｛場 所｝ 富 山市新産業支援 セ ン タ － 4 F 研修室

［参加者］ 29名

［概 要］ 経営戦略 を 成功 さ せ る た め に ～ 資金計画 と 資 金調 達 ～

独立行政法 人 中 小 企業基盤整備機構北陸支部

経営支援 ア ド バ イ ザー 木村 岳二
－ 第 3 回 ～ 役立つ I T の 見分 け 方 ～

｛ 日 H寺］ 平 成22年 1 2 月 1 日 （拠 出 ： 30～ 20 : 35 
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｛場 所］ 富 山市新産業支援 セ ン タ － 4 F 研修室

［ 参加者］ 1 7 名

［概 要］ 役立つ IT の 見分 け 方

側 よ し だ ま こ と 事務所 代表取締役 吉 田 誠

1 4 - 2 - 3 知 的財産 セ ミ ナ ー

－ 第 l 回 ～ 中 小 企業 の た め の 知 的財産活用 法 ～
｛趣 旨］ 企業が成長 ・ 発展す る に は ， 知 的 財 産権 の 活 用 が重要 な ウ エ イ ト を 占 め て い る 。 そ

こ で， 特許や商標 な ど の 基礎 的知識や そ の 活 用 法 な ど に つ い て 具体的 な 事例 を 交 え

て 学 ん で頂 j 経営者 と し て の 資 質 向上 を 図 っ た 。
［ 日 時］ 平 成23年 1 月 12 日 （水） 18 : 30～20 : 00 

［場 所］ 富 山市新産業支援 セ ン タ － 4 F 研修室
｛参加者］ 12名
［概 要］ 中 小企業 の た め の 知 的 財産活 用 法

産学連携部 門

産学官連携 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 永井 嘉 隆

1 4 - 2 - 4 第 6 回 イ ン キ ュ ベ ー タ 交流事業

－ み ん な 起業家， 集 ま ら ん ま い け ！

［趣 旨｝ 富 山 県内 の イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン 施設 入居者 と そ の 卒業生 ， 起業家， 学生， 起業 を 目

指 し て い る 方等 を 対 象 に ， 起業家精神 の 醸 成 や ベ ン チ ャ 一 企業 の 育 成 を 促 し 起業

家 同 士 の情報交流 を 深 め ， 入居企業等 の 成長 及 び新規事業 の 創 出 を 支援す る 場 を 提

供 し た 。
｛ 日 時］ 平 成23年 1 月 22 日 （土） 13 00～ 18 : 00 
｛場 所］ 工学部共通講義棟 （ 106 , 103講義棟）
｛参加者］ 1 22 名 （ 主催 団 体 ・ 事務局 出 席者含 む ）
［概 要］ 講演 会

会社 で は 教 え て く れ な い ト ッ プ ラ ン ナ ー への 道

（械 R09 （ ア ー ル ナ イ ン ） 代表取締役社長

北陸学院短期 大学部非常勤講師 長井
パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン

「 目 指せ ト ッ プ ラ ン ナ ー ～ 未来 に 向 っ て ～ 」

コ ー デ イ ネ ー タ ー ： 朔 Design 代 表 山 田 朔 光

売

ノ て ネ リ ス ト ： （鮒魚津 シ ス テ ム 代表取締役社長 魚津 一朗

（掬 プ ラ ン ニ ン グ ネ ッ ト ワ ー ク 代 表取締役社長 佐 々 木 卓

（附 ABC 代表取締役 村 中 学

参加 企業 に よ る 3 分 間 PR ( 9 社 ）

行政か ら の お 知 ら せ （ 富 山 県 ， 富 山 市 富 山 県総合技術 セ ン タ ー ， 地域連携推進機

構 産学連携部 門 ）

交流懇親会
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1 4 - 2 - 5 ビ ジ ネ ス プ ラ ン 作成 セ ミ ナ ー

－ 第 1 [8] ～ 事業 を 成功 に 導 く プ ラ ン を ～

[i也 旨］ ビ ジ ネ ス プ ラ ン を 作 る 意義 ・ 目 的 ・ 構 成 な ど に つ い て 必要 な 基礎 知識や ノ ハ ウ を 学

ん で い た だ い た 。

｛ 日 時｝ 平 成23年 2 月 9 日 （ポ 18 : 30～ 20 : 45 

［場 所］ 富 山 市新産業支援セ ン タ ー 4 F 研修宏

［ 参加者］ 29 名
｛概 要｝ ビ ジ ネ ス プ ラ ン と は ： 意義 ・ 目 的 ・ 構 成

（ ベ ン チ ャ ー 精神 ， 起業家 の 条件，

ヒ ュ ー マ ッ ク ス 経営考房

・ 第 2 回 ～ 事業 を 成功 に 導 く プ ラ ン を ～
［ 日 「｜寺］ 平 成23年 2 月 16 日 （水） 18 : 30～20 : 45 

［場 所］ 富 山 市新産業支援 セ ン タ ー 4 F 研修室

［参加者］ 28名

起業 の 環境 な ど）

代表 羽 田 野正博

［概 要］ ビ ジ ネ ス プ ラ ン 作 成 の ポ イ ン ト ： 事業 ド メ イ ン ， マ ー ケ テ イ ン グ ， 財務 （SWOT 分

析， 4 P ， 収支 ・ 資金計画 な ど）
ヒ ュ ー マ ッ ク ス 経営考 房 代 表 羽 田 野正博

－ 第 3 回 ～事業 を 成功 に 導 く プ ラ ン を ～
｛ 日 時｝ 平成23年 2 月 23 日 （水） 18 : 30～20 : 45 
｛場 所］ 富 山市新産業支援 セ ン タ ー 4 F 研修宏

｛参加者］ 25 名

｛概 要｝ ビ ジ ネ ス プ ラ ン 作 成 ： 作 成手Jil貢 （事業 名 ， コ ン セ プ ト 及 び事業 内 容 ， 背景 と 目 的，

新規性 ・ 独創 性 ・ コ ア コ ン ピ ー タ ン ス ， 顧客 ・ 市場 の規模 ・ 将来性 ・ 収支計画 な ど）

1 4 - 2 - 6 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の紹介

ヒ ュ ー マ ッ ク ス 経営考 房 代 表 羽 田 野正博

1 . 内 島錬一郎 （ う ち じ ま れ ん い ち ろ う ） 科学技術 コ ー デ イ ネ ー タ ー

専 門 分野 ： 生 産 ・ 商 品 開 発

こ れ ま で民 間 企業 に お い て 生 産 ， 販売， そ し て 技術， 商 品 開 発 と 一 連 の 仕事

を 経験 し て き ま し た 。 全体 を 通 じ て の最 適化 と い う 観点で商 品 化 プ ロ セ ス や ビ

ジ ネ ス を 見 る こ と に 留 意 し て い ま す 。 ベ ン チ ャ ー 企業の 発展過程 に 自 分 も 参加

で き ， 活用 し て 頂 け れ ば幸 い です。

2 . 若井 武夫 （ わ か い た け お ） 科学技術 コ ー デ イ ネ ー タ ー

専 門 分野 ： 電力 ・ エ ネ ル ギー

こ れ ま で民 間 企業 に お け る 研究開 発， 産学官連携支援期 間 に お け る 科学技術

コ ー デ イ ネ ー タ ー と し て の 経験や 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク を 活 か し て ， さ ま ざ ま な ご

相 談 に 対応 し て ベ ン チ ャ ー 企業や 創業者， 中 小 企業 の 事業拡大 な ど を お 手伝

い い た し ま す 。
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• 1 4 - 3 未来技術研究支援 フ ァ ン ド

趣 旨 ： 企業 の拠金 を 基 に 、 地域 産業 ひ い て は 国 内 外の技術革新 （ イ ノ ベ ー シ ョ ン ） に 貢献す る こ

と を 目 指す 富 山 大学教員 の 先駆的研究課題の芽 だ し 期 の 取 り 組み を 支援

助 成件 数 ： 5 件

助 成 金額 ： 100万 円 ／件

採択研究 ： 1 ） 自 殺防止の た め の 診 断 ツ ー ル の 作 成

大学院医学薬学研究部 （ 薬学系） 教授 新 田 淳美
2 ） フ ラ ン 化合物 を 用 い た 発光 ト ラ ン ジ ス タ の 開 発

大学 院理工学研究部 （ 理学系 ） 准教授 林 直 人

3 ） 筋電信号 を 利 用 し た 関 節拘縮 リ ハ ビ リ ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の 開 発

大学院理工学研究部 （ 工学 系 ） 講師 戸 田 英樹

4 ） 交流電 界 印 加 に よ る 微細 電極上の細胞配向 を 用 い た 細胞活性測 定 シ ス テ ム の 開 発

大学院理工学研究部 （工学系 ） 助教 須加 実

5 ） 新規 コ ラ ー ゲ ン シ ー ト を 用 い た 再生 医療材料の作製 に 関 す る 研究

大学院 医学薬学研究部 （ 医学 系 ） 助教 岡 部 素典
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年

月

項 目 日 1 

日程 金日

1 イ ブニ ン グ技術交流サ ロ ン

2 サ テ ラ イ ト t支術相談 オ フ ィ ス

3 向 上

4 新技術展示 会 ・ 発 表 会

5 向 上

6 基盤技術研修

7 コ ラ ボ「 フ ェ ス タ 201 1

8 企 業 中 核 人材育 成事業

9 知 的財 産 に 関 す る 啓蒙事業

10 広 報誌 （ リ エ ゾ ン ニ ュ ー ス ）

1 1  産学交流振興会

12 ア ン ト レ プ レ ナ ー セ ミ ナ ー ・ 講演 会

13 ビ ジ ネ ス プ ラ ン コ ン テ ス ト

平成23年度 地域連携推進機構産学連携部門 年間事業表 （ 目 安）

201 1 年 4 月 201 1 年 5 月 201 1 年 6 月 201 1 年 7 月 201 1 年 8 月 201 1 年 9 月

8 1 5  22 29 6 13  20 27 3 1 0  1 7  24 1 8 1 5  22 29 5 12  19  26 2 9 16  23 

金 金 三
介昆、＼ 車入 金 2'-乙 金 金 金 主介、～ 金 金 金 立P乙,._ 金 五〈民 金 ノ三包＼ 金 2-乙 金 五〈、～ 金 金 ノ五＼ 

第 l 回 サ ロ ン 第 2 回 サ ロ ン 第 3 回 サ ロ ン

回 ロ ロ

富 山 魚津
口 ロ

砺波 射水
口 ロ

JST新技術 MEX金沢 ノ く イ オテ ク ノ ロ ジ一 同際会議 とや まテク ノフェア
口 ロ 仁コ ロ

Bio 「司際 見本市 科学技術 フ ェ ス タ コ ラ ポ 産学官 発表会

ロ ロ ロ

材料 ・ 評価 コ ー ス

口

コ ラ ボ‘ フ ェ ス タ

ロ

次世代 ス ー パ ー エ ン ジ ニ ア 育 成 コ ー ス 開 講 （ 通 年 ）

学 内 に は 随 時 ロ ー タ リ ー ク ラ フ守

ロ ロ

No. 9 発行 No. 10発行

ロ ロ

�、3会L メ� 第 l 回理事会

口 ロ

第 l l回講演会 第 l 回 セ ミ ナ ー 第 2 回 セ ミ ナ ー

ロ 口 ロ
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ロ

ロ

コ

口

201 1 年 1 0 月 20 1 1 年 1 1 月 201 1 年 1 2 月 2012年 l 月

30 7 14  2 1  28 4 1 1  18  25 2 9 1 6  23 30 6 1 3  20 

金 金 金 金 金 金 三1.、』 金 三丹E、 金 五ノ、九 金 金 金 金 金 金

第 4 回 サ ロ ン 第 5 回 サ ロ ン

ロ 口

小矢部 滑 川 氷見 黒 部

ロ ロ 回

津沢 高 岡
ロ

イ ノベー シ ョン FIT ネ ッ ト と や ま 産学官金交流会

ロ ロ

信金ピ ジ、 ネ ス フ ェ ア とやま IT フェア
ロ

口

ア グ リ ビ ジ ネ ス 告lj l封 フ ェ ア

コ

27 

金

新産業支援セ

口

No.1 1 発 行

ロ

第 2 回 理事 会

コ

第 2 回 講演 会 第 3 回 講演 会

ロ

ビ ジ ネ ス ブ ラ ン コ ン テ ス ト

口

2012年 2 月 2012年 3 月

3 1 0  1 7  24 2 9 1 6  23 30 備 考

金 金 五ノ、ム 金 � ～ 金 五戸、勺 玉p江、、 金

第 6 回 サ ロ ン

ロ

富工高 大沢野工高

コ 回
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